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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「山やま田ださん、おはようございます」

「あ～、うはよ～」

「もー朝からなんですかー、やる気無くすじゃないですかー。はい、シャキッとしてシャキッと！」

　後こう輩はいのミユキは、朝から無む駄だにハイテンション。空腹でテンション低いあたしには迷めい惑わくこの上ないノリである。ミユキをテキトーにあしらって、パソコンのメールフォルダーを確かく認にんする。

　あちゃー、今日も来てるよ。恐きよう怖ふの『神かん崎ざきメール』。




『４月13日13:47:02のメールの件、旋せん回かい駆く動どうユニットの限界値を超こえる可能性があります。資料番号6Y-70-8、部品番号39-21A、39-45Cです。ご確認の上連れん絡らく願います。機械設計Ｇ　神崎』




　やっぱり神崎さんだ。この人、すっごい仕事できるんだけど、なんて言うんだろうな、一言で言えば『冷たい』んだよね。普ふ通つうにさ、『お疲つかれ様さまです。機械設計Ｇの神崎です』とか『おはようございます。機械設計Ｇの神崎です』とか、そういう挨あい拶さつ文ぶんくっつけてくれたっていいじゃん？　とか思うんだけど、そういう配はい慮りよなんて一いつ切さい無しで、淡たん々たんと用件だけを書いて来るんだよね。

　しかもさー、その用件ってのがさ、あたしのしょーもないミスをまるで重箱の隅すみを楊よう枝じでほじくるかのように見つけて来てさ、かと言ってネチネチグチグチじゃなくてサラッとメールしてくんの。

　同じ社内なんだからもうちょっとフレンドリーにしてくれてもいいのにな。

　はあ～、と大きな溜ため息いきをついていると、横から同どう僚りようのミユキが声をかけてくる。

「山田さん、また神崎さんからですか？」

「なんでよ？」

「だって山田さんが溜息ついてる時って、二百パーセント神崎さんからのメールですもん」

「もー、神崎さん全然隙すきが無いんだよね。あの人と同じマシンを開発するようになってから、あたし瘦やせたと思わない？」

「いえ、やけ食いして寧むしろ巨きよ大だい化かしてます。イノシシというよりは最も早はやカバ」

「死にたい？」

「ちょっとコーヒー買って来まーす。山田さんのも買って来ます？」

「うん、いつものカフェオレよろぴこ～」

「カフェオレじゃ巨大化進みますよ、どすこい！」

　ミユキが捨すて台詞ぜりふを残してコーヒーを買いに行ってしまった。帰って来たら半殺しにしてやる。

「山田さん、ちょっと」

　ん？　バーコード、もとい、課長が呼んでる。コイツに呼ばれるとロクな事が無い。神崎メールよりも手て強ごわい事態に陥おちいる可能性百二十パーセントだ。と思っている事など一切表情に出さず、席を立つ。

「なんですか？」

「急で悪いんだけど、山田さん、長期出張に行って貰もらえないかな」

　なーんだ、大した話じゃなくて良かった。

「別にいいですよ、どこ行くんですか？　いつからですか？　どれくらいの期間ですか？」

「京きよう都と、来週から、一カ月間」

「京都ですか。小こ綺ぎ麗れいな仕事ができそうですね」

「いや、京きよう丹たん波ばの山やま奥おくの試験場」

　なんだよ、やっぱ試験場じゃん。仕方無いか、建設機械なんだから。

「まあ、京都ならいいですよ。休みの日に京都めぐりできるし」

「良かった、それじゃあ試験場の方には山田さんが行くって事で連絡しておくね。向こうも喜ぶよ、ソフト設計者本人が来るんだからね。ああそうだ、一カ月なんでウィークリーマンションでいいかな？」

「なんでもいいですよ。ログハウスでもキャンピングカーでもテントでも。いやマジで」

「ハハハ、山田さんならそう言ってくれると思ったよ。大だい丈じよう夫ぶ、一通りの家具と調理道具とベッドもついてるところを総務が今探してくれてるから」

「はいはい、なんでもＯＫです。決まったら教えて下さい」

　じゃ、早さつ速そく神崎さんの仕様を直して、長期出張の事も連絡しとこ。ああ、これで暫しばらく恐怖の神崎メールから逃のがれられるかな。……いや、待てよ、京丹波だって回線は繫つながってんだからやっぱ恐怖のメールは来るよなぁ。それはそれで地味に凹へこむなぁ。




　午後イチ、あたしは総務に呼ばれて総務課長の眩まぶしすぎる頭部を前に説明を聞いていた。

「いやホントに山田さんだと話が早くて助かるよ。本当に山小屋でもＯＫ出してくれそうだからさぁ」

「全然ＯＫですよ。って言うか、朝より条件良くなってません？　朝の話では八畳じようワンルームだったじゃないですか。それが２ＬＤＫって、ＬＤＫの他にベッドルームもあるって事ですよね？」

「そうそう。いつもの不動産屋がウィークリーに空あきが無いって言うから、じゃあ次回からは余よ所そに頼たのむ事にしますって言ってやったらさ、普通の賃ちん貸たいマンションの一室、半額で提供しますって言ってくれたんだよ。ただし一部屋だけって念を押おされたけどね」

「いいじゃないですか。一部屋で十分ですよ」

「じゃ、それで決定ね。長なが瀬せさん、さっきの押さえて」

　ハゲ、もとい、総務課長が女の子に指示を出すと「はーい」と言って電話をかけている。

「それでね、ここ普通の賃貸マンションだから、家具もベッドも調理器具も一切無いんだよね。それで布ふ団とんとかは向こうの貸かし寝しん具ぐ屋さん手配するし、他に必要な物は宅配便で送って貰えばいい。会社の経費で落とすから心配要いらないよ」

「はい、ありがとうございます」

　さっきからハゲの横で熱心にメモを取ってる男の人が居いる。この人がいろいろ手配してくれるのかな。こんなイケメン総務に居たんだ……。

「では他に必要なものが出た時は会社のカードで買い物をするということでいいですね、課長」

「ああ、そうだね。それで手配しよう」

　イケメンがハゲに確認取ってる。どーせならこのイケメンと出張したいよ。なんて余計なことを考えていたらイケメンがこちらに話を振ふって来た。

「日曜日ですが、京都に移動する前に一度出社していただけませんか。できれば午前十時頃に」

「はい、十時ですね、了りよう解かいです」

「じゃ、日曜日よろしくお願いします」

「こちらこそよろしくお願いします」

　あたしはハゲとイケメンに頭を下げて、総務課を出た。なんか申し訳ないなー。あのイケメンはあたしの出張の為ために日曜日に出勤するんだ。総務って大変だな。良かった～ソフト開発Ｇグループで。

　さ、来週からは京都！　あちこち観光しまくろっと！

　あたしは無駄に張り切っていた。……今世紀最大のミステリーが待ってるとも知らずに。




　日曜日。午前九時五十五分。あたしはスーツケース一個だけの身軽な荷物で出社した。

　だってさー、買い物は会社のカードですればいいってイケメンが言ってたし、要は着き替がえとメイク道具とパソコンだけあればいい訳でさ、荷物なんて少ない方がいいに決まってるし。

　なんて思ってたら、来た来た、例のイケメン。やっぱスーツだし。

「山田さん、おはようございます」

「おはようございます。大変ですね、日曜日なのにスーツで」

「いつもの事ですから慣れてます。それでは行きましょうか」

「どこへ？」

「京丹波です。聞いてますよね、現場」

「はい、聞いてます」

「じゃ、送りますから」

「あ、どうもありがとうございます」

　そうか、イケメンは駅まで送ってくれるのか。新幹線とか全部手配してくれたのかな。

　イケメンに案内されて黒いステーションワゴンの助手席に乗り込むと、助手席側に車が傾かたむく。

「これって会社の車じゃないですよね？」

「僕ぼくの個人所有の車です」

　何というかこのイケメンは、まあカッコいいんだけど、そっけないというか事務的というか。もうちょっとさ、駅まで会話楽しもうよ。てかせめて笑え顔がおくらい作ろうよ。なんだそのクッソ真面目な顔は。

「いい天気ですねー、こんな日は仕事してないでネズミーランドでも行きたいですよねー」

「行った事ありません」

　……会話楽しもうよ。

「なんか道混んでますね」

「日曜日ですから」

　つまんねー男だな。仕事はできるんだろうけど、あんた彼かの女じよ居ないでしょ。

「仕事大変ですね。こんな事までやらなきゃならないんですね」

「ついでだったので僕が申し出たんです」

「ついで？」

「はい、ついでです」

　なんだ、ついでか。あたしの為に休出してくれたのかと思ったのに。申し訳ないとか思って損した。

「山田さん、折角春風を楽しんでいるところ申し訳ないんですが」

「え？　はい？」

「窓、閉めても構いませんか？」

「あ、はい」

　この人、花か粉ふん症しようなのかな？　それにしちゃ涙なみだ目めでもないし、鼻水も垂たらしてないな。

「じゃ、東とう名めい乗りますから」

「はい。……えっ？　東名？」

「はい。東名」

「ちょ……どこまで行くんですか？」

「ですから京丹波」

「ちょっと待ってよ、京丹波まで車で行く気？」

「すみませんが待てません。ここ、高速道路ですから」

「そーじゃなくて、車で目的地まで行くのかって聞いてんの！」

「そうですよ。最初に言いましたが」

「冗じよう談だんでしょ!?」

「大真面目ですが」

「それ、仕事なの？　京丹波まで送るのが？」

「違ちがいますよ、送るのは仕事じゃなくてついでです。さっき言いましたが」

　何言ってんだこのイケメンは、頭おかしいんか？

「じゃあ、仕事ってなんなんですか？」

「僕はエンジニアですから、設計が仕事ですよ」

「じゃあなんであなた京丹波まで車なんか運転してんのよ？」

「ですからついでです。山田さん、人の話聞いてますか？」

「なんのついでなの？」

「僕が京丹波に行くついでです。同じ目的地に行くからついでに山田さんを乗せていく、これで山田さんの旅費が浮うく。極きわめて合理的な発想ですよ」

「ああ、なんだ、そういう事でしたか。……ん？　でも総務の人がなんで京丹波に？　え？　え？　え？　ちょっと待った、エンジニアって言いましたよね？　あなた総務の人じゃないんですか？」

「総務？　誰だれがそんなこと言ったんですか？　ちょっと待って下さい山田さん、僕をお忘れですか？」

「お忘れって、一昨日初めて会ったばっかりじゃないですか」

「……ああ、その程度でしたか。あんなに毎日仕様書チェックしたのに」

　なんだ今の一言は。すんごく嫌いやーな感じしたぞ。確認したくないぞ。とても。

「まさかと思うけどあなた……」

「機械設計グループの神崎です」

「か、か、か、神崎さんっ!?　あの恐怖のメールの神崎さん？」

「恐怖のメールとはなんですか？」

　しかも笑顔無いよ。

「いえ、あの、あたしのとてもしょーもないミスを見つけてチェックを入れた大変有あり難がたいメールを毎日下さっているあの機械設計グループの神崎さんですか？」

「いえ。あなたの極めて初歩的且かつ致ち命めい的てきでその上取り返しのつかない事態を招くミスを見つけてチェックしている神崎です」

　てめー、喧けん嘩か売ってんのか。

「いつもありがとうございます。ご迷惑おかけしてすみません」

「いえ、毎日の事ですから慣れてます」

　てめー、やっぱ喧嘩売ってんだろ。

「寧ろ毎日のルーティンとして行っている作業なので、最近では山田さんにミスが無いと何か家に忘れ物をしてきたかのような妙みような不安さえ覚えるようになりました。これは既すでに依い存ぞん症しようですね」

　すっごいハイレベルな喧嘩の売り方だな。

「で、なんで神崎さんが京丹波なんかに？」

「同じマシンなんですから当然でしょう？　あなたの作ったソフトを僕が組み込んで作る訳ですから、山田さんと僕が居ないと始まらないじゃないですか」

「あ、まあ、そうですよね」

　という事はだ。恐怖のメールどころの騒さわぎじゃないんじゃないの？

「つまり、あたしと神崎さんがワンセットで京丹波に派は遣けんされたって事ですかね」

　神崎さんが「今いま更さら何を？」という顔であたしを見る。ヘイヘイ、わかりましたよ。その通りですよ。これから毎日一いつ緒しよに仕事するんだ、この人と。ああああ、なんだか考えただけでちょっと、いや、だいぶ憂ゆう鬱うつなんですけど。

「随ずい分ぶん嫌いやそうですが、僕の事かなり嫌きらいですか？」

　ストレートだな、あんた！　たとえそうでも『そうです』とは言えないでしょーが。

「いえ、そんな事ないですよ。神崎さん、とても仕事ができるんで、あたしが足手まといにならなきゃいいなと思いまして」

「大丈夫です。今度はずっと一緒に仕事する事になりますので、付きっきりで指導できますから」

　おい、個別指導なんかい。てかさ、そこ『足手まといなんて事は無いですよ』とかそういうフォロー入れるとこでしょ？　なんでナチュラルに認めてんのよ。いちいち癇かんに障さわるわー。

　てゆーか……まさかこれ、天然？　……天然かも？　え？　可能性あるぞ？

　天然なのか、神崎さんっ!?

　それから約二時間、あたしは神崎さんがハイレベルな嫌がらせを展開しているのかただの天然なのかを見み極きわめる為、散々質問攻ぜめにしてやった。もう、ほんっとにどーでもいいような事ばっかり。

　彼かれの返答は至って真面目で、茶化す事無くきっちり回答してきた。だが、その回答がいちいち変なのだ。例えばだ。

「神崎さん、ソフトウエアにも詳くわしそうですけど、学生の頃は一体何をされてたんですか？」

「僕はひたすら数すう独どくに明け暮れてました」

「は？　スウドク？」

「ナンバープレイスという理数パズルです。四色問題にも夢中になりましたが」

「あ、いえ、そういう意味じゃなくて、何を『勉強』されてたのかと」

「カラーコーディネイトです」

「は？　カラー……？」

「ええ、カラーコーディネイトです。色の世界はとても奥おく深ぶかいんです」

「美大卒なんですか？」

「いえ。理工系です。機械工学科でレーザー関連を専せん攻こうしてました」

　話嚙かみ合あってないよ……。いや、ちゃんと質問には答えてくれてるんだよ。正しいんだよ。あたしが正確に質問してないと言えばその通りなんだよ。

　でもさ、話の前後とかニュアンスで判るでしょ？　判らない？　判らないから、この会話になっちゃうって事だよね？

　でもさでもさ、すっごい真面目なんだよ、だからツッコめないんだよ。わかる？　あたしのこの煮にえ切きらない気持ち。ツッコませてよ。これだけボケ倒たおしてる相手にツッコめないのはある種拷ごう問もんだよ？

　つまりね。あたしは悟さとったんだよ。この神崎さんは途と轍てつもない天然だってことをさ。この人とこの先一カ月一緒に仕事するんだよ？　マジですか？　気持ちのやり場無いじゃん？　ミユキ、代われ！

「牧まき之の原はらでちょっと休きゆう憩けいしましょう。ちょうどお昼ですし、深部静じよう脈みやく血けつ栓せん塞そく栓せん症しようを予防するにもそろそろ車を降りた方が無難です」

「ケッセンソクセン……なんですか？」

「深部静脈血栓塞栓症。エコノミークラス症しよう候こう群ぐんと呼ばれるものです。もう二時間乗ってますから」

　神崎さんは静かに車を停とめる。今気づいたんだけど、この人の運転は『車乗ってる感』が無い。アクセルもブレーキもスーッと自然だし、加速も新幹線みたいな自然な加速だ。もしかして運転上う手まい？

「何食べよっかなー。静しず岡おかって何が美お味いしいんだろう」

「お蕎そ麦ば、お好きですか？」

「蕎麦？　ええ、好きですけど……足りるかな」

「じゃあ、僕のオススメがあります」

　神崎さんに連れられて、サービスエリア内のレストランに足を運ぶ。

「折角静岡に居るんですから、桜さくら海え老びのかき揚あげと茶蕎麦、それと鰻うなぎの蒲かば焼やき食べたくありませんか？」

　……それは文句なしに美味しそうだぞ。

「食べたいですっ！」

「でしょう？」

　なんだろう、不思議な人だな、この人は。知らぬ間にペースに巻まき込こまれてる感じだ。

　で、あたし達たちはしっかりと桜海老のかき揚げと茶蕎麦と鰻重うなじゆうのセットを注文したわけなのよ。

「うっわー、これメッチャ美味しい！　お茶の香かおりが凄すごい！　桜海老もおいひー！　鰻サイコー！　あ～、生きてて良かった。ほんと今日まで生きてて良かった。神崎さん、ありがとう～！」

「山田さん、とてもいい顔で食事しますね。美味しそうにモリモリ食事をする女性は素す敵てきですよ」

　油断した。……いきなり攻こう撃げきしてくるか、神崎。

「ええ、だからあたしこんなに太ってるんです」

「そうですね、いい感じに肥えてますね」

　これはきっと天然なんだ。機械設計Ｇの神崎という男は、世紀末的な天然なんだ。

「あたしこれだけで夜まで持つかな？　鰻重も付いてるから大丈夫かな？」

「あの、良かったら僕の鰻重食べませんか？　まだ手を付けてませんし、僕はかき揚げが結構重かったんで茶蕎麦だけでもうお腹なかいっぱいなんですが」

「え？　ホント？　いいの？　食べます食べます！　貰います！　いただきます」

　素す直なおに手を出してしまったあたしにもう怖こわいものは無い。鰻重美味しい！　そんなあたしを、真顔でじーっと神崎さんが見てる。でももうそんなこたぁ気にしない。鰻重おいひー！

「本当に美味しそうに食べますね。鰻重も幸せでしょうね」

　真顔でこういう事を言うこの男を完全に無視して、あたしはひたすら鰻重を頰ほお張ばった。

　さて、神崎さんの熱すぎる視線を感じながらの食事も終わり、茶蕎麦と桜海老のかき揚げと鰻重（二人前）をガッツリ食べたあたしは、とってもとっても満足して車に乗り込んだ。

「ところで神崎さん、この調子で京丹波まで今日中に着くんですか？」

「物理的には到とう着ちやくします。渋じゆう滞たいや休憩なども考こう慮りよして十九時くらいには現地に入れます」

「じゃあ、今日はもうその部屋で寝ねられるんですね」

「いえ、無理だと思います」

「え？　なんで？」

「お忘れですか？　普通の賃貸マンションです。部屋の灯あかりを点つければ外から丸見えです。カーテンも無いんですから。山田さん、そこで着替えなさるんですか？　そこで布団敷しいて眠ねむれますか？」

　はっ！　それ、完全に盲もう点てんだった！

「え？　じゃあどうしよう……あたし、なんにも考えてなかった。どうしよう神崎さん！　向こう着いたらカーテン買いに行くの、付き合って貰えませんか？」

「大丈夫ですよ。時間的にそうなる事は計算済みですから、京都市内にホテルを二部屋押さえてあります。今日はそこで休んで明日の朝一番に京丹波へ向かいましょう。現地の部屋で寸法を測ってからカーテンを買いに行けばいいでしょう。コンベックスは僕が準備していますから心配ありません」

　す……凄い！　なんなんだこの人。頭良過ぎだろー！　なんでこんなに機転利きく？

「なんか、神崎さんて、完かん璧ぺきですね……」

「別に想定内でしたから」

　なんていうか。やっぱりこの人には何ど処こにも隙が無いんだという事と、あたしはさっぱりなんにも考えてないって事を再認識させられて、地味に凹んだのだった。

　それからしばらく車に揺ゆられていたんだけど、さっき食べた茶蕎麦＆桜海老のかき揚げ＆鰻重二人前の満腹感に加え、どこにも隙の無い完璧な神崎さんに全て任せておけば取とり敢あえず大丈夫的な安心感があって、あたしは不覚にも眠ねむ気けを催もよおしてしまったのだ。

　しかーも、それを目ざとく見つける男、それが機械設計Ｇの神崎という人間だ。

「山田さん、お疲れでしょうから、僕に気を遣つかわずに寝ていただいて結構ですからね」

「あーすいません、あたし眠そうでした？」

「はい、明らかにテンションが八十パーセントほど低下してます」

「そうですか。じゃ、お言葉に甘あまえて寝ます」

「はい、おやすみなさい」

　そう言われて寝てしまえるのがあたしの凄い所でもある。だからバーコードもハゲもあたしに出張を命じるわけだし、ログハウスやテントの話まで飛び出してくるのだ。今更取とり繕つくろう事も無いだろう。

　で、次に目覚めた時はなんと京都に入ってたんだよ。あたし、一体どんだけ寝てたのよ。時計を見ると四時過ぎ。二時間半も爆ばく睡すいしてた？

「山田さん、お目覚めですか。もうホテルに着きますよ」

「うっそ。人の車でこんなに爆睡したの初めてです」

「昨夜あまり寝てなかったんですか？」

「いえ、きっちり八時間寝てきたんですけど、なんか寝ね心地ごこち良かったです。神崎さん、車の運転メチャメチャ上手ですね。何か特別な免めん許きよ持ってます？」

「建設車両なら一通り」

　そりゃあんた、それ作ってんだからね。

「そういうのじゃなくて、なんか特別なヤツ」

「国内Ａライなら」

「こくないえーらい？」

「国内Ａ級ライセンスです。誰でも取れますから特別でもありません」

「それ持ってると何かいい事あるの？」

「ちょっとしたレースに参加できる程度です」

「ふーん……」

　なんかよくわからんもの持ってるよね。カラーなんとかだとか国内Ａライだとか。きっと語ご彙い検定二級とか京都検定一級とか訳判んないもん他にいっぱい持ってるんだろう。

　なーんて思ってるうちにホテルに着いた。神崎さんはさっさとあたしのスーツケースを下ろし、自分は小さなカバンを一つ持って手て際ぎわよくチェックインを済ませている。

　とにかくやる事なす事いちいちスマートで隙が無い。部屋も隣となりに取ってくれたんで、なんか安心。

　その後、神崎さんに夕食に誘さそわれて市内のレストランに行ったのよ。再び神崎さんにじーっと見つめられながらもお腹いっぱい京野菜のイタリアンを食べ、ちゃっかりワインまで飲んだあたしは大満足でホテルに戻もどって来きたんだ。

「明日は七時にお迎むかえに上がります」という神崎さんと別れて、シャワー浴びて着替えたら、やる事無くなった。ベッドにひっくり返ってニュース見て、テレビも面おも白しろくないし、ああ、もうホントに何もやる事無い。今から寝ようにも、昼間車の中で爆睡したから眠れない。どーしよ。

　……で。暇ひまを持て余したあたしは、何を血迷ったのか、壁かべの向こう側にいるであろう珍ちん獣じゆうにメールしてしまったのだ。

『ちょっと、今からそちらに伺うかがってもいいですか？』




　ノックから五秒きっかりでドアが開く。ここへ来て、今更なんだけどあたしは物凄ーく後こう悔かいしちゃってる訳で、引き返そうにももう引き返せない訳で。ああ、なんでこの珍獣にメールしちまったんだ。

「はい、なんでしょう？」

　神崎さんもシャワーを浴びた後らしく、ホテルの浴衣ゆかたを着ていた。……んだけど、神崎さんらしいって言うかなんて言うか、きちんとピッタリ帯締しめてて、これで風船ヨーヨー持って金魚が二匹ひきくらい入ったビニールの巾きん着ちやく持ってたら『夏祭り行って来ました』な感じだった。

「眼鏡めがね？」

「は？　ああ、普ふ段だんはコンタクトです。お風ふ呂ろ上がりに外して眼鏡にしますが。で、なんですか？」

「あ、いえ、その……ええとですね」

「はい」

「あ、ええと……」

「こんなところで立ち話もあれですから、宜よろしければ中へどうぞ」

「はい、失礼します」

「どうぞ、お掛かけ下さい」

「はい、すいません」

　神崎さんは備え付けのコーヒーを手際よく淹いれると、あたしの前に置いてくれた。女子力高っ。

「で、なんでしょうか」

「あ、いえ、用は無かったんですけど、途と中ちゆうで一いつ泊ぱくするって予定に無かったんで、何も持って来てなくて、暇を持て余しちゃったんで……」

　って、あたしメッチャ素直じゃん。なんかこの人、調子狂くるわされるなぁ。

「あの……ご迷惑でしたら戻もどりますから。なんかパソコン出してるし、仕事してたんですか？」

「いえ、もう終わりました。それに折角コーヒー淹れたので、僕で良ければ話し相手になりますよ」

　って言うなら、ちょっとは笑顔作れよ神崎。怖こえーよ神崎。

「すいません、なんか急に押しかけちゃって」

「いえ、別に。でもちょっと困りましたね……」

「何がですか？」

「山田さん見てますとね……」

「はい？」

「僕も理性が働かなくなってしまうんですよね」

「えっ？　理性？」

　……チョイ待ち。理性ってなんだよ？　何な故ぜに急に立ち上がる？　何故にこっち来る？

「いただきたくなってしまうんですよね……」

「なっ、何をですか？」

「……食後のデザートですよ」

　そう言って神崎さんは初めて笑った。

「え、あ、ちょっと待って下さい。食後のデザートって……」

「無理です、待てません」

「そんな急に言われても……」

「もう我が慢まんできません」

「えっ？　えっ？　そういう展開ってアリですか？」

「僕をその気にさせたのは山田さんですよ」

「ちょ、ストップ」

「これでも我慢したんですけどね。あなたがそうやって僕を誘ゆう惑わくしたんです」

「あのっ！　部屋に戻りますっ！」

　慌あわてて立とうとしたあたしの前に、なんと神崎さんはナイフを持って立ちはだかったのだ！

「ダメですよ、山田さん。そこに座すわって下さい」

「は……はい」

　って言うしかないでしょー！　しかもさー！　今まで全く笑わなかった神崎さんが笑ってんだよ！　怖いし！　逆らえないでしょー！

　神崎さんはナイフを手に、テーブルの上から何やらティッシュくらいのサイズの白い箱を持って来た。あまりの事に何がなんだか訳わかんなくなってるあたしの前で、神崎さんはその箱を開けた。

「……ロールケーキ？」

「はい。牧之原サービスエリアで美味しそうなお茶のロールケーキを見つけたんです。明日サプライズで山田さんと一緒に食べようかと思っていたんですが、あなたの顔を見ていたら、どうしても今食べたくなってしまって。あなたが夕食のカロリーに気を遣っていたので、夜にこれを食べましょうとお誘いしてはいけないかと我慢してたんです」

　神崎────！　脅おどかすなよ────！

「あの！　メッチャ美味しそうです。もうカロリーどうでもいいです。いただきます！」

「良かった。一人で食べるには量が多かったものですから。一緒に食べていただけると助かります」

　なんのかんの言いながら、神崎さんはナイフを熱湯で温めている。

「それ、何やってるんですか？」

「こうやってナイフを温めてから切ると、ロールケーキが綺麗に切れるんですよ」

　ホントかよ？　と思って見ていると……あら不思議。ほんとだよ。綺麗に切れるよ。ロールケーキって切り口グチャグチャになる食べ物の代表選手なのに。何よこれ、奇き跡せきだよミラクルだよ魔ま法ほうだよ。

　驚おどろいてるあたしの前で、ティーソーサーにロールケーキを一切れ置くと、こちらに差し出して来た。

「フォークが無いので、ティースプーンでもよろしいですか？」

「あ、もう全然問題ありません！」

「そう言っていただけると助かります」

　神崎さんも自分の分を盛り付けて、私の正面に座った。

「あと四切れありますから遠えん慮りよなくお好きなだけどうぞ」

「ありがとうございます、いただきます！」

　さっきまでビビリ上がってた筈はずのあたしは一体どこへ？　ってくらい嬉き々きとしてケーキをスプーンで掬すくうと、彼がまたじーっと見ている。でもあたしは今日一日で慣れたのだ。この珍獣は人が食べる姿を見るのが好きなんだ。見せてやりますよいくらでも、あたしは食べることが大好きなんだから。

「本当に山田さん、幸せそうに食べますね」

「はい、幸せですから！　美味しいですね、お茶のロールケーキ。ほんと生きてて良かった～」

「……紅茶、淹れますね」

　神崎さんはあたしのコーヒーが無くなりそうなのを見て立ち上がった。




　朝。あたしは昨夜神崎さんに言われた通り、髪かみをまとめて動きやすい服装で待っていた。

　約束通り七時にドアをノックする音が聞こえた。何かそんな気はしてたんだけどさ、まるで時計片手に秒読みしていたかのようにきっかり七時〇〇分〇〇秒にノックが聞こえた時には、あたしゃ流石さすがに笑ったよ。秒読みしてたよね、神崎さん。

「おはようございます。昨夜はよく眠れましたか？」

「あ、はい、お陰様でケーキ風ぶ呂ろでケーキに溺おぼれながら食べ尽くす夢を見ました」

「じゃ、今日はたくさん働けますね。それでは行きましょうか」

「はい。よろしくお願いします」

　神崎さんは当たり前のようにあたしのスーツケースを持ってくれて、エレベータに乗り込んだ。やることなすこといちいちスマートだ。その上このルックスだからなんだか癇に障る。

「朝食どうされますか？　ここでも外でも結構ですが」

「あたし、朝食食べないんですよ、太るから」

「それはいけませんね。朝食を取らない方が太るんですよ。少ない回数の食事で栄養素を体内に蓄たくわえようとする働きが過か剰じように反応して、溜ため込む体質になるんです。太るのが嫌でしたら朝食はしっかり取る事をお勧すすめしますよ」

「えっ！　ホントですか！　じゃあ食べます、ガッツリ！」

「ガッツリですか。じゃあ、ここで朝食を取ってからチェックアウトしましょう。バイキングですからガッツリ食べられますよ」

「いいですねー！」

　ってわけでガッツリ食べたあたしたちは、約二時間後、京丹波に向かうべく彼の車に乗っていた。

　相変わらず運転上手い。街中だろうが高速道路だろうが、助手席のあたしがすんごくリラックスできる運転。また寝ちゃうじゃん。寝ないけど。

「ほんと神崎さん運転上手ですねー」

「ありがとうございます。あまり褒ほめられたことはありませんが」

「そーですか？　飛ばし屋とか居るけど、そーゆーんじゃなくて、プロのタクシー運転手みたいな……隣に乗ってて安心できるんですよねー。アクセルもブレーキも自然だし」

「……山田さん、褒め上手ですね。こんな最上級の褒め言葉をいただいたのは生まれて初めてです」

　って、それを真顔で言うな。嬉うれしそうに顔を綻ほころばせて言え。

「ところで、今日のスケジュールってどんな感じなんですか？　アバウトに説明して貰えます？」

「はい。現在八時五十二分。九時半までには現地に入りたいと思っていましたが、ホテルを出るのが少々遅おそくなりましたのでギリギリ十時になるかもしれません」

「十時に何かあるんですか？」

「洗せん濯たく機きと冷蔵庫が届く手筈になっています」

「え？　洗濯機と冷蔵庫？」

「無いと困るでしょう？　レンタル会社に連絡して十時に届くよう手配しておきました。他にもダイニングテーブルや食器棚だななど細かいものをいくつか頼んであります」

　すご……。全く思いつかなかった。なんなのこの人。

「十時に搬はん入にゆうしてその後カーテンを見に行きます。その時にお風呂やトイレの小物も見て来ましょう」

　なんかすげー頼たよりになるよ、神崎さん！

「一通りセットしてみて問題点が出て来る筈ですから、昼食後にその問題点を解決しましょう。ホームセンターなどはもう下調べが済んでいますから、現地に着いてすぐに行動できます」

「いつの間にそんな事調べたんですか？」

「昨夜山田さんが僕の部屋にいらした時に調べていたんですよ」

「神崎さん、完璧過ぎますね。こんなに隙の無い人、見たことないです」

「僕は山田さんほど隙だらけな人を見たことがありません」

　ああ、そのうちこれにも慣れるんだろうな。てゆーか、明日から個別指導じゃん……。

「京都縦じゆう貫かん自動車道に入ります。窓を閉めてもよろしいですか」

「あ、はい」

「すみませんが京都縦貫は十五分で抜ぬけたいので少々飛ばしますよ」

「いいですよ。大丈夫です」

「では遠慮なく」

　言うなり神崎さんはギアチェンジした。ぐんっとスピードが上がる。だけど不快じゃない。てーか、今更だけどこれミッション車かい。

「この車、ワゴンなのに加速良いいんですね」

「そうですね。違い和わ感かん無く加速してくれるので気に入ってます。大丈夫ですか？　怖くありませんか？」

「あたし、絶ぜつ叫きよう系けい好きですから」

「そうでしたか。それなら安心です」

「……それにしても随分荷物多いですね」

「ウィークリーが普通の賃貸マンションになっちゃった訳ですから。軽い引ひっ越こしのようなものですし」

　さりげに痛いよ。地味に凹むよ。あたしゃそこまで考えが及およばなかったんだよ。そーだよね、普通考えるよね。きっと神崎さんの部屋はいきなり快適なんだろうね。あたしの部屋はカーテンも何もなくて初日からパニクる予定だったんだね。良かったよ、この人が居てくれてさ。

　なんて思ってる間に、京都縦貫下りて京丹波に入った。

「もうすぐ着きますよ。今日は忙いそがしくなります。覚かく悟ごなさって下さい」

　はーい……。って言ってる間に到着だよ。

「着きましたよ。ここのＡ号室です。南向きの角部屋です」

　車を降りながら神崎さんは説明してくれた。特にオートロックとか管理人とかそんなのが建物の入り口にあるわけでも無くて、アパートをちょっとゴージャスにした感じの建物だ。しかもこれ、Ａ～Ｄの四部屋しか無くて、それぞれ二階が付いてる。で、各部屋の前に駐ちゆう車しや場じようがあって、玄げん関かんもそこについてて、なんて言うか一いつ軒けん家やが四世帯分くっついてるような建物だ。

「まだ荷物は下ろさないでくださいね。冷蔵庫や洗濯機の搬入の邪じや魔まになりますから」

　そう言いながら自分は何かいろいろ下ろしてるよ。

「山田さん、これ、部屋の鍵かぎです。先に行って開けて下さい」

　あたしは鍵を受け取って中に入った。

　なんか凄いよ？　ホントに一軒家みたいだよ？　一階に二十畳くらいのＬＤＫとトイレとお風呂と洗面所。二階に上がってみると、八畳くらいの部屋が二つあって、それぞれベランダが付いてる。玄関側が東向きで反対側の部屋が西向きだ。ベランダは仲良く南向きに並んでついている。

　ちょっとこれゴージャス過ぎない？　神崎さんもこれと同じ造りのとこ？　ってゆーか多分隣だよね、Ｂ号室かな？　だとしたらベランダは南向きには付いて無いよね。なんて思いながら階段を下りると、ちょうど神崎さんがバケツと掃そう除じ機きを持って玄関を入ってくるところだった。

「なんか凄いですよね、こんなとこ借りちゃっていいんですかね？」

「向こうの都合ですから遠慮する事も無いでしょう。足の裏汚よごれますからこれ履はいてください」

　新しい綺麗なバケツから新品のスリッパが出てきた。お揃そろいで色違いのヤツだ。何とも準備がいい。

「あ、どうもありがとうございます」

　なんとなく側にあったオフホワイトのスリッパを履くと、彼がチャコールグレイの方に足を入れる。

「まずは山田さん、掃除機をかけて下さい。僕がその後を雑ぞう巾きん掛がけして行きますから。途中でレンタル業者が来るといけないので急ぎましょう」

「はい、わかりました」

　なんだかよくわからんまま、掃除機をかけ始める。てかこれサイクロンだよ。いいヤツ使ってるよ。神崎さんはその間に家中の窓とベランダを開放して換かん気き扇せんをフル回転させる。仕事に無駄が無い。

　そうしている間にあたしはＬＤＫの掃除を終えて、二階に移動する。神崎さんはＬＤＫを一人で黙もく々もくと雑巾掛けしてる。なんか凄く丁てい寧ねいだ。

　二階の部屋も全部フローリングだから掃除は簡単。だけどさ、あたし、自分の部屋だって一カ月に一回くらいしかマトモに掃除しないんだよ？　この部屋もきっと次に掃除するのは出て行く時なんだろうね～なんて思ったりする。神崎さんは車に掃除機積んで来るくらいだから、毎日掃除するのかも。なんか綺麗好きっぽいもんね。アレ絶対Ａ型だよ。

「山田さん、レンタル業者が来たようです。掃除機が終わったら雑巾掛けの続きをお願いします」

「はーい」

　神崎さん、下で叫さけんでる。まあいいや、下は神崎さんに任せとこう。とにかくあの人に任せておけばどーにかなる。……ってここあたしの部屋なんだけどな。

　つーか！　ちょっと待て！　あたしの部屋が良くても、神崎さんの部屋、掃除も何もしてないじゃん！　このまま彼の部屋も荷物を搬入されちゃうんじゃないの？

　あたしが大おお慌あわてで一階に下りると、神崎さんが業者の人に洗濯機や冷蔵庫の設置場所の指示を出しているところだった。

　つーか……この洗濯機、九キロタイプじゃないの？　こんなデカいの使わないよ？　いくらあたしがデブでも、そんなに服バカデカくないから……。

　え、ちょっと、冷蔵庫もこれ、デカくない？　あたしどーせ料理なんかしないんだけど。

「ちょっと神崎さん」

「はい」

「あたし、あんなに大きい冷蔵庫使いませんよ、料理しませんから」

「ええ、いいですよ」

「いいですよって、神崎さんの方で使って下さい」

「ええ、ですから僕が使います」

「じゃあなんでここに設置してるんですか？」

「は？　じゃあどこに設置するんですか？」

「だから神崎さんの部屋に」

「だからここに設置してるじゃないですか。掃除終わりました？」

「いえ、まだですけど」

「では二階の方お願いします。ついでに東と西、どちらを山田さんが使うか決めておいて下さい。僕はどちらでも構いませんから」

「……は？　どういう意味ですか？」

「二階は二部屋ありませんでしたか？」

「ありましたけど」

「山田さん、どちらの部屋がいいですか？」

「え、ちょっと、どういう意味ですか？」

「ですから、片方があなたのベッドルームで、もう片方が僕のベッドルームになるわけでしょう？　お好きな方を選んで貰って構わないと申し上げてるんですが、まだ意味が判りませんか？」

　そこにレンタル業者の兄ちゃんが後ろから割わり込こんで来る。

「すいませーん、ダイニングテーブルはどこに設置しますか？」

「あ、ここにお願いします」

「キッチンカウンターにくっつけちゃっていいんですね？」

「はい、ぴったり直角にお願いします」

　直角に、まあ、そうだよね。カウンターの中で作って、そこからひょいって出せるしね。……ってそういう問題じゃなくてさ！

「あの、神崎さん！」

「すいません、山田さん、スケジュールが押してしまうので、先に掃除して来て貰えませんか？」

「ええ、掃除しますよしますとも、だから先に答えて下さい、気になって掃除できないんで」

「なんですか？」

「神崎さんも、ここに、あたしと、一緒に、住むんですか？」

「当然でしょう？」

「はあっ？　なんで当然なのよっ！」

「総務課長が念を押していたじゃないですか。普通の賃貸マンションになる代わりに一部屋だけしか借りられないと。山田さんその時仰おつしやいましたよね？　『一部屋で十分ですよ』って」

　……あ、言ったかも。ってゆーか言ったわ。間違いなく言ったわー！

「僕とあなたで一部屋ですよ、当然ですが。あの話の流れでそれ以外に考えられないでしょう？　それにあなたと僕とで一つの寝室で寝ろと言われたらそれは倫りん理り的問題が大いに発生しますが、寝室も別ですし、僕と顔を合わせるのが嫌でしたら寝室に籠こもっていていただいても構わないんですよ？」

「あ、いえ、別に顔を合わせるのが嫌だって訳じゃないんですけど、ちょっと想定外っていうかあり得ない発想だったんで」

「僕だってあり得ませんでしたよ。独身女性と同じ家で一カ月なんてとんでもないと思いましたけど、あなた自身が『一部屋で十分』と仰ったので、それで僕も了りよう承しようしたんですよ」

「そ……そうですか」

「ご心配でしたら先にはっきりさせておきます。僕はあなたのプライベートに一切口出ししない事をお約束します。それでもご納なつ得とくいただけないなら、今から不動産屋に行って別の部屋を探します」

「え、え、え、あの、そういうアレじゃなくてですね、あの、いえ、別にいいんです、神崎さんと一緒の部屋が嫌だとかそんな事を言ってるんじゃないんですよ、ただ、ホントに想定外だったんで驚いただけでして、全然問題ないです。はい。ホント問題ないです……」

「ご無理なさらなくていいですよ？」

「いえ、無理してないです、大丈夫です！」

「山田さんがそれでいいなら、このまま進めますよ」

「はい、よろしくお願いします」

　なんと、神崎さんの勢いに負けて、ついうっかりよろしくお願いしちゃったよ。

　どーしよ、あたし……。

　レンタル業者さんが洗濯機と冷蔵庫とダイニングテーブルのセットと食器棚と電子レンジとベッド二つと机二つを運び終えて出て行く頃には、あたしも二階の部屋とベランダの掃除が全部終わっていた。一階に下りて行くと、神崎さんが窓を磨みがいてくれていた。

「二階、終わりました」

「お疲れ様です。じゃあ少し休憩しますか」

「はい……」

　なんか妙に疲れて、運び込まれたばかりのダイニングテーブルにグデッと伸のびていると、神崎さんがフラッと外に出て行った。どこ行くんだろう？　なんて思ってると、一分で戻ってきた。

「来る時にそこに自じ販はん機きがあるのをチェックしてたんですよ。カフェオレで良いですか？」

　マジすか。ちょっとあんた気が利き過ぎだよ。いちいち癇に障るけど優やさしいとこもあるじゃん。

「え～？　チョーうれひ～。ありがとうございます～」

「山田さん、このまま休憩してて構いませんから」

「え？　何かするんですか？」

「窓の寸法を測っておかないといけないんで」

　つって、彼はカバンの中からコンベックスを出してきて寸法を測り始めたんだよ。

　てか、神崎さん、デカい。腕うで長い。こうして見ると脚あしも長い。ヴィジュアルがこれだけハイスペックなのに、あの喋しやべり方で損してるな、この人。しかも笑顔無いし。

　ちゃっちゃと全ての窓の寸法を測ると、神崎さんは申し訳なさそうにあたしに声をかけてきた。

「採寸完かん了りようしました。それでは買い物に行きましょうか。もう少し休みますか？」

「いえ、スケジュール押してますから、今行きます！」

　神崎さんは一いつ瞬しゆんビックリしたような顔をして、それからちょっと微笑ほほえんだ。

「行きましょう」

　一時間後、ホームセンターで一通りの生活用品を揃えて、お弁当を仕入れて帰って来たんだよ。

「やる事は山ほどありますが、お弁当が冷めてしまいますから先に食べてしまいましょう。それから本気出して仕事やっつけましょう」

「はい。あたしもうお腹減って動けません」

「そうだろうと思いました」

　神崎さんは今買って来たばかりのおしぼりを固く絞しぼるとさっさとテーブルを拭ふき、買ったばかりのマグカップを綺麗に洗ってペットボトルのお茶を注いでくれる。

　このマグカップがさ、オフホワイトとチャコールグレイなんだよ。お揃いなんだよ。スリッパに合わせてんだよ。どこまでもコーディネイトしてくるんだよ。いちいち癇に障るんだよ。

　あたしがミックスフライ弁当とミニ天てん丼どんとミニ牛ぎゆう丼どんとサラダとヨーグルトを食べてる間に、いろんなものがちょっとずつ入った幕の内弁当を食べ終わっちゃった神崎さんが、あたしのカップにお茶を注いでくれながら、申し訳なさそうに切り出したんだよ。

「山田さん、僕だけ先に食べ終わってしまって申し訳ないんですが、ゆっくり食べていただいて結構ですから。ちょっと僕は先に車の荷物を運び込ませて貰いますね」

「はい、あたしの事はお気遣いなく」

「すみません、食事中に少々バタバタしますが」

　で、言葉通り神崎さんがバタバタやってんのなんか全く気にせず、あたしはフツーに唐から揚あげとかエビフライとかガッツイてた訳で。神崎さんはリビング正面のテラス窓を全開にして、すぐ目の前にある車の後ろのドアを開けて、そこからあたしが食べてるこの部屋にいろんなものを運び始めたのだ。

　まずはさっき買ったばかりのカーテン、布団カバー、トイレのブラシとか洗面器やバスマット、それにキッチンマットや物干し竿ざお、シャンプー、石せつ鹼けん、台所用洗せん剤ざいにスポンジたわし、ビニールのゴミ袋ぶくろに、三角コーナー、こういうことに気付くって、普段どんだけ主夫してんのよ？

　それにさ、驚くのはこれからさ。神崎さんが自宅から持って来たものが……なんていうかあり得ない。段ボールに詰つめてきたものが出て来る度たびにあたしはいちいち驚いたんだよ。

　まずヤカン。これ、発想に無かった。けど、これ無いとコーヒーも飲めないじゃん。次に出てきたのがフライパンと中ちゆう華か鍋なべ。普通の鍋は片かた手て鍋なべが二つと両手鍋が二つ。こんなにどーすんのよ、あたし料理しないよ？　ボウルにザルに、調味料入れが中身入ったままどーんとワンセット。

　そして忘れてたあたしもどうかと思うけど、炊すい飯はん器き！　五合炊だきの圧力釜がま。さらにオーブントースター。使い込まれた檜ひのきのまな板に包丁セット。フードプロセッサまであるよ。

　そんなのをどんどんキッチンにセットして綺麗に並べてんのよ。

「あの……ご飯はん終わったんですけど、あたし何したらいいですか？」

「ああ、すみません、バタバタして。食べた気がしなかったでしょう？」

「いえ、あたしはジャングルの奥おく地ちでワニの食事を見ながらでも食べられますから」

「そうですか、それは良かった。ではすみませんが……」

　そこまで言ったところで、お風呂の方でピーピー何かが鳴ってる。

「あ、タオルの洗濯が終わりましたね。僕が物干し竿をセットしますので、ハンガーとピンチを最優先で開けて下さい。これが乾かわかないと今晩のお風呂の時に困りますから」

「はい！　急ぎます！」

　神崎さんは物干し竿をビニール袋から出して雑ぞう巾きんで綺麗に拭いている。それをリビングの大きなテラス窓のすぐ外にある、竿を引っ掛けるフックに渡わたすとなんか人の住んでる家っぽくなった。

　彼は洗濯かごに山盛りのタオルを持って来て、手際よく干し始める。

「山田さん、カーテンにフックを付けて下さい。掛けちゃいますから」

「はーい……」

　あたしがカーテンフックを付けている間にも、神崎さんはマットやら水切りかごやらを黙々とセットして、どんどん人の住む部屋に近付いて行ったわけよ。洗い物も手際良くてさ、買って来た食器類なんかもあっという間に綺麗に洗って、鍋やフライパンやヤカンも片付いて、お風呂洗剤とかシャンプーとか洗濯石鹼とか歯ブラシに至るまで、あたしの脳から完全に抜け落ちていたモノたちも神崎さんによって完璧に整えられていったわけよ。凄くない？　神崎さん。

「フックの付いたものからカーテンセットして行きますんで、終わった物はこちらに下さい」

「あ、はい、これ終わってます。そこのテラス用です」

「ありがとうございます」

　テラス用のカーテンを持った神崎さんは普通にカーテンを付け始める……んだけど、それ、二百三十センチだよ？　あんた一体何センチよ？

「あのー……神崎さんて身長何センチですか？」

「百八十二ですが。何か？」

「背、高いし、腕も長いですね」

「ええ、こういう時に重宝します。踏ふみ台だいが要りませんから」

　あんたは要らないだろうけどさ、あたしは届かないんだよ。踏み台ないと困るんだよ。

「高い所には極力ものを置かないようにしましょう。山田さん、百五十五センチくらいですか？」

「百五十六ですっ！」

「ではなるべく百九十センチ以下の所に収納しましょう」

　このあたしの一センチのこだわりを華か麗れいにスルーする訳だね君は。

「ところで山田さん、二階の部屋ですが、どちらを山田さんがお使いになるか決めましたか？」

「うーん、どっちでもいいです」

「では僕が玄関側の部屋を使います。山田さんは奥おくの方をお使いください」

「何か理由があるんですか？」

「外から良く見える玄関側の部屋の中に、女性の持ち物が見えるとそこに女性が住んでいるというのが判ってしまいます。防犯上、良く見える方の部屋に男性の物が見えた方が安全ですから」

　すげーよ。マジすげーよ。そういうこと考えてるあんたすげーよ。あたしゃ『朝日が眩しいかな』とか『西日キツイかな』とか、そんな事しか頭に無かったよ。

「では二階のカーテンを付けに行きましょう。山田さんはご自分の荷物を持って上がってください。ついでにベッドや机の位置の微び調ちよう整せいもしましょう」

　こうして『あたしたち』の家はあっさり二人がすぐに住める家になってしまったのだ。あたし一人じゃこうはいかなかっただろう。ありがとう神崎さん！

「山田さん、すみませんが買い物に付き合っていただけませんか？」

「はい、了解です」

　すっかり空っぽになった車に乗ると、助手席側がずしっと沈しずむのがよくわかる。ま、いーけど。

「どこ行くんですか？」

「食材を買いに行きます。米も味み噌そも醬しよう油ゆもなんにも無いですから」

「あたし料理できないんですけど」

「僕が作りますよ。得意と言うほどの物はありませんが、御お御み御お付つけくらいは作れますから」

　車がスーッと動き出す。しっかし運転上手いわ。

「山田さん、好すき嫌きらいは無いんですよね？」

「ええ、鮒ふな鮨ずしでもシュールストレミングでもドリアンでも」

「あの……一つ提案ですが。お弁当箱、買いませんか？」

「へ？　お弁当箱ですか？」

「僕は毎日自分の弁当を作って持って行ってたので、ついでに山田さんのも作りますよ。一人分も二人分も同じですから」

「ほんとですか？　あたしランチジャーのドカ弁並みに食べますよ？」

「量が増えるだけですから。じゃ、買って行きましょう」

　でね。買い物がね。凄いんだよ。あたしの生活にはあり得ないんだよ。あたしが普段絶対に買わないものばっかり買うんだよこの人。

　いえね、あたしが普段買うのは菓か子しパンとかコンビニ弁当とかお菓子とかジュースとか、そーゆーモノなんだよ。でもさ、これって独り暮らしなら当たり前じゃん？　普通じゃん？

　違うんだよ神崎さんが買うものって。最初に聞かれたのが驚きの物だったんだよ。

「山田さん、お米の銘めい柄がらにこだわりはありますか？」

　米だよ米！　わかんないよ、そんなの。そんであたしがなんでもいいって答えたらこう言うんだよ。

「では僕の好みで魚うお沼ぬま産のコシヒカリに」って即そつ決けつだし。更には……。

「やっぱり『さしすせそ』から攻せめていきましょう」

「なんですか？　さしすせそ？」

「砂糖、塩、酢す、醬油、味噌ですよ。あと出だ汁しを取るのに鰹かつお節ぶしと昆こん布ぶも必要ですね。煮に干ぼしも買っておこう。それと、乾かん物ぶつがあると便利です。ワカメとひじきと切り干し大根と高こう野や豆どう腐ふ、あ、胡ご麻まも忘れないようにしないと。粒つぶ胡こ椒しようと唐とう辛がら子しも欲ほしいですね、あ、オリーブオイルと鷹たかの爪つめも必ひつ需じゆ品ひんだ」

　カートをゴロゴロ押すあたしの前で、神崎さんはなんだかとても楽しそうにしかも真顔でブツブツ独り言を言いながら買い物かごの中にどんどん入れていく。

　てゆーか、これが「御お御み御お付つけくらいは作れます」って人間の買い物なのか？

　それにさ……。神崎さん、相変わらず笑顔は無いけど、生き生きしてるよ。なんか怖こえーよ……。




　家に帰るともう三時過ぎてて、あたしは神崎さんに言われるまま自分の荷物を片付けたんだよ。

　スーツケース一つだけの荷物。はぁ……。あたし、ホントになんにも考えてなかったんだな。一人で来てたらどうなってたんだろう？　カーテンも無いこの部屋で周りを気にしながら着替えてたかな。ご飯食べてても丸見えだよね。神崎さんなんか防犯まで考えてカーテンの色決めてたのにさ。

　ベランダを開けてみるとすぐ山が見える。角部屋だから南向きのベランダが取れたんだ。左を見ると神崎さんの部屋のベランダと繫がってる。ここからお互たがいの部屋を行き来できちゃうじゃん。行かんけど。まあ、神崎さんもこんなデブがいる部屋なんか覗のぞきに来ないだろうしね。

　つーかさ、スーツケースの中身出して洋服ダンスに吊つるしたら、もう殆ほとんど終わったよ。

　そういえばさ、神崎さんて、キッチン用品とか大量に持ち込んでたけど、自分の荷物ってあった？　なんか、神崎さんの私物って、あのパソコンくらいしか見た記き憶おくないんだけど。

　それより神崎さん凄いんだよ。スリッパだけじゃなくて、布団カバーもマグカップもみんなオフホワイトとグレイのお揃いを準備してんだよ。それを言ったら、彼ってばこう言うんだよ。

「あ、気づいて貰えましたか？　いろんな色にしてしまうとどれがあなたのでどれが僕のか判らなくなってしまうので。あなたがスリッパを選んだ時に、全部決まったんです。あなたの物をオフホワイト、僕の物をグレイにしておけば間違いありませんから。布団カバーを洗った後で、間違って僕のをあなたの布団にセットして、なんか男おとこ臭くさかったりしたら嫌でしょう？」

　女子力高過ぎだからっ！

　なんてベッドにひっくり返って考えてたら、あたし寝ちゃったみたいなんだよ。いい感じに西日も当たってあったかくてさ。そんで西側の窓も南側のベランダのテラス窓も全開にしたまま、グーグー寝てたんだよ。目が覚めたらもう夕方六時でさ、ちょっと寒くなって目が覚めたって訳なんだよ。

　目が覚めたら急に神崎さんが気になっちゃって、一階に下りたのよ。……てゆーかさ。階段下りる途中で、なんて言うのかね、あたしの胃い壁へきを刺し激げきする香りが漂ただよってくんのよ。何これ、なんの香りなのよ？

「あ、山田さん。お風呂沸わかしておきましたけど、どうされます？　人によっては、自分が入った後のお湯に家族以外の男性が入るのを嫌がる女性が居ると聞いたものですから」

「あたしそーゆーの、ぜーんぜん気にしませんから大丈夫です。サルと一緒に温泉入れる人ですから」

「いえ、いっそサルの方がいいという話も聞いてますので」

「ねえ……神崎さん、そういう女性心理って誰から聞くの？」

「妹ですが」

「妹さん居るの？」

「はい、二十九歳さい独身の妹が」

「あたしと同い年じゃん！」

「恐おそらく同じくらいだろうと思って、妹に聞いてみたんです。そうしましたら『えー？　私の後に彼かれ氏しでもないような男が入るのー？　サイテー！　変態だったら匂においとか嗅かがれてそう！　そんならサルと入った方がマシ！』と派手に嫌がられましたので」

「はあ……そうなんですか。てか神崎さんおいくつですか？」

「三十一です」

「へー。彼女居ないんですよね？」

「はい。それが何か」

「いや、別に」

　イケメンなのにね。なんでもできるし。頭いいし。気も利くし。でもやっぱその物言いだよね。あと笑顔ないのも損してるよ……。

「あたし、先でも後でもいいんで、手の空いてる人から入ればいいですよ。もうホント、あたしは神崎さんの妹さんとは別の種類の生き物だと思って貰っていいですから。野生のカバと一緒に住んでるくらいのつもりでいいですから」

「野生のカバはあまりにも……そのまんまじゃないですか」

　おい神崎、マジで死にたいか。

「僕はしばらく手が離はなせないので、宜しければ山田さん先にどうぞ」

「何やってるんですか？」

「夕食を作っています」

「は？」

「ですから夕食を」

　いやまあ、そのエプロンは似合ってるよ。あんた何着てもカッコいいよ。多分、作業着でもイケてると思うよ。しかしだ。二十代女子（と言うには薹とうが立ってるか）が居るこの部屋で、あたしに『風呂どうぞ』と言って自分はいそいそと夕食を作ってるあんたは何者だよ？　執しつ事じか？　執事なのか？

「今晩は山田さんの事を考えましてヘルシーメニューにしてますからご安心を」

　そういう問題じゃなくて。

「何か？　リクエストがありましたか？」

「いえ、そういう事じゃなくて。ご飯作らせちゃってすいません」

「僕は毎日自分で作ってますから、一人分も二人分も同じです」

「そうですか……じゃ、あの、先にお風呂入って来ます」

「はい、ごゆっくり」

　なんかこう、しっくりこないまま、それでもあたし的にはすっごいラッキーな事なんだよな～とか思いつつ、お風呂に向かったのだ。

　お風呂から上がると、あたしの胃を猛もう烈れつに刺激する匂いが部屋中に充じゆう満まんしてた。そして、あたしは見てしまった。『あの』神崎さんが鼻歌まじりに料理をしているのを！　ちょっと、鼻歌だよ、鼻歌、あの神崎さんが鼻歌だよ？　しかも楽しげに！　あたし、思わず訊きいちゃったよ。

「神崎さん、その歌、なんですか？」

　興味があったんだよ、この人がついうっかり口ずさんでしまう歌。サザン？　小お田だ和かず正まさ？　三み輪わ明あき宏ひろ？　まさかの東海林しようじ太た郎ろう？　だけどさ、どれもこれも完全に外したんだよ、いえね、確かに神崎さんらしいよ、らしかったよ。でもそれって鼻歌で歌うよーな歌ですかね？

「シベリウスの『交こう響きよう曲きよく第二番』第一楽章です。山田さん、クラシックはお好きですか？」

「嫌いじゃないけど、すぐに寝ちゃいます」

「……そうでしたか」

「あ、ごめんなさい」

「いえ、割とその反応は一いつ般ぱん的てきですので」

　つーかさ。なんか凄いよ？　なんか魚あるしさ。サラダあるしさ。煮物っぽいのあるしさ。

「すいません、あまり時間が無かったので、簡単な物しか作れませんでしたが」

「いえ、十分凄いです。寧ろ凄すさまじいと言った方がいいです」

「じゃ、食べましょうか」

「はい、いただきます」

「いただきます」

　またきちんと手を合わせてる。

「ね、ね、このお魚なんですか？　でっかい金魚みたいですけど」

「赤魚の煮付けです」

「んま────！　おいひ────！」

　神崎さんが嬉しそうに笑った。嬉しそうにだよ？　笑ったんだよ？

　あたしゃードキドキしちゃったよ。だってその笑顔の神崎さんが、なんてゆーか、すんごく素敵だったんだもん。一歩間違ったら恋こいに落ちちゃうよ。

「これは？」

「ああ、がんもどきと春しゆん菊ぎくの煮に浸びたしです」

「うはー！　メッチャおいひー!!」

「お口に合いましたか。良かった良かった」

　神崎さんは嬉しそうにしながらも上品に食事をしてる。ホントにこの人の食べ方って『食事をする』って感じなんだよ。あたしが『メシがっついてる』前で『食事』してんだよ。

「うわっ、これ美味しいよ、マジ美味しい。大根だよねっ！　このそぼろの餡あんかけがたまらん！　何これ、どーやって作んの？　これ一般家庭で作れんの？」

「山田さん」

「はひ？」

「あ……いえ……」

　珍めずらしく神崎さんが口くち籠ごもってる。

「どーしたんですか？」

「なんと申しますかその……あの……」

「はひ？」

　突とつ然ぜん神崎さんが箸はしをきちんと揃えて手元に置いた。

「あなた、本当に幸せそうに食べますね」

「だって本っっっ当に美味しいんだもん！　神崎さんなんなの？　プロの料理人？」

「そんな訳ないでしょう。僕はエンジニアですから」

「だけどさ、だけど美味しいよ、ほんとに。神崎さんの料理。マジで美味ひー！　幸せー！」

　そしたらさ、ほんのちょっとだけ彼が微笑んだように見えたんだ。やっぱり嬉しかったのかな？
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　翌朝、あたしが目覚めた時、我わが家やには既に味み噌そ汁しるのいい香りが充満してたのよ。ねえわかる？　この幸せ。いつもそのまま会社行ってカフェオレで空腹を誤ご魔ま化かしてたこのあたしがよ？　炊きたてのご飯とお味噌汁の香りで目覚めんのよ？　なんかもー神崎さん、あたしの嫁よめになってくんない？

　あたしが寝ぼけ眼まなこをこすりつつも、お腹をギュルギュル鳴らして階段下りて行ったら、神崎さんてばすぐ気付いてくれてさ。

「山田さん、おはようございます。もうすぐ朝ご飯できますから、顔洗って来て下さい」

　あんた、あたしの執事かよー！　とか思いながら顔洗ってたらさ、すぐ横で洗濯機がピーピー言いやんの。あんた一体何時から洗濯機回してたのよ？　と思ってたら神崎さんが洗濯物を取りに来た。

「あ、山田さんまだ寝てらしたので勝手に山田さんのものも洗濯してしまいましたが、分けた方がよろしかったですか？　洗剤と水の消費量をなるべく抑おさえたかったんですが」

「あ、いいですいいです、ぜーんぜん問題ないです」

「そうですか、一応山田さんの下着はネットに入れましたけど」

　下着！　そういえば昨夜、いつものノリで洗濯かごにパンツもブラもそのまんま突つっ込こんだよ！

「下着、見ました？」

「ええ、ネットに入れましたから」

「……あの……干すのは自分で干しますから」

「すいません、僕の下着なんかも一緒に洗っちゃってますけど平気ですか？　問題があれば山田さんのだけ洗い直しますが」

「あのですね。あたしね、インドのガンジス川下流で洗濯したパンツも穿はけますから大丈夫です」

「そうですか、山田さんが思いの外ワイルドな方で助かります」

「でもあたしのブラとか見ちゃってますよね」

「ええまあ、片方に僕の頭が一つ丸々収納できそうでしたが」

「……そうね、収納できますね。パンツも？」

「ええ、そうですね。一瞬マタニティかと思いましたが」

　神崎マジで死にたいか？

「おっと、鮭さけが焦こげてしまう」

　神崎さんは何事も無かったようにキッチンに向かう。あたしは仕方無く、洗濯かごを持ってリビングのテラスに向かった。

　後ろでは神崎さんが昨日のエプロン姿で鮭の塩焼きとワカメの酢すの物ものなんか出しちゃってる。しかも朝っぱらから鼻歌歌ってるよ。

「神崎さん、その曲なんですか？」

「ああ、これはボロディンの歌劇『イーゴリ公』より『韃だつ靼たん人じんの踊おどり』ですよ」

「そーですか……」

　訊いてもわからんかった。またしてもアゼルバイジャン語だった。多分。

　あ、これ、昨日の神崎さんのシャツ。こっちは梅干カラーのカーディガンだ。

　ん？　んんっ？　うをう！

　これはなんと！　神崎さんのパンツだよ！　ボクサーパンツだよ！　凄いよ、男子の生パンツだよ！　……ってあたしただの変態じゃん。何をジロジロ観察してんだ。これで匂い嗅いでたらマジであたしヤバい人だよ、てか嗅がねーよ！　てゆーかあの人、あのパジャマの下にこれ穿いてんだ。

　てーか！　神崎さんがパジャマだよ！　今気づいたよー！　エプロンなんかしてるから気付かなかったよ、パジャマじゃん！　襟えりの無い服って着ないのか？　まあ、らしいっていえばらしいけどさ。

　なんて思いながら洗濯物を干していたら、当の珍獣から声がかかった。

「山田さん、ご飯できましたよ」

　あり得ない朝食なんですよ、あたしにはさ。朝から鮭の塩焼きだよ。わかめときゅうりの酢の物だよ。ひじきの煮物だよ。

「この歳としまで生きててホント良かった～」

「何かいい事でもありましたか？」

「いい事ってあーた、朝からこのご飯よ？　そりゃー想定外だったとは言えね、出張のパートナーが神崎さんで良かったよ、ほんと。他の人だったらこうはいかないよ、朝から鮭の塩焼きなんて」

「それは良かった」

「幸せだよ～、酢の物だよ～、わかめだよ～、豆腐の味噌汁だよ～、おいひ～よ～」

「山田さん、本当にいい顔で食べますね」

「こんなにおいひーもん食べてんのに不ま味ずそうな顔なんて、しろって言われても無理だもん」

「僕は山田さんの為にご飯を作るのが楽しみになって来ました」

「え？　ほんと？　ホントに？　マジで？」

「僕の作る物をこんなに美味しそうに食べてくれる人なんて、今まで居ませんでしたので」

「えー！　こんなに美味しいのに？」

「というか、食べさせる相手が居なかったので、ずっと一人で食べてまして」

「勿もつ体たい無ない！　あたしが毎日食べる！　出張終わっても毎日食べに行く！」

「それより山田さん自身が作れるようになった方がいいと思いますが」

　油断した。いきなりのボディブロウだ。今のは結構効いたよ……。地味に凹むあたしに気付かないのか、気付かないふりなのか、神崎さんはさっさとご飯が終わってしまってキッチンに入る。

「すみません、僕はお弁当を詰めますので先に片付けます。山田さんはごゆっくりどうぞ」

「あ、はい、お気遣いなく」

　神崎さんはどんどんお弁当を詰めると、ランチバッグに入れてあたしの前にトンと置いてくれた。

「これで足りなかったら、明日はもうちょっと増やしますね」

「ありがとうございますぅ～！」

　それから神崎さんは外に干していた洗濯物を中に入れ、お風呂を洗うと、洗面所で髭ひげを剃そり始めた。

　てか、をいっ！　あたしの家でオトコが髭を剃ってるよ！　凄いよこれは。自分の家でお父さん以外の男が髭剃ってるなんて新しん鮮せんだよ！　なんか……髭剃ってるオトコって……変にセクシーだよっ！

「どうかされましたか？　あ、メイクできないんですね、すみません。すぐに済ませますから」

「いえいえ、そうじゃないんです。ごゆっくりどうぞ」

「はあ……」

　いかんいかん、あたし、どーも変態だわ。あれが神崎さんだという事を忘れちゃダメだ。今日から本物の『恐怖の個別指導』がスタートするんだった。気を引き締めて行かないと……。

　あたしは部屋に戻ると、数少ないワードローブから一番カチッとしたスーツを選んだ。




　出張先の京丹波試験場は……まあ、工場だし、そもそもが建設機械屋だし、野や郎ろうばっかで女性の姿はチラホラしか無い訳よ。そこに二十代の女子が派遣されんだから、ちょっとは話題になってた訳よ。

　ところが来たのが野生のカバだったのよね。女子じゃなくてメスよ。あまりにもあからさまな『残念な空気』ってヤツにさ、まああたしも地味に凹んだりするわけなんだけど、それももう慣れてるってゆーかさ。実際野生のカバだし。

　そんな事より、『どーせオッサンが来るんでしょ？』くらいで全く期待してなかったであろう女子の皆みなさんが、想定外のイケメンが来た事で大騒ぎになってたのよ。まあね、神崎さんは黙だまっていればイケメンだし、頭いいし、仕事もそつなくこなすし、なんでもできるし、身のこなしもスマートだし、……っていいとこばっかじゃん。何か癇に障るわー。

　とにかく黙ってりゃカッコいいのよ。黙っていればね！　（ここ大切だから！）

　で、いろいろ聞かれんのよ、女子社員にさ。

「神崎さんて歳いくつか知ってはる？」「三十一だそうです。サバ読んでるかも」

「神崎さん、彼女居てはんの？」「独り者だそうです。彼女居ない歴イコール年ねん齢れいかも」

「神崎さんてどんな感じの人？」「チョー毒どく舌ぜつ家かですよ。一いち撃げき必殺ですね」

　まあ、そんなんで、『神崎さん』という人の話題を中心に、あたしはこの職場に溶とけ込こむ事ができた訳。ま、あたしは彼女たちにとって敵になる筈もなく、寧ろ『引き立て役』として貢こう献けんしてる訳だから、あたしにはすんごく親切にしてくれてさ。

　で、神崎さんはと言うと、相変わらず全く笑顔も見せず、余計な話も全くせず、百パーセント仕事の話だけで、ジョークも華麗にスルーして。あんた嫌われるよ、なんてちょっと心配になったりして。

　そんなこんなでお昼になったのよ。みんなに社員食堂に誘われたけど、あたしはお弁当があるわけで。男性も女性もみんな食堂に行っちゃうのよ。愛妻弁当持って来てるオッサンとか居ない訳？　ってくらいみんな食堂行っちゃうのよ。だもんだから、あたしと神崎さんが必然的に残されるのよ。

　どうしよっかな……って思ってたら、前方から唯ゆい一いつの女性上司が歩いて来たんだよ。名前なんつったかな、もういちいち覚えてないし。

「あら、山田さんと神崎さん、お弁当？　ご一緒してもいいかしら？　私もお弁当なのよ」

「はい、ありがとうございます！」

「ここの工場、お花畑があってね。今の季節はチューリップとネモフィラが綺麗なの」

「ネモフィラ？　ってなんですかぁ？」

「水色の小ちっちゃくて可か愛わいらしい花。山田さんも気に入るわよ」

　あたしゃ花なんて全然わかんないんだよ。ってゆーか、あたしゃあんたの名前わかんないんだよ。

　でもまあいいよ、お花の綺麗なところでご飯食べるなんてピクニックみたいでいいじゃん？　ついて行きますよ、どこまでも。

「城じよう代だい主任は花がお好きなんですか？」

「ええ、大好き。私はお弁当の日はいつもそこで食べるのよ」

「僕も花が好きでして」

「あらぁ、それは良かったわ」

　城代主任？　ジョーダイさんだったっけ？　主任だったっけ？

「ここ」

　案内された場所には、目にも鮮あざやかなブルーのじゅうたんが広がっていたんだよ。

　よくあるじゃん？　自然公園とかにさ、木のテーブルとさ、木のベンチがあってさ。そーゆーのがいくつかあんのよ。ちゃんとガーデンパラソルとかあんのよ。

　その中の、一番お花が綺麗に見える最高のロケーション知ってんのよこの人は。ええと城代主任ね。

　そこに三人でお弁当広げたのよ。彼女、当然の如ごとく神崎さんの隣に座っちゃってたりするんだけど、そりゃあたしが二人分の場所取ってんだから当然と言えば当然でさ。

「うっわ、可愛い！」

　城代主任のお弁当がすんごく可愛かったのよ。小っちゃいお弁当箱に、タコさんウインナーとか小っちゃいおにぎりとか、なんか幼よう稚ち園えん児じのお弁当みたいなのよ。

「娘むすめのお弁当のついでに作ってるから、どうしてもこんな感じになるのよ」

「えー、お嬢じようさんおいくつですか？」

「三歳。娘のはアンパンマンとかそんなキャラ弁なのよ。それより山田さんのお弁当、とっても豪ごう華かね。朝からよくそんなの作れるわねぇ。いいお嫁さんになるわよ」

「いえ、これは……」

「出張先でまでお弁当作るなんて偉えらいわね。あら、神崎さんの分も作ってあげてるの？　おかず、同じみたいだけど」

「いえ、そうじゃないんです。これ、神崎さんが作ってくれたんです」

「え？」

　神崎さんは知らん顔であたしの五分の一ほどの量のお弁当を食べている。厳密に言えばあたしが神崎さんの五倍の量のお弁当なんだけど。

「神崎さん、凄いのね。あ……もしかしてお二人はお付き合いしてるの？」

「違いますっ！　先週まで顔も知りませんでしたっ！」

「そ、そんなに急いで否定しなくてもいいんだけど……」

　城代主任はあたしの勢いにちょっとビビってたけど、ここはハッキリしとかなきゃ！　この男はあたしを野生のカバ（メス）だと思ってんだから！

「それにしても……ちょっと見せてね。鮭の塩焼きに厚焼き卵、ピーマンの肉詰め、こっちはプチトマトを半分に切ってチーズを挟はさんだのね？　ああ、これ凄く参考になるわ。ほんと、お弁当って毎日の事だからマンネリ化しちゃってね。こっちは何？　キュウリの千切りを海の苔りとハムで巻いたの？　素敵、なんでこんなおかず思いつくの？」

　神崎さんは相変わらず表情一つ変えずに食べている。

「しかもメチャクチャ美味しいんですよ、あたし、もうホント、昨夜は美味しすぎて倒れるかと思いましたから～」

「え？　晩ご飯も作って貰ったの？」

「ええ、そうです、あたし達同じ……」

「たまたまたくさん作ったので山田さんに食べていただいたんです」

　いきなり神崎さんが有う無むを言わせない勢いで割り込んできた。あたしに何か言いたげに一いち瞥べつを送ってきて、そのまま唐とう突とつに話題を変えた。

「それにしても綺麗なネモフィラです。これはインシグニスブルーですね。個人的にはマキュラータやペニーブラックも好きですが」

「あら、よく知ってるのね」

「城代主任、ネモフィラの花言葉、ご存知ですか？」

「え？　花言葉？　知らないけど」

「……『可か憐れん』だそうですよ」

「へーえ、確かに可憐な花よね」

「チューリップはピンクダイヤモンドでしょうかね」

「そうそう、ピンクダイヤモンドって言ってたわ。ホント良く知ってるわね」

　それから神崎さんと城代主任は花の話で盛り上がって、あたしはずっと「へ～」しか参加できなかった。




　終業後、二人で車に乗り込んだところに城代主任が来たのよ。

「山田さん、神崎さん、明日定時後にあなた達の歓かん迎げい会やりたいんだけど、予定空いてるかしら？」

「へ？」

　あたしは咄とつ嗟さに神崎さんを見た。神崎さんは顔色一つ変えずに、運転席から声を上げた。

「特に何も予定はありません」

「あたしもです。歓迎会なんて、ありがとうございます～！　嬉しいです～！」

「じゃ、みんなにそう言っとくわね。お疲れ様、また明日ね」

「お先に失礼しまーす」

　神崎さんは笑顔も見せずに城代主任に軽く会え釈しやくをすると、そのまま車を出した。

「城代主任、綺麗な人だし優しいし、なんか素敵だな～」

「そうですね」

　いやあんた、全然そうだと思ってないよね、今の言い方。

「お花も綺麗だったし。神崎さん、お花の事も詳しいんですねー」

「山田さん」

「はい？」

「僕が何故ネモフィラの話を始めたか全くお判りになってないんですか？」

「ほえ？」

　神崎さんは「はぁ～っ」とこれ見よがしに溜息をつくんだよ。

「僕が作った夕食を一緒に食べた話をなさったでしょう？」

「はい！　美味しかったし～！　もー幸せ～！　今夜も作ってくれるんですか～？」

「あのですね」

　え？　何か怒おこってる？

「夕食を外で一緒に取るなら判ります。でも僕の手料理を夜に食べるという事は、一緒に住んでると言ってるようなものじゃないですか」

「うん、そう言おうとしたら、神崎さんがお花の話……」

「あのですね」

「は、はいっ！」

　怖えーよ。

「きっと城代主任の事ですから、一緒に派遣された僕たちが、会社から隣同士の部屋をあてがわれたので、夕食だけ一緒に取ったとそのように考えて下さるでしょう。間違っても同じ部屋に住んでいるなんて思う訳がありませんから。それをあなたはわざわざ自分から『一緒の部屋に住んでいる』と言おうとしましたよね？　何故そんな常識を逸いつ脱だつしたような事をしようとなさるんですか」

「あ、ダメですか？」

「僕が良くてもあなたの方がダメな筈です。いいですか、山田さんは嫁入り前の独身女性で、特定のお付き合いなさっている男性もいらっしゃらないんですよ」

　あんただってそーだろが。

「そんな立場の女性が、恋人でも婚こん約やく者しやでも無い全く無関係の独身の男性と一緒に住んでいるなんて、一般常識で考えてあり得ない事なんですよ。僕と特別な関係だと思われてもいいんですか？」

　それは困るかもしれない。女子社員達の嫉しつ妬との対象になりかねない。そうなると、折角今日一日かけて築き上げたあたしの居場所は、一瞬にして音を立てて崩くずれ去さってしまうじゃないか。

「それは、やっぱまずいかな……」

「山田さん、発言する前に一呼吸おいて、その言葉を言っていいものかどうか良く考えてから口にした方がいいですよ」

　人の事言えないっしょ？　誰よ、野生のカバって言ったの。誰よ、マタニティって言ったの。

「とにかく気を付けて下さい。本来ならお弁当もあなたが作って、ついでに僕も分けて貰ったくらいにしておいた方が良かったんですが、もう城代主任にバレましたから仕方ありません。明日の歓迎会では羽目を外さないようにして下さいね」

「はーい……」

　なんだかあたしはバケツを持って廊ろう下かに立たされてる生徒みたいにシュンとしてしまった。




　コレは何？　あたしの胃を猛烈にシェイクするこの香りは。何の香りなんですかー！

「ちょうど夕食ができました。パスタですが宜しいですか？」

「パスタ……ですか」

「お嫌いですか？」

「いえ、大好きです。すんごくイイ匂いがしてるんで、一体なんなんだろうって思って……」

　もうあたしは胃から手が出るほど食べたくて、首からタオル下げたまま席に着いた。

「にんにくと鷹の爪の香りでしょう。あっ、お風呂上がりでは髪の毛ににんにくの匂いが付いてしまいますか。すみません、そこまで気が回りませんでした」

「へ？　ああ、そんなことあたし気にしませんよ。ラフレシアの前でシュールストレミング食べてデートに行けますから」

「山田さんが思いの外ワイルドな方で助かります」

　そのセリフ今朝も聞いたよ。

「食べていいですか？」

「あ、どうぞどうぞ、冷めないうちに」

「いただきますっ！」

　それは想像を絶する味だった。あたしは外食ばっかしてるから、似たようなのいっぱい食べてるんだよ。だけどさ、何これ、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい美味しさなのよ！

「これなんでふかー！」

「ただのアーリオ・オーリオ・エ・ペペロンチーノです。ショルダーベーコンで風味を付けて、茹ゆでキャベツで嵩かさ増まししてますが。一応山田さんのカロリー管理には気を付けているつもりです」

　あたしが悶もん絶ぜつしてる前で、相変わらず神崎さんはスマートにスパゲティをくるくる巻いている。

「山田さん、本当に美味しそうに食べますね」

「だって、おいひーもん。幸せだもん。ねえ、これ何？」

「魚ぎよ介かいのカルパッチョです。サーモンと海え老びと帆ほ立たてがメインですが、山田さんのカロリーを考えて野菜を多めにしてありますから、安心してどうぞ」

「ありがとー！　すんごくおいひー。こっちの赤と黄色のピーマンも美味しいよ」

「これは僕も好物なんです。パプリカを直じか火びで焼いて、オリーブオイルとワインビネガーをかけて塩を振っただけなんですけどね。お酒が飲みたくなりますね」

「あーん、飲みたい！　一昨日のピンクのワイン、飲みたいー！」

「ありますよ。飲みます？」

「うんうん、飲むー！」

「では僕もご一緒します」

　神崎さんは手際よくコルクを抜いて、グラスに注いでくれる。なんかさ、ソムリエってゆーの？　アレみたいだよ。カッコいいよ。いえね、ワイングラスなんか無いからさ、フツーのグラスだよ？　でもチャコールグレイの無地のエプロンがよく似合っててさ、ホント黙ってりゃイケてんだよ。

「僕はワインなんてよくわかりませんから、適当に買ってしまいましたんで。お口に合うかどうかは責任持てませんよ。山田さんがロゼを気に入ってらしたんで、取り敢えずロゼにしたというだけで」

「あたしだってわかんないもん、いーのいーの」

「では乾かん杯ぱいしましょうか」

「神崎さんの美味しすぎる料理にかんぱーい！」

　ふと、神崎さんが微笑んだ。

「山田さん、可愛いですね」
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　今朝も昨日と同じように、お味噌汁と炊きたてご飯の幸せすぎる香りであたしは目覚めたんだよ。これって一カ月後には慣れてるのかな？　それともずっと幸せなままで居られるのかな？　とにかくさ、この香りで目覚めてみなよ、マジで幸せだから。

「おはよーございまーす」

「おはようございます、よく眠れましたか？」

「うん、昨日のワインが効いてぐっすり」

「それは良かったです。山田さん、お酒強いんですね」

「うん、弱くは無いと思う」

　ってもうすっかりタメ語だよ。この人どーせそんなの気にしてないもん。もうどーでもいいし。

「ワインも美味しかったけど、神崎さんのご飯が何より美味しかったよー。あたしゃ幸せだよ」

「それは良かったです。もうご飯できますから、顔を洗って来て下さい」

「へーい」

　この執事とお嬢じよう様さまな関係にも慣れて来たよ。ヴィジュアル的には飼育係とカバの花子だけどさ。

　んで顔洗ってたら、また洗濯機がピーピー言いやんの。また神崎さんが来やんの。

「神崎さん、顔洗ったついでにあたしが持ってくから、向こうやってていーよ」

「そうですか、ではそうさせていただきます」

　あたしは顔洗って、洗濯物持ってリビングに戻る。なんかこれルーティンになりそうだな。

　パジャマにエプロンの神崎さんが、お弁当のおかずをお皿に並べて冷ましてるのを背中に感じながら、洗濯物を干すのもなんか楽しい。今まで乾かん燥そう機きにお任せしてたのに、洗濯物を干すのが楽しく感じるなんて、なんかあたしも変わったね。

　あ、神崎さんのパンツ。いかんいかん、毎朝いちいち反応してたらマジ変態だから。あれ？　またパンツ出て来たよ、なんで神崎さん一日にパンツ二枚も穿はいてんの？　えっ？　Ｔシャツ？　あの人Ｔシャツなんて持ってたの？　ええっ？　ジャージも出て来たよ。てゆーかいつ着てたの？

「できましたよ」

「こっちも終わったー」

「じゃあいただきましょう」

「はーい」

　なんか普通に家族っぽいよ。あたし変に順応性高いんだよ。多分、今すぐモンゴルとか行ってもフツーに今晩からゲルで生活できるよ。

「うわー！　今日のお魚、なにー？」

「これは鯵あじです」

「アジ？　アジだかサバだかわかんないけど、おいひ～。アジ、好み～！」

　しかもさ、なんつーかどっかの旅館みたいにさ、鯵の隣に煮物が添そえられてんのよ。人にん参じんと隠いん元げんとしめじの煮物。色が綺麗なんだよ。オレンジと緑としめじの茶色の傘かさがさ。キャベツの塩もみなんかあるんだよ。それも赤あか紫し蘇そ？　ゆかりってゆーヤツ？　がまぶしてあってさ、紫むらさき色いろが綺麗なんだよ。お味噌汁もさ、今日は油あぶら揚あげと葱ねぎなんだよ。マジでシャレにならんほど美味しいんだよ。

　なんか幸せすぎて嬉しすぎて、涙出てきた。こんな幸せあるか？　朝からこれだぞ？

「山田さん？　どうなさったんですか？　どこか具合でも悪いんですか？」

「ううん、そうじゃない」

「大丈夫ですか？　病院、行きますか？」

「違うんだよー。美味しすぎてさ、幸せすぎてさ、嬉しいんだよー」

「は？」

「神崎ひゃーん」

「山田さん？　本当に大丈夫ですか？」

「うあーん」

「山田さんっ？」

　不覚にも。ご飯が美味しすぎる幸せにあたしは朝から大だい号ごう泣きゆうしたんだよ。自分でも訳わかんないんだよ。でもさ、この艶つや々つやに輝かがやく炊きたてご飯、湯気の立たち上のぼるお味噌汁、尻尾しつぽの焦げた鯵の塩焼き……うあ～～～ん！

「山田さん？」

　オロオロした神崎さんが、あたしの横に来て背中をさすってくれた。おっきい手だ。なんか優しいよ、神崎さん。優しくされるとますます泣いちゃうよ。うあ～～～ん！

　……。でさ。あたしが大号泣しちゃったもんだからさ、なんかもう時間無くてヤバいのよ。それでもちゃんとお弁当作ってくれる神崎さんは凄すぎなんだけどさ。いや、でも、どう考えてもヤバいよ、時間無いよ。遅ち刻こくだよ。そう思ってたらさ、神崎さんが落おち着つき払はらってこう言うのよ。

「山田さん、今日は時間が無いので裏道を使います」

「裏道って却かえって遠いんじゃないの？」

「ええ、距きよ離りはありますけど、時間的には早い筈です」

「はあ……」

「シートベルトしましたね？」

　とか言いながらエンジン掛けてるよ。なんかいつもと雰ふん囲い気き違うよ？

「ほんの少しの間ですから頑がん張ばってください」

「え？　何を？」

　と言う間もなく、神崎さんの黒いワゴンはすーっと動き出した。

　噓うそでしょー！　これワゴン車じゃないのー？　なんだこの加速はー！　ここが山奥なのをいいことに、神崎さん、道路交通法無視してないかー？

　もう熊くまとか猪いのししくらいしか出ないような道路をあり得ないスピードでかっ飛ばしてる。見つかったら罰ばつ金きんヤバいって。つーかあたしの腹筋ヤバいって。てーか、タイヤロックして横よこ滑すべりすんのやめよーよ！　めっちゃ楽しいじゃんっ！

「きゃは～～～～！」

「怖いですか？」

「たのし～～～～！」

「それは結構」

「これ運転ミスったらどーなる？」

「仲良く心中です」

　って、涼すずしい顔でシフトチェンジを繰くり返かえしてる。ちょーっとちょっと、こんな山道でそれアリかい？　てかマジで運転うめーよ！

「ねーこれ、ワゴン車だよね！」

「はい」

「なんかすごーい！　ラリー走ってるみたい～！」

「ラリー経験者ですか？」

「んなわけないっしょ！　モノの譬たとえ！」

「そうですか」

「神崎さんあんの？」

「あります」

「え？　マジ？」

「すみません、サバ読みました。実は国際Ｃ級ライセンス持ってます」

「わかんないしー、てかそれ逆サバ？」

「あまり喋ると、舌嚙かみますよ」

「ふんがっふっふ」

　あっという間に会社に着いた。毎日こっちの道から行った方がいいじゃん。しかも毎朝楽しいし！

「山田さんおはよ～」

　部屋に入るなり女の子に声をかけられたのよ。

「あ、おはよーございます」

「聞いたで～、お弁当、神崎さんの手作りやって？」

「えー？　城代主任から聞いたんですか？」

「うんうん！　今日も神崎さんの手作り弁当？」

「まあ、そうなんですけどー」

　そこに他の女の子も参加してきた。

「ええなぁ、モエも神崎弁当見たいわ～。あ、そうや、あたしお昼何か買ってくるし、一緒に食べよ？　神崎弁当拝まして貰いたいわ～」

「ほならうちもそうする。一緒に食べよな？」

「ええ、まあ」

　神崎さんに叱しかられるかな？　でもしょうがないよね、言いふらしたの、城代主任だもん。




「うわー、これ全部神崎さんが作らはったん？」

「そうですけど～」

「これも？　これも？　こっちのも？」

「はい～」

「山田さん、羨うらやましいわぁ」

　もともと三人しかいない女子がここに勢せい揃ぞろいしてる。

「な、山田さん、あたし恵え美みでいーし。山田さん名前なんてゆーん？」

「花はな子こです」

「ほんなら花ちゃんね。うち萌もえ乃のな～。タメ語でええよ～」

「うちは沙さ紀きって呼んで」

「えーと、恵美ちゃんと萌乃ちゃんと沙紀ちゃんね」

「そーそー」

「ちゃん付けんていいし」

「花ちゃん巨きよ乳にゆうやな～」

　低めの声でシャキシャキ喋る恵美は、背が高くてスマートだけど胸は絶ぜつ壁ぺき。

「あたしは胸が巨乳なんじゃなくて、体全部が巨大なんだよね」

「モエもダイエットしてんねんけど、なかなか瘦せられへんよね～？」

　この甘ったる～いアニメ声のまったり口調は萌乃。あたしと同じチビで、ちょい太め。でもあたしに言わせりゃダイエットの必要なんて全く無いから。

「それより早はよう見せて！」

　大盛り上がりの元気印、沙紀は中肉中背。とにかくハイテンション。

「あたしもまだ中身知らないんだけどね」

　そう言いながらお弁当箱を開けると、三人の、いや、あたしも入れて四人の歓かん声せいが部屋にこだまする。

「すっごーい！　何これー！」

「豆腐のハンバーグ？　ひじき入っとるやん」

「これ筍たけのこの土と佐さ煮にやんな？」

「ピリ辛から蒟こん蒻にやくもあるわ～」

「このカリフラワーとオクラとマイクロトマトは何なん？」

「ピクルスやん！」

「カボチャのサラダ美味しそう～！　レーズン入ってるし！」

「リンゴもウサギさんになってるし、かわい～！」

　食べていいすか？

「なぁ、毎日神崎さん作ってくれはるん？」

「さぁ？　昨日と今日は作ってくれたけど」

「そやけど、こんな手ぇの込んだ物、朝から作らはる人やん？　毎日作ってくれそうやわ～」

「花ちゃん神崎さんの隣に住んではんの？」

「うん、とっ、隣だけど」

　何言ってんだ、あたし。てか食べるよ？

「ほんなら夕食とか一緒に食べられるんちゃうの？」

「あーうん、昨日は一緒に食べた」

「えええ！　神崎さんの手料理？」

「うん、あたし、なんにも作れないもん」

「いいなー」

　ヤバいよ、あんまり深く追及しないでよ。ゴルゴ神崎がどこかであたしにレーザーポインタ当てて照準セットしてるよ……。

「昨日は何やったん？」

「スパゲティとカルパッチョ」

「えええええ～！　いいなぁ！」

「神崎さん三十一歳だっけ？　カッコええなぁ～」

「ほんま、ちょーイケメン！　それに料理も上手なんてありえへんわ～」

　そーそー、しかも毒舌。

「神崎さんとドライブとかしたいわー」

「いややわ～、そんなん照れるやん。モエ助手席やん、きゃー！」

「きゃーきゃー!!」

「いきなり『萌乃さん』とかって手ぇ握にぎられたらどないすんの～」

「いや～ん！　悶絶～！」

　萌乃、カレーパン片手にジタバタしてる。ああ、なんか三人の食事が数日前までのあたしの昼食そのまんまだ。カレーパンにカツサンド、唐揚げ弁当、焼きそばパン、ミルクティに野菜ジュース、プリン、毎日食べてたわー。今もうこれ食べられんわ。

「あたし、東京からここまで神崎さんの助手席でグーグー寝て来たよ？」

「えーマジでー！」

「うん、すんごい運転上手だった」

「いいな～！」

「手ぇ握られたぁ？」

「いや、手じゃなくて蹄ひづめだと思われてるし」

「なーなー、彼、独りもんやんね？　彼女とかおらへんやんね？」

「居る訳ないじゃん、あのチョー毒舌家に」

「毒舌家なん？」

「だってあたし野生のカバ扱あつかいだよ？」

「えー、いいなー、モエ毒舌吐はかれたい～！」

「今夜の飲み会で三人で囲めば毒舌の十や二十は吐いて貰えるよ」

「じゃ、囲も！」

「うん、決まり！　あたし神崎さんの右」

「あ、恵美ずるーい、ほんならモエ左ね」

「あーもう、恵美も萌乃もずるいしー、ほんならうち正面！」

「城代主任が参戦して来たらどーする？」

「入れてやんないしー！」

　彼女達は今頃城代主任と神崎さんが二人っきりでお弁当食べてるなんて思ってないんだろうなぁ。黙っとこーっと……。




「いいですね、山田さん、一切余計な事を言わないでくださいね。一緒に住んでる事がバレて困るのは、僕では無くて山田さんですからね」

「はい……」

　あたしらは一いつ旦たん家に帰って、普ふ段だん着ぎに着替えてからタクシーで会場に向かった。どうやらこの辺の人はみんなそうするみたい。車通勤の人が多いからだろうか。

　会場はフツーの居酒屋で座ざ敷しきを取ったらしいんだけど、たったの十人、テーブル一つで十分なのよ。

　到着と同時に三人娘はさっと神崎さんを囲んでテーブルの端はしから二番目に拉ら致ち、昼間決めた通りに神崎さんの右に恵美、左に萌乃、正面に沙紀が陣じん取どってんの。すげーよ、ホントにやるよここの女子！

　あたしは城代主任に引っ張られて、神崎さんの対角線上の端から二番目に座らされて、左に若い男の子、右にあたしと同い年くらいの兄ちゃんが陣取ったのさ。あたしの正面は四十代のキザ系のオジ兄ちゃんでその隣に城代主任が端っこ。萌乃の正面には五十代くらいのオッサンが座ってる。この人は確か製造の方の部長さんか何かで、管理職なのに作業服着て現場で溶よう接せつやってた職人肌はだの人だ。

　みんな揃ったところで城代主任がそのオッサンに声をかけた。

「親おや父じさん、みんな揃ったんでお願いします」

「はいよ～」

　親父さんと呼ばれたそのオッサンは膝ひざ立ちになると、ニコニコとみんなを見渡した。

「ほんならね、本社から来たお二人さんとみんな仲良くね～。カンパーイ」

「かんぱーい」

　なんだなんだ、この親父さん、ウダウダとクソつまんねー挨拶はパスかい！　素す晴ばらしいよ！　こりゃー好かれる上司だよ。

　そんでだ。あたしの左隣の若い男の子、ボケーッとしててまるで気が利かない。大丈夫かコイツ？　生きてるか？　一応一番下座で幹事なんだろうけど。それに引ひき換かえ右のちょっとチャラい感じの同い年くらいの茶ちや髪ぱつ男おとこ、コイツはよく気が回る。さっさとあたしのグラスにビール注いでくれる。

「俺おれ、横よこ尾おいいますねん。みんなにヨッちゃんて呼ばれてんねん。山田さんもそう呼んでや」

「あ、はい」

「山田さん、名前は？」

「花子です」

「ほなら花ちゃんな。ガンタ、花ちゃんのビール足らんで～、もっと頼んでや」

「はい」

　あのボケーッとした坊ぼうやはガンタというらしい。そう言えば岩いわ田たさんだったような。あたしの正面の四十代くらいのキザ男は城代主任にビールを注ぎながら楽しそうに話をしてる。いかにも城代主任を狙ねらってる感じバレバレだぞ。

「山田さん、私も花ちゃんて呼んでいいかしら？」

「ああもう大歓迎です。小学校以来ですよ、その呼び方。なんか嬉しいです」

「じゃあ、ｍミｅーも花ちゃんて呼ぶわ」

「はい、ありがとうございますっ！」

　と言ったはいいが、あたしは正面のキザ男の名前を知らんのだ。

「あたし、なんて呼んだらいいですか？」

「浅あさ井いでいいよフツーに」

「じゃ、浅井さんね」

「ｍｅと城代さんはバツイチコンビやさかい」

「え？」

「もー、浅井君てば。彼、去年別れたばかりなのよ」

「そ、かみさんに逃にげられましてん」

「なんでー？」

「訊かんといて……泣けてくるわ、よよよよよ……」

　そういえば浅井さんは城代主任を城代『さん』って呼んでるなぁ。城代主任も浅井『君』って。

「せやし、ｍｅは城代さんに愛のコリーダちゃう、会社の中心で愛を叫んでたりするんやけどね。でも神崎君が来たらもうｍｅなんて霞かすんじゃって霞んじゃって……」

「浅井さん、相手が悪いわ～。俺かて霞んでんのに」

「ヨッちゃん最初から参加資格無いし～！」

「るっさいわ、恵美かて俺のよーなイケメンを蹴けりよったさかい、いつまでも独りもんなんやろが」

「はぁ？　誰がイケメンやって～？」

　ほうほう、ヨッちゃんは恵美にフラれた過去があると。城代主任と浅井さんはともにバツイチ。浅井さんは城代主任狙い。これは面白い。しかもこの人達、隠かくす気まるで無い。家族状態だ。

　こっちはムードメーカーのヨッちゃんと浅井さんを中心に城代主任とあたしと四人で盛り上がっているわけなんだけど（ガンタは相変わらずボケーッとしてる）、向こうは三人娘が神崎さんを囲んでピーチクパーチクとやっていて、そこに親父さんがチョコチョコと絡からんでいるようだ。

　それはいいんだけど、三人娘の猛もう攻こうが凄くてさ。あたしはすっかり意気投合したヨッちゃんと一緒に大ウケで見てたのよ。神崎さんの攻こう防ぼう戦せんを。特に萌乃のアニメ声による怒ど濤とうの攻撃が凄まじいのよ。

「神崎さぁん、休みの日は何してはるんですかぁ？」

「音楽を聴きながら読書です」

「誰とか聴かはんの～？」

「ショスタコーヴィチやシベリウスですね。ブラームスも好みです」

「それってぇ、クラシックちゃうのん？」

「そうですが」

「歌は～？」

「パヴァロッティはよく聴きますね」

「なんなん、それ～？」

「は？　世界三大テノールをご存知ないんですか？」

「？？？」

「なあ、ちょっと萌乃黙ってて。あんなー神崎さん、読書って何読んではんの？」

「いろいろなんでも選えり好ごのみしませんよ。スタンダールからクリスティまで」

　それを聞いてヨッちゃんがコソコソと耳打ちしてくる。

「あの三人、絶対ついてってへんで。クリスピーなんて絶対読んでへんし、パパラッチとかショタコンビーチとか絶対知らんわ」

「あたしも知らんけど、絶対誰もついてって無いよね」

　そこに思いがけない人が割り込んで来る。城代主任だ。

「私、ショスタコーヴィチ好きよ。しつこいとか重たいとか言われるけど、私はそこが好き」

「城代主任もそう思われますか？　僕もです」

　ううう、三人娘の城代主任を見る目が怖い。でも城代主任は余よ裕ゆうの笑顔だ、それもまた怖い。

「それにしても神崎さんがスタンダールなんてちょっと意外ね」

「そうですか？」

「神崎さんはなんの恋なのかしら？」

「城代主任は？」

「趣しゆ味みの恋かしらね」

「僕は情熱の恋ですよ」

「素敵ね」

　チョイ待ち、なんの話をしてるんだ？　恋ってなんだ？　一体なんのネタだ？　てゆーか神崎、あんたに『情熱の恋』って言葉が似合わな過ぎるぞ。そこツッコめよ、城代主任！

　なんか二人、雰囲気いいぞ、ヲイ。しかしこれでめげるよーな三人娘では無い。

「そう言えば神崎さん、お弁当手作りなんやんね～。今日花ちゃんのお弁当見せて貰ったわ～」

「うんうん、美味しそうやったし～」

「花ちゃん羨ましい～」

「チョイ待ちいや、花ちゃん、神崎さんに作って貰もろてん？」

　そこ食いつくとこかよヨッちゃん？

「そーだけど……」

「ええええ～？　神崎さん、俺にも作ってくれへん？」

　そっちかよ。

「あ、ｍｅにも」

　浅井！　お前もかー！

「ひじき入り豆腐ハンバーグ美味しそうやったよね～？」

「うん！　オクラのピクルスも～！」

「カボチャのサラダも美味しそうやったし」

「ねえねえ神崎さん、今度の週末お弁当持って、一緒にどっか遊びに行かへん？　あたしとー」

「やん、モエと！」

「うちも！」

「あ、俺も！」

「ヨッちゃん誘ってへんし！」

「じゃあｍｅは城代さんとどこかへ出かけようかな」

「私は別に浅井君と出かける気は無いけど」

　もう止まらねーよ、コイツら。……と、その時。

「あの、山田さん。俺と付き合って下さい！」

「え……？」

　みんな一瞬静まり返る。その中でもう一度その声が響ひびく。

「山田さん。俺と付き合って下さい」

「ガンタ君？」

「俺、山田さんの事が好きっす。昨日今日と山田さん見てて、なんて可愛い人なんだって。ずっとニコニコして、めっちゃ楽しくて、可愛いっす。お願いします」

　もうその後は大騒ぎだ。

「ガンタ行け～押せ～！」

「花ちゃん、返事は？」

「ガンタ押しが弱よええええ！」

「城代さん、ｍｅと結けつ婚こんし……」

「浅井君、今関係無いから」

「花ちゃんどーすんねん」

「神崎君はどう思う？」

　最後の親父さんの一言でピタッと喧けん騒そうが止んだ。

「さあ。山田さん次し第だいですし、僕はどうこう言える立場にありません。ですが、強しいて言うなら、ここには一カ月しかいない訳ですし、その後も長ちよう距きよ離り恋れん愛あいを続ける覚悟であればよろしいのでは？　そうでなければ一カ月間の恋人として期間限定で付き合うか、または一切そういった関係をナシに考える、またはいっそ体だけの関係というのもアリでしょう」

　親父さんがくっくっと笑ってる。

「……と言いたいところですが、岩田君にはご遠慮いただきます」

　はぁ？

「きっぱり申し上げますが、現在僕は山田さんの隣の部屋に住んでいます。夕食も朝食も一緒ですし、会社への行き帰りも一緒です。ですので、岩田君と山田さんがお付き合いする事でそのサイクルが乱れると、僕の生活に影えい響きようが出ます。申し訳ありませんがご遠慮願うのではなく、ご遠慮いただきます」

　神崎さん、ガンタを正面から見み据すえて当然のように言いやがったよ。すげー目ヂカラだよ。

「ねーそれって、神崎さん、朝食も一緒って何、どーゆー事なん？」

「隣の部屋なのに？　わざわざ来るの？　花ちゃんが？」

「そうですよ。山田さんはあり得ないほど全く料理のできない人で、放っておくと朝食は食べない、昼食はコンビニ弁当、夕食はファーストフードなんて事を平気でやらかす人です。それによって栄養バランスが偏かたより、仕事に影響が出ます。実際、山田さんの仕様書には毎日新たなミスが発見でき、それに関するメールを朝一番に彼女に送付するというのが僕のルーティンに組み込まれている状じよう況きようでさえあります。朝食をしっかり取って脳にブドウ糖を補給しておいていただかないと、僕の仕事が無駄に増えることになりますので、ここは譲ゆずるわけにはいきませんね」

　神崎さんは本当に自己申しん告こく通り『きっぱり』と言い放った。しかも淀よどみなく流れるように滑なめらかにスラスラと、まるで準備された原げん稿こうを読むかの如ごとく。しかもあり得ないほど全く料理ができないって。

「ですが、僕の生活に影響しないのであれば山田さんがどなたとお付き合いなさろうと僕の関知するところではありません」

　神崎さんは表情一つ変えることなくここまで言うと、涼しい顔でグラスを手にするんだよ。

「あのー……あたし的にはですねー……」

　うをををっ、みんな一いつ斉せいにこっち見んのやめろよー！

「まだ全然わからないんで、会社のお友達って事で仲良くさせて貰いたいんですけど、それでいいですかー？」

「お友達からの付き合いという事っすね、わかりました。俺、岩田純じゆんっていいます。みんなと同じようにガンタって呼んでください。俺も花ちゃんて呼ばして貰います」

「はあ……純君でガンタ君ですね、わかりました」

「あのっ！　早速っすけど、俺、明日から朝、花ちゃんを迎えに行きます。一緒に会社行きましょう」

「ええっ？　ちょっ……それはちょっと……」

「困りますね」

　唐突に神崎さんが割り込んできた。

「山田さんの隣が僕の部屋だと先さき程ほど公表したばかりです。山田さんの部屋が知られるという事は、僕の部屋も知られるという事です。個人情報保護の観点から、それはご遠慮いただきたい。それに個人のプライベートに関わるような事を迂う闊かつに口にするものではありませんし、人前で断りにくいような事を頼むものではありません。これでは山田さんがいくら野生のカバ並みの図太い神経でも、みんなの前で君に恥はじをかかせるような事はできないと気を遣って、断りたくても断れないでしょう。相手の都合も考慮して発言するべきです」

　野生のカバ並みの図太い神経って言ったか、神崎！

　親父さんが実に楽しそうに神崎さんにビールを勧める。彼は黙って頭を下げながら注いで貰ってるし。なんか神崎さんと親父さん、妙に気が合ってるようで二人楽しそうだよ。

　しかし、これを聞いた後でも三人娘は止まらない。

「なあ神崎さん、今週末うちとお出かけせえへん？」

「やん、モエも！」

「あたしも行くわ～」

　なんか凄い押しだよ。びっくりだよ。あれを聞いてもまだ押せるか。

「申し訳ありませんが、週末は溜まった洗濯物をどうにかしなければなりませんし、他にもいろいろ雑用がありまして」

「え？　神崎さん、毎朝早起きして洗濯し……」

「山田さん、何か仰いましたか？」

「い、いえ何も」

　怖こえーしっ！　その目、やめんかいっ！

「そんなん土曜日にチャチャ～っとやっつけて、日曜日遊びに行こうや～」

「神崎さん車の運転メチャメチャ上手いって花ちゃんから聞いたで～」

「モエも助手席乗りたいわ～。そんでこう、手を……いや～ん」

「萌乃さん！　ってか、いや～ん！」

「あん、もう沙紀やめて～な～、照れるやん」

　自分たちの世界だよ。誰にも止めらんないよ。

　と思ったら止めたヤツが居たんだよ。まさかまさかのガンタだよ。しかもさっきと雰囲気違うよ。

「神崎さんて、車の運転、上手いんすか」

「別にごく普通ですが」

「俺、花ちゃんに聞いてるんすけど」

「え？　あたし？　あ、うん、神崎さんメチャメチャ上手いよ」

「そうっすか」

「何？　何よ？」

　どーしたガンタ？　さっきと別人だよ。笑ってるよ。しかも挑ちよう戦せん的だよ。怖えーよ、こいつら。

「神崎さん、週末、俺と出かけませんか？」

　今何と？

「えー？　ガンタどうした────！」

「ガンタそっち系やったん？」

「信じられへーん！」

「まさかのＢＬ！」

　しかーし、みんなの大騒ぎを余所にガンタは何故か勝かち誇ほこったように笑ってんだよ、なんなんだよ。

「僕と岩田君でお出かけですか？」

「鈴すず鹿か、行った事無いっすか？」

「無い事もありませんが」

「マイカーランってのがあるんすよ。自分の車で国際レースのコースを走るんすけど、知ってます？」

「聞いたことはありますね」

「一緒に出ませんか？」

　え？　これって……挑戦状？

「岩田君は何に乗ってらっしゃるんですか？」

「ＧＴ‐Ｒすけど」

「そうですか」

「神崎さんは？」

「レガシィ・ツーリングワゴンです」

「ワゴンすか？」

「そうです」

「一週間あれば足回り弄いじれますよ」

　ガンタ、それは神崎さんに足回りを弄って参戦しろって言ってるか？

「君と勝負しろという事ですか？」

「レガシィもそこそこ走るんすよね」

「ＧＴ‐Ｒでワゴンとやるんですか？」

「神崎さんフルチューンして、俺ノーマルに戻してもいいすけど」

「やめておきましょう。僕はチューンする気はありません」

「逃げるんすか」

「僕は人に恥をかかせる事を好みません」

　うをう！　大きく出たよ神崎！　ノーマルのワゴンでチューン済みのＧＴ‐Ｒに勝つ気かよ！　……って、ところでＧＴ‐Ｒって何？

　てゆーか、『野生のカバ』とか『マタニティ』とか『料理作れない』とか、めっちゃ恥かかされてるんですけど！　どの口がそのセリフ言ってるんですかっ！

「神崎さん、本気で言ってるんすか？」

「僕は大事な足である車をそんな事に使えません。万一クラッシュでもしたら業務に支障が出ますし」

「でも俺」

「まあまあ……」

　とここで親父さんが割り込んだ。

「ガンタ、勝負ってのは一人じゃあできねえ。相手がやらねえってんだから、ここは諦あきらめなはれ」

「……はい」

　ガンタは親父さんの言う事は絶対に聞くらしい。




　その後、三人娘とヨッちゃんとガンタはカラオケに行っちゃってさ、年寄り五人は別の店に飲みに行ったのよ。年寄りつってもあたしは二十九歳だからね！　一応二十代だから！　神崎さんだって三十一だし。

　次の店では年寄りばかりなんでキャピキャピと盛り上がるわけではなく、まったりとした感じだった訳よ。しかも親父さんと神崎さん、二人で日ポ本ン酒しゆやってるし！　浅井さんはずっと城代主任を口説いてるし！　しかも浅井さん相手にされてないし！

「花ちゃん、一いつ遍ぺんに覚えんてもええねんけどな。製造チームは俺とヨッちゃんとガンタ、沙紀ちゃんが事務。設計は冴さえ子こちゃんと浅井君、恵美ちゃんと萌乃ちゃんはそっちの事務な」

　柔やわらかい語り口で親父さんが教えてくれる。ホントこの人って安心するわー。この仕事って、同じ部署よりも同じ機種のマシンを作ってる人の連携の方が重要になるから、あたしたちはＦＢ80って言う油圧ショベルの開発チームとして繫がってる訳よ。だから部署の違う神崎さんと一緒にここに居る訳なんだけど。

「ガンタはなぁ、千ち葉ばの子ぉなんや。東とう金がねとかいうとこの子ぉでな、なんやチームとかいうのん入ってたらしいねん」

「ええっ、チーマーですか！」

「言うてもバイク乗りや無のうて車の方のな」

　神崎さんが、無言でチラッと親父さんを見る。親父さんはにこっと笑うだけ。

「去年、建設作業員として地元で働き始めたらしいんやが、メンバーからの誘いが絶えんと、嫌いや気けが差して年末にこっちに来てん。向こうでは一般道走っとったらしいねんけどな、こっち来て春から峠とうげ攻めよ思たらしいんやわ。それが二月にここいらの若いのんと喧嘩して、ボロボロになっとったとこを俺が拾って、この会社に入れたんや。今は俺がつきっきりで仕事教えてんねん」

　マジすかー、親父さんメッチャいい人じゃん。

「だいぶ人間的に丸うなって来たけどな、車の事になるとプライドが許さへんねんやろな。さっきのはキッツぅ効いたと思うで」

「しかし、ああでも言わないと本当に勝負させられそうでしたので……。岩田君はご存知ないんですね、鈴鹿のマイカーランがどんなものか」

「やっぱり神崎君は知ってはったんやな」

「レースができると思っていたんでしょうね。まあ、実際レースができたとしてもワゴンがＧＴ‐Ｒに勝てる訳がありませんから、咄嗟にあのような口から出まかせを……」

「神崎君」

　急に親父さんが神崎さんを正面から見た。何か迫はく力りよくあるよ。

「俺の目ぇは節穴ちゃうで。神崎君にＦＢ70を運転して貰もろたんはなんの為や思うとる？」

　神崎さんが観念したように笑いながら日本酒に口を付ける。

　てかＦＢ70って現行機種じゃん。そんなの乗ったんかい。いつの間に？

「そんなやから、まあ、ガンタの事は赦ゆるしたってや」

「特に気にも留とめていませんよ」

「ねえ親父さーん、油圧ショベルなんか乗って、普通車の運転とかわかるもんなんですかー？」

「そうやな。俺はな」

　うあっ、なんか今のカッコいいよ！　きっと浅井さんにはわかんねーんだよ！

「親父さんはずっとこの仕事をなさってらっしゃるんですか？」

「いやぁ、昔は鈴鹿で働いとった。ガンタには内ない緒しよやで」

「親父さんには敵かないませんね」

　神崎さんが心底楽しそうにしてるよ。この人、こんな顔するんだ……。この神崎さんにこんな笑顔を作らせるなんて、恐るべし親父さん！

「良かったねぇ、花ちゃんには神崎君が付いてて」

「ほえ？」

「浅井君もしっかりせんと冴子ちゃんは落とされへんで」

「もう～、親父さん、勘かん弁べんしてくださいよ～」

「そうね、浅井君じゃあねぇ……」

「城代さん、ｍｅの何があかんのよ～？　つーかｍｅも冴子さんて呼んでいい？」

「馬ば鹿かね。スタンダールでも読んで出直しなさい」

　あたしはそんな城代主任と浅井さんの掛かけ合あい漫まん才ざいを聞きながら、幸せそうに微笑む神崎さんを不思議な気分で眺めた。




「山田さん、朝食ができましたよ」

「はーい」

　これ、いつまで続くんだろう？　三みつ日か坊ぼう主ずって言葉は神崎さんの辞書に無いらしい。

「神崎さん、今日のお魚ってなーに？」

「シマホッケです」

「何それ」

「カサゴ目アイナメ科ホッケ属キタノホッケの俗ぞく称しようです」

「そーゆーことを訊いてるんじゃなくて」

「山田さんの消費カロリーを考慮しますとどうしても和食になってしまうんですが、もしもパンなどが食べたかったら仰ってください。仕事帰りに買わないといけませんので」

「うん、わかった。でもパンはすぐにお腹減っちゃうから、朝はご飯の方がいいよ。神崎さんのご飯、すっごく美味しいし」

「そう言っていただけると、作り甲が斐いがあります」

　それにしても毎日よくこれだけのメニューを思いつくよね。凄い量だよ。

「ねえ、毎朝大変じゃない？　ご飯もお弁当も作って」

「そうでもないですよ。これなんか、鶏とりがらスープとオイスターソースと醬油を混ぜたところにこの薄うす切ぎり肉を漬つけ込こんでおいて、朝はレンジに入れるだけです。熱いうちにタマネギの薄切りとレタスに掛ければ勝手に染しみ込こんでくれます。こちらはもっと簡単、千切り人参とツナ缶かんを一緒にレンジに入れて、粒マスタードで和あえるだけです。こちらはアスパラとソーセージをオリーブオイルで……」

「わかった、もういいから。要は簡単なんだよね？　神崎さんには」

「そうです」

「でもこれは全部お弁当なんだよね？」

「ええ、お弁当には汁しる気けの多い煮物が入れられませんので」

　今日のお味噌汁はなめことお豆腐だよ。刻み葱は後から入れたみたい。しゃきしゃきして美味しい。なめこがにゅるんと口の中に滑すべり込んで来る。

　おじいちゃんやおばあちゃんと一緒に食しよく卓たくを囲んだ小学校時代を思い出すよ。

「どうかなさいましたか？」

　箸が止まっちゃったあたしを、神崎さんが怪け訝げんな表情で覗き込んでる。

「ううん。……なんか神崎さんのご飯食べてるとさ……なんかさ、おばあちゃんとかお母さんとか思い出しちゃうよ」

「そうですか。……え？　まさか……山田さん、またですか？」

「だってぇ～、神崎さんの朝ご飯美味しくて～……」

「ちょっ、ストップ！」

「う……うう……うあ～～～～ん！」

　あたしはまたもや朝から大号泣しちゃったんだよ。




　つまりさ、昨日と同じなんだよ。またあたしの大号泣で家を出るのが遅くなったあたしたちは裏道をかっ飛ばして行ったんだよ。

「ね、神崎さん、絶対フィガロのシート買った方がいいって。あとフルフェイスのメット」

「何度も言いますがフィガロではありません、それはモーツァルトの歌劇です。それに山田さんが朝から号泣しなければ済む話なんです。いえ、泣くのは構いませんよ、時間さえ押さなければ」

「らって～、神崎ひゃんのご飯、おいひーんらもん……」

「だから、ここで泣かないでください。メイクが落ちますよ」

「ひゃい……」

「というかですね、これだけ派手に横滑りさせているのに平気な顔で助手席に乗っているあなたは、アマゾンの密林状態で心臓に剛ごう毛もうが生えてらっしゃるんですか？　大たい抵ていの人は僕がこのような運転をすると、呼吸という生命維い持じ反応の存在を忘れるんですが」

「らって～、神崎ひゃん、命預けられるもん」

「……え？」

「安心できるよ～？　別に怖くないよ？」

　あれ？　あたし変な事言ったか？　なんか神崎さん、黙り込んじゃったよ。

　と思ったら、急に目つき変わったよ。

「付いて来てますね」

「んにゃ？」

「後ろ」

　うはー！　このスピードに付いて来てる車がいる！　朝っぱらからマジかー！

「何あれー？」

「こちらを意識してますよ。『やろうぜ』と」

「何を？」

「峠レースでしょう」

「マジ？　やんの？」

「やる訳がありません。今は出勤途中ですし、山田さんの大切な命をお預かりしています」

「そーだよね」

「……ＧＴ‐Ｒですよ」

　え？　なんか最近聞いたことあるよそれ。後ろを振り返る事はできないけど、ドアの横んとこのミラーにその青い車が映ってる。煽あおってるよ煽ってるよ。怖こえーよ。

　……てか！　ガンタじゃん！

「大丈夫ですよ。煽られても無視しますから。僕は僕の走り方しかしません。ご安心ください」

　宣言通り、神崎さんは会社に着くまで（あっという間だったけど）ガンタを完全スルーして自分の走りに徹てつしてた。てゆーか、ＧＴ‐Ｒの存在自体を無視してた。神崎マジ怖こえー。

　デスクに着いたら、ガンタが来たんだよ。

「神崎さん、花ちゃん、はよざいやーっす」

「岩田君、おはようございます」

「ガンタ、ちょっとあんたねぇ！」

　あたしの声で、周りにいた人たちが何事かって感じでこっちを振り返る。にもかかわらず、ガンタ、あたしを完全スルーしやがった。

「神崎さん、楽しんで貰えたすか？」

「何をですか？」

「さっきっすよ」

「ですから、何をですか？」

　神崎、怖えー！　表情一つ変えねー！　ガンタも笑ってるよ！　てか、みんなジロジロ見てるし。

「まさか神崎さんもあの道を使ってるとは思わなかったっすよ」

「いえ、今日はイレギュラーケースですよ。山田さんが朝から遅刻のネタを作ってくれましたので。普段はあの道は通りません」

「へぇ。遅刻しそうだとあの道使うんすか。でもワゴンであのコーナーはキツいすよね？」

「そうですね。岩田君のＧＴ‐Ｒはシートからして違いますね」

「神崎さんはノーマルすか？」

「そうですよ。僕は山田さんが遅刻のネタでも作らない限り、飛ばす必要がありませんので。レカロのセミバケットを買うお金があれば別の事に使いますし。君と僕とでは価値観が異なりますからね」

「……そうすか」

　そこに親父さんがやって来た。

「おはようさん。二ふつ日か酔よいはおらへんやろな？」

「あっ、親父さん、おはようございまーす！　昨日楽しかったですね。また飲みに行きましょうね～！」

「お～花ちゃん、おはようさん、元気いいねぇ」

「おはようございます」

「よっ、神崎君、君も酒強いねぇ。日本酒行けるとは思わへんやったわ」

「実は僕は日本酒が一番好きなんですよ」

「ほ～！　俺もやねん。ほんならまた今度きゅーっとな」

「いいですね。喜んで」

「さ、ガンタ行くで。なんでこないなところで油売ってんねんな。今日はＦＢ80の試乗すんねんで」

　ガンタが親父さんの後について行こうとした時だ。

「親父さん、僕にもＦＢ80、見せていただけませんか？」




「今日は土台になる足回りの確認だけやし、腕から先はＦＢ70をそのまま乗っけとるだけやで」

「パワーに差が出るか気になりますね」

「そやなぁ」

　社屋の裏手にある試験場に、親父さん、ガンタ、神崎さん、城代主任、ヨッちゃん、それにあたしが集まっている。これから新機種ＦＢ80の試乗をするんだ。

　現行機種ＦＢ70と開発中のＦＢ80の決定的な違いは『ハイブリッド仕様』にしたとこだから、あたしも見せて貰う事にした訳。メインコントロールパネルなんかはあたしの仕様だし、ソフト自体もあたしが組んでるから、見せてって頼んだら親父さん即そくＯＫくれた。

　なんやかんやで神崎さんがスーツのままヘルメットというすっごい似合わないカッコでＦＢ80に乗り込んで、軽くテスト走行と腕や手の操作性のテストしたんだよ。

　あ、因ちなみに腕ってのはアームの事で、手ってのはこの子の場合は今はフォークバケット。手はアタッチメントでいろいろ換えられるんで、ロータリーフォークもあればスケルトンバケットやクラムシェルバケットもある、グラップルやマグネットを付ける時もある。この子はバックホータイプだから、勿論付けらんないのもあるんだけどね。

　だから設計側としては手を付け替えた時の事とかその際の操作性なんかも自分の感覚で知っときたいらしい……ってゆーか、神崎さんちょっとマニアックなとこあるし。しかも完璧主義だし。

　それにしても。この人工事現場で働いてた事あんだろ？　ってくらい上手いんだよ。

　今でこそこうしてスーツなんか着ちゃってるけど絶対経験者だよ、ハイネックのピタッとしたよーな長なが袖そでのＴシャツ（Ｔシャツなのに胸ポケット付いてる）着てさ、ニッカポッカに地じ下か足た袋び履いてさ、頭にタオル巻いてさ、安全ベルトしてさ、全部『寅とら壱いち』ブランドで固めてさ。あ……それは鳶とび職しよくか。えーと作業着に軍手、ヘルメットと安全靴ぐつでさ、きっちり『ミドリ安全』ブランドでさ。

　てかさ、なんでブームとアームを一遍に動かしながら機体を旋回させるなんて技わざを、たかだか設計屋ができんだよ？　設計屋だろあんた？　謎なぞだよ。なんでこんなに無茶苦茶上手いんだよ？

「神崎さん随分上手なのね」

「そーですねー、あたしもビックリです」

「あれは現場レベルの腕前よ？」

「あたしもそー思います。ナチュラリィに『ミドリ安全』ですよ」

「そうね、そんな感じ。花ちゃん、神崎さんの運転初めて見るの？」

「そりゃそうですよ、本社では会った事すらなかったんですから」

　城代主任、何かを思い出したように、クスッと笑うんだよ。なんなのー？

「朝、ガンタ君と峠レースしたんでしょ？」

「してないですよぉ。後ろからガンタが煽ってたけど、神崎さん完全スルーだったんだから」

「それで？　道譲ってあげたの？」

「え？　ずっと完全無視だったし、先に行かせる訳でもないし、相手するでもないし、そのまんまですよ。ガンタの存在自体を無視してましたよ。ホントこの人、怖こえーよって思いましたもん」

「ふうん……珍しいわね」

「へ？」

　神崎さんがでっかい石をバケットで器用に掬ってフォークで挟んでる。そのまま少し離れたところまで運んで石を綺麗に一直線に並べてる。遊んでんのかコイツは。

「ガンタ君と峠レースした人は何人もいるのよ」

「え、そうなんですか？」

「した、って言うか吹ふっかけられたって言うか。今朝のあなたたちみたいにね」

「なーにやってんだか」

「殆どの人が道譲ってガンタ君を先に行かせてるのよ。当然だけど」

「そりゃそうでしょうね、危ないもん」

「だけど血の気の多い若い子なんかは、受けて立っちゃうのよね。ホント馬鹿なんだから。でも結局どこかのコーナーでインから差されて持ってかれるらしいのよね」

「そんなのどーだっていいのに。男ってバカですよね。幼よう稚ちで」

「ガンタ君に抜かせなかった人って今まで居なかったのよ」

「えっ？」

　神崎さんは相変わらず奇き妙みような動きをしながら石を並べてる。奇妙な動きをするのは当たり前といえば当たり前。だって性能テストなんだから。親父さんの横でヨッちゃんが「すげえ、うめえ……」って口をあんぐり開けてる。

「神崎さんね、きっと『完全無視』を装よそおって、意識的にガンタ君の進路を妨ぼう害がいしてたわよ」

「それって、すっごい嫌なヤツじゃないですか、神崎さん怖えー！」

「ガンタ君に目を覚まさせるつもりだったんじゃないかしらね」

「へ？」

「上には上がいる。調子に乗ってバカな事をするのはやめなさい、って。だから朝のあのやり取りは、ガンタ君なりに自分のプライドを守るための精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうだったと思うのよね」

「はあ……。なんか子供だなぁ」

「でもねぇ、あれだけ車に手をかけてて、ノーマルのワゴンにやられちゃったんだから、可か哀わい想そうに彼ズタボロだと思うわよ。ホント男っていつまで経たってもオコチャマだから参っちゃうわよね。扱いやすいと言えば扱いやすいけど」

「う……大人の女の発言ですね」

「私が掌てのひらで転がせないのは、親父さんと神崎君くらいよ」

　ん？　神崎『君』？

「ヨッちゃんもガンタ君も神崎君も、ＦＢ80チームはみんないい子ばっかりね。浅井君はそこに入れないでおこうかな」

　城代主任は優しい目をしながらも、いたずらっぽく笑った。




　いやもう、びっくりしたんだよ。城代主任と神崎さんと一緒に設計フロアに戻って来ると、みんなが一斉にこっちを向いて拍はく手しゆすんだよ。あたしと城代主任がギョッとしてたら、萌乃が「花ちゃん早く！」ってあたしの手を引っ張るんだよ。何故かみんな神崎さんに「やるなあ、神崎君」なんて声かけてて、何故か神崎さんもちょっと笑いながら軽く手を上げたりして。

　何がなんだかよくわからないままに萌乃に引っ張られて窓まど際ぎわまで行くと、さっきまであたしたちがいた試験場が見えて。そこに……

『花』の大きな文字が。

「あれ、神崎さんやんなぁ？　みんなで見てたんよ。神崎さん、すっごいテクニックやったし～！　もうみんな茫ぼう然ぜん自じ失しつって感じやったんよ～」

「どうですか、上手く文字になりましたか？」

　あ、神崎さん。また音も無く後ろに立ってるし、この伊い賀が忍にん者じやめ。

「こんな事して遊んでたの？　さっき」

「試験場というのは大抵掘ほられる場所と相場が決まってますし、殺風景な感じがしますので、花を植えてみたいなと思いまして」

「なーんだ。花ちゃんの『花』やと思うとったのに～」

「それも無くはありませんが」

「きゃー！　噓やん～、羨ましすぎー！　今度『萌』って書いてくださいよ～」

「画数が多すぎますよ」

　てか無表情で語るな。嬉しく感じないじゃん。……でもちょっと嬉しい。いや、だいぶ嬉しい。チョー嬉しい。死ぬほど嬉しい。『あたしたちのＦＢ80』でこの字を書いてくれたんだもん。

　なんか嬉しくってさ、神崎さんを見たんだよ。厳密には見上げたんだけどさ。そしたらさ、伊賀忍者、なんか優しい目しちゃってさ、口角ちょっとだけ上げたんだよ。

　あたしヤバい事にさ、その顔見たらクラッと来たんだよ。この人黙ってたらイケメンなんだもん。ドキッを通り越していきなりクラッだよ？　その眩しすぎる微び笑しようをこっちに向けながら、神崎さんはあたしに顔を寄せて、耳元で囁ささやいたんだよ。

「メインパネルにバグがありましたよ」

　……悪あく魔まっ！




　今日のあたしは珍しい人と一緒にランチを食べている。「ランチを」としたのは、あたしがお弁当でその人が食堂のＢランチだったから。

　ここの社員食堂はお天気のいい日はテラスを解放して、屋外でも食べられるように屋外用テーブルセットを出すんだよね。で、あたしらはそのテラスの一番いい席──お花畑が良く見える席──をゲットして、そこで昼食を食べてる訳なのよ。

「チューリップ綺麗すね」

「うん、あたしチューリップ大好き！　大好き過ぎて今じゃチューリップ体型だけどさ、あははは」

「花ちゃん、チューリップより可愛いすよ」

「もー、ガンタってば上手だね。何も出ないよ。駄洒落だじやれくらいは出るかも。イベントのいい弁当！　とか。あははは。世紀末的にスベったねー、あははは」

「その『あははは』が可愛いんすよ」

「えーそうなの？　変なのー、あははは」

　そ。あたしは今日はガンタと一緒にランチしてるのだ。朝、神崎さんにペシャンコにされてたんでランチ誘ってみたら、このテラスの事教えてくれたんだ。

「ピンクのチューリップって花ちゃんぽいすね」

「え、そう？　あれ、ピンクダイヤモンドっていう品種なんだって」

「へー、詳しいんすね」

「神崎さんが教えてくれたんだよ。あの小っちゃい青いのはネモフィラって花の、えーとナントカブルーって品種だって。ナントカブラックとセニョリータだったかそんなのもあるって」

「神崎さんかぁ……」

　あ、やべ。禁句だったかな。

「Ｂランチも美味しそうだね。焼肉とか唐揚げとか、そういうもの、今週はずっと食べてないなぁ」

「何食べてるんすか？」

「ヘルシーな和食だよ。焼き魚とか酢の物とか。お弁当見たら大体わかるでしょ？　毎日こんな感じ」

「ダイエット？」

「そーゆー訳じゃないけど、ちょっと気にしてるって言ったら、神崎さんがカロリー計算してヘルシーなご飯を作ってくれてるんだ。あたし結構たくさん食べるから、蒟こん蒻にやくとか茸きのこ類とかカロリー低くて食物繊せん維いの多いものをチョイスして嵩増ししてくれてるみたい」

「ふうん……」

「なんか料理が趣味みたいだよ？」

「そうすか。ま、そうでなきゃいくら同じ会社の人でも、わざわざ他人のダイエットに合わせてご飯調整したりしないすもんね。普通は自分の食べたいもの作りますよね」

　そっか。神崎さん、自分の食べたいものじゃなくて、あたしに合わせてくれてるんだ……。

「ねえ、花ちゃんてさ……」

「ん？」

「神崎さんのこと好きなの？」

「……ほえ？」

「だから、神崎さんの事。好きなんすか？」

「う～ん、あの人ねぇ、結構ムカつくことヘーキで言うし、心の中で『死にてーか神崎！』って思う事もよくあるけど、優しいとこあるし、割と好きな方ではあるよ」

「違うっすよ。恋愛対象かって聞いてるんすよ」

「あー、そりゃ無いわ。あり得ない。向こうはあたしを動物園のカバくらいにしか思ってなさそうだし、自分をあたしの飼育係だと思ってるようだし」

「神崎さんが花ちゃんをどう思ってるかなんて聞いてないっすよ。花ちゃんは神崎さんをどう思ってんのか聞いてるんすよ」

「鬼おにの個別指導教官だと思ってるけど」

「恋愛感情無い？」

「ある訳ないでしょ！　初めて会ってからまだ一週間も経ってないんだよ？　そりゃー神崎さんはイケメンだけど、あたし一ひと目め惚ぼれとか絶対しないし」

「ふーん、そうなんすか」

　ガンタは豚ぶたの生姜しようが焼きをつつきながら、あたしのお弁当を見てボソッと言ったんだよ。

「神崎さんは花ちゃんの事、好きっすよ」

「うん、嫌われては無いと思うよ」

「だから、そうじゃなくて。ああ、もう焦じれってえなぁ」

「えー？　何よ？」

「わかんないかなぁ、お弁当ってさ、愛情表現なんすよ」

「ほえ？」

「このお弁当、茶色くないんすよ。すげえカラフルだけど、みんな手間かかってるんすよ」

　確かに。牛肉とタマネギのオイスター風、ツナと人参のマスタード和え、プチトマトとブロッコリのココット、アスパラとウインナーのバジル炒いため、三種の茸のマリネ……。

　そういえばこの牛肉、何かと何かを混ぜて前の晩から漬け込んであったんだし、茸のマリネもそうだ。夜のうちに下ごしらえが済んでたんだ。

　色も綺麗だよ。人参のオレンジ、トマトの赤、ブロッコリとアスパラの緑、卵の黄色、ウインナーのピンク。フルーツも入ってるけどリンゴがウサギさんになってる。

「出来合いのものが入ってないんすよ。完全に一から手作りで、着色料とか保存料とか、そんなものの心配の無さそうなおかずしか入ってないんすよ」

　ガンタは食べる手を止めて、もう一度言った。

「お弁当は愛情なんすよ」




　あたしはその晩いろいろ考えちゃったんだよ。何をって、ガンタが言った言葉だよ。「お弁当は愛情なんすよ」って言葉。それと「神崎さんは花ちゃんの事、好きっすよ」って。

　好きだったら、あんなにキッツい事言わないっしょ？　カバだよ、カバ。

　だけどさ、ＦＢ80使って石で書いた『花』って字。背中をさすってくれた大きな手。ごくたまーーーに見せる笑顔。しかもなんか癇に障るくらい眩しかった。

　あ～、わかんねー、あの伊賀忍者。何考えてんのかさっぱりわかんねー。

　あーもう！　ガンタが意味深な事ゆーから、さっきから寝ね返がえりうってばっかで全然眠れないしっ！　きっとすぐ隣の部屋では、あのいちいち癇に障るＭｒ．ミスターミドリ安全があたしの苦労も知らずにグーグー眠ってるに違いない。ベランダから行って嫌がらせしてやろーか。こんなデブな幽ゆう霊れい居ないか。

　バカな事を考えては寝返りを打つ。もうダメだ、眠れない。リビングに下りてお茶でも飲もう。

　部屋を出たあたしは何気に階段を一段下りたところで立ち止まって、隣の部屋のドアを見た。ドアなんか見たって中は見えないんだけどさ。エライ静かだよ。眠ってても伊賀忍者の心得は忘れないみたいだよ。イビキとか全然聞こえてこないし、生体反応ねーよ。あの人って本当に生きてる人間なのかな？　ロボットだったりして。充じゆう電でん中か？

　リビングに下りて灯りを点けて。冷蔵庫から冷茶ポットを出してくる。相変わらず女子力高すぎで全く隙のない神崎さんによって準備された二本の冷茶ポットには、緑茶と紅茶がきっちり一番上まで入れられてて、ご丁寧に『緑茶・玄げん米まい茶ちやブレンド』『アールグレイ』とラベルまで貼はってある。

　取り敢えずあたしはなんとなく緑茶を例のお揃いのマグに注いで、飲んでたんだよ。シーンとしたリビングにはあたしのお茶を飲む音しかしないんだよ。とーぜんだけど。いや寧ろ別の音がしたらそれ心しん霊れい現象だから！　こんな山奥でやめよーよ、怖こえーよ。

　とか思ってたらさ。キッチンの窓の外にさ、何かが動く影かげが見えたんだよ。ちょっと勘弁してよ。その影はリビングの窓の方に移動してさ、玄関の方に回ったんだよ。やべーよやべーよ、神崎さん起きてよ！　何かいるよ！

　って思った矢先、玄関先で足音がするんだよ、これ、ちょっとドロボー？　神崎さんを起こさなきゃ！　でもちょっと！　コイツ鍵開けようとしてるよ！　神崎さん起こしてる暇無いよ！　どうしよう、どうしよう、ええと、包丁！　そんな至近距離じゃダメだ、もっと遠くから攻撃のできる……傘！　このでっかい神崎さんのヤツ！

　あたしは傘を持ってリビングの灯りを消した。傘を両手でしっかりと握り直して、静かに玄関に近付く。いざとなったら大声出して、神崎さんを呼べばいいんだ。落ち着け、花子、落ち着くんだ。

　足がガクガク震ふるえて、傘を握る手にもそれが伝わってしまう。助けて！　神様仏様、あたしに勇気を！　ぶん殴なぐって、大声！　ぶん殴って、大声！　ぶん殴って、大声！

　ガチャリ。

　鍵が開き、ドアが静かに開けられる。ヤバい。大男だ。殺されるかも。こうなったら先手必勝だ！

　あたしはその大男が玄関に一歩入ったところで思い切り傘を振り下ろして大声を出した。

「神崎さん！　助けてー！」

　あたしは急いで玄関の灯りを点けたんだよ。そんでうずくまったドロボー野郎を傘でボッコボコに殴なぐりながら神崎さんの名前を大声で呼び続けたんだよ。

　来ねーんだよ、伊賀忍者！　こーゆー時こそ手しゆ裏り剣けん飛ばしながらカッコよく現れろよ。手てつ甲こう鉤かぎ付けてボコれよ。逃げらんないように玄関先に撒まき菱びしバラ撒まけよ。

　つーのに来ねえんだよ、何やってんだあのＭｒ．ミドリ安全！　早く助けに来いよっ！

　って思ってたらさ。小さい声が聞こえるんだよ。いや、あたしの声が大きいだけかもしんないけど。

「山田さん、ストップ！　僕ですよ、神崎です」

　ほえ？

「落ち着いてください、僕はここに居ます」

「どこっ！　神崎さんっ！」

「あなたに殴られてます」

　殴られてますと言いましたかね？

　あたしはさ。びっくりして殴りつけてる手を止めたんだよ。そしたらさ、そのドロボー野郎が恐おそる恐おそる頭を庇かばっている手を下ろして顔を上げたんだよ。

「神崎さん？　何やってんのこんな夜中に」

「何って……ただのランニングですよ」

「ランニングぅ？」

「あいたたた……今までお気付きじゃなかったんですか？」

　そう言って神崎さんは立ち上がったんだよ。Ｔシャツにジャージ、反射素材のリストバンドを付けて、あの神崎さんとは思えないカッコしてんだよ。

　でも……すっごいカッコいい。フツーにその辺のランナーでしかないんだけど、なんだ？　メチャカッコいいぞ。あたしにボコられて情けない顔をしてはいるものの、なんかその、似合ってるよ、それ。

「ごめん、大丈夫？　ドロボーだと思っちゃったんだよ、ホントごめん。怪け我がしてない？」

「幸い凶きよう器きが傘でしたから大したことはありませんが」

「ごめんね……」

「え？　あ……いえ……大丈夫ですから。シャワー浴びて来ます」

「あー、うん。あの、本当にごめんね」

「大丈夫です、お気になさらず。山田さんも早くお休みになって下さい」

　何故か神崎さんは逃げるようにバスルームに向かって行った。
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　ああ、金曜日だ、なんか一週間あっという間だったなぁ。なんて思いながら、あたしは完全にルーティン化した洗濯物干しをしてたんだよ。神崎さんの鼻歌を聞きながらさ。

「神崎さん、その曲、何？」

「モーツァルトの『アイネ・クライネ・ナハトムジーク』の第二楽章です。快活な第一楽章に比べてこちらはまったりと静かな朝の情景にピッタリでしょう？」

　なんだかよくわかんないけど、嬉しそうに語る神崎さんが妙に可愛いんだよ。

　なーんて思ってたらさ、洗濯物の中から昨夜のＴシャツとジャージが出て来たんだよ。そうなんだ、昨日の朝「一体いつ着てんだこれ？」と思ったＴシャツとジャージ、夜中のランニングの時に着てたんだ。毎日走ってたのかな？　ぜんっぜん気付かなかったけど。

　それにしてもさ、昨日カッコ良かったよなぁ。スーツのイメージしかなかったけど、なんか変にエロかっこ良かったよ。神崎さんにエロいって言葉、似合わねー！　マジ似合わねー。

　なんてあたしが考えてるなど露つゆ知しらず、神崎さんはいつものようにあたしを呼ぶんだよ。

「山田さん、朝食ができましたよ」

「はーい」

　くっ……今日も胃いの腑ふをぎゅーぎゅーと絞しぼり上あげるような出汁の香りに、あたしの唾だ液えき腺せんは早くもフル稼か働どうなんだよ。

「ん？　今日のお魚なーに？」

「鯖さばです」

「すっご……まだジュウジュウ言ってるよ」

「鯖は脂あぶらが多いですからね。ジューシーですよ」

　いつものようにお寺さんみたく手を合わせてさ、食べ始めたんだけどさ。毎日ほんと幸せなんだよ。ほんとこの人、嫁に欲しいよ。嫁が伊賀忍者ってのも悪くないよ。

「あふっ……ひゃば、おいひー！　脂が滴したたってるぅ～！」

「ゆっくり食べて下さい、火傷やけどしますよ」

「はふはふ……ほえ、ほの、ふひやひっほいのは？」

「白しら滝たきと春菊と白しろ葱ねぎと椎しい茸たけと厚揚げを甘めに醬油で煮たんですよ。牛肉の入らないすき焼きですね」

　朝からすき焼きー！　しかも肉の代わりに厚揚げかー！　ヘルシーだよ！

「こっちは何？」

「鱈たらと茸をレンジで蒸むして、おろしだれをかけただけですよ」

「っくうぅ～！　おろしだれ！　堪たまらんわ。こっちは？」

「なめことオクラとモロヘイヤと鶏とりささみを出汁と味み醂りんと醬油で味付けしたものです。これもレンジであっという間ですよ」

　美味しい。美味しすぎる。唾液と胃液が無む尽じん蔵ぞうに分ぶん泌ぴつされてるのが自分でわかる。なんか……ヤバい、また涙るい腺せん崩ほう壊かいしそう。

「山田さん？　ダメですからね。今日はあの道は通りませんよ？」




　窓から見える社屋裏手の試験場には、まだ『花』の文字が残ってる。あれを見ると、昨日のガンタの意味深な言葉を思い出しちゃうんだよね。もー、あいつ変な事ゆーから。

　なんて思ってたら、神崎さんに呼ばれたんだ。

「山田さん、すみません。ちょっと打ち合わせをしたいんですが」

「いいですよ」

「あっちのパーティションの奥に、メインパネルの仕様を持ってお願いします」

「はーい」

　ついに来たよ個別指導。あたしが蛍けい光こうペンと仕様書、付ふ箋せんとメモを持って行くと、神崎さんが資料を持って現れた。作業机の正面に座るかと思ったら、並んで右隣に座った。

「まず、メインパネルの色ですが、フルカラーパネルなのにエコゲージにフルカラー使わない手はありませんよ。赤からオレンジ黄色と来て、黄緑あたりからちょっとエコな感じで、緑になるとかなりエコ、ブルーになるとチャージくらいの感じにしたらわかりやすいと思いませんか。……山田さん、聞いてます？」

「あ、はい、聞いてます」

　こんなに近くにくっついて座った事無いから気付かなかった。神崎さんの匂い。くんくん。犬かあたしは。そのうちマーキングとかしそうだ。いやマーキングするのはオスだけか。てか、しねーよ！

「どう思われます？」

「うん、いいと思う。それで行こう」

「発電機モータのエンジンアシストや発電状況のモニタありましたよね」

「エネルギーモニタのこと？」

「それです。上部旋回体モータからの発電によるプラスサイクルとエンジンアシストのマイナスサイクルも色を変えた方がいいでしょう。この流れと……こっちの流れですね」

　あたしの前に並べた資料に、横からあーだこーだとペンのお尻しりで線をなぞって説明してくれるんだけどさ、右に座った神崎さんが右手に持ったペンで説明するもんだからさ、なんつーの、凄いこう、接近してるっつーかさ、チョー至近距離なのよ顔が！　Ｍｒ．ミドリ安全、超ちようどアップでもやっぱイケメンなんだよ。なんかさ、鬼の個別指導教官だとわかっていてもさ、やっぱドキドキすんだよ！

「そね。これも緑と赤……いや、赤は警告色だからオレンジか、いっそピンクとかにしちゃおっか」

「ピンクですか。思いがけない発想ですが、なかなかいいですね……それとですね、山田さん」

「んー？」

「土日は僕に付き合っていただきますので、予定を入れないで下さい」

「……は？」

「明日と明後日あさつてです。付き合っていただきます。予定を入れないで下さい」

「あ、はい」

　なんか神崎さんの逆らえないような雰囲気に、ついうっかり返事しちゃったよ。てか、それって今の話と全くかんけー無いじゃん。勢いに乗せられちゃったよ。コイツとんでもねーよ。




　その日の夜。目の前にはどう考えても「ご飯のおかず」じゃないものが並んでるんだよ。あたしが入浴してる間に何故か「酒さけの肴さかな」をたっくさん作ってたんだよ。

「ねー、これ、ご飯って感じじゃないよね？」

「そうですね。今夜は金曜日ですのでご褒ほう美びの日なんです」

「何それ？」

　神崎さんはフンフンと鼻歌まじりで楽しそうだけど。

「一週間頑張ったご褒美として、僕は毎週金曜日の夜にお酒を飲む事にしているんです。ランニングもお休みです。山田さんの分はちゃんと食事を作りますからご心配なく」

　そっか、今日、会社帰りにチラッと酒屋さんに立ち寄ったのはこの為だったのか。

「山田さんの為にロゼも仕入れてありますからね。僕のはまた別ですが」

　なんだか楽しそうだよ。いつものシルバーグレイのパジャマにチャコールグレイのエプロンして、両手にでっかいミトンしてる。ガラスの四角いお皿みたいなのをミトンをした両手で持ってテーブルの方に来ると、中でチーズとホワイトソースがボコボコしながらジュージューいってる。いきなり視覚と聴ちよう覚かくに訴うつたえて来るか！　う……消化器官の活動がスタートした。いきなり唾液腺がフル稼働だ。

「こっ……れ。むっちゃ美味しそーなんですけど」

「ラザーニエですよ、お好きですか？」

「大好き大好き！」

「温野菜のサラダも作りましたし、今日は揚げ物もありますよ、木も綿めん豆どう腐ふのフリッターですが」

「え～！　美味しそう！」

「ワインにも日本酒にも合うようなものがなかなか思いつかなくて」

「飲も飲も！」

　嬉しくなってテーブルに着いたら、神崎さんが嬉しそうに笑うんだよ。

「山田さん、本当に食事の時は幸せそうですね」

「神崎さんだって料理してる時楽しそうだよ」

「そうですか？」

「うん、可愛いくらい」

「食べてる時の山田さんも可愛いですよ」

　メシがっついてるカバが？

「今日は僕は本気で飲むんです。グラスも買ったんですよ」

　本気で飲むってなんだ？　今までは冗談か？

「どうぞ、ピンクのがお好きなんですよね？　コート・ダジュールの微び発はつ泡ぽうですよ」

　ってあんた、パジャマの癖くせにソムリエに見えるよ。なんでだよ？

「神崎さんは？」

「僕は日本酒ですよ。久く保ぼ田たです」

「何に乾杯？」

「一週間頑張った二人に乾杯」

「アハハハ、そーだよねー」

　あたしたちはグラスを合わせた。なんだか妙に幸せな気分になった。

　……てかさ。『うわばみ』ってのがこの世にいるとしたら、それは今あたしの前に座ってるよ。この人、どんだけ飲んでもケロッとして、全く変わんないよ。

　この大量の肴さかなはあたしが一人で食べてんだよ。神崎さんの手元には、おろし金と岩塩ひと欠け。これで飲んでんだよ、日本酒を！　バケモンだろっ！

「山田さん、行けるクチですね」

　ってニコニコと──あの神崎さんがニコニコだよ？　──しながらあたしに注いでくれるんだよ。

「ねー、塩だけでいいの？　あたし一人で食べちゃってるよ？」

　って言ったらさ、神崎さん、びっくりするくらい嬉しそうに笑うんだよ。

「僕は岩塩で久保田を飲むのが好きなんです。山田さんが僕の料理を食べてくれているのを眺めながら、岩塩で久保田を飲むなんて最高ですよ。これ以上の肴はありません。近年稀まれに見る幸せな日です。今だけで一生の運を使い果たしました」

　そんなに大おお袈げ裟さに喜ぶとこかよ、ヲイ。てか、あんたの運って少ねーな。

「ねー、あたしも久保田、飲んでいい？」

「は？　山田さんがですか？」

「うん。もうこっち無くなるし。そっち一いつ升しよう瓶びんでしょ？　一人では飲みきれないでしょ？」

「いえ、普通に一晩で一升空きますが。でも山田さんがご一緒して下さるんでしたら、その方がもっと美味しく感じるでしょうから」

　てかお前、一晩で一升飲む気だったんかいっ！　それ、人間として間違ってんだろ！

「グラス、洗って来ますね」

　神崎さん、メッチャ嬉しそうにあたしのグラスを洗いに行っちゃったよ。

　なんかフツーに主夫だよ。でもグラスを磨いてる姿はやっぱ「マスター、いつもの」って感じだよ。

　戻ってきたマスターは、そりゃー嬉しそうに久保田を注いでんだよ、ワイングラスにさ。そんで自分のにも入れてこう言ったんだよ。

「では、日本酒で乾杯しましょう」

「さっきしたじゃん」

「山田さんの日本酒デビューに乾杯です」

　ミョーなテンションだよ。しーずかに盛り上がってるよ神崎さん。薄うす気き味み悪わるいんだよ。だけどさ、その反面なんだか凄く可愛いんだよ。滅めつ多たに見せない笑顔を出血大サービスってくらい放出してさ。いえね、笑顔つっても、口角ちょっと上がってる程度なんだけどさ。

「神崎さん、可愛い」

「は？」

「神崎さん、笑顔の方が素敵だよ？」

「えっ……」

　神崎さん、急に黙り込んで岩塩を削けずり始めたんだよ。




　翌朝、あたしは人生で経験した事の無い大だい惨さん事じに見舞われていた。

　知らなかったんだよ！　日本酒がこんなにタチの悪いものだなんて！　てかさ、神崎さん、フツーに一晩で一升空けるって言ってたじゃん？　それに日本酒とワインじゃ大して変わんないじゃん？

　なのにさ、なんなのよ。頭の上でゾウとカバとバッファローがプロレスしてるようなこの激しい頭痛は！　ずっと天てん井じようが回ってるんだよ、ずっとだよ。グルグルグルグル……。

「山田さん？　具合はいかがですか？」

「う～、天井がノンストップで回転してるよ～……」

「すみません、調子に乗って飲ませてしまいまして」

「ふえ～ん、もう日本酒飲まない……」

「とにかくこれをたくさん飲んでください。早く治りますから」

「お茶？　何これ」

「ほうじ茶に塩昆布を入れたものです」

「ひ～ん、冷たいのがいいよぉ」

「冷たいのはちょっとだけにして下さい。体温くらいの物をたくさん飲んだ方が早く楽になります」

「え～ん、なんだかわかんないけど、早く治すぅ～」

　って実は今リビングで寝てんのよ。二階に行くとさ、トイレの度に下りて来なくちゃならないでしょ？　それで神崎さんがあたしの布団全部持って来てくれて、リビングの床ゆかに敷いてくれたの。そこでひたすらお茶飲んで寝てる。神崎さんはかいがいしく何度もあたしのところに来ては、なんやかんやと世話焼いてくれてる。ほんと執事とお嬢様状態。いや、カバと飼育係か。後者だな。

「塩昆こ布ぶ茶ちや美味しー……」

「梅干入れてもいいんですよ」

「ふぇ～ん、神崎さぁん、ありがと～」

「え、あ、いえ。その、僕の不注意でこうなってしまいましたので」

「でもさぁ、昨夜、楽しかったよね」

「……ええ、そうですね」

「そういえば、今日って何か用事があったんじゃないの？」

「ええまあ。来週一週間分の食材を買いに、お付き合いいただこうかと。でも大丈夫です。後で一人で行って来ますから。山田さんが落ち着かれるまで、暫く側についてます」

「あたし一人で大丈夫だから、行って来ていいよ？　どーせ寝てるだけだし、お茶飲んでるだけだし」

「いえ、まだあなた一人では心配です。お茶も淹れてあげないといけませんから」

「大丈夫だって。心配しなくても」

「僕が側に居たいんです」

「へ？」

「あ、その、出先で心配すると気が気では無くて、買い忘れがあるかもしれませんので、そういったミスを最小限に抑えるためにももう少し後で行こうと思います」

「あ……そう。わかった」

　あたしが返事をすると、神崎さんはそそくさと立ち上がってさ。

「ちょっと、お風呂洗って来ます」

　グルグル回る視界の中で、あたしは神崎さんの後ろ姿を見送ったんだよ。なんか、ちょっとだけドキッとしたんだよ。「僕が側に居たいんです」なんてゆーから。




　知らぬ間に寝ちゃってたんだな、これが。家の中しーんとしてて。神崎さん出かけちゃったのかな？

「神崎さーん」

　しーん。

「おーい、マスター」

　しーん。

「Ｍｒ．ミドリ安全」

　しーん。

　やっぱ出かけたんだ。まあ、Ｍｒ．ミドリ安全で返事されてもアレだけど。

　こうして見ると、この部屋広い。いつも神崎さんと一緒に居たからそんなに広いって感じもしなかったんだけど。一人になるとなんだかとっても広く感じるよ。こんな贅ぜい沢たくな部屋に住んでたんだ。

　そういえばさ、会社でも神崎さんと一緒、行き帰りも神崎さんと一緒、家でも神崎さんと一緒、ずっと一緒だったんだ、この一週間。なんか久ひさしぶりだよ、一人で居るの。

　でもなんだろ？　伸び伸び羽を伸ばして、って感じじゃないんだよね。一言でいえば……。

　……淋さみしい。

　なんで一緒に居てくれないんだよー！

　いえね、別にね、神崎さんでなくたっていいんだよ？　誰だっていいんだよ？　たださー、ほら、あたしとしてはさ、なんつーか結構強きよう烈れつな二日酔いだったりする訳でさ、神崎さんが留守の間に死んじゃうかもしれなかったりとかする訳でさ。

　神崎さんが帰って来た時にあたしの死体がドーンって転がってたら、やっぱほら、神崎さん悲しくて泣いちゃうでしょ？　泣かねーか。泣かねーな。泣かねーよ。１１０番に通報して終わりだよ。いや寧むしろ保健所だろ。あ、『保健所だろ』と『モヘンジョ＝ダロ』って似てるなぁ。似てねーよ。

　それにほら、一昨日みたいにさ、ドロボーとか来るかもしんないじゃん？　そんな時に、二日酔いでグルグルしてるあたしが撃げき退たいできるわけないじゃん？

　そーゆー理由なのよ？　別に神崎さんでなくたっていいんだからね、浅井さんでもガンタでも。親父さんなら大歓迎！　勿論神崎さんでもいいんだけどさ。……んーと。やっぱ神崎さんがいいかな。

　あーもう、とっとと帰って来いよ、神崎！　淋しーだろうがっ！

　それから少ししたら帰って来たんだよ、レガシィワゴンとかゆー車。なんか音だけ聞いてるとポルシェっぽいよ。ほら、あのアマガエルみたいな車だよ。

　鍵を開ける音がして、神崎さんの足音が玄関に入って来た。これは絶対神崎さん。ドロボーじゃない。……って、なんだ、あたし実は神崎さんの足音、聴き分けられるんじゃん。一昨日は深夜だったから、神崎さんが静かに入って来ただけだったんだ。

　玄関のドアを閉める音、スリッパに足を入れる音、全部神崎さんの動きが想像できて笑っちゃう。

「山田さん？　まだお休みになられてますか？」

　神崎さんが遠慮がちに小声で話しかけて来るから、わざと寝たふりとかしてみるんだよ。

　神崎さんの足音があたしのすぐ側まで来て、床に膝をつくのがわかる。部屋が明るいから、あたしの上に大きな影が被かぶさって来るのもわかる。フフッ、神崎さん、あたしが寝てるのか覗いてるんだ。笑っちゃいかん、タヌキ寝入りがバレる。でもなんだか可お笑かしい。

「ただいま」

　神崎さんがそっと囁いて、また立って行った。寝たふりしてたら可哀想かな？

「おかえり」

　目を閉じたまま返事してみた。けど返事がない。目を開けてみたらもういない。なんだ、もう行っちゃったんだ。つまんないの。

　と思って寝返りを打った。……ら。

「うわあぁ！」

　目の前に座ってた。

「寝たふりしてましたね。ですから僕も向こうに行ったふりをしてみました」

「びびびびっくりするやんっ！」

「具合は如何いかがですか？　少しは良くなられましたか？」

「うん。塩昆布のお茶が効いた」

「それは良かった。このままですと、明日もどこにも出かけられなくなるところでした。僕は車の荷物を運びますので、山田さんはゆっくりなさってて下さい。あ、お風呂入れますね」

　相変わらず神崎さんてば一方的にこれから自分のやる仕事を告げて、さっさと立って行っちゃったんだよ。もうちょっとお喋しやべりしたかったのに。結構淋しかったのにさー。

　テラス窓を開けて目の前に鎮ちん座ざしている車のお尻を開けてる。また随分と買い込んだね。

　なんだかあたし、調子良くなってきたから布団から出てみたりする。

「神崎さーん。あたし治ったから手伝うー」

　トコトコ（実際はドスドス）近づいて行ったらさ、神崎さんてばギョッとした顔で振り返るんだよ。

「ダメですよ。あんなに具合悪そうにしてたんですから、もう少し大人しくしてて下さい。お茶淹れますから。ああ、そうか、先にお茶淹れます、荷物よりプライオリティが高かった……」

「ねえ、大丈夫だよ、ホント、もう治ったから」

「申し訳ありませんが、あなたの意見は伺っておりません。大人しく僕の言う事を聞いて下さい」

「ほんとにもう大丈夫だってば～」

「お願いですからお利口さんにしててください」

「なにそれー、悪い子みたいじゃん」

　ってあたしが口を尖とがらせたんだよ。そしたらさ、あたしの肩かたに置いてた手をふっと離してさ、いきなりあたしを抱だき上あげたんだよ！　お姫ひめ様抱っこだよ？　カバを！

「聞き分けのない人ですね。ここで大人しくして居なさいと言ったでしょう？」

　神崎さん、八十六キロのあたしを軽々と持ち上げて、ひょいひょい歩いてそのまま静かにお布団に下ろすと、嚙んで含ふくめるようにもう一度言いやがったんだよ。

「大人しくしていて下さい」

　あたしゃビックリしたもんだから、ヤダとは言えなくてさ。

「……はい」

「いい子だ」

　とか言って、頭ポンポンしやがんの！　なにそれ！　なんなんだよそれー！　癇に障るわ────！　むっちゃ癇に障るけど！　だけど！　あーもう！　なんなんだよー！




「あれ？　神崎さん、これからランニング行くの？」

　寝る前にお茶一杯飲もうと思ってリビングに下りて来たらさ、神崎さんがジャージ姿で反射板の付いたリストバンドをはめてるとこだったんだよ。

「あ、山田さん、まだ起きてらしたんですか」

「うん、これから寝る」

「僕はこれからちょっと走って来ますので、先にお休みになっててください」

「うん、気を付けてね～」

「あの……用事が済んでしまったので、山田さんの行きたいところがあれば明日お連れしますが」

　なんですとー！

「え？　マジ？　いっぱいあるよ、平びよう等どう院いんでしょ、伏見稲荷ふしみいなりでしょ、金きん閣かくでしょ、清きよ水みず寺でらでしょ、渡と月げつ橋きようでしょ、二に条じよう城じようでしょ、姫ひめ路じ城じようでしょ、天橋立あまのはしだてでしょ、え～どうしよ、決めらんないよ～」

　あたしが慌ててると、神崎さんがクスッと笑うんだよ。

「では紙に書いてテーブルの上に置いておいてください。帰って来たら見ておきますから」

「うん、わかった！」

「では、行って参ります。戸締まりちゃんとなさって下さいね」

「はーい、行ってらっしゃーい！」

　神崎さん行っちゃったよ。あーやべどうしよ。めっちゃワクワクするよ、こりゃ今夜は眠れねーよ。

　なんかさ、小学校の遠足の気分だよ。お弁当持って水すい筒とう持って、おやつは三百円までで、とーぜん「よっちゃんいか」と「キャベツ太た郎ろう」持参で、バナナはおやつに入りません！

　どこに連れてってもらおっか、何持ってこーか、あーん、困ったよー！　神崎さん助けて～！




「ねーどこ行くの？」

「内緒ですよ。着いてからのお楽しみです」

　相変わらず神崎さんの運転は滑らかでスマートなんだよ。でさ、さっきから聞いても聞いても教えてくれないんだよ、今日の目的地。候補はたくさん出したんだよ、だけど神崎さんてばその中から決定したみたいでさ、それを教えてくんないんだよ。

　ただね、朝ご飯食べてる時に言われたんだよ、「自転車に乗れるような服装にして下さい」って。自転車ってどういう事？　あたしが乗ったら自転車壊こわれるよ？

　そんでね、神崎さん自身はいつものよーにシャツに細身のジーンズなんだよ。だけどさ、聞いてよ！　あの神崎さんが、オーバーシャツにしてやんの。びろんって。珍しー！　しかもさ、いつも休みの日でも白か淡あわい色のシャツだったのにさ、今日は殆ど黒にしか見えないよーな濃のう紺こんのシャツなんだよ。ジーンズは明るめのグレイでさ、シルバーグレイのストール巻いてさ。

　オシャレなんだよ！　モデルみたいにカッコいいんだよ。もう鼻血出そうなんだよ。いえね、スーツでもジャージでもパジャマにエプロンでもカッコいいんだよ？　元がイケメンなんだからさ。まあ、ミドリ安全と寅壱スタイルはちょっと違う気もするけどさ。でもさ、いつも白シャツにスーツか梅干カーディガンだったでしょ？　キチンと系だったでしょ？　なんかいつもと違うんだよ。

　これって、ま、ま、ま、まさか神崎「デートモード」？

　……とか勝手な妄もう想そうとかするじゃん？　しない？　いーの、あたしはしたの！

　あたしはさ、とにかく自転車に乗れるようにって言われたからさ、それでもやっぱ少しでもこのお腹とか背中とか二にの腕うでとか太ふと腿ももとか……てか全部じゃん！　とにかくプヨ肉が少しでも目立たないようにって、ふわっとしたチュニックにクロップドパンツにしたんだよ。それもさ、神崎さんのカッコ見てから、着替え直したんだよ。そりゃあんた着替え直すよ。伊賀忍者がデートモードなんだもん。

　わざわざチュニックだって淡いピンクのお花カットワークレースのチュニックだよ？　可愛いでしょ？　可愛いんだよ、あたしの中では一番可愛いの！

　山田花子これ以上無いってくらい頑張ったんだよ。ＦＢ80のメインコントロールパネル作る時だってこんなに頭使ってねーよ。

　でさ、それ見て神崎さん、こう言いやがったんだよ。

「山田さん、とても似合ってますね。可愛いですよ」

　キュン死するだろー！　どーしてそーゆーことを涼しい顔で言ってのけるかなぁ、神崎！

「どうしても食べたいお餅もちがあるんですよ」

「え？　お餅？」

「そう。お茶屋さんが四軒けん並んでましてね、同じ名前のお餅を売っているんです。どうしても食べ比べがしてみたかったんですよ」

「で、自転車って何？」

「それは内緒です」

「んもー……」

　あたしが口を尖らせたら、神崎さん笑うんだよ。

「山田さんは食事をしている時の顔と口を尖らせている時の顔はとても……」

「とても？」

「いえ、なんでもありません」

「何よー」

　神崎さんは答えないで、笑うだけなんだよ。

　何故かさ、カーナビ見てると北に向かってんのよ。北だよ北。日本海側だよ？　どこ行くんだよ？　京都縦じゆう貫かんに乗って僅わずか三十分で日本海側に出ちゃったんだよ。

「宮みや津づ？」

「そうです。日本海ですよ。東京に居たら滅多に京都の日本海側など行けないと思いまして、今日は思い切ってこっちにしてみたんです。それに実は京丹波からだとどっちへ行っても大して距離は変わらないんですよ。それなら折角晴れているんですから景色を楽しまないと勿体無いですから……あ、見えて来ましたよ。あの辺ですね」

「何が？」

「天橋あまのはし立だてですよ」

　あ・ま・の・は・し・だ・て～！

「はあ～～～るばる来たぜ、は～しだて～」

「函はこ館だてです」

「わかってるってば」

　神崎さんはその辺の駐車場にレガシィを停めて、車を降りた。

「ここから既に潮の香りがしますね」

「え？　そう？　わかんない。竹輪の匂いはするけど」

　仲見世通りつーか表参道つーか、そんな道を神崎さんの後ろにくっついて歩くとさ、両側にお土産みやげ屋さんとかあるんだよ。ゴールデンウィークの前の週だってのに、結構混んでるんだよ。

「山田さん、大丈夫ですか？」

「うん」

　でもさ、迷子になっちゃいそうなんだよ。しゃーないからさ、あたし、神崎さんのシャツの裾すそを摑つかんだんだよ。だってさ、ほら、何？　デートとかそーゆーのじゃないしさ、別に付き合ってたりするわけでもないしさ、腕組んだり手ぇ繫いだりとかできないじゃん？　でも、こんなとこではぐれたら大変じゃん？　だからね、シャツの裾をね。折角今日はオーバーシャツにしてるしね。

　そしたら神崎さん「ん？」って顔して振り返るんだよ。だもんだから、あ、これマズかったかなとか思って、上うわ目め遣づかいに見ながら手を離したんだよ。すんませーん、みたいな感じでさ。そしたら神崎さんてばちょっとだけ口角上げてさ、いきなりあたしの手を握って来たんだよ！　え？　アリか？

「迷子になったら大変です。今だけでもこうしていて下さい」

「あ……うん」

　てかさ。ドキドキするやんっ！

　なんかさ、すべすべしててさ、大おっきくてさ、ひんやりしてるんだよ。なんか気持ちいいんだよ。

「これですよ。四軒のお茶屋さん。ほら、見えるでしょう？　『知ち恵えの餅』って。これが食べてみたかったんですよ」

「へ～、美味しそう！」

「ここの突き当たり、大きな門があるの見えますか？　智ち恩おん寺じの山門です。三人寄れば文もん殊じゆの知恵という言葉があるでしょう？　ここは知恵の文殊と呼ばれていて、山形の亀かめ岡おか文殊、奈な良らの安あ倍べ文殊と並ぶ日本三文殊なんです」

「あ、だから知恵の餅？」

「そうです。食べたら賢かしこくなれるような気がしませんか？」

「するする！」

「ですが、今日はこちらが先です」

　あれ？　智恩寺とやらを通り過ぎちゃった。どこ行くんだ？

「山田さん、天橋立往復七・二キロ歩けますか？」

「七・二キロ～？　歩けるわけないじゃん！」

「ですよね。まずその体重でしたら膝を痛めます。恐らく85キロ前後ですよね」

　マジ粛しゆく清せいしていい？　当たりだけどさ。

「だから自転車で行くんです」

　これかい！　レンタル自転車。いろいろあんだよ、ＭＴＢマウンテンバイクみたいなのからママチャリみたいなのまで、そこのお店によってまちまちなんだよ。でさ、神崎さんてばあたしが乗っても破は壊かいしなさそうなゴツイの探してたんだよ。

「さ、行きましょうか。天橋立は自転車で行くのがいいんですよ」

「なんか自転車なんて久しぶりだよ。壊れないかな？」

「壊れないものを選んでますから」

　……海の藻も屑くずとなりたいか！

　神崎さんに誘ゆう導どうされて橋を渡ってさ、欄らん干かんから下を見下ろしたらさ、日本海の方から湾わんの内側に向かってクラゲがたくさん流れていくんだよ。

「ねーねー！　神崎さんちょっと待ってよ！　ほら、クラゲがいっぱい！　お魚もいるよ。可愛いよ」

　神崎さん、引き返して来て一緒に橋の上から下を覗いたんだよ。あたしのすぐ横で。

「どこですか？」

「ほら、そこ。凄いいっぱい。あっ、この真下のとこ、大っきいお魚！　美味しそう！」

　最後の一言で、神崎さんがプッと吹き出してさ。

「そっちですか。後で美味しいもの食べましょう」

「うん。よし、三・六キロ行くぞー」

「自転車ならすぐですよ。のんびり行きましょう」

　暫く自転車で松並木の中をお喋りしながら並んで走ってさ、途中で砂すな浜はまの方に出てみたんだよ。綺麗なんだよ、砂が白くてさ。砂に足を取られそうになってたら、また手を引いてくれるんだよ。

「ねえ、見て見て神崎さん、ほら、黄色い花が咲さいてるよ。こんな砂浜なのにね」

「ああ、これはコマツヨイグサですね。他にもハマヒルガオやミヤコグサも砂浜で育ちますよ」

「あ、ハマヒルガオなら知ってる。ピンクの小っちゃい朝顔みたいなのだよね」

「それです」

　凄いんだよ、後ろは松林でさ、目の前は海、ここは白い砂浜。とにかく綺麗。波打ち際ぎわまで行ってみたら貝かい殻がらがいっぱい落ちてるんだよ。貝殻ってこんなにフツーに落ちてるもんなの？

「ねえ、神崎さん、ほら見て、貝殻いっぱい！」

「どこですか」

「ほらほら、ここも、ここにも、こっちのなんてグルグルしてるよ」

「ああ、これはウミニナですね。こっちは巻貝の芯しん……エビス貝か何かですね」

「すごーい！　楽しー！」

　あたしが一人ではしゃぎまくってたらさ、神崎さんずっとニコニコしてこっち見てんだよ。

「山田さんの『ねえ、見て見て』は、なんというか……可愛いですね」

「え？　なんか言った？」

「いえ、何も。これはサザエですね、食べられるサイズではありませんが。こっちはアサリですか。そういえばこの辺ではアサリご飯が有名だとか」

「え？　食べたい！」

「宮津のトリ貝も大きいので有名ですよ。後で食べましょう」

「うん！　じゃあ。進もっか」

　天気も良くて、自転車漕こいでたせいか結構暑かったりして、風を切って走るのがすんごく気持ち良くてさ。日ひ頃ごろの運動不足も手伝って、体動かすのがこんなに気持ち良いものかって思ったくらい。

　だけどここって急に天気が変わる事があるらしくて、なんか物凄い風が吹いて来たんだよ。最初は風強いな～ってくらいだったのにさ、急に「何これ？」って突とつ風ぷうが吹いて来てさ、砂すな嵐あらしみたいになって、唐突に前に進めなくなったんだよ。山の天気は変わりやすいって言うけど、ここ海だよ？　びっくりして自転車停めたら、神崎さんが近くに来てくれて、風上に立ってくれたんだよ。

「大丈夫ですか？」

「ちょっと何これ～！」

「自転車を風の方向に立てて停めて下さい。真横にして」

「なんかこれおかしいよ！　こんなに風、急に吹く訳ないじゃん。なんか天変地異の前まえ触ぶれかもっ！」

　マジで凄いんだよ、目を開けてられないくらい。ここって幅はばが十数メートル位しかないから、こんなに風吹いて来たら波が上がって来そう！　しかも砂さ州すの方からの風だから、砂が凄くてなんにも見えないんだよ、あたし達ここで死んじゃうのかも。

「ひゃああ～、神崎さん、ここまで波来るよ、どうしよう！　あたし、泳げないよ！」

「落ち着いてください、大丈夫です。ここではよくあるらしいんですよ。海の真ん中ですからね」

「ちょ……怖いよ、あり得ないよこれ！　ひゃああああ～何これ！　怖いよ～、助けて神崎さん！」

「大丈夫です、科学的に証明されてますから問題ありません。砂が入りますから目を閉じて」

「やだもう、神崎さん、怖いよ～！　神崎さん側に居てよ？　どっか行かないでよ？　絶対だよ！」

「はい、大丈夫ですよ」

「お願い、手、繫いでて！」

「仕方ありませんね」

　ってさ！　あたしの肩に手を回してさ、この巨大なあたしの体をすっぽりと腕の中に収めちゃったんだよ！　ちょっとさー、それって、あの、その、あれだ、えええ～!?

「震えてらっしゃるんですか？」

　ちげーよ！　焦あせりまくってるだけだろーが！　てかあんたがそうさせてんだろーが！

「大丈夫ですよ、すぐに止やみますから。大丈夫です」

　あたしはいろんな意味でパニクったまま、彼のシャツの裾を摑んで目を閉じてるしかなかったんだ。

　少し経ったら、神崎さんの言う通り風が止んだんだよ。周りには同じようにお父さんにしがみついてる子供とか、お母さんに抱っこされてる小さい子なんかがいっぱいいてさ。抱き合ってるカップルとかもいて、急に恥はずかしくなったんだよ。あたし、あれやってたんかい……とか思ってさ。

「大丈夫ですか？　随分強い風でしたね」

「うん、びっくりした。あいたたた、目ん中、砂が入った」

「見せて」

　あたしが神崎さんの方を見上げたらさ。神崎さん、あたしの頰ほおを両手で包むようにして覗き込むんだよっ！　ちょっ……タンマ！　なんかこれ、キスしそうじゃん！　しないけど、わかってるけど、いや、なんつーのよ？　神崎さんの顔が近づいて来て思わず目を閉じちゃったんだよ。

「目を開けて下さい。見えません」

　そりゃそーだろな、でもこっちはそれどころじゃねーんだよ！　そんな真顔で接近すんなー！　あんたちょっとでいいから、自分がかなりイケメンだという事を自覚しろ、心臓に悪い！

「目を開けているのが痛いんですね。んー……目薬はお持ちですか？」

「無い」

「じゃあ暫く目を開けていて下さい、涙が大量に出てきて砂を洗い流してくれますから」

「無理ー」

「では、僕が開けておきます」

　え……。神崎さん、あたしの顔を押さえたまま、親指で瞼まぶたをこじ開けて固定しちゃった！　拷問だー！　まばたきさせろー！

「うあ～……」

「我慢です」

「悪魔ー！」

「ほら、涙が出て来ました。もうちょっとの辛しん抱ぼうです」

「呪のろってやる、祟たたってやる」

「可愛いですね」

「あんたドＳだろー！」

「その気けがあるかもしれません」

　やっと神崎さんが放してくれたんだけど、もう涙いっぱい出ちゃってさ、お陰かげで砂も取れたんだけどさ。あたしゃー神崎さんがドＳだと確信したんだよ。

「さ、行きましょうか。もうすぐそこが対岸のようですよ」

「ううう～」

　まあね。確かにすぐだったんだよ、対岸。でさ、ここの凄いとこって、自転車乗り捨てできるって事。なんか遊覧船乗り場とかあってさ、モーターボートなんかも走ってていろいろ楽しめるみたい。

「山田さん、お疲れではありませんか？」

「うん、全然。その辺散策しようよ」

　それから三十分後。あたしたちはリフト乗り場に居たんだよ。スキー場にあるような一人ずつ乗るリフトだよ。脚ぶらぶらするヤツ。楽しー！

「山田さん、先に乗ってください」

「あたしが乗ってもリフトのワイヤ切れないかなぁ？」

「重量は大丈夫ですよ。それよりお尻が入るでしょうか？」

　こいつ宅配便でどっかのヤバい組織に送りつけてやる。

　目の前では係員のオッチャンがリフトの椅い子すを押さえて待ってくれてる。

「はい、お姉ちゃんどうぞ。足、前に出してね」

「ありがと」

　ずしっ。

「うわあ！」

「大丈夫だよ～、もっと大きい人も乗ってるからねぇ」

　オッチャン、それフォローになってないし。てか、下、引きずりそうだし。腹立つことに、後ろでは神崎さんは涼しい顔で乗ってるし。

「ねえ、あたしんとこ、切れそうじゃない？」

「大丈夫ですよ」

「お尻、キツイよ～。抜けないかも」

「そんな訳ないでしょう」

　なんか、神崎さんずっと笑ってるよ。今日は出血大サービスだよ。観賞価値の高い男だなぁ。

　それから五分ほどで上に到着したあたしは、係員の兄ちゃんに手伝って貰って、やっとこさっとこリフトの椅子からお尻を引ひっこ抜ぬき、まんまとリフトを停止させる事なく降りることができたのよ。

「うあ～～～～、天橋立だぁ～！　本物だ～！」

「斜ななめ一文字ですね。対岸側は飛ひ龍りゆう観かんと呼ばれる構図で、龍が天に昇のぼって行くように見えるんですよ」

「疲れた～！　喉のど渇かわいた～、お腹減った～」

「お昼にはまだ早いですから、軽くお茶でも飲みましょうか」

「うん」

　ここも家族連れと団体客とカップルで大おお賑にぎわいなんだよ。でさ、また神崎さんが、その、あの、あたしのさ、あたしの手を取って歩いてくんだよ。当たり前のよーにさ。

　いえね、いいんですよ？　ほら、ここ混んでるし。迷子になっちゃいそうだし。

　いや、だけどさ、ちょっと冷静に考えよーよ。あたし達って先週まで顔も知らなかったわけでしょ？　ただの会社の同どう僚りようでしょ？　たまたま暇だったから、一緒に観光してるだけでしょ？　手、繫いだりすんのって……どうなのかな？

　あ、違う違う、嫌だって言ってんじゃないのよ？　神崎さんの大っきい手、なんか安心するし、スベスベでひんやりしてて気持ちいいし。別に嫌なわけじゃないからっ。

　ただ……どうなのかなって。

「山田さん、サーディンバーガーなんていう物がありますよ」

「え？　何それ、食べる！　美味しそう！　竹輪の磯いそ辺べ揚げも美味しそう！　そっちも食べる！」

「山田さんと話していると、僕まで食べたくなってきますね。僕もお団子食べようかな」

　で、あたしたちはいろいろ仕入れて外のベンチで景色を眺めながらティータイムにしたんだよ。

「綺麗だね～、天橋立」

「風も気持ちいいですね。お団子が三倍美味しく感じますよ」

「それ、変わったたれだね」

「味噌だれですよ。竹輪の磯辺揚げも美味しそうですね」

「うん、ビール飲みたくなっちゃう！」

「それは帰ってからのお楽しみです」

　神崎さんは味噌だれ団子とアイスコーヒーというメチャクチャな組み合わせなんだよ。なんか神崎さんぽくなくて笑っちゃう。

「どうかなさいましたか？」

「え？　なんで？」

「いえ、僕を見て笑っているように見えたので」

「お団子にコーヒーって、神崎さんらしくなくてさ。逆に神崎さんらしいのかもしんないけど」

「僕はどんなイメージを持たれているんでしょう？」

「う～ん……完璧で全く隙が無いのが神崎さん」

　って言ったらさ、神崎さんプッて吹き出すんだよ。

「そんな事はありませんよ。隙が無かったら山田さんに傘で殴られてません」

「あははっ、それもそーだよね」

　あたしが笑ったらさ、神崎さん、ニコッと笑うんだよ。うあ……それキュン死するよ。

「山田さんは」

「ほえ？」

「僕のような男と一緒ではつまらないのではありませんか？」

「え、なんで？」

「気の利いたジョークも言えませんし」

「あたしは……」

　あ、なんだろう。喉のど元もとまで出かかった言葉が引っ込んだ。しかも何を言おうとしたのかわかんない。

「あたしは……神崎さんと一緒にいると、安心する」

　やっとそれだけ絞り出したあたしに、神崎さんはちょっと微笑んでくれた。

　さて、美味しいもの食べて少し休憩したら、また元気になっちゃったんだよ。天橋立に来たらやっぱ「股またのぞき」しなくちゃなんないじゃん？　基本中の基本じゃん？

「神崎さん、あったよー」

「はいはい、ここに立って覗くんですね」

「ねえ、ひっくり返ると怖いから、神崎さん押さえてて」

「いいですよ」

　あたしが脚の間から顔出してると、神崎さんが支えてくれてる。やっぱりこの人だと安心できる。

「おおお～天にも昇る……ってかよくわかんない」

「僕も覗いてみましょう」

　神崎さんも脚の間から顔出してんだけどさ……脚あし長なげ────！　これは反則。

「うーん、普通に見た方が絶景に見えますが」

「そーだよね、あはははは」

「あ、何かの像がありますよ」

「何これ、可愛い」

「かさぼう？　ここのイメージキャラクターか何かでしょうか」

「頭デカくて可愛いね」

「山田さんにどことなく雰囲気が似てますね、コロンとした感じが」

　辞世の句を詠よむ時間くらいはくれてやる。

「あ、ねーねー、あれ見て、展望台」

「行ってみましょうか」

「うん」

　ヤバい、楽しすぎる。手放しで楽しい。

「山田さん、高い所は平気ですか？」

「うん、絶叫系オールおっけ～」

「タイタニックごっこしませんか？」

　神崎さんがニコッと笑って、あたしの手を引いたんだよ。一緒に展望台の先まで歩いてさ。

「はい、ローズさんはここですよ」

「はあい。ジャックもちゃんとタイタニックみたいに支えててよ？」

「では失礼します」

　神崎さんがあたしのビア樽だるみたいなウエストにその大きな手を添えるんだよ。てかどこがウエストかわかるか？　うん、そこだ、ＯＫ！　そしてローズはここで手を広げる！

「ねえ、タイタニックになってる？」

「なってますなってます」

　神崎さんの声がめっちゃ嬉しそうだー！　あたしはどーしてもその神崎さんの嬉しそうな顔ってのが見たいんだよ。そんでちょっと振り返ったんだよ。

「いえいえ、キスシーンまでは要求しませんから」

「ばっ、バカ言わないでよ！　神崎さんの声が楽しそうだったから、顔が見たかっただけだってば！」

「あ、そうでしたか。これは失礼しました」

　だけど、神崎さんの顔が全然「失礼しました」って顔じゃないんだよ。

「もしかして、からかってる？」

「ふふふ……」

「あーもう！　神崎さんのドＳ！」

「さて、戻りますか」

「あ、ちょっと、置いてかないでよ～！」

　思わず神崎さんの腕にしがみついちゃったんだよ。まるでコアラだよ。でけーコアラだな。でも神崎さんてば、噓みたいに楽しそうなんだよ。可愛いんだよ。

　再びリフトで麓ふもとまで下りたところで、急に神崎さんが「船、乗りませんか？」と言い出したんだよ。なんでも、遊覧船があるらしいんだよ。そういえばさっき自転車返す時にいろいろ見えたよね。

「山田さん、グッドタイミングです。次の便は二階オープンデッキだそうです」

「あ～、二階に上がりたかったのね？」

「そうなんですよ。ここに来たらどうしてもこの遊覧船に乗りたかったんです」

　なんだか神崎さんが嬉しそうに言うからおかしくって。

「神崎さん、可愛い。今なんてゆーか……子供みたいにはしゃいでる」

「どうしようもなく楽しいですから。バーンスタイン指揮のニューヨークフィルでショスタコーヴィチの『交響曲第五番』第四楽章のクライマックスくらい盛り上がってますよ」

「……どれほど凄い事なのかは全然わからんけど、なんとなくエライ騒ぎになってるのだけはわかった」

　上じよう機き嫌げんな神崎さんと一緒に遊覧船の二階に上がってさ、手すりに摑まって景色を眺めて出港を待ってたんだよ。遊覧船なんて久しぶりだよ。ネズミーランドのマークトウェイン号が最後だよ。

「山田さん、さっきの傘かさ松まつ公園が見えますよ」

「あ～ほんとだ。あそこからこの船見えたよね」

「今頃タイタニックしている人が居るかも知れませんよ。ああ、ここですれば良かったか」

　う……今考えるとチョー恥ずかしい。ジャックの方は神崎さんの方が絶対イケメンだから誰に見せても恥ずかしくないけど、ローズがカバだよ？　これ、絵的にＮＧだろ。映画会社から苦情来るよ。

「あ、動き出しましたね。それでは最終兵器を出しますか」

「へ？　最終兵器？　ミサイルとか持ち歩いてる？」

　神崎さん、ニヤリと笑うと帆はん布ぷのボディバッグからお菓子の小こ袋ぶくろを取り出したんだよ。こんなもの持ち歩いてたんかい。おやつは三百円以内、バナナはおやつに含みません、を実じつ践せんしてたんかい！

「どしたのそれ？　えびせん？」

「これが最終兵器です」

　神崎さんは小袋から取り出した一本のえびせんを、空に向かって差し出したんだよ。

　そしたらさ。来たんだよ。カモメが。

　次々と集まって来るんだよ。船と並へい走そうするようにさ。同じスピードで横を飛んでるんだよ。あたしの頭の上を掠かすめて、神崎さんの長い指先からヒョイってえびせん咥くわえて行くんだよ。凄い！　手から持ってくなんてアリ？

「上手く持って行ってくれましたね。山田さんもやってみませんか？　可愛いですよ、カモメ」

「やるやるっ！」

　あたしもえびせん持って、頭上に高く腕を伸ばしてみたんだよ。神崎さんがちょっと屈かがんで、カモメの邪魔にならないようにしてくれたんだよ。そしたらさ、来るんだよカモメ！

「あっ、食べた！　可愛い～！」

「でしょう？」

　周りを見ると、親子連れの中に食パンを持った人なんかもいる。知ってる人は知ってるんだ。

「楽し～！　カモメ可愛い～。きゃああ～、面白ーい！」

　あんまりカモメが可愛くってさ、もう周りの事なんか忘れてカモメの餌え付づけに夢中になっちゃったんだよ。神崎さんはカモメの写真を至近距離で撮とって満足そうにしてるんだよ。面白がってカモメにえびせんあげてたら、あっという間にえびせん無くなっちゃった。

「ごめん、全部カモメにあげちゃった」

「いいんですよ、最初からそのつもりでしたから」

「神崎さんも餌付けしたかったんでしょ？」

「僕も最初にしましたよ。それにですね、僕は飛んでいるカモメを近くで観察してみたかったんです。山田さんのお陰でじっくりと観察する事ができました。もう今日という日は最高の日ですよ」

　心底嬉しそうだから、社交辞令ではないみたい。

「それに実はもう一つ、小袋にしておいたのには理由があるんですよ」

「何？」

「大袋だと、餌付けに夢中になって景色を見損そこねてしまうので。飛龍観側は橋もあって景観がいいんですよ。海の方から見ることができるのは遊覧船ならではでしょうからね」

「すっご。計算ずくだ……」

「あ、ほら、橋が見えて来ましたよ。さっき大きな魚とクラゲの見えた橋です」

「ほんとだー。海から見ると綺麗だね～。あそこ通ったんだ」

「もう着いちゃいますね。着いたらお昼ご飯にしますか？」

「うん！　宮津のトリ貝！」

　神崎さんは涼しい目であたしに視線を投げかけると、耳元に顔を寄せてそっと囁いたんだよ。

「今日はダイエットの事は忘れましょう。ローズさんの脇わき腹ばら、ぷにぷにで気持ち良かったですよ」

　……神崎マジ宮津湾に沈めてやる。




　美味しいご飯をお腹いっぱい食べてさ、智恩寺も参拝して『知恵守り』もちゃんと買ってさ、しっかり『知恵の餅』も四軒分ゲットしたところで、ちょっと我わが儘まま言ってみた。

「ねー、もう一度砂浜行っていい？」

「ええ、いいですよ。実は僕ももう一度行きたかったんです」

「良かったぁ。貝殻もう一遍見たかったんだ」

「僕もです。京丹波や東京ではなかなか見かけることはできませんからね。あ、そうだ。今度はクラゲの橋の方に行かずに、右の砂州に行ってみませんか？　あっちは殆ど人が行っていないようでしたから、貝殻もたくさんあると思いますよ」

「そうしよ！」

　って運河沿いの方に行ってみたんだ。神崎さんの読み通り、人が殆ど居なくてほぼ貸かし切きり状態。こっちは砂浜と松林オンリーで人が来ないらしい。貝殻もいっぱい落ちてる。

　……でもなんか、二人っきり感ハンパ無いんだけど。

「ねー凄いよ、巻貝がいっぱい！　芯だけじゃなくてちゃんと形残ってるよ」

「気に入った形の貝を拾って、アクセサリーに加工するのは如何です？」

「何それ、そんな事できんの？」

「簡単ですよ。僕が作ってあげましょうか？　十分もかかりませんよ」

「ほんと？　じゃあ本気で探す！」

　メッチャ楽しくて、割と長いこと夢中で貝殻集めてたんだよ。そしたらさ、陽が陰って来てちょっと風が冷たくなってきたんだよね。神崎さんこーゆー時素す早ばやいんだよ。気配りハンパ無いんだよ。

「山田さん、風が冷たくなってきましたが、寒くないですか？」

「あ、うん、ちょっと寒いかなって思い始めたとこ」

「これ、良かったらお使い下さい。見た目よりあったかいんですよ」

　って、巻いてた薄うす手でのストール広げて、肩にかけてくれたんだよ。

「おわー！　こんなに薄いのにあったかいよ～。不思議～。ありがと」

「コレ便利ですよ。適当に巻いておいて、ちょっと肌寒くなった時に広げて使えますから」

「うは～……神崎さんの匂い」

「は？」

「あっ、いや、何でもないし」

　何言ってんだあたし。変態じゃん。でも、うあ～、神崎さんの匂いがする～。カバ発情～。

「貝殻良いのいっぱいあったから満足した。これで神崎さんにイヤリング作って貰う！」

「イヤリングなら一番簡単です」

　神崎さん、小さな袋に貝殻を入れると、自分のボディバッグに後生大事に片付けちゃったんだよ。

「そろそろ戻りましょうか。明日は仕事ですし」

「うん、そうだね」

　何気に神崎さん、またあたしの手を取るんだよ。でもさ、ここってほぼ貸し切りだよ？　人いっぱい居ないよ？　迷子になりようがないよ？

　なんて考えつつも、しっかりストールに染みついた神崎さんの匂いを堪たん能のうしながら家路に就いたんだな。くんくん。




　家に帰ってさ、二人で軽めの夕食を取ったんだ。なんやかんやで疲れたし、神崎さんも「簡単なものでいいですか？」なんて言ってさ。

　で、今は例の『知恵の餅』を食べ比べしてるとこなのよ。神崎さんが淹れてくれた美味しい緑茶を飲みながらさ、あーだこーだ言いながら。

　ところが、お茶のおかわりを淹れながら、ふと神崎さんがボソッと言ったんだよ。

「山田さん、小さい頃からその体型でした？」

「ほえ？」

「大きくなってから体型変わったんじゃありませんか？」

　鋭するどい。

「なんで？」

「気を悪くしたらすみません。なんと言いますか……『投げてる』気がしたもので」

「何を？」

「自分をです。失礼ですが、山田さん本当はもっとお綺麗だと思うんですよ。なのに、ダイエットしなきゃと言いながらも僕が許せばいくらでも食べてしまう、自らを『カバ』と言う事でネタにしながらそこに甘んじている、実はダイエットをするつもりは無い。違いますか？」

「う……」

　その通りだよ。言語化されるとキツく響くな。

「山田さん、性格も可愛いし、素材もいい。岩田君はあなたの魅み力りよくを見抜いています。それは彼が本当に素直な青年だからだ。彼の真まっ直すぐな心があなたの本質を見ているんです」

　えーと、こういう場合はあたしはなんて返したらいいんだろう。

「僕は太っている女性も魅力的だとは思いますが、あなたは最初は太っていなかった。太る要因があった筈ですよね。それを僕が訊いてはいけませんか？」

「え……あ……」

「勿論僕があなたにそれを尋たずねる権利などありませんから、話していただかなくても結構です。ですが僕は岩田君同様、あなたに魅力を見み出いだした人間の一人として訊きたいんです」

　ん？　今、聞き捨てならん事を言われたような気がする。気のせいか？

「あの……さ。すっごくつまんない事だよ？　それでも聞く？」

「あなたにはつまらない事かもしれませんが、僕にもつまらないかどうかは判りませんよ」

　そーゆーとは思ったけどさ。でもカッコ悪いし……。神崎さんならいいか。うーん、神崎さんだからこそ言いたくないような気もする。でもきっと神崎さんにしか言えない。

「あの……笑わない？」

「笑いません。誓ちかいます」

　こんなに真しん剣けんな神崎さんの顔、初めて見たよ。いつもこんな顔してるけどさ、いつにも増して……。

「じゃあ、聞いて。ほんとつまんないけど」

「判断するのは僕ですから」

「うん……あのさ。高校生の時さ……」

「はい」

「彼氏いたんだ。一応。まだカバじゃなくてさ、体重だって四十四キロしかなかったんだ」

「……現在の半分ですね」

「うん、うちの家系、みんな細いの。何やっても太らないしさ、安心してたっていうかあんまり食事に気を遣ってなかったのよ。あたしもそうだけど、親もそう。だからとーぜん料理もできなくてさ」

「そのまま大人になられたんですね」

「うん。それでね、クリスマスにさ、一人暮らししてた彼に手料理が食べたいって言われたんだよ。作れないけど頑張ったんだよ。喜んで欲しくてさ。スープとさ、ハンバーグとさ、サラダ作ってさ。二時間もかけて死ぬほど頑張ったんだよ」

「二時間……」

「うん。タマネギのみじん切りとかできなくてさ。それで二時間経ってやっとできた時、彼氏寝てた。

起こしてさ、食べよって声かけてさ。だけど不評だったんだよね、それ」

「なんと言われたんですか」

「ハンバーグ、周りが真っ黒に焦げてて、だけど中まで火が通ってなくて、なんか生っぽくてさ。サラダも野菜切っただけなんだけど、一番最初に作ったから、もうクチャッとなってて全然パリッとしてなくて。スープも『給食のスープの味』って言われちゃったんだ。二時間も待たされて、焦げてるのに生なハンバーグとか、漬つけ物ものみたいなサラダとか、給食のスープ食べさせられたら、そりゃあ文句の一つも言いたくなるのはわかるけどさ、クリスマスケーキも暖だん房ぼうの効いた部屋でデロっとしちゃって、なんか最悪のクリスマスだったんだよ」

「……」

「それが原因で別れたの。それで別れるって言うなら仕方ないしさ。だけどその後が酷ひどかったんだ」

「後？」

「その後さ、学校行ったらみんな知ってんだよね。焦げてるくせに生のハンバーグとか給食スープとかってからかわれてさ。みんなジョークのつもりなんだろうけど、あたしはすっごい傷ついたんだよ。だって二時間もかけて頑張ったんだよ？　食べたいって言うから。それ、わざわざみんなに言う必要ある？　あたし、学校で泣きそうだったの我慢して、みんなの前ではへらへらしてたよ。そしたら、あたしが傷ついてるなんて全く思ってなかったんだろうね、その元彼、新しい彼女ができた時にその話してあたしをバカにして笑ってたの」

　神崎さん、何も言わずに黙って聞いてる。あたしと視線を合わせないでくれてるからまだ言い易やすい。

「あたし学校行けなくなってさ。ずっと家から出ないでゴロゴロしてストレス溜めて食べ続けたの。吐くほど食べなかったから、ホントぶくぶく太っちゃってさ。今度はデブになったから学校行けなくなったの。制服入らないし。家とコンビニしか往復しなくなってさ。ある日、コンビニ行ったらその元彼の彼女が居たんだよ。あたしを見て固まってた。絶対学校でみんなに言うだろうなって思った。それであたし、完璧に家から出なくなった。それまでは保健室登校とかもしてたんだよ？　でも保健室も行かなくなった。一応出席日数は足りてたから卒業はできたけど、あたしは高校の事は忘れて、これから大学で全く知らない人たちとやり直そうって決めたの。最初からデブなら誰もおかしく思わないじゃん？」

「それからずっとこのままですか？」

「うん」

「それは……辛つらかったですね」

　今まで逸そらしていた目をこっちに向けてきた。真っ直ぐあたしを見てる。なんか……怖い。

「僕はあなたをカバとは思っていません。僕にはあなたが魅力的な女性に映っています。ですから、もうご自分の事をカバと言うのはやめていただけませんか？　自分で自分を傷つけるのはやめていただきたいんです」

「う……ん」

「自分に逃げ場を作らないでください」

「逃げ場？」

「ええ、『どうせ私はカバだもん』と言って逃げ道を作っているんです。そうする事で更に傷ついている。逃げてはダメです。自分と正面から向き合って下さい」

　そうだ。あたしは自分にそう言い聞かせてた。自分で先に『カバだもん』って言っちゃえば、誰かに言われることはない。傷つかなくて済む。だから予防線張ってたんだ。

「でも」

「でもじゃない。どうしても逃げ場を作るなら、自分の中にではなく僕に逃げ場を求めて下さい」

「え？　神崎さんに？」

「僕が受け止めますよ。ですから逃げ場を自分に作っちゃダメです」

　そう言って神崎さん、あたしのプニプニの小っちゃい手に、自分の大きな手を重ねたんだよ。そしたらさ、なんかよくわかんないけど涙が出て来て止まんなくなったんだよ。なんか安心しちゃってさ。

　この人、あたしを全部見抜いてる。全部放り出して任せられる。この人に逃げ場を求められるなら、怖いものなんてなんにもないじゃん。

「うん。わかった。もうカバって言わない」

「お利口さんですね」

「だから神崎さん……」

「大丈夫。わかりましたよ」

　神崎さんはあたしの涙が止まるまでずっと隣に座ってくれた。




　なんか今日は調子狂う。昨日の晩あんなこと話したせいか、神崎さんと目を合わせるのがなんかちょっとなんていうか……変に意識しちゃう。

　昨夜あの後、突然神崎さんが「知恵の餅、食べましょう」って言い出して、結局神崎さんも一緒になってお餅食べたんだよね。あたしがなんか涙止まんなくなっちゃってからずっと隣に居てくれて、お餅食べる時も横に座っててくれて。

　お餅食べながらこう言うんだよ、「明日からまたダイエットですよ。ちょっと強化しますから今のうちにしっかり食べておいてくださいね」ってさ。笑っちゃってさ。神崎さんの気配りが嬉しくてさ。

　その神崎さんは、今、あたしとガンタの特等席から良く見える外のベンチで、城代主任と一緒にチューリップの花か壇だんを眺めながらお弁当を広げてるんだよ。

「あの二人、スゲエ雰囲気いいっすよね。城代主任と神崎さんてお似合いだと思いませんか？」

「うん……似合ってる。見てる方が照れるくらい素敵だよね」

「城代主任、四十一歳なんすよ。神崎さんのちょうど十コ上すね」

「十歳も離れてるように見えないね」

　二人でお弁当を広げて楽しそうに話してる。神崎さん、城代主任と話す時は盛り上がってるな。

「あの……俺」

　急にガンタが姿勢を正すんだよ。どーしたガンタ？

「俺最近、自分で料理頑張ってるんすよ。いつか俺の手料理食べてくれますか？」

「ええっ？」

「ちゃんとカロリー計算しますから」

「いや、あたしの為に作ってくれなくていいから」

「自分の為っす。神崎さんのお弁当見て、俺このままじゃダメだって目が覚めたんすよ。自分で自分の面めん倒どうも見れねーヤツが、花ちゃんに付き合ってくれなんて言うのは百万年早いって。車も速けりゃいいってもんじゃない、大事な人を安全に快適に乗せるのが本物の車乗りだって気づいたんすよ。神崎さんは自分の背中で俺にいろんなこと教えてくれてるんすよ。だから心の兄貴なんすよね」

　おおお、ガンタ、あんた今マジでカッコいいよ。ちょっと惚ほれたよ。

「俺、早く神崎さんに追いつきたいんすよね。そんで親父さんみたいに歳を取りたいんすよ。カッコいいっす、二人……」

「ガンタならきっと親父さんみたいになれるよ」

「そーすかね。花ちゃんに言われると嬉しいっす」

　ガンタいいヤツだ……なんて思いながら、複雑な気分で城代主任と神崎さんを眺めたんだよ。

　お昼食べ終わって、ガンタとチューリップの方から回って戻ろうかって歩いてたんだよ。そうしたらさ、ちょうど神崎さんがベンチでお弁当を片付けて戻るところだったんだよ。

「山田さん、岩田君、ご一緒だったんですね」

「はい、今日も神崎さんのお弁当、参考にさして貰いました」

「参考ですか？」

「俺、最近頑張って自じ炊すいしてるんすよ。神崎さんに触しよく発はつされて。弁当まで手ぇ回らないすけど」

「そうでしたか。料理なんてものは、あまり難しく考えない方が上手く行きますよ」

　なーんて何気に三人で歩きながらお喋りをしてたんだけど、食堂の裏口の辺りまで来た時に突然神崎さんが立ち止まったんだよ。

「どうしたの？　神崎さん」

「……あれ」

「ほえ？」

　ん？　神崎さんの目が一点を凝ぎよう視ししたまま見開かれてる。何？

「あれは……まさか……」

「どれよ？」

　神崎さんが口の中で何かブツブツ呟つぶやいてる。何言ってんだ？

「幼虫期平均三百日、成虫期平均二百日、トータル平均寿じゆ命みよう約五百日、一度に産さん卵らんする卵の数二十～三十個、一生の産卵回数約二十回、平均サイズ二十五ミリ～四十ミリ、移動速度秒速約百センチ……」

「ちょっと、どうしたの？」

「飛ひ翔しよう能力は極めて高く、三ミリの隙すき間まがあればどこへでも侵しん入にゆう可能、主おもな活動時間は夕方から朝にかけての夜間、天敵はムカデ、カマキリ、アシダカグモ……」

「なんの話よ？」

「節足動物門昆こん虫ちゆう綱こうゴキブリ目ゴキブリ科クロゴキブリ……が、そこの壁に居ます。推定サイズ約三十八ミリ大型です」

「は？　ゴキブリ？」

「そっ……その名前を僕の方を向いて言わないでくださいお願いします」

「神崎さんアレ、ダメなんすか？」

「お願いです今の僕に話しかけないでください集中が途と切ぎれます」

「嫌いなのにすげー知識っすね」

「彼を知り己おのれを知れば百戦殆あやうからずです」

「潰つぶして来ようよ、あれ残しておくと凄い繁はん殖しよくするんだよね」

「潰っっ！！！　やめて下さいっ！　お願いしますっ！」

　え？　神崎さんがあたしの腕にしがみついて引き留めてるよ。しかも腰こし引けてる。

　あの神崎さんが完全に怯おびえてる！

「ダメだって。繁殖したらとんでもない数になるんだよ？」

「いえ、判ってます！　判ってますけど、お願い、ダメ、助けて下さい、お願いですから」

「ええい、ゴチャゴチャ言わん！」

「あっ、山田さん！」

　神崎さんの腕を振ふり払はらって、側に立てかけてあった箒ほうきを逆手に構える。後ろで神崎さんが小さな悲鳴を上げている。でも無視。あたしはそのまま黒ゴキめがけて渾こん身しんの力で箒を振り下ろしたのだ！

　が！　なんと山田花子一生の不覚、ゴキを取り逃がしてしまったのだ！　それもこの野郎、あたしの頭上を掠めるように飛びやがって、真っ直ぐ神崎さんの顔めがけて一直線に！

「☆▲＃〇＊§％＠◆＄▽？★※◎▼～！！！！！」

　神崎さんの口から、日本語では表記できないような音声の、断だん末まつ魔まとも言える悲鳴が逬ほとばしり……。

　彼はそのまま失神してしまった。




「んんん……あ……山田さん……はっっ！　山田さんっ！」

　ガバッと神崎さんが跳はね起おきた。

「ヤツは！　Ｇはどこへ行きました!?」

「仕留めたから」

「……はぁ、そうでしたか。ん？　ここはどこですか？」

「医務室」

「え？　なんで医務室？」

「神崎さんがＧのダイレクトアタックを喰くらって失神したから」

「うわああああああああ！」

　神崎さん？？？

　驚く間もなく、洗面台で狂ったように顔を洗い始めたんだよ。てかそれ……薬用石鹼ってヤツだし。殺さつ菌きん作用ハンパ無いし。それで洗うのか、顔を。ほっといたらオキシドールで顔洗いそうだよ。

「大丈夫？」

「僕の顔のどこにＧはアタックしたんですか！」

　てゆーか、あんたが顔拭いてるそれ、キムワイプだから。

「あ～、ぶつかってないかも。真っ直ぐ神崎さんめがけて飛んでったけど」

「……早くに失神して良かった。あと〇・〇一秒遅おくれていたら失禁していたかもしれません」

　早くにってあんた、百分の一秒レベルじゃん。

「ちゃんと仇かたきは討うっておいたから」

「ありがとうございます。……あっ！　午後から親父さんとＦＢ80を！」

「大丈夫。ガンタから親父さんに言っといてくれるって」

「ああ……そうでしたか。岩田君が居て助かりました」

「神崎さん見た目より重いって言ってたよ。スマートだから軽いと思ったら細マッチョだって」

「お恥ずかしい限りです。ああ、仕事に戻らないと」

「もうちょっと休んでたら？」

「いえ、もう大丈夫です。……あの……山田さん、ずっとここに居て下さったんですか？」

「うん。心配で」

　神崎さん、何か言いたげにあたしを見つめて、それから急に視線を逸らして俯うつむいちゃったんだよ。

「すみません。ご心配をおかけしました」

「あ、ううん、あたしが取り逃がしたからこうなっちゃったんだし。ごめんね、神崎さん」

「昨日……あんなに偉そうな事を言ったのに、Ｇ如きでこのような失態をお見せするとは。全く頼りになりませんね」

「ううん、そんな事無いよ。パーフェクトすぎる人なんて気持ち悪いもん。アキレスだってドラえもんだって苦手なモノあるじゃん？　神崎さんにも苦手なモノがあるってわかって、なんか安心した」

「安心……ですか？」

「うん。だってサイボーグみたいに完璧だったんだもん。あたしがＧから神崎さんを守ってあげる」

「……」

「大事な人を守ってあげられるのって、なんか嬉しいね。幸せだね」

　そしたらさ、神崎さん急にハッとしたような顔したんだよ。

「……そうか。僕は……」

「ん？」

「僕が今、こんなに幸せなのは、そういう事なんですね」

「ほえ？」

「いえ。付き合わせてすみませんでした、戻りましょう。ＦＢ80のメインパネルが僕たちを待ってます」

「あ、うん」

　なんだかよくわかんないけど、神崎さんの笑顔をまさかの会社で見られたからよしとしよう。




「今夜はちょっとカロリー控ひかえめですよ。昨日お餅をたくさん食べてしまいましたからね」

　う……それを思い出させるな。

「お昼もかなり嵩増ししてたよね。ガンタがすっごいチェックしてたよ」

「そうでしたか。ところで如何です？　お風呂に入る前に食べていただいたチアシードは」

「うん、結構キテるよ」

「それは良かった。ダイエットですから当然カロリーは低く設定してますが、ちゃんと栄養も取らなければいけませんので満まん遍べん無なく食べて下さい」

「はーい、いただきまーす」

　なんかすごいよ、栄養とか多分メッチャ考えられてるよ。カラフルだもん！

「神崎さんさぁ」

「はい」

「ありがと」

「こちらこそありがとうございます。毎日の料理がこんなに楽しいのは久しぶりです」

「あたしもご飯が毎日こんなに楽しいの、初めてかも」

「そう言っていただけると嬉しいですよ」

　なんだか、ずっとこうやって神崎さんと一緒にご飯食べていたいなぁって思っちゃうよ。

「ところで山田さん、どうして自転車を？」

　そうだ。あたし今日、レンタル屋に頑がん丈じようなマウンテンバイクを追加で頼んでおいたんだ。今レガシィの横に停めてある。会社帰りに神崎さんにハーパン買いに行くのも付き合わせたんだ。

「あのね……笑わないでよ？」

「笑いませんよ」

「神崎さんの夜のランニング、一緒に行きたいなって思って」

「は？」

「あたし運動不足だから。昨日天橋立で自転車乗って凄く気持ち良かったからさ、だけどあたしがこの体重で神崎さんと一緒に走ったら膝傷いためちゃうから、一緒に自転車でついて行こうかなって」

「それでハーフパンツを買いに行ったんですか？」

「うん……」

　うー、そんな顔であたしを見るなー。恥ずかしいじゃん。

「山田さん」

「ん？」

「あなたは時々抱きしめたくなるほど可愛らしいですね」

「えっ？」

　ちょ……何、急に。え、やだ、絶対あたし今、赤くなってるし！　顔熱いし！

　てゆーか神崎さん、顔色一つ変えずにそーゆーこと言うな。

「いいですよ。一緒に走りに行きましょう」

　十一時頃、あたしはレギンスの上からハーパン穿いてＴシャツ着てリビングに下りてきたんだよ。神崎さんはリビングで既にストレッチしてて、サドルも調整しといてくれたんだ。

「では行きますか。山田さん、僕の後ろを普通について来て下さい」

「うん」

　で、何気に神崎さんの後を自転車でついて行ったんだけどさ。ここってなんにも無いのよ。夜とか暗いのよ。おいおい、あんたこんなとこ毎晩一人で走ってたのかよ～。

　周り、山だしさ。車通らないしさ。何か出そうなんだよ。幽霊とかオバケとかさ。どーしよ、これから毎日付いて来ようと思って自転車借りたのに、これあたしマジでヤバくない？

　でも神崎さん、全然知らん顔でフツーに走っちゃってんだよ。怖くないの？　なんともないの？　……ってゆーか……あんた、本当に神崎さん？　後ろを振り返ったら顔が無かったとかそーゆーのヤダよ？　てか、ここで目の前を走ってる男が神崎さんじゃなかったら、あたし、どうやって帰ったらいいんだよ？　道わかんないよ。てか怖すぎて一人で帰れないよ。ここで恐怖のあまりショック死するよ、明日地方紙に載のるよ、京丹波の山道で野生のカバの死体が発見されました、とかって。

　あ、そうだ。神崎さんにカバって言うのやめなさいって言われたんだった。うっ……思い出してしまった。あれって今考えるとさ、なんか凄い照れること言われてるよね。

　あれ？　だけどさ、逃げ場を僕に求めて下さいって、よくよく考えたらどういう意味なんだろう？　どうやって神崎さんに逃げるんだろう？　冷静に考えたら訳わかんないよね？　あの時はなんとなく安心しちゃったけど、今考えると意味不明だよ。だけど今更そんな事確認取れないよ。どーしよ。

　目の前には相変わらず一定のリズムで走ってる神崎さんの後ろ姿がある。スマートだけど大きい背中。ヤベー、しがみつきたくなる背中だよ。何考えてんだ花子。いきなりしがみついたら変態じゃん。

　ん？　てかなんでしがみつきたくなんのよ？　なんかあたしおかしいぞ？　この前から神崎さん意識し過ぎてない？　確かにちょっと家族っぽい気分では居るけど。確かに大事な大事なあたしの栄養管理士だし、専属調理師だし、専属ドライバーだし、ボディガードだし、個別指導教官だし。

　……って、ちょっと待って。あたしにとって、神崎さんってそんな人？　そんな便利なだけの人？

　違うよ、違うって！　それだけだったら『しがみつきたい』とか思わないじゃん。なんだろ、やっぱ『家族』なんだよ。頼れるお兄ちゃんて感じなんだよ。兄妹きようだいにしちゃ、兄がイケメン過ぎるけど。

　それとも……恋人、とか？

　うおあああ、それは無い！　無い無い無い、あり得ない！　釣つり合あわないにも程がある！　あの完璧すぎるイケメンとこの不細工なデブで恋人とかあり得ない！　凸でこ凹ぼこ過ぎて自分で笑っちゃうし！

　このイケメンには城代主任みたいな頭が良くて仕事のデキる超ちよう絶ぜつ美人でないと似合わないしっ！

　って、一人で妄想に耽ふけりながらペダルを漕いでいたら、神崎さんが山の中に唐突に出現した施し設せつの敷しき地ちに入って行ったんだよ。どこ行くの、神崎さん!?

　何？　なんでこんな山奥に何かの施設があるの？　これはもしやヤバい秘密結社のアジトとかそんなんじゃないだろうね？

　って思ったら。ん？　天然温泉？　は？　なんですかこれは、スパですか？　大きな建物の裏手に駐車場、建物の正面から脇にかけてアスレチックみたいなのがあって、ブランコやら鉄棒やらタイヤが半分地面に埋うまってるのやら土管なんかが設置されて、子供が体を動かして遊べるようになってる。こんな施設があったんだ。

　神崎さんはそこに入ると、真っ直ぐ鉄棒の方に向かって行くんだよ。なんだかわからんけどあたしもついて行くんだよ。

「山田さん、自転車はその辺に停めて下さい」

　何を始めるのかと思ったら、いきなり鉄棒にぶら下がるんだよ。この歳になって鉄棒かい。……って懸けん垂すいか、懸垂したかったのか。なんか黙々とやってるよ。ミョーにストイックな感じだよ。かといって、ニヤニヤしながら懸垂されたら、それはそれで嫌だけど。

　暇だから、あたしも神崎さんの隣にぶら下がってみたりするんだよ。だけど自分の体重を支えきれないんだよ。自分で笑っちゃうんだよ。でも神崎さんは黙々とやってんだよ。一体何回やるんだよ？

　と思ってたら。今度はブランコだよ。ブランコの座面に腕をついてさ、何始めるのかと思ったらそのままブランコを押すんだよ。そうすると体が倒れて来るじゃん？　すんごい不安定に斜めになった状態で体を一直線にして静止してんだよ。

「ね、それ何やってんの？」

「プランクですよ」

「プランク？」

「そう。こうやって肘ひじから先をついて、体を一直線にするだけです。結構腹筋にも背筋にも効くんです。ブランコを使うと安定しないので腹ふく斜しや筋きんも鍛きたえられてちょうどいいんですよ」

「あたしもやろうかな」

「ダメです。山田さんは固定された床で、膝をついた状態でやってください。慣れていない人がブランコなど使うと怪我をします」

「そっか……」

「これ、結構キツいんですよ。最初は三十秒からスタートですね」

「え？　神崎さんもう一分くらいやってるよ」

「僕は毎日二分×三セットです。ブランコが使えない日は屋内で二分×五セットと決めています」

「ねえ、なんのために鍛えてんの？」

「自然災害などに遭あった時に、最低限自分と大切な人の身を守る為です」

「へー……そんな事考えて生活してるんだ」

「しかしちょっとメニューを考え直さないと。大切な人の体重が想定外の事態に陥ったので」

「ほえ？」

「いえ、なんでもありません。気にしないでください」

「神崎さんて偶たまによくわかんない事ゆーよね」

「山田さんは偶にどうしようもなく鈍どん感かんですね」

　どういう意味だ。

　その後神崎さんは暫く膝の屈くつ伸しんをしたり足首を回したりして、再びあたしの方を向いたんだよ。

「山田さん、帰りましょう」

「あ、はい」

　つってさ、二人で自転車のところまで戻ったんだけどさ。何かがガサッて動いたんだよ！　しかも、暗くら闇やみの中で目が二つキラッと光ったんだよ!!

「ぎゃああああああああああ！！！」

　もう、訳わかんないよ、とにかく無む我が夢む中ちゆうで神崎さんに抱きついたんだよ。

「ななななな！」

「山田さん、山田さん」

「なんかいるなんかいるなんかいるなんかいる！」

「山田さん、落ち着いて下さい。タヌキです」

「あ？　……タヌキ？」

「山田さんの声に驚いて逃げてしまいましたよ」

「う……」

　ゆっくり顔を上げると、神崎さんと目が合ったんだよ。すっごい至近距離で！

　えっ？　えええっ？　えあああ？　うああおおああ！　神崎さんに抱き締められている！

「ひょああええあっ！　かっかかか神崎さん、ごめん！」

　大慌てで離れようとしたんだけどさ。離れられないんだよ。なんでだよ。ってゆーか、答えは簡単なんだよ。神崎さんが離してくれないんだよ。

「何故ごめんなんですか？　何がごめんなんですか？」

「あーいやいやいや、そのっ、ほらっ。このっ、これっ、抱きついちゃったりしてごめん的な？」

「抱きついてしまう事の何がごめんなんです？」

「ええっ？　あ、だって」

「……もう少し……こうしている事は許されないのですか」

「ほえ？」

「……いえ……なんでもありません」

　神崎さんがフッと腕の力を抜いて離してくれたんだけど。ちょっと惜おしい事したな。もうちょっとくっついてても良かったかな？

「帰りましょうか」

　そう言った神崎さんの声が、心なしか淋さびしげに響いたような気がしたのは、気のせいだろうか？

　帰って来てすぐに神崎さんが「山田さん、先にシャワーどうぞ」って言ってくれて、折角だから先にシャワー浴びたのよ。んで上がって来たらさ、神崎さんエプロンして、何か料理してんのよ。

「神崎さん、何作ってんの？」

「明日の下ごしらえを今のうちに少しやっておこうと思いまして」

「ふーん……下ごしらえかぁ。あ、ごめん、シャワーいいよ」

「ありがとうございます。山田さん、今日はお疲れでしょうから、早くお休みになって下さい」

「あ、うん、ありがとう」

　神崎さんは刻んだ野菜を手早く耐たい熱ねつ容器に入れて冷蔵庫に片付けるとお風呂に向かったんだよ。

「おやすみなさい」

「うん、おやすみ～」

　神崎さんがシャワーに行った後、キッチンに立ってみたんだよ。

　お玉や菜さい箸ばしなんかが手の届くところにセットされて、フライパンやお鍋がきちんと整列した機能的なキッチン。尋じん常じようじゃない数の小さな蓋ふた付き耐熱容器。数種類のシリコンスチーマー。

　お風呂上がりに片付けるつもりだったのか、水戻ししたひじきと切り干し大根がそれぞれ小さなザルで水切り中みたい。

　冷蔵庫を開けてみると、耐熱容器に小分けにされたたくさんのソースや刻み野菜たちがお行ぎよう儀ぎ良く並んでる。ラップに包んで解かい凍とう中らしいカチコチの鶏のささ身や白身魚も出番を待ってる。この小っちゃいボトル、チアシードだよ。今からふやかしてるんだ。

　こんな風にして毎晩寝る前にお弁当と朝ご飯の下準備してくれてたんだ。あたしは食べるだけだけど、神崎さんはこうやって前の晩から仕込んでくれて。

　そう思ったら、なんか嬉しくなって、神崎さんが愛おしくて、すっごく大事に思えてくる。

　あたしには勿体無い同居人だよ。ヤバい、涙出そう。部屋に避ひ難なんしよう。彼が上がって来る前に。

　そう思って二階に避難したんだけどさ。結局喉が渇いちゃってさ。そっと下りて来たんだよ。

　なんか薄暗くて静かだからさ、神崎さん居ないんだなって思って油断してたら、伊賀忍者め、音も立てずに座ってたんだよ、ダイニングテーブルんとこにさ。部屋の電気消えてんのに、キッチンの電気だけ点けて、中ちゆう途と半はん端ぱに薄暗いんだよ。

　それがさ、様子がなんかおかしくて、ちょっと階段のところからそ～っと盗ぬすみ見みちゃったんだよ。

　あの神崎さんが、上半身裸はだかのまま首からタオル下げて、テーブルの上でアイスティーの入ったコップを両手で持ったまま、ぼんやりとしてるんだよ。あの神崎さんが？　ぼんやりだよ？

「神崎さん……」

「あ、山田さん」

「お茶、飲みに来ちゃった」

　おずおずとキッチンの方に向かったんだけど、なんだかまだぼんやりしてる神崎さんは、この前みたいに慌てたりしないで、スッと普通に立ったんだよ。

「緑茶と紅茶、どちらになさいますか？」

「あ、ううん、自分でやるから」

「いえ、僕が」

　狭せまいキッチンに同時に入ろうとしてさ、ぶつかっちゃってさ。

「あ、すみません」

「ううん、こっちこそ」

　デカい。あたしの目の高さが神崎さんの胸の位置だよ。顔上げたら、神崎さんが何か思いつめたような顔してあたしを見てんだよ。

「どうしたの？　何か悩なやんでんの？」

「……いえ、別に」

「あたしで良かったら相談乗るけど」

「いえ、大丈夫です。問題ありません」

「でも神崎さんがそんな恰かつ好こうでぼんやりしてるなんて珍しいから」

　ここでやっと神崎さん、気付いたみたいなんだよ。

「すみません、こんな姿で！」

「別にいいよ、見慣れてるし」

　そしたらさ、急にパジャマを羽織りながら凄い勢いで戻って来たんだよ。

「見慣れてるとはどういう事ですか？　誰を見慣れてるんですか」

「え？　そこ反応するとこ？」

「誰ですか」

　え？　何？　凄い威い圧あつ感かん。

「お父さん……だけど」

「……あ、お父さん。ですか。……そうですよね」

「腹は出てるし、下はステテコだし、加か齢れい臭しゆうしてるし、胸むな毛げもモシャモシャだけど」

　神崎さん、気まずそうに視線が落ち着かずにウロウロして、溜息つきながら俯いちゃったんだよ。

「すみません。僕は先に休みます」

「ねえ、大丈夫？」

「はい、問題ありません。おやすみなさい」

「おやすみ……」

　項垂うなだれて階段を上ってく大きな背中を見送りながら、どんどん心配になってっちゃったんだよ……。




「今日は天候が悪いので、足元が滑りやすくなっています。マシンの乗り降りの時には必ず三点支持を守って確実に足元を確認してください。では、今日は足元確認で行きます。足元よーし！」

「足元よーし！　ご安全にっ！」

　なんだありゃ？　何かの新興宗教か？　なんでみんなで復唱する？　なんで腰に手を当てて人差し指を出す？　……って思ってたら、思いっ切り顔に書いてあったのか、親父さんが笑い出したんだよ。

「ああ、花ちゃんはあれ見た事無いんやな？」

「なんですか、あれ」

「製造部門や試験部門みたいな危険を伴ともなう部署はみんなああやって朝イチに安全確認するんやで。建設現場や工事現場なんかでもみんなやってはる。よう駅のホームでも駅員さんがやってはるやろ、あれと一緒やな。その日の天候や進しん捗ちよく状況、使ってるマシンによって毎日確認内容が変わるんや。今日は雨降りやし足元が滑りやすうなっとる、こんな日ぃに気ぃ抜いたら怪我してまうやろ」

「雨の日に外でやる作業なんてあるんですかぁ？」

「試験部門はようやってはるなぁ。量産前の耐たい久きゆう試験の時なんかは、実際に使う時と同じ環かん境きようで試験せぇへんやったら意味がない。雨の日でも現場は動かはるからなぁ」

「ふーん……大変ですねぇ」

　なんて喋ってたらさ、溶接さんの中から神崎さんが出て来たんだよ。どっから出て来くんだ、あんた。

「山田さん、こんなところで珍しいですね」

「神崎さんこそ」

「僕はしょっちゅうここに居ますよ」

　何やってんだこんなとこで？

「ほんなら俺は戻るわ。神崎君、設計に戻るんやったら花ちゃん連れてったってな」

「はい。了解です」

　って親父さん戻っちゃった。で、あたしは神崎さんと二人になった訳で。

「先程茅かや野のさんから聞いたんですが、二十九日の金曜日にＦＢ80チームでバーベキューをするそうなんです。山田さんはＧＷゴールデンウイークどうなさいますか？　ご実家はどちらです？」

　茅野さん？　誰？　ま、いっか。

「茨いばら城きの常陸ひたち大おお宮みや……って知ってる？」

「大だい吟ぎん醸じよう久く慈じの山やま。ふるさわの生クリーム大福」

「なんでそんなの知ってんのよ」

「帰られますか？」

「いつもお盆ぼんと正月しか帰らないから、帰らなくていいかな～って」

「東京には戻られますか？　東京のご自宅はどちらです？」

「京けい王おう線せんの千ち歳とせ烏からす山やま……って知ってる？」

「ケニヤンのミルクティーは僕のイチオシです」

「だからマニアックだって！」

「ですが山田さん、個人情報をぺらぺらと喋りすぎです。気を付けて下さい」

　あんたが聞いたんだろーがっ！　どこのスパイだよ！

「戻られますか？　こちらで過ごされますか？」

「神崎さんは？」

「山田さんに合わせます。山田さんが東京に帰られるようでしたら僕が世田谷せたがやまでまた送りますので」

「あたしがここに居るって言ったら？」

「僕も残ります。山田さん一人では心配ですし」

「じゃあここに居る」

「そんな即決でいいんですか？」

「うん、神崎さんと一緒に居る」

「……山田さん」

　あ、またあの顔。どうしたの？　何か困ってんの？

「あの……あたし帰った方がいい？　ここに居ると困る？　正直に言ってよ」

「では正直に。山田さんには帰っていただきたくありません。ここでＧＷを僕と一緒に過ごして下さい」

　まあ、ガソリン代もかかるし、往復すんのも大変だもんね。

「良かった。じゃあなんにも問題ないじゃん。なんで困ったような顔したの？」

「困ってなどいませんよ」

「だって、さっき神崎さんと一緒に居るって言ったら……あ、あたしの事なら気にしないでね。一緒の家に居るってだけで、四六時中一緒に居るって意味じゃないから」

「それでも僕は構わないんですが」

「へ？」

「いえ、なんでもありません。それならバーベキューは参加という事で宜しいですか？」

「うん」

「了解しました」

　なんかよくわかんないまま、ＧＷをここ京丹波で過ごす事とバーベキューに参加する事が決定してしまった。




　夜、あたしはドキドキしながら神崎さんの部屋を訪問したんだな。だってお昼休みにガンタの家に招待されちゃったんだもん。バーベキューの翌日だし、夜じゃなくてお昼ご飯だからって言うし。だから気が抜けてて、ついうっかりＯＫしちゃったんだもん、やっぱこれは報告しなきゃだよね？

　で……意を決したあたしは神崎さんの部屋のドアをノックしたんだな。

「どうぞ」

　って言うから開けちゃうよ。ベッドに寝ね転ころがっていた神崎さんが起き上がろうとしてたんだよ。

「すみません。ヘッドフォンで音楽を聴いていたもので。何度かノックされましたか？」

「あ、ううん、そんな事無い。……あの、ちょっと入っていい？」

「どうぞ」

　って言ってベッドの縁ふちに座って隣に座るように促うながすから、あたしも神崎さんの隣に座ったんだな。

「何聴いてたの？」

「ハチャトゥリアンの『仮か面めん舞ぶ踏とう会かい』です。ご存知ですか？」

「知らんし……ちょっと聴かせて」

「どうぞ」

　ってヘッドフォン着けてくれたんだけど。

　……うわぁ、何これ……クラシックってこんなのもあるの？

「凄い……カッコいい……」

「世の中に『仮面舞踏会』と名の付く曲はたくさんありますが、これは断トツですよ。秀しゆう逸いつという言葉はこの曲の為にある……。あ、すみません。ご用があって来られたんですよね？」

「あ、うん、そうだった」

　もじもじしてたら神崎さんがあたしの顔を覗き込んだんだよ。

「どうかなさいましたか？」

「あのね……バーベキューの次の日なんだけどね、ガンタに誘われたの」

　そのミョーな間、やめよーよ。

「……デートですか？」

「そういうのじゃないんだけど。その……ガンタがね、その、手料理をあたしに食べて欲しいって」

「そうですか。良かったですね」

　棒読みやめよーよ。

「手料理という事は岩田君のご自宅に招待されたという事ですね？」

「うん、そーゆーこと」

「お一人でですか？」

「そりゃそうでしょ？」

「そうですか」

　え、何、ちょっとやっぱなんかマズイかな？　怒ってる？

「あのさ、ガンタと待ち合わせするから。だから、この家は知られないし」

「僕の事なら気にかけていただかなくて結構です」

「でも、朝迎えに行くってガンタが言った時、神崎さんが個人情報だから家は知られたくないって」

「あれは表向きの理由です。岩田君の運転であなたを迎えに来られたら危険だと思ったので、咄嗟にそう言っただけです」

「でもね、ガンタね、神崎さんに教えられたって言ってたんだよ。車は速けりゃいいってもんじゃなくて、大事な人を安全に快適に乗せてあげるのが本物の車乗りだと教わったって。ご飯だってお腹を満たせばいいんじゃなくて、大事な人のカラダを作るものだから愛情込めて作るものだって事を神崎さんのお弁当から教わったって」

「岩田君がそんな事を？」

「うん。神崎さんは心の兄貴だって。それで手料理をあたしに食べて欲しいって」

「そうですか」

　神崎さん難しい顔で何か考えてるよ。そこ、そんなに悩むとこかな？

「ですが、岩田君のお宅に一人で行くのは賛成できませんね」

「え、なんで？」

「わかりませんか？」

「うん」

　そしたらさ、神崎さん溜息をついてこう言ったんだよ。

「ではわからせてあげます」

「ひゃあ……」

　いきなり。神崎さんがあたしをそのままベッドに押おし倒たおしたんだよ！

「ちょ……神崎さん！」

　ビックリしてあたし神崎さんの肩を押し返したんだよ。でも簡単に手首摑まれてベッドに押し付けられちゃったんだよ。なんだこの馬鹿力！

「岩田君がこういう行動に出ないと言いきれますか？」

「えっ、だ、だって、カバだよ？」

「カバではないと何度言ったらわかるんです。あなたは山田花子さんです」

「そーゆー問題じゃなくて、あたしだよ？　この、あたし、だよ？」

「だからです。岩田君はあなたに好意を寄せています。好意を寄せている女性と二人きりの部屋ですよ。もう一度聞きますが、彼がこういう行動に出ないと言いきれますか？」

　てか、この状態で上から見下ろして言わないでよ、すっごい威圧感じゃん！　って、この状態で下からは見られないか。セルフツッコミ入れてる場合じゃないし！　淡々と言うから怖こえーし！

「ガンタはそんな事しないよ」

「何を根こん拠きよに」

「根拠は無いけど」

「では聞きますが、この後僕があなたに何もしないと思いますか？」

「えっ？」

　どーゆー意味だよ！

「聞こえませんでしたか？　僕が、この状態で、この後あなたに何もしないと思いますか？」

「えっ、えっ……神崎さんが？」

「そうですよ」

「あたしに？」

「そうですよ」

「何もって、何もしないでしょ？　……ぃやっ……ぁ」

　急に神崎さんがあたしの上にのしかかって来たんだよ！　重いんだよ！　この細マッチョ！　顔が目の前なんだよ。ちょっとでも動いたら唇くちびるが触れてしまいそうなんだよ！

「ご存知ではないのですか？　男は好きでもない女性だって抱けるんですよ。まして好意を寄せている女性と二人きりで居たら理性なんか簡単に飛びますよ」

　何～、凄い低い声で囁くのやめよーよ。神崎さんが喋ると、息がふわっと顔にかかるんだよ。偶に彼の唇があたしの唇を掠めたりするんだよ。あたしはもう、心臓が口から飛び出しそうなんだよ。

「僕が今その気になれば、あなたを僕の物にするなど容易たやすい事だ」

「ぁ……か……んざき……さん……」

　と。いきなり神崎さんが起き上がったんだよ。

「僕は何もしませんよ。ですが岩田君は若い。そんな声を出されたら、箍たがが外れるのは簡単です」

　そう言いながら、あたしの背中に手を添えて起こしてくれたんだよ、憎にくたらしいほど無表情で。でも、あたしはもう神崎さんにちょっと触れられるだけでも恥ずかしいくらいビクンとしちゃって。

「ここの地図を僕から岩田君に渡しておきます。それだけで彼はちゃんと自制できますから」

「……うん……ありがと」

　って言っていいもんなのか悪いもんなのか、あたしには判断できないんだけど。

「用件はそれだけですか？」

「うん。……ごめん、邪魔して」

「いえ、脅かしてすみませんでした」

　あたしは二十九歳にもなって、こんな事でバクバクしたまま神崎さんの部屋を出たんだよ……。




　眠れる訳がないんだよ。そーだよ、あたしはこう見えても結構可愛いとこあんだよ。だってさ、十年間男っ気ナシのままここまで来たんだよ？

　なのに、なのにだ。なんだ、さっきのあれは。

　いやああああああああああ、恥ずかしすぎる！　思い出すな花子。顔から火が出る。

　つーか、どういうつもりよ神崎さん！　死ぬだろフツー！　死なねーか、いやあたしは死にそーだったんだよ、死にかけたよ。心臓が口から出そうだったよ。だって神崎さんだよ？　あのイケメンだよ？　あんなのが至近距離に入ってみなよ、ショック死するって。今生きてるのはミラクルだって。

　あんな、息がかかるほど……いやあああああ、ちょっと待ってよ、なんか唇接せつ触しよくしたよね？

　いっやどーしよマジで、いっや恥ずかしすぎて眠れないし。てーかもうこのベッド寝られないしっ。ここで横になると思い出しちゃうじゃんっ。

　神崎さんの顔、神崎さんの大きな手の感触、神崎さんの低く掠れた声、神崎さんの重み、神崎さんのくちび……いやあああああ、ダメだ、無理、あかん、どうしろってのよ、眠れねーよ！

　あたしはガバッと起きて部屋を出たんだよ。だってもう、喉渇いちゃってさ。階段下りてったらさ、うおあああ！　いたんだよＭｒ．ミドリ安全が！　逃げようにも目が合っちゃったんだよ。

「山田さん、お茶ですか？」

「う、うん……」

「今日はプーアル茶も作ってありますよ」

「じゃ、それ飲む」

「座っててください」

　神崎さんはいつものようにコップにプーアル茶を入れて持って来てくれたんだよ。その神崎さんは、やっぱりいつも通りの神崎さんで、あたしが暴れて眠れなくなるような神崎さんじゃないんだよ。

「どうぞ」

「ありがと」

　神崎さんは目の前で緑茶を飲んでるんだよ。二人で向かい合ってるのに何も言わないんだよ。

「あ、あのさ、神崎さん」

「なんですか」

「あの、ふと思ったんだけどさ、神崎さんの名前、知らなかったなって」

「僕の名前ですか？」

「うん。……教えて」

「シュウイチ。秀しゆう才さいの秀に一番の一で、秀しゆう一いちです」

「神崎秀一さんなんだ」

「ええ」

「似合うね」

「そうですか？」

「一番秀ひいでてるから秀一」

　そしたら神崎さん、大きな溜息つくんだよ。

「僕は何もできませんよ」

「なんでもできるじゃん。車の運転も上手いし、料理もできるし、頭もいいし、なんでも知ってるし」

「こんなに一緒に居ても、あなたの考えている事すらわかりません」

「あたしの考えてる事？」

「ええ」

　そんな事無いじゃん。いつもお腹減ったとか、寒いよーとか、言う前にわかってくれるじゃん。

「今あたし何考えてると思う？」

「プーアル茶のおかわり」

　って言いながら冷蔵庫から冷茶ポットを持って来てくれる。当たったよ。しかも即答だよ。てか寧むしろそこは外せよ。

「やっぱわかってるじゃん」

「その後がわからない。あなたがどうしたいのか」

「神崎さんと一緒に居たい」

「……え？」

「一人だとしょーもないこといっぱい考えちゃうから。眠くなるまでここに居る」

「僕に付き合えという事ですね」

「うん」

「我儘ですね」

「うん」

「いいですよ」

　神崎さんがまたあの優しい目で笑ったんだよ。なんかあたしホッとしたんだよ。

　てかなんであたし神崎さんに甘えてんだよ！
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　今日もいつも通りのルーティンに従って洗濯物を干してるんだよ。流石にいい加減、神崎さんのパンツで大騒ぎはしなくなって来たんだよ。いろいろな妄想はするけど。

「秀一さん」

「……はい？」

「って名前だったよね？」

「はい」

「ねえ、妹さん以外に兄弟きようだいいるの？」

「妹が一人だけです」

「お父さん、どんな仕事してるの？」

「……どうして急に？」

「ん～、なんとなく」

　そこでちょうど洗濯物を干すのが終わったもんだから、二人でご飯にしたんだよ。

　今日も朝から美味しそうだよ。白身魚と茸のレンジ蒸しには大根おろしのたっぷり入ったたれがかかってるし、お豆腐にはナメコとカニカマの餡がかかってんだよ。こっちはオクラとセロリときゅうり、なんだろ、胡麻油の香りがしてる。汁物は何かな、モロヘイヤの中華スープみたい。

「山田さんはなんでも美味しそうに食べてくれますね」

「だって美味しいもん」

「山田さんと一緒に食べていると、いつもの三倍美味しく感じますよ」

「そう？」

「ええ。あなたの笑顔は最高の調味料ですね」

　え、なんか、すっご嬉しいんだけど。でもせめて笑顔で言ってよ。

「父は会社を経営してます」

「へ？」

「妹が会社を継つぐことになってるんです」

「あ、さっきの話？」

「ええ、途中でしたので。僕は経営には向いていない。現場の方が合ってるので、経営の得意な妹に会社を任せる事にしたんですよ」

「何屋さんなの？」

「建設業です」

「え、そうだったの？」

「僕は小さい頃から家の裏にあったミニショベルや小型クレーンで遊んでましたから、あの辺は体の一部のようなものなんです」

「えええ？　小さい頃って？」

「小学四年生くらいの時にはもう乗り回してたかな。土を積み上げたところにミニショベルで登って、マシンがひっくり返ってあわや大惨事なんて事も何度かありましたが、何故か毎回運良くかすり傷程度で済んでましたね。その度に何が危険なのか体で覚えて来ました」

「だからあんなに上手いんだ……」

「僕は父の会社で主に扱うマシンを開発したくてこの会社に入ったんですよ。妹から作業現場の声がいくらでも入ってくる、それを開発現場に直すぐに届けられる。需じゆ要ように対する供給が速すみやかに行われるんです。そういう位置関係でありたかったんですよ」

「ふうん……あたし何もできないからな……神崎さんみたいになんでもできれば、どこでも雇やとってくれるんだろうけどな……」

「僕にできなくてあなたにできる凄い事があるじゃないですか」

「そんなもの無いよ」

「ありますよ」

「何？」

　そしたらさ。神崎さん、フッと微笑むんだよ。あたしはこの顔に弱いんだよ。

「みんなを笑顔にする事です」

　やっぱり一発ＫＯだった……。
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「今日はクレーン作業が多くなります。周囲の安全を十分確かめて事故の無いように作業して下さい。では、今日は周囲の安全で行きます。周囲の安全よーし！」

「周囲の安全よーし！　ご安全にっ！」

　またやってる。本当に毎朝やるんだ。さっきまではラジオ体操やってた。今度一緒にやろうっと。

「山田さん、よそ見してると危険ですよ。ここは設計じゃないんですから、少しの気の緩ゆるみが事故に繫がる事を忘れないで下さい」

　って、ワイシャツ姿でネクタイ外して、頭にはヘルメット、目元には安全ゴーグル（勿論どっちもミドリ安全ブランドだよ）を装着し、右手にグラインダを持った神崎さんに注意されたんだよ。

　確かにここはいろんな危ないもんが勢揃いしてるもんね。しかもあたしまで無理やり神崎さんに安全ゴーグル着けられちゃった。こんなに離れてるのに、神崎さんてば心配性なんだから。

「製造部門に来る時はいつもの感覚で居てはいけませんよ。自分が注意していても近くの人のミスで怪我をする事もありますからね」

「はーい」

　なんか神崎さん、はぁって溜息つくんだよ。

「……本来ならあまり山田さんを製造に連れて来たくないんですが」

「でも、こーゆーの本社じゃ見られないじゃん。それに神崎さんが一緒に居てくれたら安心だし」

「まあ、その為に一緒に来てるんですが。それでも僕だけでは守りきれない部分もありますからね。嫁入り前の体に傷でもつけたら大変ですから」

「いいよ、そしたら神崎さんに責任取って貰うし」

「では積極的に傷つけましょうかね」

「なんでよっ！」

「責任取りやすくなりますから」

「もー訳わかんないし」

「もうゴーグル外していいですよ。終わりましたから」

　そう言うと、神崎さんはさっさと道具を片付けて、製造の人たちに挨拶して来るんだよ。とにかくやる事なすことスマートで無駄が無いんだよ。あたしとは大違いなんだよ。

　設計フロアに戻る道すがら、神崎さんてばいろんな人に声かけられるんだよね。そういえば殆ど設計フロアに居ないもんなぁ、設計の人なのに。こうやって毎日製造部門やら試験部門やらを往復してるから、いろんな人に顔を覚えられてるんだろうな。

「なんか神崎さん、設計屋さんなのに製造棟とうにいる時間の方が長くない？」

「当然ですよ。主担当なんですから」

「え？　ちょっと待って？　神崎さん、機械設計でしょ？　車体設計とかしてる人なんじゃないの？」

「僕は主担当ですから、車体設計も当然ですが、コントローラ、エンジン、油圧ポンプ、バルブ系などのコンポーネントとのインタフェイスから製造管理まで全部任されてますよ。ですから当然、試験から検査までＦＢ80に関しては僕の目が入ります」

「だから溶接のところに居たの？」

「そうですが……今までご存知では無かったのですか？」

「それって全部知ってないとできない仕事じゃん。てかそれあたしの上司じゃん！」

「まあ、位置的には。あまり関係ありませんが」

　……知らなかったよ、知らぬが仏ってこういう時に使う言葉だよ。上司にご飯作らせてたよ。

　で。二人して設計フロアに戻ると、いきなり主語の欠落した言葉で同意を求められたんだな。

「花ちゃん、承しよう認にんされたらしいわね」

「何がですか？」

「やーだ、ピンクダイヤモンドよ～。聞いてないの？」

「え、まさか車体カラー？」

「そ」

　城代主任、語ご尾びにハートや音おん符ぷが付いていそうな感じの喋り方がフツーに似合うよ。

「デザイン部門の人にアホかって言われるかと思ってドキドキしたんですけど」

「そんな訳ないでしょ。あの神崎君がオンライン会議で直接プレゼンやったんだから。彼、カラーコーディネイターの資格あるんでしょ、説得力あったわよ。私、リアルタイムでプレゼン見てたもの」

「え……見たかったなぁ」

　神崎さんをチラッと振り返ると、机の上に資料を広げて浅井さんと何か話してるのが見える。

「素敵だったのよ、彼。『ピンクの建機なんかあり得ない』って言った本部長に正面からピシャリよ。『何を根拠にあり得ないと仰るんですか？　どこにでも転がっているようなありきたりな製品ではユーザの目には留まりません。ヴィジュアルで気を引き、内容で勝負する。ウチの建設機械はどこのメーカーと並べても性能面で優すぐれていますから堂々と真っ向勝負できますよ』ですって。あれ見たら、花ちゃん惚れるわよ！」

　すげ……本部長に。カッコええ……。てか城代主任、神崎さんのマネ上手い。

「あ、本人が来たわよ。後は神崎君から直接どーぞ」

　って行っちゃったよ。ランランしながら。

「山田さん、先日案をいただいた車体のボディペイントなんですが」

「ピンクになったんだって？」

「城代主任からお聞きになりましたか」

　と、さりげにあたしの隣に座るんだな。

「うん。たった今聞いた。神崎さんのプレゼンが凄いカッコ良かったって」

「あれは案が良かったんですよ。車体カラーをチューリップから発想するなんて、とても僕には考えられませんから」

「でも、あたし『ピンクダイヤモンドの色』としか言わなかったのに」

「ええ、三千種くらいのピンクの中から少しずつ絞って行って、最終的に五種類まで絞ったんですよ。ここにカラーサンプルがあるんですが。この小さな紙で見るのと、実際にボディペイントを施ほどこした状態で見るのではまた雰囲気が変わりますので、選ぶのは難しいとは思うんですが。山田さんはどのピンクがＦＢ80に似合うと思われますか？」

　って言われてもね。見分け付かねーよ……。

「ごめん、同じに見えるんだけど」

「……では、山田さんの思う、ＦＢ80のイメージは、一言で表すならどんな感じですか」

「うーん。イメージというか、求めるもの……」

「いいですね」

　神崎さんのイメージなんだよ。そこに親父さんのイメージとヨッちゃんやガンタや浅井さん、城代主任に恵美と沙紀と萌乃。

「安心感？」

「……なるほど」

「任せておけるって感じの」

　ほえ？　神崎さん？　何度も何度も頷うなずいて。

「山田さん」

「ん？」

「あなた本当に天才です。人目が無かったら抱きしめたいくらいです」

「はぁ？」

「素晴らしい。『安心感』、それだ」

「はあ……」

「もう一度『安心感』でピンクを練り直して来ます。ありがとうございました」

　行っちゃったよ。と思ったら後ろから来た浅井さんが肩を竦すくめてボソッとあたしに言ったんだよ。

「ゴチャゴチャ言わんとハグすりゃいいのにねぇ、花ちゃん？」
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　本日は、待ちに待ったバーベキュー。もう先に到着してた六人が準備始めてくれてたんだけど、どうもガンタとヨッちゃんであーでもないこーでもないと悩んでるっぽいんだな、これが。

「おはようございまーす！　親父さんたち早いですね～」

「よっ、花ちゃん。すまんね、うちの二人組はバーベキューもろくにやった事無いらしいねん。製造の癖にだらしないわホンマ。はっはっは」

「僕がやりましょう」

「え？　神崎さんが？　お客さんやし、その辺でのんびりしてもろーてええねんけど」

「明後日になっても始められませんよ。僕に任せて下さい。こう見えてもアウトドア派なんですよ」

　そーだったんかい！　まあ、伊賀忍者だからアウトドアは得意だろーけど。

「岩田君、皆さんにお皿と割わり箸ばしを配ってください。あと紙コップも。もう飲み物は準備していただいて結構ですよ。茅野さん、食材出していただけますか？　すぐに焼き始められますから」

「はーい」

　茅野さんって恵美のことだったんだ……知らんかった。とか思ってる間に手際よく準備を終わらせちゃった。マジで凄いよ、伊賀忍者。

「神崎君ほんまに何やらしても手際ええなあ。俺んとこに欲しいわ」

「横尾君、始めちゃっても構いませんよ」

「あ、はい、ほんならみんな乾杯しよ。親父さん、乾杯お願いしまーす」

「はいはい、ほな乾杯」

「かんぱーい」

　って相変わらず親父さんの乾杯は簡単だよ。

　つーかさ、この食材がすげーアバウトなんだよ。ヨッちゃんと恵美に任せるとこうなるんだ。あたしに任されても同じだけどさ。野菜そのままなんだよ。齧かじるのか、齧るんだな？　歯、立たないしっ！

「茅野さん、包丁持って来てますか？」

「うん、一応。使いますかぁ？」

「貸して下さい。それと横尾君、新聞紙を分けて貰えますか」

「ういーす」

　二人が包丁と新聞紙を出して来ると、親父さんと城代主任が嬉しそうな顔をするんだよ。

「神崎君の料理ショーが始まるのかしら？」

「切るだけですから、期待なさらないで下さい。皆さんは肉類を先に焼いて召めし上あがってていただけますか。野菜が全く下ごしらえされていないようなので、ちょっと軽くさばきます」

「じゃ、あたしも手伝うわね」

　みんなの見てる前で城代主任と神崎さんなんだかラブラブなんだよ。浅井さんが固まってんだよ。

　そんな中、神崎さんが畳たたんだ新聞紙をまな板代わりにして、野菜の下ごしらえを始めたんだよ。

　てかさ、包丁さばきが美しいよ。あたし恥ずかしくて人前で包丁なんて握れないのにさ。

　神崎さんの下ごしらえはあっという間に終わっちゃって、彼も参加し始めたんだよ。

　それからみんなで散々盛り上がって、ふと気づいたら神崎さんが居ないんだよ。トイレにしちゃ長いと思ったら、三十分くらいして戻って来たんだよ。何かがいっぱい詰まったビニール袋持って。

「お帰り神崎君、どこ行ってたの？」

「ちょっとその辺の山の中を散歩して来ました」

「何持ってるの？」

　なんか神崎さん、不敵な笑いしてるよ。

「それ、アレやな」

「親父さんわかりますか？」

「ウドやろ。タラの芽もあるな。ワラビもあったんか」

「ええ、いろいろありました。大だい収しゆう穫かくです」

　新聞紙に袋の中身を広げたら……何かの葉っぱとか茎くきとか芽みたいな訳の判らんもんがドサッと出て来たんだよ。ヨッちゃんたちも集まって来たんだよ。

「なんやこれ？」

「この白っぽい茎がウドです。『独う活どの大木』というでしょう？　これはこんな若い芽のうちが美味しいんですよ。白い部分は灰あ汁く抜きすれば刺さし身みで食べられますし、もうちょっと上の青い部分は油あぶら炒いためが合います。葉っぱは天ぷらにすると美味しいんです」

「へ～～～～！」

　って全員で合唱状態だよ。親父さんだけがわかってるっぽいんだよ。

「こちらはタラの芽。問答無用で天ぷらですね。独特のえぐみがあってお酒が進みます。こちらは皆さんご存知のワラビですよ。頭を取って下茹ですればすぐ使えます。みんなで分けましょう」

「じゃあ、私が手伝うわね」

　城代主任がささっと新聞紙を広げて分け始めたよ。息ピッタリ。凄いチームワーク。なんか楽しそうなんだよ、すっごいいい雰囲気なんだよ。あの神崎さんがずっと笑顔振りまいちゃってんだよ。彼女の前では凄い自然な笑顔だよ。二人が素敵過ぎて、近寄り難いオーラ出してるよ。

　なんて思ってたら、ガンタが来たんだよ。

「神崎さん。俺の車乗って貰えませんか？　俺の運転のマズイとこ、教えて欲しいんすけど」

「僕が岩田君の運転にダメ出しするんですか？」

「はい。お願いします」

「……まあ、そうですね。僕は他ひ人と様さまにダメ出しできるほどのスキルは持っていませんが、ＧＴ‐Ｒには乗ってみたかったんですよ」

「マジすか。じゃあ、お願いします！」

「はい、では行きましょうか」

　ってちょっと。どこ行くのよ？

「やーん、モエも！　神崎さんと一緒がいい」

「園その部べさんはまた今度ご一緒させていただきましょう」

「えーほんと？　モエ、もう死んでもいい～」

　二人で楽しげに青いＧＴ‐Ｒに乗ってどっか行っちゃったよ。てかガンタ、かっ飛ばしてるよ……。

「兄弟みたいやな」

「親父さんもそう思います？」

「ガンタはアホやけど素直なええ子や。あいつは神崎君の事は大事にしよる」

「心の兄貴って言ってましたよ」

「ガンタはほんまに花ちゃんの事、大好きやからなぁ。俺も花ちゃん欲しいけどな」

「え？」

「花ちゃん、本社に戻らんといて欲しい思うわ」

「あたしだってここにずっと居たいですよ。本社よりこっちの方がずっと仕事楽しいし、やりがいもあるし……それにみんなと一緒に仕事したいです」

「そうか。それが聞けただけでも今日は収獲があったちゅーもんや」

　親父さん、社交辞令でも嬉しいよ。

「あんまり神崎君に心配かけたらアカンで」

「う～ん、そうなんですけど。神崎さんの心配性って度を超えてますよ？」

「そりゃ、花ちゃんの事となれば心配にもなるやろ」

「そんなにあたしって手が掛かりますかねぇ」

「そんなんとちゃうがな。花ちゃんほんまに鈍にぶいなぁ」

　って言った矢先にもう帰って来たんだよ、青いＧＴ‐Ｒ。さっきより凄まじいスピードで戻って来て、目の前でスピンターン決めてピタッと停止したんだよ。それ見て親父さんが笑ってんだよ。

「ガンタどないしたんや。神崎君にもうあそこまで仕込まれたんか」

「あんな事できんの？　フツーの人が？」

「まあ、ガンタも筋は悪ないからなぁ。先生が優ゆう秀しゆうやとこんなに変わるもんなんやなぁ」

　って言ってたのにさっ。降りてきた二人見て啞あ然ぜんだよ。

「神崎さんじゃん！」

　そう、運転してたのは神崎さんだったんだよ。
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　翌日、約束通りガンタの家に行ったんだ。ワラビの醬油漬けを手て土産みやげにね。

　ガンタの部屋は割と近かったんだよ。だから同じルートで会社に向かってたんだね。

　小さなワンルームにベッドとカラーボックス、ローテーブルが置いてある。そもそもあんまり物を置いてないせいか、男の子の部屋の割にスッキリ片付いてる。掃除も行き届いてて、慌てて綺麗にしましたって感じがしない。

　壁かべ際ぎわにはテレビ台があって、一人暮らしの割にデカいテレビが一つとゲームっぽいものがたくさん置いてあるんだけど、どれもこれも車のゲームばっかりみたい。しかもハンドルみたいなのとかペダルみたいなのまである。きっとリアリティを追つい究きゆうしたゲームなんだろうな。

「もう下ごしらえしてあるんすよ。あとは焼くだけなんで、すぐできますから」

「あたしも手伝うよ」

「じゃあ、これテーブルに出して貰えますか」

「はーい」

　って、スプーンと割り箸とコップ出して、二リットル入りのお茶のペットボトル準備して、ドレッシングとソースと、あ～なんかこういう感じ懐なつかしい。

　ブルドックの中ちゆう濃のうソースとかカゴメのトマトケチャップとか、キューピーのノンオイルドレッシングとか。それと『家で割り箸』ってヤツ。懐かしい！　神崎さんと一緒に住むようになってから、ソースもドレッシングも全部神崎さんの手作りだから、こーゆーのが凄い久しぶりに感じる。

　コンソメスープと生野菜のサラダ。今、メインディッシュの焼き上がり待ちらしい。肉の焼ける匂いがするよ。久しぶりの肉だ。最近は魚と鶏のささ身が多かったからなぁ。あ～肉食いてー！

「お待たせ～。神崎さんに上手に焼くコツを教えて貰っておいたから、初めて成功したっすよ」

　って嬉しそうに両手にお皿を持って来て、あたしの正面に座ったんだよ。そのお皿には、美味しそうに湯気の立つハンバーグ。

　……ちょっと待って。

「ねえ、このメニュー、ガンタが決めたの？」

「違いますよ、神崎さんがこの三つを作れって」

　どういう事？　何がしたいの、神崎さん。

「どーかしたっすか？」

「あ、ううん、なんでもない」

「どうぞ、食べて下さい。お口に合うかどうかわかんないすけど」

「はい。いただきます」

　あの時が蘇よみがえる。周りが真っ黒焦げで硬かたくてそのくせ中身の焼けてないハンバーグ、漬物みたいにくちゃっとしたサラダ、給食の味のコンソメスープ。

　だけどガンタのは違う。中までちゃんと火が通ってる。周りも程よく焦こげ目めが付いて美味しい。サラダもパリッとしてる。スープも給食の味じゃない。

　なんで？　神崎さんが作るならわかるけど、ガンタが作ってもこうなるんだ。逆にあたしが作ると美味しくないんだ。なんでだろう。

「美味しいよ、すっごく。あたしが作るよりずっと上手」

「神崎さんのお陰っすよ。もう他のものでも上手に作る自信つきましたよ」

「ね、これ、どういう順番で作ったの？」

「どういう意味すか？」

「どれを一番最初に作ったの？」

「同時進行すよ。俺もそこんとこ神崎さんに念を押されたんすよ。まずスープ作って、ハンバーグ作って、ってやり方すると、必ずどれかが冷める。全部同時に出来上がるようにしないと次々出てくるフルコースじゃないんだから、美味しいものも美味しくなくなるって。だから何をするか最初に全部洗い出して、優先順位を考えながら同時進行で作るらしいんすよ。これがちゃんとできるようになると、仕事も優先順位を考えて効率よく進むようになるって」

「仕事？」

「うん。料理と仕事は同じようなモノだって言ってたんすよ。車の運転も。神崎さんらしい考え方っすよね。俺なんかもう神崎さん超リスペクトっすよ」

　そうなのか。洗い出ししないで目の前のモノからやっつけて行こうとすると、全体を見た時にバランスが悪くなるんだ。まず全体像を把握してから始めるのか。それがただのプログラマ・山田花子とＦＢ80主担当・神崎秀一の違いなんだ。

　みんな繫がってる。仕事もお料理も車も。きっとあの人の中では他のいろいろなことがみんな繫がってるんだ。だから何をやらせても無駄が無くて合理的なんだ。

　歳なんか殆ど違わないのに、あたしは何やって生きてたんだろう。どれだけ無駄な時間を過ごしてたんだろう。ガンタだって今日までお料理練習して、神崎さんに料理のコツまで聞いて、努力してその成果をあたしに発表してるんじゃん。

　あたしはどうだった？　思いつきでメニュー決めて、練習もしないでぶっつけ本番で作って失敗して、不味いって言われて落ち込んで、そりゃアイツだってみんなに言いふらしたりしたけど、そもそもあたし何も努力してないじゃん。

　ガンタみたいに下調べして練習してたらあんなフラれ方しなかったかもしれないし、カバにもならなかったかもしれないじゃん。あたしのカバだった十一年間は、あたし自身が作ったんじゃん！

「花ちゃん？　どうしたんすか？　不味かったすか？」

「ううん。メチャクチャ美味しい。あたしさ、今これ食べて、十一年間気付かなかった事に気付かせて貰ったんだよ。ガンタ、ありがとう。本当にありがとう。ガンタのお陰だよ」

「え……？」

　ガンタはポカンとしてたけど、そんな事はどうでもいい。あたしはきっと生まれ変われる、そう確信したんだよ。

　予想より遙はるかに美味しかったご飯を食べ終えて、あたしたちはまったりとお茶飲んでたんだよ。それも二リットルペットボトルの緑茶だよ。懐かしいよ、ペットボトルのお茶。味がチープだよ。神崎さんの作るお茶は低温抽ちゆう出しゆつがどーのとか、アッサム四十パーセントとダージリン六十パーセントの割合でとか、ややこしい事に拘こだわってたんだよ。実際アホみたいに美味しかったけどさ。

　なんて思ってたら、ガンタが思いついたように言うんだよ。

「花ちゃん、ゲームしませんか？」

「ゲームって言っても、これ、レーシングゲームだよね？」

「そっちじゃなくてこっち、絶対やった方がいいっす」

　って言いながらテレビ点けて、ゲーム機もオンにして、何かを起動したんだよ。そしたらさ、うちの建設機械がいっぱい並んだタイトル画面が出て来たんだよ。その名も『けんきんぐ』だよ。しかも何これ、専用コントローラまであるよ。

「これ知ってますか？　うちの会社で作ったゲームなんすよ。建設機械の運転を覚えられるんすよ。花ちゃん、これで遊んだら、実際の建機が運転できなくても感覚が判るようになるんじゃないすか？」

「えー凄い、やるやる！」

「車体カラーも自分で選べるし、アタッチメントも変えられるんすよ。マシンクラスも何種類もあるし」

「マジで？　中型がいい」

「じゃ、このクラスっすね」

　ガンタがコントローラを操作して、選せん択たく肢しから中型クラスを選んでる。

「手は標準バケットでいいすか？」

「うん。色はピンク」

「マシンに名前付けられるっすよ」

「じゃあ、ピンクダイヤモンド花子にして」

「了解っす！」

　名前を入力してピンクダイヤモンド花子の出来上がりだよ。なんか可愛いよ。

「農場を耕したり、林業やったり、道路工事やったりできるんすよ。あと、建築物の解体とか組み立ても。上級者になるとクレーンも操あやつれるようになって、ビルの建設だってできるんすよ」

「面白ーい。橋とか高速道路とかも造れるの？」

「そうすね。俺はまだレベル上がってないんで農場の開かい墾こんと道路工事までしかできないんすけど」

「やるやる！　やらして！」

「はい、ここ持って。まず練習モードから。この中で免許取らないと仕事できないんすよ」

「あははは、それ面白ーい。免許取る！」

　もうノリノリだよ。めっちゃ楽しいよ。

「これがクローラの操作レバーっすよ。左のが左クローラ、右のが右クローラ、向こうに倒せば前進、こっちに倒せば後退」

「おー、進んだ！　片方だけやると曲がるんだね」

「簡単でしょ？　で、クローラ一旦止めて、今度は上部旋回体の操作ね。左のレバーを左右に倒すと倒した方にキャブが回るんすよ。右を向きたい時は右に倒す」

「あーほんとだー。あ、やべ、真後ろ向いちゃった」

「大丈夫大丈夫。で次にアームの操作ね。そのレバーを向こうに倒すとアームが伸びて、こっちに倒すとアームが縮む」

「おおお、凄ーい凄ーい！」

「じゃ、今度は右レバー。向こうに倒すとブームが下がって、手前に倒すとブームが上がる」

　あ、バケットが地面に激げき突とつ。効果音がすげー。ドゴーンっていって画面が揺れる。

「ブームを下げる時はアーム縮めなきゃ」

「あ、そっか」

「だから左レバーと右レバーに分かれてるんすよ。現場の人はこれをスムーズに連動させて動かしててメッチャカッコいいっす。親父さんも上手いんすよ。あー、でもここの試験場で一番上手いなと思ったのは神崎さんかな。あの人、マジで天才すよ。最初のテストの時、上手いな～とは思ったんすけど、その後で何回か見てて、神崎さんて仕事って言うより遊んでるようにしか見えないんすよ」

　そういえば、小さい頃からミニショベルとかミニクレーンで遊んでたって言ってたもんなぁ。

「あ、そうだ、続き教えなきゃ」

「はい、先生！」

「まずそのブーム上げて。右レバーを手前に……そうそう上手い上手い」

「えへへ」

「右レバーを左に倒すとバケットが手前に来る。掘くつ削さく側ね。右に倒すとバケットが上がって中身が落ちる。左に倒すと土が掘れる。あ～あ～、一度バケット開放しないと掘れないってば」

「あそっか。地面固めちゃった」

「掘ったら右側に積んでみようか」

「えーと、どうするんだっけ」

「左レバーでキャブを旋回。右に倒すの。あああ！　右レバーを右に倒したら、折角掬すくった土が！」

「あれえ？」

「だから左レバーだってば」

「あははは」

「花ちゃん、どんくせー！」

「どんくさいゆーな。あははは」

「もう一回レバー握って」

「うん」

　そしたらさ、ガンタがあたしのすぐ後ろに座って、後ろからあたしの手と一緒にレバーを握ったんだよ。それでさ、耳元で囁くんだよ。

「一緒にやればすぐに慣れるよ、花ちゃん」

　それから何時間も夢中になって仮想油圧ショベルを操作して、ガンタのフォロー無しでもダンプに目一杯の土を積めるところまで上達したあたしは、既に日が暮れてる事に今更気づいたんだよ。お昼食べてからずっとだよ。一体どんだけ夢中になってたんだか。

　それで、今夜はガンタと一緒にファミレスで夕飯食べてから帰る事にしたんだよ。神崎さんに「ガンタと夕飯食べてから帰るね」ってメールしたら「了解」ってメチャ冷めた返事が来て、もしかしてご飯作ってくれてたのかな～とかちょっと考えちゃったりしたんだけどさ。

「花ちゃん、もしかして『けんきんぐ』ハマっちゃったんすか？」

「うん。やってて改善方法が閃ひらめいたんだよね。あそこに水準センサを組み込んでメインパネルで一気に操作できたらオペレータは楽になると思わない？」

「花ちゃん、そんな事考えながらゲームしてたんすか？」

「そーゆーわけじゃないけど、偶々たまたま思いついたってゆーか。他にもあんのよ」

「え、この短時間で？」

「うん」

　と言いながらメロンソーダを一口飲んで、ハッと焦る。これはカロリー高いか？

「キャブが真後ろを向いた状態で長時間作業してると、前後が逆になってる事を忘れちゃうでしょ？　そのまま前進しようとすると、自分の感覚では前進してる筈なのにバックして行くことになっちゃってメッチャ焦んのよ。だからキャブが反対向きになってる状態でクローラを起動しようとした時に、警告音と警告画面を出せば事故が防げるかな～とかさ」

「マジすか。やっぱ花ちゃん天才すよ。なんつーか俺から見たら花ちゃんも神崎さんも手の届かない人って感じっすよ」

「んな事ないよー。現場の人に言ったら笑われちゃうかも。でも一応提案はしてみるけどね」

「それ、採用されますよ。俺もその反対向きのキャブ怖えーもん」

「だよね。早速ＧＷ明けに相談してみる」

「今日帰ってから神崎さんに直ぐ相談したらいいんじゃないすか？　神崎さん、その辺はプロだし」

「あ、そーだよね！」

　なんてな話をしながらご飯も食べ終わって──と言ってもちょっと足りないんだけど──取り敢えずお家うちまで送って貰ったんだよ。ああ、もう八時だよ。

「ありがと。メッチャ楽しかったよ。ちょっとマシンに近づいた感じ。ハンバーグも美味しかったよ」

「良かったらまた来て下さい。それまでにレパートリー増やして、次回は違うものご馳ち走そうします」

「うん。期待してるね」

　って言ってシートベルトを外そうとした時に、ガンタが急にあたしの肩を摑んだんだよ。

「え？　な……」

　急に視界が狭くなってさ。唇に柔らかいものが押し付けられたんだよ。

「ごめん。我慢できなかったっす。花ちゃん可愛すぎて」

「あ……まあ……いいけど」

　って必死に余裕のあるふりをして見せたりしてさ。だってガンタより九歳も年上なんだよ、彼氏いない歴十一年とか悟られたくない訳なんだよ。とにかくなんでもないよーな顔して車降りたんだよ。

「じゃ俺、帰ります」

「うん、気を付けてね」

「はい」

　青いＧＴ‐Ｒが見えなくなるまで手を振ったんだよ、そりゃそーだよ、灯りの点いてる家に入って行ったら、神崎さんと同居してるってバレちゃうもん。完全に見えなくなってから家に入ったんだよ。

「ただいま」

　しーんとしてて返事無いし。リビング誰も居ないし。お風呂に入ってる感じでもないし。と思ってたら二階から神崎さんが下りてきた。

「山田さん、お帰りなさい」

「あ、ただいま」

「夕食まで食べて来るとは思いませんでした。楽しかったですか」

「うん」

「そうですか、それは良かったですね」

　その割にはなんか棒読みっぽいよ。もしかして怒ってる？

「夕食はどちらで？」

「サイゼリヤのアラビアータ五百七十キロカロリー」

「よくそれだけで我慢しましたね」

「帰ったらチアシード食べようと思って」

「おからのチョコケーキがありますよ」

「やった！」

「チョコケーキもありますが、あなたの為にタニタの体たい脂し肪ぼう計けい付き体重計も買っておきましたので、良かったらお使い下さい。肥満度も測定できます」

　って、目ぇ合わせてくれないし。

「随分遅くまで楽しまれたんですね」

「うん。ガンタんちに『けんきんぐ』ってゆーゲームがあったんだ。それであたしも少しショベルを操作してみたの。専用コントローラもあって、本物そっくりだったよ」

　そしたら神崎さんが驚いたような顔したんだよ。

「山田さん、もしかして岩田君のところでずっと『けんきんぐ』をなさってたんですか？」

「うん。時間も忘れて。でもお陰で改善点が見えたよ。ＦＢ80から搭とう載さいしたい機能が二つあるんだけど、聞いてくれる？」

「ええ、勿論」

　なんかブスッとしてた神崎さんが急に目を輝かせたように、あたしには見えたんだ。




　神崎さんの背中を追っかけてペダルを漕ぐのも今日で五日目。今更だけどやっぱカッコいい。なんだろな、ホントこの人って何やらせてもカッコ良くていちいち癇に障る。口を開けば毒舌だし、あんまりあたしには笑顔見せてくれないけどさ。

　神崎さんはいつものように秘密結社のアジトっぽいスパに入って行くと、また例によってウィンドブレーカーを脱ぬいで鉄棒に引っかけるんだよ。それでいつものように懸垂始めたんだよ。

　あたしは最近やっと上がるようになった脚をブランコの柵さくに乗せてストレッチを始めたんだよ。

「山田さん」

「ほえ？」

「先程の車体旋回部の警告音の件とアウトリガー水準センサの件ですが」

　って言いながらも懸垂は止めないんだよ。喋りながらやってんだよ。ちゃんと数えてんの？

「今日は岩田君の所へ行っていただいて良かったと思います。まさかあなたが『けんきんぐ』をしているとは思いもよらなかった」

「だって、じゃああんな長時間何してると思ったの？」

「……いえ、その……別に」

「いくらなんでも、彼氏でもないのにお喋りだけであの時間は無いでしょ？」

「まあ、そうですね。ですが、今日、そういう仲になられたのかと」

「ならないならない」

　てか、どーゆー仲だよっ。

「ですが……」

　神崎さんが鉄棒から下りてこっち来たんだよ。いつものブランコプランクだよ。彼がいつものようにポジションを決めると、その柵に脚をかけてるあたしと正面から目が合ったんだよ。

「車を降りる前にキスなさってましたね」

　え……見てたの？

「すみません。ＧＴ‐Ｒのエンジン音が聞こえたものですから、山田さんがお帰りになったかと二階の窓からちょっと見たんです。そうしましたら、その、ちょうど岩田君が……」

「う」

「タイミングが悪かったと申しますか、ずっと見ていた訳では無いんですが。……それであの時、山田さんと岩田君がそのようなご関係になられたものと思いまして、あなたにどう接していいかわからずに少々素っ気ない態度を取ってしまいました。すみませんでした」

「いえ、別に」

　って神崎さんの口癖がうつっちまったよ。

「岩田君とお付き合いされるんでしたら、そう仰って下さい。僕はただの同居人ですし、なるべくお邪魔にならないようにしますので」

「え、ちょっと、それは無いから。絶対無いから」

　なんで強く否定してんだあたし？

　てゆーか、『ただの同居人』っていう響きが、なんかグサッと来たんだけど。

「そうですか、絶対無いんですか。そういう事なら僕も手を抜きません」

「え？　何が？」

「相手にとって不足なしという事です」

「は？」

「意味が判らなければそのままで結構です」

「はぁ……」

　意味が判んねーんだよ。ごめんよ、学が無くて。
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　素敵な日曜日の朝。うん、素敵だ。素敵という言葉が合いすぎる。だって目覚めたら下からスープの香りが漂ってくるんですもの～。くんくん。

「神崎さん、おはよー。うわー凄ーい！　朝からパンケーキ！」

「朝からこういったものは苦手でしたか？」

「ううん、食べたかった！　中世ヨーロッパの貴族のお姫様みたいじゃん」

「その発想は少々理解に苦しみますが、言わんとするところは微び妙みように理解できます」

「いただきまーす！」

「どうぞ。ところで……山田さん、つかぬ事を伺いますが、今日のご予定は決まってますか？」

「別にぃ。神崎さんは？」

「僕は龍りよう安あん寺じに行こうと思っているんですが。よろしかったら山田さんもご一緒にいかがですか？」

「えー！　なんですとー！　行く、行きます、連れてって下さい」

「良かった。では一緒に行きましょう。ご飯が終わって洗濯物を干してからですね」

　ってことで。あたし達は二週連チャンで日曜デートのよーな物をする事になったのだ。……ってなんだ、何故あたしはこんなに浮かれてるんだ？　なんか嬉しいぞ？

　てわけで龍安寺だよ。また日曜日だよ。なんか人がいっぱいいるんだけどさ、迷子になりそうなわけでも無いからフツーに並んで歩けるわけよ。

　それがビミョーに物足りない気もするんだけど、てか、なんで物足りないんだ花子。どーしたら物足りるんだ花子。と盛せい大だいにセルフツッコミを入れつつ歩いてるんだけどね。

「山田さん、少し睡すい蓮れんが咲き始めてますよ。まだ早いかと思ったんですが」

　ここ龍安寺のド真ん前には、やたらデカい池があるんだよ。なんかそこにたくさん葉っぱが浮いてて、ピンクのお花が咲いてんだよ。どうやらそれが睡蓮らしいんだよ。

「この階段の上が庫く裏りですね」

　って神崎さんがフツーにあたしの手を取ったんだ。え、え、え、今日はそんなに混んでないよ。手を繫ぐ必要もないと思うんだけど？

「石庭の方に行ってみましょうか」

「うん」

　わぁ、本物だ。石と石しかない。……って両方石か。デカい石と白い砂じや利り。

「ねえねえ、この白い小っちゃい石、遠とお山やまの金きんさんとか大おお岡おか越前えちぜんとかっぽいよね」

「お白しら洲すのことですか？」

「あーそれ！　なんかシマシマ模様ついてるし、石も邪魔だけどね」

「こういう風に、池などの水を使わずに水を表現する庭園様式を枯かれ山さん水すいと言うんですよ。水の流れを表現するために砂利の表面に文様を施すんです。東とう福ふく寺じや大だい徳とく寺じ、東とう寺じの枯山水庭園も有名ですね」

　全然わかんねーよ。有名なのか。東寺の五重塔ごじゆうのとうしか知らんし。

　それから神崎さんは、石が十五個あるだの、虎とらの子こがどーのだの、油あぶら土ど塀べいがどーのだのとややこしい説明をしてくれたんだよ。あたしにはアゼルバイジャン語なんだよ。

　とかやりながらもさ、ずっと手を繫いだままでさ、ぐるっと一周して庫裏に戻って来たんだよ。

「戻って来ちゃったね」

「実はここにしか売っていない手ぬぐいがあるという情報を仕入れてるんです。石庭をデザインしたものらしいんですけど、どうしてもそれが欲しくて絶対に買って帰りたかったんですよ」

　なんか可愛いぞ。ルンルンしながら手ぬぐいをゲットしてきた神崎さんはそりゃもう嬉しそうにしながら「さ、行きましょうか」なんて言ってる。ヤバい。マジで可愛い。可愛すぎる。

　再び外に出て、また石段だよ。こうやって階段のところに来ると、さり気にあたしの手を取るんだよね。左右に綺麗な緑の木がたくさん生えてて気持ち良くってさ、足元は小さな砂利の敷き詰められた道でさ、見慣れない鳥なんかもいてさ、隣には神崎さんが居てさ。なんか幸せなんだよね。

「ねえ、神崎さん」

「なんですか」

「あたしさー、こーゆー自然がいっぱいのとこ、大好きなんだよね。東京帰りたくなくなっちゃうよ。神崎さんもそんなこと言ってたよね」

「山田さんも自然の多い環境がお好きでしたか」

「うん。だって長期出張って言われた時、ログハウスでもテントでもいいよって言ったし、うちのバーコードに」

「そういえば、初めて山田さんの下着を洗濯した日も『ガンジス川下流で洗濯したパンツが穿ける』と仰ってましたからね」

「よく覚えてるね」

「ええ、マタニティと勘かん違ちがいした事も覚えてます」

　睡蓮の肥料になりたいか。

「ログハウスいいですね。僕はアウトドア派なので、そういう暮らしに憧あこがれますよ。山で走り回って川で泳いで、魚釣ったり山菜採ったりして、自分で食べるものを収穫してくる、そういう生き物本来の生活を忘れたくないなと。鳥や虫や小さな動物たち、木や花のような植物たち、土や水や風の匂いを感じながら生活するのが好きなんですよ」

「スーツの神崎さんしか知らない人が聞いたらびっくりするね」

「そうですか？」

「だって神崎さんのイメージって、作業着よりはスーツだし、建機よりはパソコンだし、京丹波試験場よりは東京本社だもん」

「困ったイメージですね」

　んふっ。あたししか知らない神崎さん。可愛い。

「そうそう、昨日、山田さんが岩田君のお宅に行っている間に、デザインを考えておいたんです」

「え？　なんの？」

「天橋立で拾った貝殻をイヤリングにすると仰ってたでしょう？」

「ほんとにしてくれるの？」

「僕はやると言った事はやりますよ。昨日のうちにニスも仕入れてあります」

「凄ーい、嬉しー！」

「明日にでも作ろうかと思ってますので、どの貝殻を使うか選んでいただかないと」

「うんうん、選ぶ」

「山田さん、誕生日は何月ですか？」

「十月だけど」

「ピンクですね」

「え？　何が？」

「誕生石ですよ。オパール、ピンクトルマリン、ローズクオーツ。ピンクの石ですね。山田さんとピンクは切っても切れない縁のようです」

「神崎さんは何月？」

「二月です。紫むらさき水ずい晶しようですよ」

「あー、そんな感じ。神秘的な」

「僕がですか？」

「うん。謎が多い」

　だって、存在自体が謎じゃん。珍獣の自覚ナシかよっ。

「なんで石？」

「貝殻だけでは淋しいので、天然石のビーズをあしらうのはどうかと」

「えー、素敵！　神崎さん、発想が女子だよ！」

「あの、山田さん、一つ相談なんですが。イヤリングを作る時、僕の物も何か一つお揃いで作らせていただいても構いませんか？　一緒に天橋立に行った記念に」

　おー、それは名案！

「うん、お揃いしよう！　何がいいかな？」

「クルマのキーに付けるキーホルダーが欲しかったんですよ」

「いいね。それならお揃いっぽくなくて、さり気にお揃い。あたし達だけしか知らないお揃いだね」

「僕と山田さんだけ……そうですね。少々優ゆう越えつ感かんのようなものを感じます」

「優越感？」

「ええ、岩田君に」





[image: ]






　今日は朝から雨なんだよ。昨日のうちにお出かけしといて良かったねって、朝から神崎さんと笑ってたんだよ。

　その神崎さんはさっきから貝殻に何か細工してるんだよ。これがイヤリングになるのかなって思うとワクワクするんだよ。

「コーヒー淹れよっか」

「ええ、お願いします」

　なんかいいなぁ、こういうの。お家でまったりと過ごす休日もなかなかいいもんだ。家族っぽいよ凄く。雨に感謝したりしちゃうんだよ。

「ねえ、神崎さん」

「はい」

「なんかさ、家族みたいだね、あたし達」

「……そうですね」

「お兄ちゃんみたいだよ、神崎さんて」

「山田さん、ご兄弟はいらっしゃるんですか？」

「五人兄弟の末っ子。兄と姉が二人ずつ」

「なるほど。なんとなく判ります」

「何が？」

「ちょっと甘えんぼさんなところがあるので、末っ子かなと思ってました」

「神崎さんて、モロ第だい一いつ子しの長男だよね」

「そうですか？」

「面倒見が良くて責任感が強くてマイペース」

「まあ、マイペースですね」

「神崎さんみたいなお兄ちゃんだったら良かったのになぁ、家の兄ちゃん達」

「お兄ちゃん、ですか」

　ん？　あたし何か変なこと言ったかな？

「別の立場は無しですか？」

「へ？　弟とか？　お父さんとか？　神崎さんが？」

「いえ……その……配はい偶ぐう者しやとか」

「え、何？」

「いえ、なんでもありません」

「何よー、聞こえなかったよ。神崎さんてたまーに大事なところをモゾモゾ言うんだもん」

「いえ、いいんです。なんでもありませんから」

　なんか神崎さん、あたしと二人だけの時とみんなと一緒に居る時、人格違うよ。最近特にそうだな。なんて言うのかな……可愛い。うん、可愛い感じ。みんなと一緒に居るとあのいつものクールで知的な神崎さんなのに、みんなが居ないと途と端たんに可愛らしくなる。拗すねてみたり、照れてみたり、モゴモゴ言ってみたり。

　きっとこれはあたししか知らない神崎さんだ。城代主任も知らないんだろうなぁ。教えたら城代主任どんな顔するかなぁ。

「また出かけたいですね。昨日は本当に楽しかった」

　神崎さんが笑いながら貝殻に穴を開けてる。手元狂わないのか？

「あんな風にさ、木がいっぱい生えてて、だだっ広くて、お花がたくさん咲いてて、もっと欲を言えば何か動物がいるようなとこ、神崎さんと一緒に行きたい」

「僕と……ですか」

「うん、神崎さんと一緒に行くと楽しいから」

「そう言っていただけると僕も嬉しいですよ。行きましょうか、どこかそういう所。この辺から行ける所……どこかあったかなぁ」

　暫く考えてた神崎さんが、「あっ」って小声で言ったんだよ。

「どうしたの？」

「あ、いえ……あるにはあるんですが。ここからでは日帰りは難しいですね。でもそれより近場は……うーん。無いかなぁ」

「ね、因みにそれってどこ？」

「先に言っておきますが、無理ですからね」

「うん」

「淡あわ路じ島しまです」

「行こう」

「は？」

「行こうよ、淡路島」

「ですから日帰りでは無理ですから」

「泊とまればいいじゃん。ＧＷなんだから」

「いえ、そういう問題では無くて」

「どーゆー問題よ？」

「未み婚こんの男女が泊まりがけで旅行など、世間様に顔向けが」

「あのさー、その未婚の男女がもう既に二週間も同居してんのよ？　今更何を言い出すかなぁ」

「……それもそうですね」

「でしょ？　淡路島ってお花畑がいっぱいあるって言うもんね。あたし一度行ってみたかったんだ、淡路島。ね、行こうよ～、神崎さーん」

「う……山田さん流石末っ子、甘え上手ですね。長男への甘え方を熟知されてます。そんな風に可愛らしく甘えられたら、僕は百パーセント落ちますよ」

「落ちた？」

「はい、落ちました。無念。ああ、でもＧＷですからホテルが取れないかもしれませんね」

「五日の木曜日は？　翌日は殆どの会社が出勤だよ？　うちの会社は休みだけど」

「それは名案です。それで行きましょう。そっちが優先順位が高いですね、あっという間に埋まってしまいますから。ちょっと待って下さい」

　そう言って手早くテーブルの上を片付けると、二階からモバイルＰＣ持って来たんだよ。

「シングル二部屋、隣同士で取れるといいんですが」

「はぁ？　シングル二部屋ぁ？　ホテルなんか高くつくじゃん。民宿でいいよ民宿で！」

「いえ、それはダメです」

「なんでよ」

「この家でさえも寝室は別なんですよ。それを民宿なんていったら、一つの部屋で布団を並べて敷かれてしまうんですよ。まるで新しん婚こん旅行じゃないですか。初夜じゃないんですから。僕がおかしな気を起こしたらどうなさるおつもりですか」

「神崎さん、おかしな気起こすの？」

「勿論そのつもりはありませんが、視覚的に布団がきちんと並べて敷いてあったら、いくら僕のような人間とはいえ、間違いが起こらないとも限らないでしょう。そういうご心配はなさらないんですか？」

「うん、心配してない」

「あのですねえ……。とにかく和室に二人一緒はダメです。それは僕への拷問ですか？　何が悲しくてＧＷに拷問受けなきゃならないんですか。勘弁してください」

「じゃあペンションならいい？　ツインにすればいいでしょ？」

「ええ、まあ。……って良くないですよ！　着替えはどうなさるんですか？　プライベート空間が無いんですよ？」

「お風呂の時に着替えればいいじゃん」

「朝は？」

「朝もお風呂入る」

「そ、そうですか」

「他になーんにも困らないでしょ？」

「え、ああ、まあ、そう、ですかね」

「じゃ、ツインでペンションに泊まろう！　はい、いいとこ探して」

「はい、了解しました。おかしいな……なんでこうなったんだろう？」

　ブツブツ言いながらもしっかり口コミまで確認してペンションを押さえた神崎さんは、なんやかんやで再びイヤリング作りの続きを始めたんだよ。両手にペンチ持ってさ。器用だなぁ。

「神崎さんが誰かとお揃そろいを持つなんて意外だね」

「そうですか？」

　だってそんな甘々なこと考えそうに無いじゃん。クールでスマートを絵に描かいたような人じゃん。それが『お揃い』ですと？

「結婚したら奥さんとか子供とかとお揃いするの？」

「そうですね、きっと」

「神崎さんて、今までに結婚考えた人っているの？」

「ええ、一人だけ。まだ二週間ほどの付き合いでしかありませんが。その人はどうしようもなく鈍感で、僕がいくらアピールしても全く気付いてくれないんです」

　いやいや、気づいてると思うよ。あれだけ雰囲気良かったし、だーれも近づけないようなオーラ全開だったし。てーかさ、「あなただけしか見えません！」みたいなアピールすりゃいいのにさ。ほんと、女心ってもんを判ってないよね、この朴ぼく念ねん仁じんは。

「神崎さんの方からアピールの仕方変えてみた方がいいんじゃない？　もっとこう、押すとか」

「……そうかもしれませんね」

　フッと笑うと、神崎さんはペンチを置いて顔を上げたんだ。

「山田さんは紅石英ローズクオーツ、僕のは紫水晶アメジスト、どちらも二酸化ケイ素、お揃いです。はい、できましたよ」

「えっ、見せて見せて！」

　キッチンからドタドタと地面を揺らして神崎さんの方に急いだら、神崎さんが笑って言うんだよ。

「そんなに急がなくても逃げませんよ」

「早く見たいんだもん」

「そんな可愛い事を言わないでください」

「へ？」

「いえ、なんでもありません」

　またかい、またなのかい。聞こえるように言えよ。わかんねーよ。

「うっわ、可愛い～！」

「気に入っていただけるといいのですが」

「気に入った！　見てくる！」

　ソッコーでイヤリング付けて、洗面所に走る。地じ響ひびきが凄い事になってるだろう。近くの気象庁震しん度ど観測点が反応しなきゃいいけど。

　で。あたしは鏡を見てメッチャ恥ずかしくなったんだよ。

　だってさ。だってさ。可愛いんだもん。イヤリング。あたしには勿体無いくらい可愛いんだもん。

「似合ってますよ」

　後ろから音も無く伊賀忍者が忍しのび寄よってた。音は立てなくてもいいから、人の気配くらいさせてよ。びっくりするじゃん。伊賀忍者って言うより背はい後ご霊れいだよ。

　だけど。笑顔なんだけど。なんか切なげな笑顔なんだよ。どした？

「とても……可愛いです。とても」

「神崎さん？」

　ふっと、神崎さんが後ろを向いて部屋に戻っちゃった。

「ねえ、どうしたの？　この前からちょっと変だよ？　何か悩んでるの？」

「いえ、そうじゃありません」

「でも偶に苦しそうな顔してるよ」

「本当になんでもないんです」

「じゃあなんなの？　何も無いってことないよ」

「そうですね、山田さんによく似合っていて、可愛すぎて、そんな顔になったのかしれませんね」

「変なのー、そんならもっと嬉しそうにしてよ。神崎さんが作ってくれたんだからー」

「……そうですね」

　あ、神崎さん笑った。

「ね、ね、神崎さんのは？　見せてよ」

「こっちです」

「わー……綺麗」

　神崎さんのは何かを引っかけられるパーツが付いてて、そこにあたしと同じように白い貝殻とパールビーズと紫の石がぶら下がってる。なんかほんとにお揃いだよ。

「この紫、綺麗だね。神秘的な色」

「アメジスト、僕の誕生石です。『愛の守護石』と呼ばれています」

　えへへ、神崎さんとお揃い。凄い嬉しい。結局この日は寝るまでずっとニヤニヤしてたんだよ。
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　朝。今日は「あたしの為ですか？」ってくらい良く晴れた。あたしはピンクのチュニックを着て、例のイヤリングを付けて鏡の前でニヤついてた。コーディネイトはこーでねえと！　スベったな！

「山田さん」

「ん？」

「今日も可愛いですよ」

「えっ？　やだ何、どうしたの？」

「焦る顔も可愛いです」

「ちょっと神崎さん、やめてよー」

「照れた顔も可愛いです」

「ちょっとぉ！」

　何、何、何？　神崎さんどうしたの？　新手のジョーク？

　それから車に乗ってずっとドライブだよ。神崎さんとドライブは楽しいんだよね、東京からこっちに引っ越して来た日が噓みたい。

　あの日、駅までの会話さえ楽しめないヤツなんかいって思ったよね。それで京丹波まで行くって聞いて、コイツとそんな遠くまで行くのかって、悲観的になってたよね。もう何年も前の事みたいだよ。

　なーんて考えてたらさ、神崎さん悪戯いたずらっぽい顔して片方だけ口角上げるんだよ。

「なんだか新婚旅行みたいですね」

「しっ、新婚……」

「今夜は寝室も一緒ですしね」

「ひゃっ！　……そ、そう、だっ……たね」

「どうされました？　山田さんが一緒の寝室を提案されたんですよ？　急に嫌になりましたか？」

「ベっ、別に、そんな事は決してないよ！」

「そうですか。それなら安心です。部屋を叩たたき出だされたらどうしようかと思いました」

「そんな事する訳無いじゃん」

「叩き出される様なことをするかもしれませんよ。僕もこう見えて一応オトコですので」

「いや、女には見えないけど。てかオカマにも見えないし」

「では了承済みですね」

「……事と次第によっては叩き出すかもしんない」

「新婚旅行なのに？」

「誰がよっ！」

「僕達がですよ」

「冗談でしょ！」

「ええ、勿論冗談です」

　悪い冗談言うな────！

「可愛いですね、山田さんは」

「いちいち癇に障るね、神崎さんは！」

「拗ねた顔も可愛いですよ」

「むううう……」

　コイツわざとあたしをおちょくってるし。そーやって涼しげな眼めでいけしゃあしゃあと。

　そんで窓の外に視線を移して小声で言ったんだ。

「いつか本当に行きましょう。冗談では無くて」




　夕方、今日の宿しゆく泊はく先さきの『ペンションたけ』に着いたんだよ。そこがなかなかにややこしい所にあって、迷っちゃったりして、その辺のオッチャンに道聞いたりしてさ。

「あ～、タケさんとこね。あそこは判りにくいんだわ。でもタケさんとこはええよ、ヤギがおる。今、奥さんおめでたやしボウズが手伝いやっとるわ」なんてさ。

　着いたよ。ペンションたけ。小ちっちゃいよ。マジで小っちゃいよ。でも玄関前の花壇にはお花がたっくさん咲いてるんだよ。

　エンジン音を聞きつけたのか、中から七歳くらいの男の子が元気よく飛び出してきたんだよ。

「いらっしゃい！　お兄ちゃん、神崎さん？」

「ええ、そうです」

　って、神崎さん動じないよ。あたしは目ぇ白黒させてんのにさ。あんた驚かないのかよ。

「了解。車そっち停めて。その木の横」

「はい、わかりました」

　神崎さんが車を移動すると、その子は小さいながらもしっかりと車を誘導してんだよ。

「オーライ、オーライ、オーライ……ストーップ！　神崎さん上手いやん」

「お褒めに与あずかり光栄です」

　車を降りると、その子が「いらっしゃいませ！　ペンションたけへようこそ！」って挨拶してくる。

「部屋案内するで。お姉ちゃんの荷物は俺が持つわ」

「え、いいよ。大丈夫だよ」

「何言うてんねん。これは俺の仕事なんや」

「え、仕事なの？」

「そやで。そんにレディに荷物なんか持たせられへんやん」

　って、その子、あたしのボストンを注意深く引きずらないように持って、あたしたちの先に立って案内してくれるんだよ。それでさ、入り口のドアを開けてさ、ドアが閉まらないようにちゃんと押さえて「どうぞ」とか言ってさ、すっごいちゃんと仕事してんのよ。

「神崎さんお越しでーす！」

　つってたらさ、アラフォーくらいの人の良さそうなヒョロヒョロのオジサンが出て来たんだよ。

「いらっしゃいませ。神崎さん二名様ね。私はここのオーナーのタケです」

「お世話になります」

「申し訳ないんですけど、家内が身重で悪阻つわりが酷くてね、私が夕飯の準備で手が離せないんで、コイツに案内させますんで。生意気なこと言ったらひっぱたいて貰っていいですから」

　ホントにこの子に手伝わせてるんだ！

「とても優秀なベルボーイですよ。彼にお願いしますから、どうぞお仕事を続けて下さい」

「すいませんね。カズ、ちゃんと仕事しろよ」

「任せとけって。ほんなら神崎さまご案内しまーす」

　あたし達はこの可愛らしいベルボーイに案内して貰う事になったのだ。

「俺はペンションたけの次期オーナーのカズな。お父さんはタケ。タケってダサいから早くカズにしたいねんけどな。神崎さんたちここの部屋やで」

　つんつん頭に真っ赤なＴシャツを着たカズ君は、慣れた様子で部屋のドアを開けてくれたんだよ。

　でもさ。案内された部屋はどう考えても間違ってるとしか思えないんだな。大丈夫か、ベルボーイ？

「ツインでお願いしたんですが」

「うん、判っとるで」

「ここはシングルとダブルですね」

「そやで、お父さんがシングルで、お母さんと小さい子供がダブルで一緒に寝る為に作ったんや」

「ですから、僕はツインをお願いしたんです」

「知っとるがな。そやけど今日は神崎さんたち以外にお客さん居おらんし、ええねん。ちゃんとツインの料金にしとくし心配せんでええで。俺が決めてええねんから。この部屋はテラスも広いし、そこでバーベキューできんねんで。他の部屋より絶対お得やって。ところでお姉ちゃん名前は？」

「山田花子」

「神崎さん、下の名前は？」

「秀一です」

「ほんならこの部屋で花ちゃんがダブルで寝て、秀ちゃんがシングルで寝たらちょーどええやん？」

　鳴門なると海かい峡きように放ほうり込こむぞ！

「それにさ、秀ちゃんと花ちゃんがダブルベッドで一緒に寝たってええやん」

　なんちゅーこと言い出すんだこのガキは！

「それもそうですね。名案です」

　神崎、お前もか！　でも、それもいいな。てか花子、お前もか！

「だろ？　秀ちゃん、花ちゃんと恋人同士なんやろ？　それやったらもう、一緒でええやん。どーせ一緒の部屋なんやし」

「恋人同士という訳ではありませんが」

「えー？　ちゃうの？　ほんなら、今すぐ恋人になったらええわ」

「そーゆー問題じゃないんだけど」

「キセイジジツ作っちゃえよ」

「はぁぁぁぁ？」

「それは名案ですね」

「えーと、お風呂のご案内でーす。んとな、お風呂はご家族単位で入って貰ってますー。けど、今日のお客さんは秀ちゃんと花ちゃんだけやし、好きな時にテキトーに入ってええし。二人で一緒に入ってもええねんで。ご家族単位やし」

「それも名案ですね」

「ヲイ、神崎！」

「素直じゃねーな、花ちゃんは。ま、ええわ。頑張れよ、秀ちゃん！」

「はい、そうします」

　神崎さん楽しそうだし！　なんなのよー、神崎さんとこのチビと二人であたしをおちょくってる？

　と思ったら今度はカズ君がテラスの窓を開けて手招きしてる。

「この部屋、テラスにテーブルあるから。このテーブルはバーベキューコンロ埋め込んであるから、ここでバーベキューできんねん。夕ご飯はここで食べてや。部屋ん中やと、服にニオイつくし。焼き方判れへんかったら俺呼んでや」

「ありがとうございます」

「あとはー。裏にヤギとウサギが居いてるし、ニワトリ居おるから、朝はそれで目ぇ覚めるかもしれんで。夕ご飯どーする？　すぐ食べるんやったらすぐ持って来るし」

「では、少々片付けたいので三十分後くらいにお願いします」

「了解。ほな何かあったら俺がさっきのとこに居てるし、なんでも言いに来てな。失礼しましたー！」

　カズ君はちゃっちゃと説明を終えるとさっさと部屋を出て行ったんだよ。なんなんだ？　凄いよ、あの子。めっちゃ仕事できるよ。

　てーか！

　チョイ待ってよ、カズ！　あたしたちを二人にしないでよっ！　どーしよ、二人っきりだよ。

　いや、この構図はいつもと一緒だ。いつも通りだ、問題nothingだ。

　いやいやいや、いつも通りじゃねーよ！　ベッドがあるんだよこの部屋には！　どーするよ、花子！

　神崎さん、満足そうに笑いながら荷物を置くと、ストールを外して椅子に掛け、シングルの方のベッドに腰掛けたんだよ。

「僕はこちらのベッドを使わせていただきます。どうせ『気を付け』の姿勢で寝ますから。山田さん、そちらのダブルベッドで広々とお休み下さい」

「ベ……別に、あたしだってシングルでも問題ないけどっ」

「僕が問題あるんですよ。あなたにダブルを使って貰わないといけません」

「へ？　なんで？」

「後で僕があなたのベッドに侵入するからですよ」

　なんですと────！

「冗談ですよ」

　今日の神崎さんのジョークはなんだかシャレにならん。

　それからあたしたちはテラスで夕食を取ったんだよ。淡路牛と、タケさんの畑で作った有機野菜、大量の玉たま葱ねぎ。そしておかわりし放題のアイスクリーム。ヤギやニワトリの声を聴きながら傾けるワインにも満足して、薄暗くなってくる頃にはすっかりお腹いっぱいになったんだ。

　さて、ご飯も食べたしお風呂だよ。二人で一緒に部屋を出て、タケさんとこに行ったんだよ。

　玄関入ったところにダイニングテーブルのデカいのがあってさ、そこに椅子が八つくらい置いてあって、勝手にそこでテレビ見たりウダウダできるよーになってんの。そこのテーブルのとこでカズ君が何か書いてるんだよ。カウンターの奥ではタケさんが何か仕事してるのが見えんの。

「あっ、秀ちゃん、花ちゃん、お風呂？」

「はい、案内していただけますか？」

「おっけー！」

　カズ君がポイッと鉛えん筆ぴつを放り出すと、書いてた本がパタンと閉じて、表紙に『かん字れんしゅうちょう』って書いてあるのが見えるんだよ。宿題してたのかな。

「こら、カズ！　お客様に『おっけー』じゃないだろ！」

「いいんですよ。僕たちはカズ君・秀ちゃんの仲ですから」

　いつからそんな仲になったんだよ、あんた！

「すいません、この親にしてこの子ありで……」

「しっかりした働き者ですよ。お父さんに似たんです」

「早く来いよ、花ちゃんは来ねーの？」

「一緒に入るんじゃないからっ！」

「ねー、お父さん、俺、秀ちゃんと一緒にお風呂入ってもいい？」

「バカ！　何考えてんだお前」

　慌てたタケさんがカウンターから出て来たよ。ああ～、絵に描いたようなフツーのおじさんだ。ちょっと貧ひん弱じやくそうな感じする。でも眼鏡の奥に優しそうな瞳ひとみ。

「すいません、よっぽど気に入っちゃったみたいで、さっきから秀ちゃん秀ちゃんってずっと言ってるんですよ。ほんとすいません」

「いえ、良かったらカズ君とお風呂ご一緒したいんですが」

　なんですとおおおお！

「よっしゃ！　お父さんいいでしょ？　秀ちゃんがこう言ってるんだからさー」

「それじゃあまりにもご迷惑じゃ……」

「僕がカズ君と一緒に入りたいんです。ダメですか？」

「ダメなんてとんでもない。じゃあ、申し訳ないですけどお願いします。お前、神崎さんに変な事言うんじゃないぞ」

「大丈夫だって！　じゃ、この俺様が秀ちゃんに女の落とし方指南してやるぜ」

「それは楽しみですね。じゃ、行きましょうか」

「おう！」

　二人仲良くお風呂行っちゃったよ。なんなのよー？

　あたしが呆あつ気けにとられてたら、タケさんがニコニコして声をかけてくれたの。

「山田さんでしたっけ。コーヒー如何です？」

「はい、いただきます！　タケさんも花ちゃんって呼んでください。カズ君にもそう呼ばれてるし」

「じゃ、そうさせて貰いますね。花ちゃん、ミルクと砂糖は？」

「ミルクだけ」

「はい、かしこまりました」

　カウンターの中からコーヒーのいい香りがしてくる。

「タケさんて、すっごい癒いやし系。奥さん幸せですねー」

「いやぁ、私があんまりのんびり吞のん気きなもんだから、呆あきれられてますよ。でも手て前まえ味み噌そですけどね、父親が吞気だと子供がしっかりするみたいでね。生意気なのが玉に瑕きずだけど」

　トレイにコーヒーとミルクを載せて、タケさんが運んできてくれる。緑色のエプロンが良く似合う。

「彼氏、男前ですねぇ。モデルさんか俳優さんかと思っちゃった」

「ただの設計屋さんですよ。……ってか、彼氏じゃないし」

「え？　彼氏じゃないの？　てっきり彼氏かと思った」

「同居人です。ルームシェアしてるんですよ。ＧＷ暇だし、一緒に出掛ける？　みたいな軽いノリ。どーせルームシェアしてるんだし、泊まるとこ一緒の部屋でいいよねーって」

「あの彼そんなこと言うの？」

「まさか。彼は唐とう変へん朴ぼくで朴念仁でバカが付くほど堅かた物ぶつだから『年頃の独身男女がそのような！』ってすっごい反対したんだけど、あたしがほら、こんなヴィジュアルだし、間違いの起こりようがないでしょ、って思って『一緒でいいじゃん』って……あたしが言ったんだけど……」

　タケさんが自分のコーヒー持ってまた出て来たよ。あたしの正面に座っちゃって、聞く気満々だよ。

「けど？　今頃になって心配になって来た？」

「うーん、神崎さんだから心配ってことは無いんだけど、あたし自分の寝ね相ぞうわかんないし、いびき搔かいてたらどうしようとか、そういう事が気になっちゃって」

　タケさん、コーヒー飲みながらニコニコしてんだよ。

「まあ、そうだよね、気になるよね。花ちゃん、彼の事、大好きだもんね」

「うん、大好きですよ。なんかもう家族みたい。兄にしちゃイケメン過ぎだけど」

「花ちゃん、自分の心を騙だましてるね」

「は？」

　タケさん、ふふって笑ってコーヒー置いて、あたしの顔を覗き込むんだよ。

「花ちゃんは神崎さんに恋をしてるよ」

「はい？」

「気付いてないんだね」

「え？　いやいやいやいやいや、それは無い、無いですよ」

「ねえ、彼ってどんな人？」

　なんだ、藪やぶから棒に。

「世界遺産級の朴念仁ですよ。それで超毒舌。自分に厳しく他人にも厳しい。毎日欠かさず筋トレするし、ご飯も自分で作るの、しかも凄い上手、特に和食が絶品なの。仕事は完璧主義で、彼の辞書には『妥だ協きよう』って言葉が無い。車の運転も上手で国際Ｃライつったかな、なんかラリーとか出られるヤツ持ってて、建設機械も一通り自分の手足みたいに扱えるの、設計者の分際で現場の人よりずっとずっと上手で。何をするにも完璧で合理的でスマートで、なーんかいちいち癇に障るのっ！」

「ふんふん、それで？」

　タケさん、椅子の背もたれに寄りかかって腕組んでる。あたしは一気に捲まくし立たてて呼吸困難。

「だけどね、凄い優しくて気が利いて、あたしの考えてる事なんか、言う前にすぐ判っちゃって」

「へえ、例えば？」

「ちょっと寒いなーなんて思うと、すぐストールとか上着とか掛けてくれるし、一緒に歩いてて階段とか坂とか来ると、黙って手を取ってくれるし、砂嵐の時なんかあたしが怖がってパニックになっちゃって、泣きそうになってたら、神崎さん、あたしの事……」

　え、ちょっと、あたし何言ってんのよ！

「あたしの事？　どうしたの？」

　うわー、そこツッコまないでよー！

「あ、いや、その……」

「抱き締めてくれた？」

「いやああああ、何言わすんですかぁ！」

「言ってないじゃん」

「あ、そっか」

「で、抱き締められて、花ちゃん嬉しかったの？」

「そっ……そりゃ嬉しいですよっ、その時はパニクってたんだもん！　タヌキが出た時もびっくりして神崎さんにしがみついちゃって、その時も……」

　え、ちょっと、あたし、どんどん自分で喋っちゃってるじゃんっ！　自じ爆ばくフラグ全開じゃん！

「抱き締められたのね？」

「いやあああああ、タケさん、勘弁してぇ！」

　もう、恥ずかしくって、顔から火が出るよ。危ねーよ、危険だから顔隠しちゃうよ。

「気づいたかな？　自分の気持ち」

　……はい？　あたしの気持ち？　あたしの？　キモチ？　ですか？

　顔を覆おおっていた手を下ろしたら、タケさんがニコニコしたままあたしを見てる。

「自分の心に噓ついちゃダメだよ。花ちゃんは恋愛を怖がってる。でもさ、自分を騙し通す事なんて不可能なんだよ。こんなに溢あふれちゃってるじゃん」

　え？　ちょっと？　あたし……神崎さんのこと、好きなの？　噓でしょ？　そうなの？　マジで？

「彼のこと、好きなら好きでいいじゃない？　彼に恋をしてる自分を好きになってあげなよ」

「自分を、ですか？」

「そう。彼を見つめる花ちゃんは凄く可愛いよ。『愛の伝でん道どう師し・タケ』の言葉を信じなさい」

　再びコーヒーを飲んだ『愛の遣けん唐とう使し・タケ』さんが、ふと思い出したようにあたしを指さした。

「ね、ところでそのイヤリングさ、彼の車のキーホルダーとお揃いだって？」

「え？　そうですけど。なんで知ってるの？」

「カズがそう言ってたから。アイツそーゆーとこのチェック厳しくて」

「鋭いですね、カズ君」

　そしたらタケさん、急に身を乗り出して来て小声で言うんだよ。

「それ、花ちゃんの手作り？」

「ううん、神崎さんが作ってくれたんです。一緒に天橋立に行った時に拾った貝殻なの。記念に何か作ろうって言ってくれて」

　タケさん、一瞬ぽかんとして目が点になってたけど、急に笑い出したんだよ。

「あっはははは、マジで？　なんちゅーニブチン。そこまでされても気づかないかぁ。こりゃ神崎さんも大変だな」

「何がですかぁ？」

「いやいや、気にしないで。なーるほどね。こりゃ傑けつ作さくだ。うん、判った、花ちゃんは成り行きに任せてのんびり吞気にしていればいいよ。それですべて上手く行くから」

「え～？　どういう事？」

「彼に任せておけばいいって事だよ。のんびり吞気にね」




「だから秀ちゃんは押しが足りねーっての。ちょっとくらい強ごう引いんな方がええねんで」

「そうでしょうか」

「全くわかってへんなぁ、向こうはそれを待ってんねん」

　なんか二人盛り上がりながらお風呂から戻って来たよ。なんかすっかり仲良しこよしだよ。

「おかえり～」

「お待たせしてすみません、少々議論が白熱してしまいまして遅くなりました」

「……議論かい。まあいいや、じゃあ、あたし行ってくるね」

「あ、山田さん」

　お風呂に向かおうとするあたしを神崎さんが引き留めた。

「失なくすといけませんから、イヤリングは僕がお預かりしましょう」

「あ、うん、ありがと」

　あたしはイヤリングを外して、神崎さんの大きな掌に乗せたんだよ。そしたらさ！　その瞬しゆん間かん、神崎さんてばあたしの手を握ったんだよ、急に！

　びっくりして神崎さんの顔、見上げちゃったよ。だけど彼ってばすぐに手を離して、何食わぬ顔で「行ってらっしゃい」なんて言うの。もーなんなのよ。タケさんがニヤニヤして見てるじゃん！

　それからお風呂に入ったんだけどさ、なんかもう緊きん張ちようしちゃってダメなんだよ。だってさ、お風呂上がったらお部屋に戻る訳じゃん。そしたらまた二人じゃん。

　いえね、確かにね、いつも二人だし、今日だってずっと二人だったし、いつもと何も変わらないっちゃ変わらないんだけどさ。だけどほら、これから二人で過ごす部屋って、言ってみりゃ寝室だしさ。それに夜だしさ。これから寝る訳だしさ。あーもう、タケさん変なこと言うから！

　てか、今日の神崎さん、問題発言多すぎなんだよ。……新婚旅行とか……きゃあ～！　何言い出すのよー！　ムリムリムリ！　もうあたし神崎さんと顔合わせらんないし！

　なんて言ってらんない。落ち着け花子。今日はあの部屋で一緒に寝るんだぞ。え……。一緒に寝る？　そういえば「後であなたのベッドに侵入しますから」とか言ってたよなぁ。あの神崎さんが？　あのイケメンが？　あたしのベッドに侵入？　きゃあああ～！

　先週みたいにあんな至近距離で囁かれたりしたらあたし、マジで死ぬし！　それどころか、あの日みたいに唇が掠めたりしたら……きゃああああ～！

　てーか！　完璧に人じん畜ちく無害なサイボーグ『神崎ver.4-No.31415』だと思ってたのに、なんか今日の彼は有害物質っぽいんだよ。ちょっとマジであたしのベッドに侵入して来たりするかもしんないじゃん。なんてラッキー！　素晴らしい、もう死んでもいい、いや、死にたくない、ずっと抱き締められていたい、え、やだ、あたし素直過ぎ、やだも～恥ずかしいし！

　てか、あたし、もう二度も抱き締められてるじゃん、やーん、どーしよ、恥ずかしー！　今度はベッドの中よ～！　え、ちょっとベッドの中って表現がエロいよー！　きゃあああ～～～！

　ダメだ、何を考えても「きゃあ～」に落ち着く。てかあたしは落ち着かないっ。そうだ、何かしてればいいんだよ。神崎さんと一緒に部屋に戻る、それで……ええと……ええと……よし、将しよう棋ぎだ！　ジジくせー！　ダメだダメだ。じゃあ何？　囲い碁ご？　ますますジジくせー！　チェスならオシャレっぽいよ。てゆーか、あたし将棋も囲碁もチェスもできないじゃん！　あーん、もう、何したらいいのよー！　カズ君、こーゆー時こそ助けてよ～。

　湯船のお湯でバシャバシャ顔洗って、それでも顔が火ほ照てってるような気がするのはそれがお湯だからだよね、当たり前か。水で洗えよ、花子……。

　あ、待てよ？　テラスから星が見えるかも。今の季節ってどんな星が見えるんだろう？　あ、それいいじゃん。二人してテラスで星を眺めながらお喋りしてさ。

　それで神崎さんがいつものようにいろいろ解説してくれるんだよ。「あれは北ほつ極きよく星せいでこっちは南十字星ですよ。神話では、北極星と南十字星は百年に一度だけ会う事ができるんです。その時はグランドクロスになるんです」とか言っちゃってさ。訳わかんないけどいいんだよ。そんな話をするんだよ。

　それでまた本日ドップリ問題発言モードの神崎さんが「僕は北極星のように山田さんを一人にしたりしませんよ」とか言っちゃって、あたしの肩に手を回したりして、そのままギュ～って抱き寄せられたりして、そのままチュ～って……。

　いやあああああ！　ダメダメダメ！　そんなおいしい話は無い！　え、ちょっと待った、おいしいってなんだよ、期待してんのか花子！　何期待してんだよ花子！

　待て待て待て、落ち着け、いや、いいんだよ、チュ～はいいんだよ、良くねーか、良くねーよ、まあヨシとしたとしよう、その先まで発展したらどーすんだよ。

　いや、それは大丈夫だ、このヴィジュアルだ、神崎さんの方が一撃でやる気無くす。やる気ってなんだ、何をやる気だヲイ！　あああ、自分でツッコんでるよ。ツッコむってなんだ、何ツッコむんだ！

　いやーん、どんどん自爆してくじゃん。やる気とか言うからいけないんだよ。そう、神崎さんがあたしのヴィジュアルで一気に萎なえる……って何が萎えるんだ！

　もうダメだ、考えれば考えるほどドツボにハマる。ああ、もうのぼせて来たよ。照れてのぼせてるのか、お風呂に浸つかり過ぎてのぼせてるのか、自分でも良くわかんないよ。

　とにかく出よう。てか、どんな顔して出たらいいのよ～！　なるべくフツーに、いつも通りの顔で出ればいいのよ、そうそう！

　あたしは取り敢えず湯船から出て体を拭いたんだけど、暑くてすぐに服を着たくなかったのよ、汗あせかきそうでさ。だからちょっと無理がある感じもしたけど、バスタオルを体にやっとこさっとこ巻いて、鏡の前で濡ぬれた髪を拭きながらぼんやり座ってたのよ。

　そしたらさ。なんだかよくわかんないんだけどさ、急に視界が揺れたんだよ。あれ？　って思った時にはもう遅くて、あたしはブラックアウトしたんだよ……。

　目が覚めたらあたし、ベッドの上に居たんだよ。部屋のダブルベッドだよ。いつの間に寝たっけか？　あんなに心配したのに案外あっさり寝たもんだなぁ。

「気が付かれましたか？」

「うわっ！　神崎さん!?」

　……が、覗き込んでるよ、あたしを。

「大丈夫ですか、どこか痛いところはありませんか？」

「ほえ？」

「お風呂場で倒れられたので」

「え……あたしが？」

「ええ、そのまま運ばせていただいたので、まだバスタオルのままですが」

　なんと！　慌てて布団を捲めくると、確かにさっき無理やり巻いたバスタオルが辛かろうじて引っ掛かってる感じだ。そうだ、あたしそういえば、まだお風呂から出てなかったよ。

「やっ……ちょっ……恥ずかし……」

「僕はタケさんのところに行ってますから、着替えをなさってください。そこにお風呂場にあった山田さんの着替えを持って来てありますから」

「う……ありがと」

　神崎さん、出て行っちゃったよ。とにかく着替えよう。パンツも穿いてないんじゃ気が気じゃない。

　あ、そうか、思い出した。ドレッサーの前で座って髪を拭いてたんだ。それで急に眩暈めまいがしたんだ。そっか、あたしきっとのぼせてぶっ倒れたんだ。長い事お風呂に入ってたもんなぁ。だって……いろいろ考え出したらきりがなくて……ってヤバい、また同じ過あやまちを繰り返すところだった。

　あたしはさっさと着替えると、タケさんとこに行ったんだよ。そりゃ行くよ、きっと心配かけてる。

「あっ、花ちゃん、大丈夫？」

　真っ先にカズ君がすっ飛んで来たよ。何かアニメの柄の入ったパジャマ着てるよ。可愛いなぁもう。

「うん、大丈夫。ありがと」

「花ちゃん、これ飲んで」

　タケさんが冷たい麦茶を出してくれると、カズ君があたしにまとわりついて来て無理やり椅子に座らせられちゃった。

「ありがとう。ごめんなさい、心配をお掛けして」

「いいから座れよ。びっくりしたんやで、秀ちゃんと喋ってたらお風呂の方でガタンってエライ音がしてな、秀ちゃんが『山田さん！』って急に立つし」

「カズ君に見に行っていただいたんです。その……何も身に着けてらっしゃらないといけないので」

「もう、そんなこといちいち気にしてんじゃねーよ、花ちゃんの一大事かもしれへんやろがー！」

「そうですね。全く以もつて師し匠しようの仰る通りです」

　は？　師匠？

「でも凄かったんやで、秀ちゃん、花ちゃんをヒョイって抱っこしてさ。お父さんやったら無理やった思うで」

「ん～、お父さんはギックリ腰コースだなー」

　タケ、断層に放り込まれたいか。

「まあ、あれは九十八点くらいあげてもええわ」

「ありがとうございます、師匠」

　だからなんなんだよ、その師匠ってのは。いつからカズ君は神崎さんの師匠になったのよ。てか一体なんの師匠なのよ。

「ほらカズ、お前宿題終わってないんだろ？　さっさと終わらせろ」

「あ、じゃああたし達、部屋に戻りますね。ごめんなさい、お邪魔して」

「えー！　秀ちゃん、もうちょっと話そうや～！」

「お前は宿題！　神崎さんはお前と遊ぶために来たんじゃないんだぞ」

「わかってるよ、だからこそ、花ちゃんと部屋に戻る前に俺が必殺技を教えよう思っとるんやんかー、あいたたたたた何すんねん」

　タケさん、カズ君にこめかみグリグリ攻撃してる。

「すいません、もうホントにお邪魔ばっかりして。折角のご旅行なのに」

「いえ、カズ師匠にはいろいろな技を伝授していただきましたから。では師匠、僕達は戻りますので、漢字練習帳の続きをなさってください。あ、『魚』という字の下の点々は四つですからね。全部五つずつ書いてありましたよ。ではおやすみなさい」

　慌てて漢字練習帳を確認するカズ君を尻しり目めに、あたしたちはタケさんに挨拶して部屋に戻った。

　部屋に戻って来たあたしは、ベッドとテラスの間にあるカフェテーブルに落ち着いたんだよ。さっき、神崎さんがストール掛けてたとこだよ。

　このペンション自体がカントリーハウスな趣おもむきでさ、家具なんかもみんなカントリー調なんだ。パイン材でできたベッドやカフェテーブル、椅子、壁掛け時計とかちょっとしたチェストなんかもみんなそう。ベッドカバーもパッチワークだし、カーテンも赤いギンガムチェックで可愛らしい。

　テラスにはたくさんのお花を寄せ植えしたハンギングポットがぶら下がってる。きっと神崎さんならお花の名前、全部わかるんだろうな。

　お部屋に備え付けてあるコーヒーカップなんかも「自分で焼いたんかい？」っていうような地味で温かみのあるデザイン。本当に自分で焼いたのかもしれないな。

「どうなさったんですか、お風呂。眠ってしまわれましたか？」

　って言いながら紅茶淹れてくれてる。ああ、やっぱり神崎さんだなぁ。

「ううん、起きてた。湯船に浸かっていろんな事考えてた」

「どんな事です？」

「え……あ、その……いろいろ。将棋とか囲碁とか」

「囲碁？」

「うん、将棋も囲碁もチェスもできないなーとか、そんなどーでもいいような事。他にもいろいろ」

「随分突とつ拍ぴよう子しもない事を考えてたんですね」

　話しながら神崎さんが紅茶を運んできてテラスのテーブルに置くと、「こちらで星を見ながらお茶を飲みませんか？」ってゆーんだよ。そりゃー行きますよ。あたしはこう見えてもロマンチストなんですから。てか、まさにお風呂でそれ考えてのぼせたんだから。

　さっきのバーベキューコンロの埋まってるテーブルは、既に蓋が閉めてあって普通のテーブルみたいになってる。その上にはパッチワークのテーブルクロス。メチャクチャ可愛い。お花柄や葉っぱ柄、水玉にペイズリー。だけど色に統一感があって、雑多な感じがしない。

　その上に神崎さんはカップを仲良く隣同士に並べて、あたしに椅子を引いてくれる。あたしが座ると、神崎さんもすぐ隣に座って背もたれに寄りかかる。

　黙ったままの神崎さんが気になってチラッと彼の方を盗み見ると、何を考えてるのか、ぼんやりとカップの縁を指の背で撫なでてる。

「信楽しがらき焼やきか……。素そ朴ぼくにして大だい胆たん、力強いのに温かみがある。焼いた人の人柄が出る。タケさんの作でしょうね」

「あ、やっぱそう思う？　あたしもタケさんが自分で焼いたんだろうなって思った」

「いい家ですね。こういうカントリーライクなインテリアは落ち着きます。山の中にこんな家を建てられたらいいなぁ。家よりも広い庭でたくさんの花を育てて、畑も欲しいな。何を植えようか、トマトとキュウリとピーマンとナスは植えたいな。ゴーヤをグリーンカーテンにすれば日差しも防げるし、料理にも使える。バジルやタイムも植えてコンパニオンプランツとしても働いて貰おうか」

　神崎さん、あたしの存在を忘れたかのように、カップの縁を撫でながら一人でボソボソ言ってる。やっぱり神崎さんて、本当に田舎いなか生活派なんだな。自給自足とか大好きなんだ。本社の人が聞いたら目ぇ回すよ。いつもスーツでびしっと決めて、休日もドビーシャツにカーディガン着るような男が、トマトとピーマンとゴーヤだって。

「山田さんはどうです？　こんな家やこんな暮らし、どう思われます？」

「え、あたしは素敵だと思うよ。なんかホッとするもん」

「ホッと……ですか」

「うん。安心する」

「山田さんは安心感を求めるんですね。ＦＢ80車体カラーにも求めていた」

「……そうだったかな」

「僕もですよ。安心感……少し違うか。安らぎ……ですかね」

「家庭に求めてるの？」

「ええ、そうです」

「あたしも。お父さんの膝の中にいるような安心感。ステテコだけど」

　その時さ、急に神崎さんがあたしの手を握って来たんだよ！　しかも指を絡ませるようにして！

「僕ではダメですか？」

「え？」

「僕ではその安心感は得られませんか？」

　え、ちょっと、どうしよう、凄いバクバクしてるんだけど。なんて答えたらいいの？

「すみません、そんなに真面目に考えなくて結構ですよ。今日は新婚旅行ですから……気分だけでも」

　もしかして。数々の問題発言って……『新婚旅行ごっこ』してるわけ？

「結婚式もしてないのに新婚旅行？」

「ご不満なら今しましょうか、結婚式」

「アハハハ、何それ～」

　あたしが笑っていると、神崎さん、自分のカバンの中から手ぬぐいを出して来たんだよ。これ、龍安寺に行った時にゲットしてきた石庭デザインの手ぬぐいじゃん。よっぽど気に入ってんだな。可愛い。笑っちゃう。

　なんて思ってたら、あたしをその場に立たせて、龍安寺手ぬぐいをあたしの頭にかけるんだよ。

「これ、ヴェールですからね」

「マジ？　石庭デザインなんですけどー」

「素晴らしいヴェールですね、世界に類を見ません」

「マジですかー」

「指輪がありませんね。これが無いとお話にならない。……あ、あれがいい」

　神崎さん、嬉々としてカバンの中から何かを出してきた。

「これは指輪です。僕が指輪と言ったら指輪です」

　いや、スプリングワッシャーだよ、どう見ても……。

「さ、結婚式ですよ、山田さん。汝なんじ、病やめる時も、健すこやかなる時も、この者を愛し、支え、共に歩む事を誓いますか。はい、誓います。次は山田さんの番です。山田さんも誓って下さい」

　てか独ひとり芝しば居いかよ！

「はい、誓います」

　なんでやねん！　誓っちゃったよ。

「さあ、山田さん手を出して。指輪の交こう換かんです」

「だってこれスプリングワッシャーじゃん」

「指輪です」

「はい……」

　神崎さんがあたしの手を取って、指にスプリングワッシャーをはめるんだけどさ、指が太くて入らないんだよ！

「こちらは僕の指輪でしたね。ええと、山田さんのはこちらでいいでしょうか」

　って、なんであんたスプリングワッシャーなんかいくつも持ち歩いてんだよ！

「あ、入りましたね。ちょうどいい。それでは山田さんの番ですよ。これを僕の指に」

「はい」

　ってなんであたしまで！　とか思いながらもなんだか面白くなって来た。

「次は誓いのキスですよ」

「えっ!?」

「なんですか、どうなさいました？　当然の流れですが」

「え、あ、いや、そうだよね、誓いのキスね、はい、そうね」

　あたしは何をしどろもどろになってるんだ。たかだかキスじゃないか。

　神崎さんが龍安寺手ぬぐいの裾をあたしの背中の方に避よけて、あたしの肩に手を掛けるんだよ。どーしよ。『今からキスします宣言』をされてキスなんて、そんなのアリ？

　神崎さんが少し体を屈めて、あたしにその美し過ぎる顔を近づけて来るんだよ。もう、心臓止まりそうで目を閉じたんだけどさ、いつまで経ってもキスされないんだよ。

　あれ？　って思って目を開けたら、神崎さんがニコニコしてあたしを見てるんだよ。何やってんだよコイツ！

「すみません、あんまり可愛くて見とれてしまいました。今からキスします」

「へ？」

　あたしの声がひっくり返った瞬間、神崎さんがチュッておでこにキスしたんだよ！　ちょっ……そこかよ、そこなのかよー！

「結婚式しましたから、新婚旅行もアリですね」

　それ、アリなんですか？　神崎さん？

　それから暫くテラスでお喋りしたんだよ。いや、暫くなんてもんじゃないな、夜中までずっとだよ。

　神崎さんが珍しく『自分の家』について語るもんだからさ、そこから「ヤギとウサギを飼おう」とか「カメの池を作ろう」とか、畑で何を作るとか、どんな花を育てようかとか、子供は何人とか、新婚さんごっこして二人で盛り上がったんだよ。

　新婚さん『ごっこ』ではあったけどさ、神崎さんの理想の家庭像ってのが垣かい間ま見みえたってゆーか……なんか彼って可愛いとこあるんだなって思っちゃった。

　こんな話してたらさ、あたしも彼と一緒に田舎の山の中に住みたいなって、だんだん本気で思えて来ちゃった。神崎さんもそう思ってたらいいのにな。思う訳ないか。

　だけど今だけでもこうやって、神崎さんと一緒に将来の事なんて考えたりするのも楽しいよ。これが本当ならもっと楽しいのにな。

　なんて考えてたら、だんだん冷えてきたんだよね。流石に夜は気温が下がる。あたしがちょっと肩を竦めただけで、神崎さんて敏びん感かんに反応するんだよね。

「冷えて来ましたね。中に入りましょうか」

「うん」

　あたしが二人のカップを持って中に入ると、神崎さんがテラスの窓とカーテンを閉めてくれたんだ。……そこまでは良かった。そこまでは。

　あたしがカップをカフェテーブルに置いた瞬間、いきなり神崎さんに後ろから抱き締められたんだよ！　予告なしだよ、突然なんだよ。フツー予告するだろ、しねーか、しねーな、してよっ！

「か、神崎さん？」

「冷えてしまったんでしょう？　僕が温めてあげますよ」

「え、あ、いや、大丈夫、ですっ」

「どうなさいました？　遠慮しなくていいんですよ。新婚ですから」

「ひぁぁぁぁ……」

　あんたわざと耳元で囁いてるだろっ！　あたしが耳弱いの知ってて！

「遠慮じゃなくてっ、あたしにはお布団あるし、大丈夫」

「お布団に入りたいんですか？　積極的ですね」

「せっきょ……そーじゃなくてっ！」

「いいですよ、僕がお布団で温めてあげます」

「それも違うって！」

「照れなくてもいいですよ」

「神崎さんっ」

「フフ……冗談ですよ。山田さんは本当に可愛いですね」

　どあ────っ！　闇の扉とびらに封ふう印いんされし有う象ぞう無む象ぞうの血ち塗ぬられた戦士どもよ！　今こそ蘇り、我わが下に集つどいて金色の野に降り立つべし！　……ってなんか途中からスタジオジブリ入ったな。

「冗談の癖にいつまでそうしてんのよ」

「いけませんか？　山田さんが可愛すぎて僕の手があなたを離すのを拒きよ否ひしているんですが」

「はいはい、それも冗談なんでしょ？」

「いえ、これは本当です。体が言う事を聞きません」

「なんちゅー聞き分けの無い」

「大変です、早く離さないと……」

「何？」

「フフ……美味しそうですね」

「か、か、か、神崎さん？」

「フフ……ですから冗談ですって」

　つって、フツーに手を離しやがった。離すんかい！　ってあたし、何、離されて怒るんかい！

「少しは温まりましたか？」

「メッチャ温まりましたっ」

「顔が赤いですよ？　温まり過ぎましたか？」

「うん、もう布団入れない」

「そうですか、残念です。侵入する予定だったんですが」

「それは残念でした」

「でももうそろそろ寝た方がいいですね、明日はお花を見に行きますよ」

「あ、そうだったね」

　って事で寝ることにしたんだよ。いつの間にこんな時間になってたんだろう。神崎さんとのお喋りが楽しくて、時間も忘れて盛り上がってたんだ。これじゃ冷える訳だよね。

　それであたし達はなんやかんや片付けて、寝る準備したんだよ。

「山田さん、ベッドサイドの灯りを点けて貰えますか？　部屋の灯り、落としますよ」

「はあい」

「ああ、その返事……今のこのタイミングでされるのは拷問ですね」

　部屋が暗くなる。ベッドサイドの灯りだけがぼんやり光ると、いろんなものが今までと違う風に見えてくる。

　ベッドに戻ってきた神崎さんの顔も今までと違って見えて、明るい所では爽さわやかなイケメンだったのに、急にセクシーに見えてくるから不思議。その横顔を見てるだけですっごいドキドキしちゃう。

　あたしの視線に気づいたのか、神崎さんが視線をこっちに投げてくる。

「どうかなさいましたか？」

「……別に」

「物足りないのですか？」

「なっ、何がよ？」

「新婚旅行なのにキスの一つもしないから」

「されても困るし」

「そうですか。困りますか」

「でもさ……神崎さん言ってたじゃん。あたしがガンタに誘われた時。『男は好きでも無い女だって抱けるんですよ』って」

「ええ、そうですね」

「あたし、好きでもないどころか興味すらないかな……」

　ってちょっと待て。こんな事言ったら手ぇ出してくれって言ってるみたいじゃん！

「あっ、別に誘ってるんじゃないからっ！　ただ全然魅力とか無いかなって思っただけだからっ！　あの、何も無い方がいいからっ！　てか、なんでもない、忘れてっ！」

　う……神崎さん、表情一つ変えねーよ。

「山田さん。岩田君はあなたに何もしなかったでしょう？　あの日、その気になれば彼にはいくらでもあなたをモノにするチャンスはあった。でもしなかった。何故だと思います？」

「……？」

「僕はあなたに半分しか教えていませんでしたね。全部言いましょう。男は好きでも無い女だって抱けるんです。ですが、本当に大切な女性にはなかなか手を出せないものなんですよ」

　……大切な女性？

「ですが……」

　え？　神崎さん、急に立ったよ。何？　どした？　ってちょっと！

　あたし、神崎さんにそっと寝かされてそのまま枕まくらに押し付けられたんだよ。

「ですが、キスくらいは頂ちよう戴だいしてもよろしいですか？」

「キ……」

　返事をする間もなく、神崎さんの顔が迫せまって来て……反射的に目を閉じたあたしの耳元で彼がそっと囁いたんだ。

「では、遠慮なく頂戴します」

　きゃあああああ～！　ちょっとタンマ！　待って待って待って！　うあああああ！

　チュッ。

　……て。

　ヲイ。

　神崎。

　一般的に人はその部位を『ほっぺた』と呼ぶぞ。

「では、おやすみなさい」

　そう言って、ヤツは自分のベッドにスルッと潜もぐり込こんだんだよ。

　はあ？　なんだそりゃ？　こんだけあたしをバクバクさせといてそれかよっ！

「神崎さん、キスの仕方も知らないなら、あたしが教えてあげるから、よーっく覚えときなさい。キスってゆーのはここにするもんなのよ！」

　したったわ。こっちから。神崎さんの唇に思いっ切り！

　ぶったまげた神崎さんがぱっちりと目を見開いて『んっ！』とかなんか変な声出してたけど、あたしの知ったこっちゃない。

「おやすみ、神崎さん！」

　あたしはそのまま布団に潜り込み、神崎さんに背中を向けて寝たったわ！




　朝、なんだか早い時間に目が覚めちゃったんだよ。今日は洗濯しなくていいのにね。

　ふと隣のベッドを見ると、神崎さんがお行儀よく寝てる。……んふっ、笑っちゃうよ、ホントに『気を付け』のままで寝てる。可愛いなぁ。

　そう言えば、神崎さんの寝ね顔がおなんて見た事無いな。今のうちに堪能しとこうかな。滅多に見られるシロモノじゃないし。これ、きっと誰も見た事無いんだろうな。なんだか凄いラッキーな気分だよ。

　静かにベッドを降りて、神崎さんのベッドサイドでその寝顔を覗き込む。

　綺麗な寝顔。眠っていてもイケメンだよ。もー、ずるいよ、イケメンは何やっててもカッコいいんだから。眠っててもドキドキさせるってどーゆー事よ？　あーもう、いちいち癇に障るなぁ。

　神崎さんが寝てる間に、顔にイタズラ書きしちゃおっかな？　定番の『額に肉の字』とかさ、『瞼に目玉』とかさ、『ほっぺにグルグル』とかさ。それでもカッコ良かったら腹立つよなー。

　この寝顔見てたら、昨夜の事思い出しちゃった。よくよく考えたら、あたし、とんでもない事しちゃったよね。この『みんなの王子様』にキスなんて、バレたら沙紀や萌乃にブチ殺されるし。きっと試験場の真ん中に首だけ出して体を埋められちゃうんだよ、それもミニショベルでさ。クレーンで吊られてそのまま放置とか。

　でももうやっちまったんだから今更何言ってもしょーがない！

　それよりは……今、もう一度キスしたいな。いずれ誰かの神崎さんになっちゃうんならさ、今だけでもあたしの神崎さんなんだから……ってちょっと、『あたしの神崎さん』て響きが、すっごいいいじゃん！　きゃー、花子、何考えてんのよー！　でもいいんだよ、今は新婚旅行（ごっこ）だしっ！　自分の都合のいい方に考えればいいのっ。

　彼を起こさないように、そーっと、そーっと、顔を近づけて、唇が触れようとしたその瞬間……。

　いきなり神崎さんがバサッと布団をはねのけて、あたしの背中にその長い腕を回したんだよ！

「きゃあ！」

「おはようございます、山田さん」

「おっ、おはよっ！」

「どうなさいました？　ちゃんと最後までキスしていただけないのですか？」

「えっ！　あっ、あの、その……」

「では僕からさせていただきます」

　ひえええええっ！

　彼の馬鹿力に身動き取れずに焦ったけど、なんのことは無い、神崎さんてばちょっと顔を上げてあたしのほっぺたに軽くチュッてしただけなんだよ。昨日と同じかよ、この根こん性じよう無なしっ！

「山田さんの体はとてもフワフワで柔らかくて気持ちいいですね。ずっとこのまま抱き締めていたい、安心します」

　地味に喧嘩売ってんのか？

「このままあなたを抱いて二度寝したいところですが、新婚生活が始まればいつでも好きな時にできますから、今取り敢えず起きることにしましょう。少々惜しい気もしますが」

　とか言ってやっと離してくれたんだ。いつまで新婚旅行ごっこやってんだか。きっとこれは京丹波に帰るまでやってんだろうな。そんな神崎さんも可愛いけど。

「あたし、顔洗ってくる……」

「行ってらっしゃい」

　爽やかな笑顔に送り出されて洗面所に来たのはいいけれど、鏡を見て鳴門海峡ダイブしたくなっちゃったよ。なんなのこれ、このぶっ飛んだ頭は！　軽い天然パーマの髪はメデューサのようになって、一目見るなり石化しちゃいそうだよ。神崎さん、よくこの顔見て驚かなかったよね。

　ハァ……このメデューサとプリンス神崎じゃどうやっても釣り合わねーし。なーにが新婚旅行だよ。神崎さん、心の中では笑ってるんだろうな。

　なんて思いながらジャバジャバと顔洗ってさ、少し髪を直してから戻ったんだよ。そしたらちょうど神崎さんが着替えてるとこでさ、下は昨日のシルバーグレイのジーンズを穿いて、上はまたもや裸だったのよ。もー、それ見せないでよー、発情するでしょっ。抱きつきたくなるでしょっ。朝から何考えてんだ花子！　盛さかりのついたカバみたいじゃん……ってそれ、冷静に考えるとむっちゃ危険。

「あ、すみません。僕はタケさんのところに行ってますから、着替えをなさって下さい」

「うん」

　神崎さん、シャツを羽織ってボタンを留めながら出て行っちゃった。今日は黒いシャツだったな。あの人、憎たらしいほど黒がよく似合うんだよ。チャコールグレイとかネイビーとか、そーゆー濃こい色。白も似合う。淡いピンクも。そっか、濃い色と薄い色が似合うんだ。……って全部じゃねーかっ。

　なんてブツブツ考えながらも、あたしはサクサク着替えたんだよ。

　鏡を見ると溜息が出ちゃうんだよ。ああ、やっぱり神崎さんとあたしじゃ釣り合わない。ヴィジュアルからして、まるっきりバランス悪い。大体あの人がカッコ良すぎなんだよ。傍はたから見たらイケメン俳優と動物園を脱だつ走そうしたカバだもん。

　でもさでもさ、着実に進んでるよね！　昨日なんて手を繫ぐのもドキドキだったのにさ、恋人繫ぎに昇しよう格かくしてさ、更にあすなろ抱きに昇格してさ、今日なんて前からぎゅーってさ。きゃあああ～。

　てか、その前にあたし昨日チューしちゃったじゃん。きゃあああ～。

　あ、ヤバい、この『きゃあああ～』ループにハマると出られなくなるんだった。

　とにかく！　神崎さんを待たせてるんだから迎えに行かなきゃ。

　で、あたしは部屋を出たわけだ。

　部屋を出て、タケさんのところに行ったんだけどさ、居ないんだよ、神崎さん。タケさんが奥で仕事してるのが見えたからちょっと声かけてみたのよ。

「おはよーございまーす」

「ああ、花ちゃん、おはようさん。神崎さんなら外に出て行ったよ」

「ありがとう」

「昨夜は楽しかった？」

　タケさんがニコニコしながら奥から出てくる。

「うん。テラスでずっとお喋りしてたの。あのカップってタケさんが焼いたの？」

「おっ、わかった？　下手くそだったからなぁ」

　タケさん、照れくさそうに後ろ頭を撫でてる。今日はしましまのポロシャツに水色のエプロンだ。これもよく似合うな。

「神崎さんがね、焼いた人の人柄が出るって。すっごい褒めてた。信楽焼きだって言ってたけど、信楽焼きってタヌキの事じゃないの？」

「あははは……。あれは信楽焼きで作ったタヌキでしょ。信楽焼きで作ったカップだってあるさ～」

「そっか」

　二人してひとしきり笑ったところで、タケさんが優しく言ってくれたんだ。

「神崎さんに任せて正解だったろ？」

「うーん……ほっぺにキスされちゃった。えへへ」

「ほっぺ？」

「うん」

「そっか。良かったね」

「うん！」

「今頃、ヤギとお喋りしてるよ」

「あたしも行ってくる」

「うん、玄関出て左の方から裏に回ってごらん」

「はあい」

　タケさんに言われた通り、玄関を出て左に回ってみた。明るい昼間に見ると玄関前の花壇の花がとっても綺麗で、お花畑みたい。

　裏に回る途中、あたしたちの部屋のテラスの前を通って行ったんだけど、テラスの外側にもハンギングポットがあってたくさんのお花がそこから溢れるように咲さき乱みだれてるんだよ。もうホントに綺麗。きっと神崎さんも自分のお家、こんな風にするんだろうな。

　裏に回ってみると大きな小屋があったんだ。そこから神崎さんの声が聞こえてきたの。

「どう思います？　これは脈ナシでしょうか」

「メへへへへエ」

「これだけ言ってもまるで気付いて下さらないんですよ」

「メヘヘヘヘヘへエエ」

「師匠の仰る通り、やはり押しが足りないのでしょうか？」

「メヘへメヘへへへエエエエ」

「なんと、行動あるのみと仰るのですか」

「メヘへへへエエエエ」

「そうですか……やはり僕はヤギを飼うべきですね。相談にも乗っていただける」

　何やってんだ？

「神崎さん！」

「あ、山田さん」

「何喋ってんの？」

「ヤギさんに相談事がありまして。とても優秀なヤギさんです。やはり僕は家を建てたらヤギを飼う事にします。白ヤギさんにしようか黒ヤギさんにしようかと迷っていましたが、茶ヤギさんにします」

「はぁ……」

「戻りましょうか。朝食を頼んでおいたのでそろそろ準備して下さっているかもしれません」

　戻ってみたら、さっきのダイニングテーブルに朝食が準備してあったんだよ。タケさんが一人で頑張ってるんだと思ったら頭上がんないよ。

　ここのテーブルもよく見たらパイン材でできててさ、テーブルクロスは無いけど、ランチョンマットが敷いてあって、それもパッチワークで作ってあるの。すっごい可愛い。いいなぁ、こういうの。

「ねえ、タケさん。このランチョンマットって、奥さんの手作り？」

「あっははは、バレましたか？　ウチの嫁も下手くそだから」

「上手だよ。凄い可愛いよ。あたしもこーゆーの、敷きたいよ、うちのテーブルに」

「嫁に言っときます。喜ぶだろうなぁ」

　あ、なんかタケさん照れてる。可愛い。

　お喋りしながら、タケさんの畑で採れたベビーリーフのサラダを玉葱ドレッシングで頰張る。ん～、むっちゃ美味しい。ブロッコリも畑で作ったんだって。小さいハウスがあってその中でキュウリやナスも作ってるらしい。昨日焼いたナスはハウスのヤツだな。

　この茹ゆで卵たまごは、朝鳴いてたニワトリさんが産んだもの。ニワトリさん、ごめんね。残さずに食べるよ。ああ、そうか、ニワトリさんを育てながら卵を分けて貰うと、その大切さがわかるんだ。神崎さんはそういう子育てがしたいんだな。きっといいお父さんになるよ。

　なんて思ってた矢先に、黒いランドセルを背負ったカズ君が奥から飛び出してきたんだ。

「秀ちゃん、花ちゃん、おはよう！」

「あ、カズ君。おはよっ」

「おはようございます、師匠」

「俺、今日学校やから、秀ちゃんたちのお見送りできひんねん」

「お気になさらないでください。また淡路島に来る時はここに泊まりますから、一緒にお風呂に入りましょう」

「うん、絶対やで！」

　カズ君と神崎さんが、小っちゃい拳こぶしと大きい拳をぶつけ合ってる。

「秀ちゃん、結婚式には俺を呼ぶんやで！」

「勿論ですよ、師匠ですから」

「よっしゃ！　ほんなら花ちゃんも元気でな！　また来てや！」

「うん。また来るよ。行ってらっしゃい」

「ほな行って来るわ！」

　ランドセルを背負った小さいながらも頼もしい背中が、ぴょんぴょん飛び跳ねながら出て行った。

「結婚式には招待状を送らなければなりませんね。誰よりも真っ先に」

　って神崎さんが一人でブツブツ言ってる。……神崎さんて、結婚するの？

　それから少しして、あたしたちは『ペンションたけ』を後にしたんだよ。

　タケさんいい人だったな。神崎さんも師匠カズ君に『女性の口説き方』を伝授して貰ったらしい。あたしがいくら聞いても、神崎さん教えてくれないんだよ、「これは一いつ子し相そう伝でんなのだそうです。特別に許可が出まして」なんだってさ。はいはい、それで城代主任を口説くのね。頑張れよ。ちきしょー。

　さーて、今日はお花畑をガンガン攻めるのだ！

　淡路島に来る前にさ、「山田さん、本当にお花しかない所でもいいですか？」って神崎さんが聞くもんだからさ、あたしは即答したんだよ、「勿論！」って。野原みたいなとこ好きだもん！

　そしたらここに連れて来てくれたんだ。

　凄いの！　素敵なの！　お花がいっぱいなの！　もうあたし大興奮なの！

「ねーねー、神崎さん、こっちも綺麗だよ！　ほらぁ、チューリップいっぱい！　可愛い～！」

「はいはい、そんなに引っ張らないでください、チューリップは逃げませんよ」

「すご────い、きれ────！　見て見て、これ、ほら、会社の花壇にあった青い花でしょ？」

「ネモフィラ・インシグニスブルーですね」

「それそれ！」

　もー大興奮のあたしは、なりふり構わず神崎さんの腕に絡みついてあちこち引きずり回してさ。

「これ何～？　花弁がキラキラしてるよ」

「これはリヴィングストンデイジーですね。南アフリカ原産の花です。アフリカ探検家のリヴィングストン卿きように因んで名づけられたんですよ」

　もうね、見渡す限りお花なの！　芝しば生ふのあちこちに変な形の花壇が無造作に作ってあるの。

「ねー神崎さん、オランダのチューリップいっぱいある公園ってなんだっけ」

「キューケンホフ公園ですか？」

「あー、それそれそれ！　それみたい！」

「いつか一緒に行きましょう。お連れしますよ、キューケンホフ公園」

「わあい！」

　え？　喜んじゃったけど、あんたと行く事なんて一生無いんじゃないのか？

「ですが、今日はここのお花と仲良くなさって下さい」

「うん！」

　神崎さん、優しい目をして笑ってる。こんな時の神崎さんて、メチャクチャ素敵だよ。こんな神崎さんと一緒にお花を眺めてるなんて、すんごい幸せだよ。ずーっとこの時間が続いたらいいのにな。

　なんかねお花がね、いろんなのがあるの。背の高いのに小っちゃいの、花弁いっぱいなのにちょびっとなの、青いのに赤いのに黄色いのに白いのに……。

　それをね、「これ可愛い」「あれ素敵」「それ綺麗」って言う度に神崎さんが教えてくれるの。

「あー、これあたしでもわかる、パンジーだ！」

「惜しい。パンジーはこっちです。この小さいのはヴィオラですよ」

「んもー！　そーゆーとこツッコまないでよ！」

「その拗ねた顔が見たくて、つい、意地悪してしまいます」

「性格悪っ！」

「フフ……可愛いですね。抱き締めてしまいたい」

「ここでできるもんならやってみろ」

「はい、ではお言葉に甘えて」

　っておい、ホントにするのか！　嬉しいけど！

「やっ、ちょっと……」

「なんですか？　山田さんの許可は得てありますよ」

「こんな人前で」

「人目が気になるなら、人目につかないところへ行きますか？」

「そーじゃないでしょー！」

「もっと大胆な行動に出られますね」

「だーかーらー！」

「冗談ですよ」

「あーん、もう、このドＳ！」

　神崎さんは手を離して一人で先に進んじゃったんだよ。

「もー待ってよ！」

「酷い人だな。僕にこんな拷問を……」

「拷問って何よー！」

　神崎さんてば鼻で笑いながらあたしを置いてさっさと歩いて行っちゃうんだよ。んもー！　牛になるぞ！　んもー！　んもー！　カバが牛になったところであんまり変わらんか。カバの方が凶きよう暴ぼうか。

「クリサンセマムが咲いてますよ。ヤグルマギクとの対比が素晴らしい」

「ふぇ～ん、何言ってるかわかんない。アゼルバイジャン語喋んないでよー」

　やっと追いついて並んで歩くんだけど、神崎さん、脚が長くてさ、あたしが三歩歩く間に二歩しか歩かないんだよ。二に人にん三さん脚きやくしたら絶対に転ぶパターンだよね。

「この白いのがクリサンセマム・ノースポール。こちらのブルー系の花がヤグルマギクです。そういえば、ツタンカーメンの棺ひつぎにヤグルマギクの花が添えられていたという話がありましたね」

「知らんし」

「素敵な話だと思いませんか。そんな大昔に既にこんな美しい花をお供えしてたんですよ」

「ロマンチックだねー」

　あたしが神崎さんにちょっと肩をぶつけると、彼「ん？」って顔してあたしの手を握ってくれる。

「ですが実際は違ったらしいんです。お供えされていたのはワニナシ。アボカドのことです」

「はぁ？　アボカド？　ロマンもへったくれもないじゃん」

「棺の上に置かれていた花輪にはヤグルマギクもあったそうですが」

「『も』って事は他にもあったの？」

「ええ、オリーブ、セロリ……」

「食べ物ばっかじゃん」

「……マンドレイクもあったとか」

「マンドレイクって何？」

「フフ……引き抜くと凄まじい悲鳴を上げると言われる植物ですよ。その叫びを聞いた者は気が狂って死んでしまうそうです。まあ、神経毒を含んでますから、体内に入ると幻げん覚かくや幻げん聴ちようが現れるそうですからね。僕は試ためした事はありませんが」

「ほんとにロマンもへったくれもない……あたしこう見えてもロマンチストなんですけどっ」

　え、そこ、フッとかって笑うとこ？　それ、どーゆー笑いよ？

「これは失礼しました。ああ、こっちも綺麗ですよ。アネモネにダイアンサス、これはデルフィニウムですね。デルフィニウムは、その花姿がイルカに似ている事から付いた名前なんですよ。アネモネは、妹ばかりではずるいので姉もね、という事で付いた名前なんです」

「ウソぉ～！」

「ええ、噓です」

「もー、神崎さんてばどこまで本気かわかんないよ～」

「山田さんへの気持ちは本物ですよ」

「へ？」

「いえ……なんでもありません」

　今、なんだか聞き捨てならないセリフを聞いたような気もするんだけど……。

　なんて考える間もなく、神崎さんがまた一旦手を離して恋人繫ぎにしたんだ。それであたしの思考は一遍にぶっ飛んじゃう訳で。

　それからあたし達は滝たきの小こ路みちを歩いたり、ポプラ並木を眺めたり……。

　あ、そうだ、アヒルさんボートにも乗ったんだよ。あたしの乗った方がメッチャ傾いて沈ちん没ぼつしそうだったから、なるべく真ん中に寄って乗ったりしてさ。どさくさ紛まぎれに神崎さんにくっついてさ。

　彼だって「もっとこっちに来ないとバランス悪いですよ」とか言って、あたしの肩をこうやって抱き寄せて……きゃあ～～～～！　恥ずかしい！　もう、なんなのよ、この人！

　って感じで一日中恋人とデートしてるよーなそんな感じで……きっと傍から見たら結構イチャイチャしてるよーに見えたんじゃないかなぁ的な。でもいいよね、新婚旅行ごっこなんだから！

　って、なんであたしまで開き直ってんだよ。いいじゃん、こんなチャンスもう二度とないんだから、ちょっとくらいイチャイチャしたって。神崎さんだってノリノリだったんだから。

　でもやっぱりキスしてくれないのは、それが『ごっこ』でしかないからなんだろうな。そう思うとちょっと淋しいな。あんなにたくさんチャンスあったのにな。贅沢言っちゃダメだよね。

　そして大興奮の疲れで帰りの車の中あたしだけ爆睡したまま、京丹波に戻ったのよ。

　家に着いて、寝ぼけ眼まなこのあたしがぼんやりしてる間に、神崎さんがお風呂沸かして荷物を全部運び込んでくれて、何から何までテキパキとやってくれたの。

　まあ確かに今日のあたしは大興奮だったし、凄いたくさん歩いたから、自分で思うより疲れていたとは思うんだけどね。それにしても爆睡し過ぎだろ。

　そんなあたしを見て、神崎さんてば「山田さん、今日はお疲れでしょうから、先にお風呂に入って休んで下さい」とか言っちゃって、なんやかんやとあたしを気遣ってくれるの。絶対疲れてる筈なのに。淡路島からずっと運転して来たんだよ？　あたしが隣でグーグー寝てるのにさ。

　なんでこんなに優しいんだろう？　こんなイケメンでこんな優しいのに、なんであんた彼女居ないのよ？　ツタンカーメンの墓にアボカドお供えしてあった事よりも謎だし。

　で、あたし、神崎さんの言う通り先にお風呂に入ったのよ。淡路島に行ってる間、普通に一人前の食事しか取らなかったし、いっぱい歩き回ったから、体重減ってたよ。それになんかちょっと締まったような気もするよ。脚とか。他の人が見たって判んないとは思うけど、あたしにとっては結構な変化なのよ、これ。凄いよ、この調子ならあたし瘦せられそうだよ。

　それでお風呂から上がってきたら、また神崎さん例のチャコールグレイのエプロン着けて何か仕込んでるのよ。相変わらずすっごい似合うんだけど、帰って来たばっかりなのに明日の朝食の準備なんて、なんか申し訳なくなって来ちゃった。

「ただいま～。それ、明日の朝食の下ごしらえだよね？」

「ええ、そうですよ」

　チラッと顔を上げて、あたしと目が合うとニコッとしてくれる。こうやってエプロン着けて包丁握ってる神崎さんて、なんて素敵なんだろう。素敵過ぎて死にそう。愛おしくて仕方がないよ。

「僕もお風呂に入って来ます。山田さんはお休みになっててください」

「うん」

「あ……」

　何を思ったのか、お風呂に向かった神崎さんが急に立ち止まって、くるっと振り返ったんだよ。

「え？　何、どうしたの？」

「おやすみのキスをしていただいておりませんでした」

「えっ……」

「届きませんか？　屈んだ方がいいですか？」

　ってもう屈んでるしっ！

「おやすみのキス、するの？」

「ええ、新婚ですから」

「まだやってんの？」

「いけませんか？」

「いいよ」

　あたしは体を折っている神崎さんのほっぺたにチュッて軽くキスをした。そしたら満足そうに笑った神崎さんもあたしの肩に手を乗せてさ。

「僕からも。おやすみなさい」

　そう言ってあたしのほっぺに……と見せかけて！

　唇にチュッて！

「えっ！　かんざ……」

　神崎さんはもう振り返らずに真っ直ぐお風呂に向かっちゃったんだよ！

　眠れるわけねーだろっ！
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　今日は土曜日。のんびり寝てたんだよ。「眠れないじゃんアゼルバイジャン」とか言ってたくせに。

　なーんか変な夢見たんだよ。変っていうかさ、嬉しい夢なんだけどさ。神崎さんのキスで起こされる夢。なんちゅー幸せな夢なの？　てか、あたしヤバいよね、そーゆー夢見るって、なんか欲求不満？　それとも昨夜の『おやすみのキス』効果？

　なんて思いながら、暫く微睡まどろんでたんだよね。そしたらなんだか半分寝てるよーな半分起きてるよーな、半分夢見てるよーな不思議な感じでさ。またまた神崎さんのキスで目覚める夢見てさ。

　やだもう～、あたし絶対変態化してるし。そんなにチュ～されたいか、花子？

「山田さん、ご飯できましたよ。寝ててもいいですが。あなたの寝顔を眺めているのもいいものです」

　なんてさ。いかにも新婚旅行ごっこモードの神崎さんが言いそうじゃない？　ベッドの端が少し沈んでさ、まるで縁ふちに神崎さんが腰かけたみたいにさ。それでチュッてするの。それで耳元で囁くの「山田さん」って。いや～ん、こーゆー微睡んでる時に見る夢って素敵！　ってあたし何乙おと女めしてんだよ。いいじゃん立派な乙女なんだから。

　でもさ、なんか変じゃない？　気のせいか妙に生々しいよ？　柔らかい感触がほっぺたにムニって。えらいリアリティあるな。ってちょっと待て、これはリアリティとかじゃないぞ、リアルだぞ？

　パチって目を開けたら神崎さんの顔が至近距離にあって、「ひえっ」て変な声出しちゃった。

「お目覚めですか。もう少し眠られていたら唇も頂戴するところでしたが残念です」

「そうだったのか……もう少し寝たふりしとけば良かった」

「利害関係が一いつ致ちしましたね、ではもう少し寝たふりをお願いします。その方が僕もやりやすい」

　この人のジョークは偶にシャレにならんからな。

「いい。起きるし」

　そしたら神崎さん、わざとらしくがっくりと肩を落とすんだよ。

「はぁ……残念です。ところで、朝食はパンにしましたが、コーヒーと紅茶、どちらになさいますか？」

「ふあ～……ミルクティにして」

「了解。下でお待ちしてます」

「はあい」

　神崎さん、部屋を出ようとしてドアノブに手をかけた時、チラッと振り返ったんだ。優しい目をして、だけど何かちょっと悲しげな顔をして笑ったんだよ。

「その返事、あと何回聞けるんでしょうね」

　神崎さんが部屋を出てった後、ちょっと考えちゃったんだよね。確かに、あと何回神崎さんにこんな間抜けな声で返事できるんだろう？　会社に行ったら「はあい」なんて言えない。仕事なんだから。

　それに、役職は城代主任や製造部長の親父さんの方が上だけど、ＦＢ80っていうマシン単位で見たら「主担当」の神崎さんの方が上司になる。上司にこんな風に甘えてちゃダメだよね。

　って事は、あたしがこんな風に神崎さんに甘えられるのは家にいる時間だけになるんじゃん。今日と明日過ぎたらまた平日だよ。そして次の休日には東京に戻る。東京に戻ったらあたしたちまたお家もバラバラじゃん。

　えー！　もう無理だよ、一人暮らしなんて！　神崎さんの居ない家なんてあり得ない。何もしてくれなくてもいいよ、神崎さんにそこに居て欲しいんだよ。そこで笑ってて欲しいだけなんだよ。

　だけど、時間は過ぎて行くんだよ。来週になったら問答無用だよ。どうする花子？　どーするじゃないよ、早く着替えて下に行こう。一秒でも長く神崎さんの笑顔を見ていよう。

　リビングに下りると、テーブルではミルクティが湯気を立ち上らせてあたしを待ってたんだよ。だけどね、今日のは神崎さんにしては妙に簡単なんだな、昨日の疲れが残ってるのかな？

「そういえば、昨夜何か下ごしらえしてたよね」

「あ、ああ、そうでした。忘れていました」

「忘れてこれ作ったの？」

「ええ、何も無いと思って簡単な物にしてしまいました。そうか、昨夜何かしたな、何だったか……」

　え？　神崎さんらしくない。どうしちゃったの？

「ねえ、もしかしてすっごい疲れてるんじゃない？　ずっと運転してたし。今日はゆっくりしようよ」

「そうですね。自分で思うよりも疲れているかもしれませんね」

「後片付け、あたしがやるから。いつも神崎さんにやって貰ってるし」

「いえ、いつも自分の趣味でやってますのでお気になさらないでください」

「でも今日はあたしがやる」

「そうですか。それではお願いします」

　気のせいかな、顔色もあんまりよくないような気がする。パイングリーンのＴシャツが、そんな顔色に見せるのかな？　あれ？　Ｔシャツ？　エプロンしてない。神崎さんが料理するのにエプロンしてない。噓でしょ、やっぱなんかいつもと違うよ。

　あたし、思わず立ち上がって、神崎さんの方に回ったんだよ。それで、お母さんがよくやってくれたみたいに彼のほっぺたを両手で包んで、おでことおでこをくっつけたんだ。神崎さん、そりゃーびっくりした顔でキョトンとしてたけど、んなこたあ構っちゃいられない。

「神崎さん、やっぱ熱あるよ。ボーっとしてるでしょ？」

「熱……ですか？」

　ほっぺたを包んだ手をそのまま下に滑らせて、首の辺りも触さわってみる。

「うん、やっぱ熱い。寝てた方がいいよ」

「大丈夫ですよ、大したことありません」

「ダメ！　ちゃんとあたしの言うこと聞きなさい。言う事聞かないと、ベッドに縛しばり付つけるからね」

　って言った時に、ちょうどあたしのスマホがアンパンマンマーチを奏かなでたんだよ。

「あ、恵美からメールだ。……え？　マジ？」

「どうかなさいましたか？」

「沙紀と萌乃と恵美と四人で京都に遊びに行かないかって」

「行って来たらいいですよ、お疲れでなければ」

「でも、神崎さん……」

「僕は今日は寝ている事にしますから、家に居てもつまらないですよ。まあ、僕が起きていても面白いとは限りませんが」

　一緒にいるだけで嬉しいんですけどっ！　そーゆー事、気づいてくれませんかね、この特別天然記念物級朴念仁は。

「行ってらっしゃい。茅野さん達と休日に遊ぶことももうできなくなりますから」

「うん……」

　あたしは神崎さんと一緒に居たいけど、神崎さん、あたしが居たら気を遣っちゃうよね。あたしが出かけてた方が静かに休めるかもしれないし。

「じゃあ、そうしようかな」

「あとでお土産話を聞かせて下さい」

「うん。神崎さん、しんどかったら無理しちゃダメだよ？　ご飯作らなくていいんだからね。ちゃんと休んでてね。お願いだから」

「フフ……山田さんにお願いされてしまいました。そうします」

　それからあたしは恵美に返信して、神崎さんの事はだいぶ心配だったけどお出かけしたんだ。




　一週間ぶりの三人娘だよ。やっぱ女子四人集まるとメッチャ楽しい。女子ばっか集まると、とーぜんファッションの話になる訳で、その後スイーツの話になる訳で、更に恋バナになる訳で。

　あたし達はワチャワチャと喋りながらショッピングモールをウロウロしたわけよ。

「ねー花ちゃん、これ可愛いやん。ウチこーゆーの着たいんやけど、似合わへんのよー」

「えー？　沙紀フツーに似合ってるじゃん。萌乃も行けそうじゃない？」

「モエはピンクハウスしか着ぃひんの」

「なんでこれってややポッチャリさんに人気あるんだろ？」

「でもこないだスマートな人が着てはったよ～。あ、お店の人か」

「あたしくらい巨大化しちゃうとピンクハウス入らなくてハッピーマリリンだよ」

「えー、何それ、知らない」

　なんて言ってたら、いきなり恵美がリュックの中から何かのチケットを出してきたんだよ。

「なぁ、今日な、友達限定三名様ご招待チケット言うのん持ってんねんけどな。みんな時間ある？」

「え、なになに～。ケーキ食べ放題？」

「ちゃうわ、一円もかからへんから騙された思てついて来て」

「わ～、行く行く」

「新興宗教ちゃうやろな」

「アホ、沙紀ちゃうわ」

「モエ、健康食品とか要らんし～」

「ちゃうがな。萌乃と花ちゃんはあっちで、沙紀とあたしはこっちやな～。ムフフ」

「なんやの～？」

「着いてからのお楽しみ」

　って連れていかれたところは、なんとエステサロン！　こんなとこ一生来る事は無いと思ってたよ。

「ここ、入るの？」

「そ。あたしいつもフェイシャルやって貰もろてんねん。このチケットで、ボディかフェイシャルどっちか選べるし、好きな方選んでや。さ、行くでー」

　っておい、どんどん入って行っちゃうよ。沙紀と萌乃とあたしは顔を見合わせながら、おずおずと後ろからついて行くわけで。

「タクマさん、こんにちは～」

「いらっしゃいませ～、茅野様、今日はお友達チケットですかぁ？」

「そうやねん、勧かん誘ゆうせんといてな、サプライズで連れて来ただけやし」

「はい、かしこまりました、中へどうぞ～」

　コウモリと会話できるくらい声の高い巨乳の姉ちゃんに案内されてしまって、あたしらは未知の世界へと踏み込んでしまったんだよ。

　うわー、エステサロンってこんななんだ～！　個室のカウンセリングルームがあって、奥の方に施せ術じゆつ室しつがあるっぽい。あっちにはロッカールームか？　いかん、キョロキョロしてしまう。

「どうぞお掛け下さい。今日は皆さんボディとフェイシャルどちらをご希望ですか？」

「はい、みんな好きな方選んで～。あたしはいつも通りフェイシャルね」

「そうですね、茅野様はもうボディは弄りようがありませんから」

　あんたの巨乳、恵美の絶壁に少し分けてやんなよ……。

「花ちゃん、顔は綺麗だからボディでいいよね？」

「うん。ボディお願いします」

「モエもボディ」

「うちはフェイシャル頼むわ～」

　今にもはち切れそうな制服の左胸に「TAKUMA」の名札の付いたお姉ちゃんが「かしこまりました～」と百万ドルの笑顔で応える。

　そして彼女に流されるまま、我々はカポックの葉っぱが揺れるオシャレなサロンで綺麗にされることになってしまったのだ。

　あたし達は四人でお喋りできるように、フェイシャルブースとボディブースの境目のところに集めて貰ったんだよ。お互いはカーテンで仕切られてるんだけど、声が良く聞こえるからお喋りできちゃうんだよ。

　タクマさん面白い人で、しっかり者のお姉さんって感じなのよ。美人だし、スタイル抜ばつ群ぐんだし、巨乳だし、あ、巨乳関係無いか。あたしの方が巨乳だ。てか全部が巨大だ。地味に凹む。

「さーて、ここやったらうちの会社の野郎共に聞かれる事もあらへんし、ゆっくり話しましょうかね、花ちゃん」

「え、何よ？」

「神崎さんの事に決まっとるやん。その為に呼んだんやし」

「えええ？　何それー！　嵌はめられた？」

「そーそー、嵌めた嵌めた！」

　三人でメッチャ楽しそうに笑ってるよ。どーゆー事よそれ。なんて思ってたらさ、フェイシャルの方から恵美のシャキシャキした低めの声が聞こえてくんのよ。

「単刀直入に訊くけどな、花ちゃん、神崎さんの事、どう思うてはんの？」

　えー？　何を言い出すんだ、藪から棒に！

「なんでよ？」

「神崎さん、花ちゃんの事好きや思うねん」

「そんな訳ないでしょー！　この野生のカバみたいなのを！」

「大丈夫、私が綺麗にしてあげます、スーパーエステティシャン・タクマの名に懸かけて！」

「てかさ、毎朝毎晩、花ちゃんの食事作ってくれるんやろ？」

「うん」

「お弁当まで」

「うん」

　そこで別のエステティシャンの声が割り込んで来る。

「茅野様、口元やりますからね、少しお喋りはストップして下さいね」

「はーい、沙紀、任せたで！」

「了解！　でさ、朝昼晩のご飯作ってくれはって、会社に来るんも帰りも一緒やん？　あれは絶対、花ちゃん狙いやって」

「あり得ないじゃん、あの神崎さんとあたしじゃ、まるで釣り合わないでしょ？」

「釣り合う釣り合わへん、そーゆー問題ちゃうねん。恋にそんなもんは関係あらへんのよ！」

「よし、よく言った、沙紀！」

「茅野さん、動かないで下さい」

「はい」

　なんだかなー……。

「花ちゃん様、ソニック入りまーす」

「沙紀様も口元行きますよ～」

「え～？　萌乃、バトンタッチ！」

「ラジャー！」

　隣のカーテンから萌乃の鼻に掛かったような甘ったるい声が聞こえてくる。

「ほんでな、神崎さん、試験場で『花』いう文字、石で書いてたやん。あれでもう確定や思うててん」

「あれは、試験場に花が欲しいからって言ってたじゃん」

「萌乃様。リンパマッサージスタートしまーす」

「はーい」

　とそこで思いがけない伏ふく兵へい、タクマさんが堂々と割り込んで来たんだよ。

「その神崎様って方、どんな人なんですか？」

「すっごいカッコええねん。背ぇも高くて超イケメンでな、仕事もできるんやけど、お料理も車の運転も上手やねん。ほんで優しくて紳しん士し的てきで……あーん、なんであんなに素敵なん？　モエの執事になって欲しいし。執事萌もえ～」

「そのイケメン執事様が花ちゃん様に気がありそうだという事なんですね？」

「そーそー」

　タクマさん、なんであんたまで……。

「ＧＷはどこかに行かれました？　神崎様と」

「え？　行ったけど……」

「どちらへ？」

「龍安寺」

「手は繫がれました？」

「ええっ？」

「どうです？」

「つ、繫いだけど」

　フェイシャルの方から得も言われぬ叫びが……。

「花ちゃん様から？」

「ううん、神崎さんの方からだけど。あ、でも、混んでて迷子になりそうだったから」

「腕を組んだりは？」

　したな。確かにした。

「えっと、置いて行かれそうになって、慌てて腕を……摑んだって感じで」

「なるほど……他にはどちらに行かれました？」

「ええっ？　お、お花畑……かな？」

「どちらのお花畑ですか？」

　それ、言うのか？

「えーと……淡路島……かな？」

「淡路島ですか。日帰りでは無理ですよね？　どうされました？」

「ちょっとー、なんでタクマさんまで？」

「今はお話しになれない茅野様と沙紀様の分も、私が伺ってますので」

　ってタクマさん、百万ドルの笑顔で巨乳を揺らすんだよ。

「で、どちらに泊まられました？」

「え、あ、あの、ペンションに」

「ご一緒の部屋に、ですか？」

「あ……うん」

　きゃああああ～～～～、と黄色い声が響き渡るのは最早免まぬかれない状況で……。

「何かありました？」

「ある訳無いでしょー！」

「うふっ、紳士的な方なんですね」

「……うん。着替える時とか出てったし。だって別に付き合ってる訳じゃ無いんだからさ」

「付き合ってるわけでは無い男性とペンションで同じ部屋に泊まったと、なるほど～」

　タクマさん、なんか知らんけど、勝ち誇ったように笑うとマッサージジェルを手に取って、あたしの脚にドバっと塗り付けたんだよ。

「花ちゃん様は？　その素敵な紳士の神崎様をどのように思われていらっしゃるんですか？」

「そ、それは……」

「それは？」

「……好き……かな」

「いいえ『大好き』の間違いですよね～？」

「……うん。大好き」

　フェイシャルの二人が「ふんごー！」って叫んでる。萌乃も隣で「きゃ～花ちゃん可愛い～」って。

「てかそれ、誘導尋じん問もんじゃん！」

「誘導尋問だろうがなんだろうが、言げん質ちを取るのが目的ですから。うん、ディテクティブ・タクマ、今日も冴さえてるわ！」

　仁に王おう立だちで、腰に手を当ててジェルのチューブを高々と掲かかげ、視線を斜め上四十五度にピタリと据すえたタクマさんにあたしが言いたい事はただ一つ、頼むから仕事して下さい、なんだよ。

「大丈夫ですよ、花ちゃん様。その神崎様、きっと我慢できなくなります。近いうちに花ちゃん様にモーレツなアプローチをかけて来る筈ですから、花ちゃん様はそのサインを見み逃のがさないでください。それで全ては上手く行きますっ！　愛のコンシェルジュ・タクマを信じて下さい」

　三人の割れんばかりの拍手に、タクマさんはゲジゲジみたいな長い付つけ睫毛まつげの付いた二ふた重え瞼まぶたでバチッとウインクを決めて応えるんだよ。カーテン引いてあるから誰も見えないっつーのに。

　なんだかなぁ、『愛の遣唐使・タケさん』とか『愛のコンシェルジュ・タクマさん』とか、あたしの周りには不思議な人がいっぱいだ……。

　エステの後は四人でランチ。あたしと萌乃がダイエットしてるもんだから、ヘルシーなランチが食べられるとこねって、萌乃おススメのカレー屋さんに行ったんだよ。

　確かに見た目から違うんだよ、四人で同じ物注文しちゃったんだけどさ、『ゴロゴロ野菜カレー』ってヤツ頼んだらさ、ご飯がちょっとで、素揚げや蒸した大きめの野菜がゴロゴロ入っててそこにカレーがかかってるんだ。アーモンドとレーズンがトッピングされてて美味しいんだよ。これ絶対作ろう！

　あれ？　あたしが料理を作ろうとか思ってる。これって凄くない？　神崎効果だよね。

「何これメッチャ美味しい」

「でしょー？　モエのお気に入りやねん」

「ねー、それはいいからさ、神崎さんやん。あたし思うねんけどな、神崎さんて紳士的過ぎちゃって、あんまり大胆な行動に出られへん人やと思うんよ」

　そーでもねーぞ。結構何度も抱き締められたし、昨夜はおやすみのキスだってされたぞ。

「だからな、花ちゃんはそーゆー雰囲気を作ってやる必要がある思うねん」

「うちもそう思う！　そういうタイミング作ってやったら、神崎さんかて花ちゃんにアタックできるんちゃうかな？　本社戻ったら、もう一緒のとこで仕事でけへんねんやろ？」

「うん、まあ。あ、このオクラ美味しい」

　そこに萌乃がまた例の甘ったるい声を出すんだな、こーゆーのをアニメ声っていうんだろうな。『アニメ声』と『天あま城ぎ越え』って似てるな、似てねーか、似てねーよ。

「ね、ね、ね、花ちゃん、この際ドドーンってイメチェンするの、どう？」

「あ、それええやん！　賛成！」

「ウチも賛成、イメチェンしよ。ヘアスタイルとか変えたら一発やん」

「ショートにすんの？」

「ちゃうわ～、恵美、発想が貧ひん困こんやし。ストパどーよ？」

「ス・ト・パ～？」

　ってなんですかね、ストレートパーマの事じゃないでしょーね。

「花ちゃん、ストレートになって帰ったら、夕飯の時、神崎さんビックリすんで～！　それいこ！」

「沙紀、どエライ事考えるなぁ」

「ほんまや～」

「いーからカレー食べなよ～」

「食べとるがな。なーなー、さっきから気になっててんけど、そのイヤリング、どこで買こうたん？」

　鋭いぞ、恵美。着眼点が違うぞ。

「そやねん、ウチも気になっとってん。めっちゃ可愛いし」

「これ……作ったから」

「え？　花ちゃんが？」

「いや、その、神崎さんが」

「はあああああ？　神崎さんがぁ？」

　三人で叫ばなくたっていいでしょーが。

「うん……その……最初の週末に、一緒に天橋立に遊びに行って、その時に拾った貝殻で」

「いや～ん、素敵～、モエもそんなのしたい～」

「花ちゃんのを神崎さんが作ったちゅーこと？」

「うん」

「天橋立って、うちらとガンタを断ってかぁ？」

「あ、そーやん、神崎さんがなんや立て込んでるとか言うとった日ぃやん。遊び行っとったんかいな」

「いや、あれは神崎さんの仕事が早々片付いちゃったから、そんなら近場でどっか行こうかって」

　ってなんであたししどろもどろなのよ？　てか次々喋るな、誰が言ってんのか判らんし！

「あれはあたしだって想定外だったんだからぁ」

「って事は、既にその頃から神崎さんは花ちゃんを狙ってたんやんかー」

「そうやん、それでガンタを正面から突っぱねたんやん」

「ちょっとみんな、飛ひ躍やくし過ぎだってば」

「いんや、あれは確信犯やで」

「花ちゃん、思い出してみ？　なんや意味深な事言われたりしたことあらへん？　ドキッとするよーな行動とかさ」

「なー、絶対ある筈やわ」

　あり過ぎだよ。あの人のジョークはシャレにならん。結婚式したり、新婚旅行ごっこしたり……。

「記憶にあるやろ？」

「うん、まあ、いろいろ」

「やっぱり！　これで神崎さんの気持ちは確実やな！　あとは花ちゃんや。花ちゃんも神崎さんの事好きなんやから、神崎さんにコクりやすい環境作ったったらええねん」

「何それ～」

「とにかく決まりなっ！　ご飯終わったらストパかけに行くで」

「行こ行こ！」

「なぁ、あたし、いつも行ってるとこのストパ無料チケット持ってるんやけど」

「恵美～～～～！　流石や～！　無料チケットの女王」

　どうしよう、この人たち断れない感じなんですけど。




　夕方、恵美に送って貰って家に帰って来たんだけど……神崎さんどうしたかな？

　静かに家に入ってリビングを見渡すけど、しーんとしてる。きっと自室で寝てるんだ。取り敢えず手を洗って、うがいして、バイキン持ち込まないようにしてから、そ～っと二階に上がってみる。

　自分の部屋に荷物置いて、帰りに買って来た熱さまシートだったか冷えピタだったかを持って、またそーっと出て神崎さんの部屋のドアを静かにノックする。

「神崎さん？　入るよ？」

　寝てたらそーっと出て来よう。そう思って静かに入ってみる。

　人の形で布団が盛り上がってる。やっぱり寝てたんだ。大丈夫かな？　熱下がってないのかな？

　そっと覗いてみると、相変わらず『気を付け』の姿勢で寝てる神崎さんがいる。起こさないように前髪を避けて、おでこをくっつけてみるけど、う～ん、まだ熱あるみたいだよ。

「ただいま」

　って、小さい声で言って、こっそりほっぺにチュッてキスしてみた。

「おかえりなさい」

　え？　起きてたの？

「やだ、起きてたなら言ってよ」

「ただいまのキスをして欲しかったので。寝たふりをしていて正解でした」

「何それー」

「お帰りのキスもしたいところですが、何かうつしてしまうといけませんので、不本意ながら今回は断念します」

「訳の分かんない事言わないの」

　あたしがベッドの側で膝立ちして神崎さんを覗き込むと、彼は側にあった眼鏡をかけたんだよ。それであたしの顔を見るなり驚いたように起き上がったんだよ。

「えっ……山田さん、ですよね？　どうされたんですか、その髪」

　うぅ、やっぱりそーゆー反応だよね。慣れない事はするもんじゃないか。

「あの、これ、似合わないかな？　ストレートパーマかけてきたの。変かな？　やっぱ変だよね。あのね、あの、初めてストレートにしたからね、自分でも変かなって思ってはいるんだけど、やっぱ変だよね」

　って、自分でも笑っちゃうくらいしどろもどろだよ。だってさ、あんまり似合ってないってゆーか、別人なんだもん。あんた誰よって感じで。

　だけど神崎さん、なんだか嬉しそうな顔してんの。だからますます訳わかんなくて。

「変なんかじゃないですよ。とても可愛い。天然パーマの髪も可愛かったですが、その……ストレートも、とても似合ってます」

「え、ほんと？　実はさ、神崎さんをびっくりさせようと思って」

「僕の為にですか？　嬉しい事を言って下さるんですね。女性がヘアスタイルを変えるのはちょっとやそっとのことでは無いと妹が言ってましたが」

「……うん。まあ、そう、かな」

　ヤバい、なんかあたし顔から火が出そう。だけど神崎さんもなんだか嬉しそうで、あたしの顔にかかってた髪をそっと避けて耳にかけてくれたんだよ。

「可愛いですよ。デートしたくなります」

「じゃあ、早く治してよ。熱あったらデートできないじゃん」

「そうですね。山田さんのキスで治るかもしれません。もう一度していただけませんか？」

「んなわけないでしょっ。冷えピタ貼ってあげるからおでこ出して」

　神崎さんが両手で前髪を避けて待ってる。それがなんだか可愛くてニヤニヤしちゃう。両手で冷えピタ持って、そーっとおでこに貼ってあげた瞬間、神崎さんが押さえてた前髪を放してあたしの背中に手を回したんだ。

「ちょっと……何？」

「山田さんが可愛すぎるのがいけないんです。僕のせいではありません」

「何それ、責任転てん嫁か甚はなはだしいし」

「今日で……」

「ほえ？」

「終わりでしょうか」

「何が？」

「一昨日は結婚式しましたね。昨日は新婚旅行。今日は新婚さんです」

「明日は……」

「ただの神崎と、ただの山田さん」

「……そう、だね」

　うん、明日はただの神崎さんとあたし。会社の同僚。先せん輩ぱいと後輩。上司と部下。その関係に戻っておかないと、明後日からまた仕事なんだもん。それにいつまでも新婚さんごっこしていられないし。

「明日までに熱が下がるといいね」

「ええ」

「あたし、下に行ってるね。ここに居たら神崎さん、治んない」

「新婚なのに、淋しいです」

　って神崎さんがその長い腕を放して、あたしのプニプニのほっぺたを撫でるんだよ。彼の大きな手が愛おしくて、つい両手で大事に大事に抱いてしまうんだ。

「我儘言わないの」

　心にもないこと言って、あたしは神崎さんの部屋を出たんだよ

　今日はあたしが夕ご飯を作ろう。神崎さんの為に、何か消化の良さそうな物。何がいいかな。……ってその前に何が作れるんだろう、あたし。神崎さんが作ってたもの、「簡単ですよ」って言ってたけど、いざ自分が作るとなるとサッパリわからない。何が簡単って言ってたかな？

　あ、そうだ、ささ身をレンジで蒸して、野菜と一緒に……なんだっけ？　スープ漬けのツナ缶に人参入れてチンしてマスタードとかってのもあったな。お肉を厚揚げに代えたすき焼きってのもあった。

　だけどっ！　あたしはそのすき焼きってのが作れないのよ！　「醬油と味醂で味付けしただけです」って言われても、味醂入れるとどうなるかわかんないのよ！

　あーもう致命的じゃん。自分の大切な人のピンチにさえなんの役にも立てないなんて最悪っ。

　あ、そーだ、お味噌汁作ろう。これなら作れる。お豆腐もあるし。大丈夫！　まずはここからだ。

　と思ったら、神崎さんが下りてきた。

「神崎さんどうしたの？　お茶？　スポーツドリンク買って来てあるよ。飲む？」

「ありがとうございます。そうじゃないんですよ。夕食を作りに来ました」

　いつもの笑顔でエプロンを手にする神崎さんを見て、あたしは開いた口が塞ふさがらない訳よ。

「寝てなさいって言ったでしょ？　ベッドに縛り付けられたいの？」

「随分アブノーマルな趣味をお持ちなんですね。山田さんのご希望であればそれも構いませんが」

「違うしっ。てか今日はあたしが作るから。神崎さんはお利口さんにしてて」

「山田さんが……夕食を、ですか？」

「何よ、作れないと思ってる？」

「はい。率そつ直ちよくに申しまして無理です」

　率直過ぎでしょ！　もうちょっとオブラートに包むとか、社交辞令でも別の言い方考えるとか無い訳？　熱が出たことで本来の毒舌神崎が鎌かま首くびを擡もたげてきたか！

「何を作る気だったんですか？」

「お味噌汁」

「……作り方、ご存知ですよね？」

「お湯沸かして、味噌を溶く」

　え？　なんで神崎さん固まる？　なんか変な事言った？

「僕が作りましょう」

「えー、何、なんか間違ってた？」

「ええ、根本的に」

　でさ、結局神崎さんが全部作ったわけよ。鰆さわらの梅蒸しと豆腐のお味噌汁と野菜の餡とじ。「覚えておくと便利ですよ」って、出汁の取り方も教えてくれてさ。

「食欲ありそうで良かった」

「ええ、大した熱でもありませんでしたから。山田さんが大袈裟に心配なさるので、お利口さんにしてましたよ。ベッドに括くくり付つけられては敵わないので」

　って言う割に、あんまりご飯進んでないよ？

「ところで、今日はどうでした？　楽しんで来られましたか？」

「うん。生まれて初めてエステに行ったの」

「四人でですか？」

「うん。すっごい面白かった。ジェルをいっぱい塗りたくられて、なんかカーリングやる時に投げるよーな変なのでぎゅーぎゅーやられたの」

「ストーンの事ですか？」

「あ、それそれ。それに似たヤツをジェルで滑らせるんだけどね、『セルロイドを除去しますから～』とか言ってさ」

「セルライトですね？」

「あー、そうだった。ん～、鰆おいひ～。それで、サロンのタクマさんがね、『ブライダルエステもやってますからね～。この愛のコンシェルジュ・タクマをご指名下さいませ～』なんつってね」

「楽しそうですね」

　神崎さん、お味噌汁と野菜の餡とじしか食べてないよ。鰆も食べなよ……。喉が痛いのかな？

「ストレートはどちらで？」

「恵美が無料チケットいっぱい持ってるの。それでタダでストパかけて来たんだ。その間もずっと四人でお喋りしてたの」

「一体何をそんなにお喋りなさってたんですか？　ずっと同じメンバーでよく話題が続きますね」

　あんたの話してたなんて言えないでしょっ。

「そりゃ女子が四人も集まれば、ファッションの話と、美味しいモノの話と……」

「恋バナですか？」

「え、あ、まあ、そうだけど」

「ちゃんと僕と山田さんが結婚式を挙げて、新婚旅行へ行って、新婚生活を満まん喫きつしていると言っておいて下さいましたか？」

「あのねー！」

「フフ……冗談ですよ。お昼はどうされました？」

　あ、やっと鰆に手を出した。ヨシヨシ、いー子いー子。

「萌乃のお気に入りのカレー屋さんに行ったの。すっごい美味しいカレー食べたんだよ。野菜がゴロゴロ入っててね、多分ご飯より野菜の方が多かったと思う」

「どんな野菜が入ってましたか？」

「えーと、小っちゃい玉葱と、ジャガイモと、ナスと、牛ご蒡ぼうと、エリンギと、人参と、カボチャと……忘れちゃった。油で揚げてるのとか、蒸してあるのとか、いろいろあったよ。ご飯ちょこっとお皿に盛って、残りのスペースに野菜を積んで、カレーかけたような感じ」

「なるほど。そこに炒めたトマトとオクラ、ブロッコリなんかが入ったら美味しそうですね」

「ブロッコリ入ってた！　オクラも」

「フフ、そうだと思いました。今度僕が作ってあげますよ」

「ほんと？」

「簡単ですよ」

　って言って、神崎さん、無意識っぽいんだけど、その大きな手でこめかみを押さえたんだ。やっぱりまだ頭痛いんだ……。

「ねえ、大丈夫？　無理してあたしの話なんか聞かなくていいんだよ？　しんどかったら、あたしの事はほっといて寝ていいからね」

「大丈夫ですよ。少しでも長く山田さんと一緒に居たいんです」

　あたしと同じ事……。でも、あたしと同じ事を言っても意味が同じとは限らないよね。あたしは『神崎さんと』一緒に居たいけど、神崎さんはあたしと『一緒に居たい』のかもしれないよね。『あたし』の部分が他の誰かに代わってもいいのかもしれない。体調が万ばん全ぜんじゃない時って心細いし、誰かに側に居て欲しい事ってあるし。たまたまそこに居たのがあたしだったってだけかもしれないし。

「今日さ、みんなにスマートになったって言われたんだ。神崎さんのお陰だよ。ありがとう」

「いえ、山田さんの努力ですよ。しかし本当に綺麗になられましたよ。本当に……」

　え？　何どうしたの急に？　なんか神崎さんが遠い目をしてる。なんか一瞬で物凄く不安になる、そんな目だよ。

「どこにも……行かないでね」

「は？」

「あ、ううん、なんでもない、なんでもない」

「聞こえましたよ」

「え」

「どこにも行きませんよ」

「でも……」

「東京に帰っても一緒にどこかにお出かけしましょうか」

　えっ？　やだ、あたし今思いっ切り顔上げちゃったじゃん。すんごい期待してる顔だったと思うぞ。やば、チョー恥ずかしいんですけど。

「どこかって、どこ？」

「行った事のない所があるんです。家のすぐ近所なんですが」

「え？　家の近く？」

「こちらに来る車の中で一番最初に言ったじゃないですか。東名に乗るよりも前に」

　──仕事なんかしてないで行きたいですよね～──

　──行った事ありません──

「ネズミーランド！」
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　今日は雨。あーもう、洗濯物が乾かないじゃん。……って、知らぬ間にあたし、神崎さんに感化されてて笑っちゃう。今までなら衣類乾燥機にぶっ込んでほっといたのに。

　昨日の今日だから、神崎さんには寝てて貰ってる。多少要領が悪くても、今日はあたしが一人で全部やるんだ。お洗濯も、お掃除も、ご飯作るのも。

　ちょうどいいじゃん、今日はもう新婚ごっこも終わりだし、神崎さんに甘えるのも終わり。ＧＷ気分から抜け出す為にはいいかもしれない。

　いろんな事考えながら洗濯物を干す。神崎さんのパイングリーンのＴシャツ。これは神崎さんのエプロン。んふ。マスター、ブレンド一つ。はい、かしこまりました、なんてね。こっちは神崎さんの靴くつ下した。そんで神崎さんのネイビーのシャツ。これ、一番似合う。いつも素敵だけど、このシャツ着てる時の彼が一番素敵。それからこっちは神崎さんの……。

　え？　ネイビーのシャツ？　昨日はパイングリーンのこのＴシャツ着てたよね？　このシャツは外出する時に着てるヤツだよ、昨日一日中家で寝ていた筈の神崎さんがなんでこのシャツを着たの？

　ハンカチも出て来た。外出してない人がなんでハンカチ？　ってゆーか、靴下もあったじゃん！　もしかして、あたしの知らないうちに外出したの？

　でも、あたしには何も言ってくれなかった。そんなの隠すような事でもないのに。もしかして、誰かに呼び出されて外出してたの？　まさか城代主任とか。

　悶もん々もんとしながらも洗濯物を干して、神崎さんの様子を見に行く。洗濯機が回ってる間に、今日はちゃんと出汁からお味噌汁作ったんだから。もし神崎さんに食欲があったら食べて貰わなきゃ。

　静かに階段を上がって、神崎さんの部屋のドアをノックする。返事は無い。寝てるのかな？

　そーっとドアを開けると、やっぱり人の形に布団が盛り上がってて、相変わらず『気を付け』で寝てる神崎さんがいる。

「神崎さん、起きてる？」

　返事が無い。寝たふりじゃないだろうなぁ。

　ふと机の上に置いてある紙切れが目に入った。

　クレジット払いのレシート。どうしたんだろう、こんなもの取っておかなくても、明細は全部会社に行くんじゃないの？　あ、そっか、これは神崎さん個人のカード明細なんだ。

　特に気にせずにまた神崎さんの方に視線を移した瞬間、最後に見た数字が目に焼き付いたんだよ。

　え、これ……七ケタだよ！　何買ったの？　あ、見ちゃいけないよね。だけど……うう～、気になる。チラッとならいいかな。

　……チラ？　ってこれ。何これ。ハリーウィンストン？　何屋さん？

　え、え、え、エンゲージリングぅぅぅぅ？

　心臓の鼓動が一気に跳ね上がる。

　見ちゃいけないものを見ちゃった……。なんで昨日？　なんであたしの居ないうちにコッソリ？

　もしかして、誰かに呼び出されたんじゃなくて、あたしが居ないうちに誰かを呼び出したんじゃないの？　それで一緒にエンゲージリングを選びに……。

　噓でしょ？　噓でしょ？　噓でしょ？

　……「噓でしょ？」だけが頭の中をぐるぐるぐるぐる回ってる。

　だって。だってさ。なんであたしに内緒にするかなぁ。別にそれならそうと言ってくれたらいいのに。ちゃんと祝福してあげるのに。

　熱を押してまで外出するなんて、余よ程ほど急いでたんだ。そうだよね、来週はもう神崎さん、東京に帰ってしまうんだもん。今のうちにエンゲージリングを選んでおきたい筈だよね。向こうに帰ったらそんなにこっちには来られなくなるもんね。

　だけど……こうやって目まの当たりにしてしまうと、結構ショック。いや、かなりショック。昨日まで新婚さんごっこなんてしてただけに。

　てゆーか、神崎さん酷いよ。あたしをなんだと思ってんのよ。あんなあたしが勘違いするような行動ばっかり取って。急に抱き締めたりとか。おやすみのキスとか。そのくせ、こうしてエンゲージリングなんて買いに行ってるんだ。

　東京に戻ったらネズミーランドに一緒に行こうって、昨日言ってくれたじゃん。あたし、そんなに都合のいい女？　てゆーか、最初から女扱いしてない？　ただの遊び友達？　それなら最初っから抱き締めたり、手を繫いだりとかしなきゃいいじゃん。酷いよ、こんなにあたしをその気にさせて、あんな思わせぶりな態度取って。

　なんかあたし、自分でも情けないくらい涙が出てきて、神崎さんに声をかける事無く彼の部屋を後にしたんだよ。わかってた事だけどさ、そう、わかってた事なんだけどさ。




「美味しいですよ。山田さん、器用ですね。昨日教えて今日すぐに作れるとは」

「だけど、味噌汁だけだし」

　お昼になって神崎さんが下りて来たんで、お味噌汁食べて貰う事にしたんだけど、昨日教えて貰った通りに作ったお味噌汁、神崎さんはどう思ってるんだろう。自分ではかなり上手に作れたと思うんだけどな。

「今日はあまり食欲が無いので、これだけで十分です。それに僕は玉葱とジャガイモの御お御み御お付つけが食べたいと思っていたんですよ。何故僕が食べたいものがわかったんですか？」

「え……、豆腐昨日使っちゃったし、何入れていいかわかんなかったから、テキトーに」

「出汁、上手に取れてますよ」

「ありがと」

　神崎さんは上機嫌でニッコニコしながらジャガイモを口に運んでる。そんな神崎さんを見ると、その時だけはなんだかとても幸せになるんだけど。だけど……。

　やっぱりさっき見つけたあのレシート、あれが気になってしまうんだよね。

「山田さん？」

「ん？」

「どうされました？」

「何が？」

「気のせいならいいのですが、何か元気が無いような気がしまして」

「気のせいだよ」

「どこか体の具合でも？　僕がうつしてしまいましたか？」

「ううん、なんともないよ」

「では……何か、あったのですか？」

　ああ、あったさ。あんたの部屋の、あんたの机の上にさ、見たくないものがあったさ。

「別に」

　あ、今の感じ悪い。我ながら、めっちゃ嫌な女だ。勝手にヤキモチ妬やいて、勝手にいじけてる。

「あの、ほら、雨だから。テンション下がっちゃうじゃん？　洗濯物も乾かないしさ。あははは」

　我ながらかなり無理がある。しかも見抜かれてるっぽい。神崎さん笑わない。

「ごちそうさま！　お風呂洗わなきゃ！」

　なんかもう、あたしそこに居られなくなって、自分のお茶ちや碗わん持ってキッチンに片付けに行ったんだよ。なんかさ、どんな顔して神崎さんの前に座っていたらいいかわかんなくてさ。涙が出そうで、ほんとヤバくて、とにかくお茶碗をシンクに置いて水張って。タオルで手を拭いてたらさ……。

　急に後ろから抱き締められたんだよ。

「どうなさったんですか。僕にも言えない事ですか」

　もうやめてよ！　なんで、なんでそーゆーことするかなぁ。あんたがそーゆーことするから、だから、あたしが混乱するんじゃないのよ。どーしてそーゆーことがわかんないかなぁ。

　こうやってさ！　神崎さんの長い長い腕とかさ、神崎さんの大おっきい手とかさ、神崎さんの体温とか、神崎さんの匂いとか、神崎さんの声とか、神崎さんの呼吸とか、神崎さんの、神崎さんの、神崎さんの……。あああああ！　もう！

　神崎さんのばかやろう！

「ごめん、あたし……」

「ダメです。離しません。僕に言って下さい」

「ごめん」

「山田さん」

「もうっ！　離してよっ！　神崎さんの噓つき！」

「あ、山田さん！」

　あたし、あろうことか神崎さんを振り払ったんだよ。泣いてる顔なんか見られたくなかったんだよ！

　文字通り家が揺れたと思うよ、あたしがダッシュで二階に駆かけ上あがったんだから。

　なんかもう、わけわかんなくなったよ。自分でも何したいのか、どうしたいのか、全然わかんなくて、ただお布団に潜もぐってわーわー泣いてたんだよ。

　だってあり得ないじゃん。このあたしが、山田花子が、もう二度と男なんか好きにならないって思ってたこの野生のカバ（♀）が、あんな天然記念物級の朴念仁に振り回されるなんて！

　バカみたいに、ダイエットしたり、夜中一緒にランニングに行ったり、イヤリングで舞まい上あがったり。恵美たちの応おう援えんを真まに受けてストパかけたり。本気でネズミーランド行けると思ってたり。

　こーゆーの、独り相撲ずもうって言うんだよ。花子はレベルが上がった！　経験値を50獲かく得とくした！　最終奥おう義ぎ『独り相撲』を覚えた！　ＭＡＸ‐ＨＰ：1000000！　だけど現在のＨＰは10くらいだよ。ゲージ赤いよ。もう倒れそうだよ。花子は最後の力を振ふり絞しぼってイケメンチート魔ま道どう士しを召しよう喚かんした！

「山田さん」

　ほんとに来たよイケメンチート魔道士。来たよじゃねーよ、あたしが自分で召喚したんじゃん。

「怒ってるんですか？　僕が黙っていた事」

「…………」

「すみません。山田さんお察しの通り、昨日は外出しました。急ぎの用があったもので」

　そうだね、急ぎだよね。間に合わなくなっちゃうもんね。

「とても大事な用事でして。山田さんにご心配をおかけしてはいけないと思って黙っていました。それが却ってあなたを困こん惑わくさせてしまったようで申し訳ありません。隠したかったわけではないんです」

　ベッドの側で話してるらしい。多分、膝立ちになってるんだ。声が近い。

「別にいいし」

「よくありません。実際あなたは僕が隠していたことを怒ってらっしゃる」

「だって神崎さん他人じゃん。あたしが神崎さんのこと全部知ってる必要なんかないし、神崎さんだって全部あたしに報告する義務なんて無いじゃん」

「ええ、そうですね。ですが昨日は山田さんに『寝ていなさい』と言われていたのに外出したんです。そのせいで昨日一日で熱が引かなかった。そしてそのせいで今日は山田さんに家事を一切お任せする事になってしまった。これは白状すべきでしょう」

　そんなのあたしにはどうだっていい事なんだよ。あたしはただ単にヤキモチ妬いてるだけなんだよ、もっともっと情けない理由でいじけてるんだよ。惨みじめになるからもうやめてよ。

「それに何より、こうして山田さんを泣かせてしまった。一番笑顔で居て欲しい人なのに」

　そんなの！　そのリングをあげる人に言うべきなんじゃないの？　言う相手、間違ってんでしょ。

「こんなに悲しませる事になるとは思いませんでした。もうあなたに噓はつきません。すみませんでした」

「ごめん……。内緒にされた事がちょっとショックだっただけだよ。怒ってなんて無いよ」

「山田さん……」

「大事な用事だったんでしょ。大事な用事なんだから行けばいいんだよ。あたし怒らないよ。内緒にしないで、普通に行ってくれて良かったんだよ」

「そうですね。ちゃんと話せば山田さんがそんな事で怒る訳が無かったんです。内緒にされた事が悲しかったんですよね。僕が間違ってました」

　布団、頭から被かぶったまま起き上がってみた。ベッドにペタンと座って頭から布団被って、雪ん子が藁わら帽ぼう子し被ってるみたいになってるんだろうと思うとなんだかちょっと恥ずかしい。

「神崎さん、まだ熱下がってないし、寝てないと。……冷えピタ、貼ってあげようか？」

　神崎さん、ちょっとだけ安心した顔になって小さく頷いたんだ。

「ええ、お願いします」







　今日も雨。雨はテンション下がる。しかも昨日、あのまま殆ど喋らないで夜になっちゃって、そのまま寝ちゃったし。夜に一度、冷えピタ貼り替えてあげて、その時はいつも通りにしてたけど、やっぱなんかあたしの方が引きずってる感じ。

　今朝は神崎さんがいつも通り早起きして、洗濯機回して朝ご飯とお弁当作ってくれてた。だからあたしもいつも通りに洗濯物干して。

「本当に一人前でいいんですか」って何度も確認されたお弁当もちゃんと持って、十日ぶりの会社に来たんだけどさ。やっぱりあたしだけが引きずってる。

　城代主任は朝一番にあたしを見るなり「花ちゃん、どうしたの、ストパかけたの？　かーわいい！」って駆け寄ってきて、それを聞きつけた浅井さんまで「ん～、これはこれは、youのheartは『ときめきトゥナイト』な感じかな、baby？」とか訳の判らん事を言い出して。テキトーに「あ～、ど～も！」とか害のない返事して。

　これ以上この話題を振られるのも嫌だったから、また製造の方に顔を出す事にしたんだよ。ここなら親父さんやヨッちゃんくらいしかいないから。

　製造の方はなんだか楽しいんだよ。ラジオ体操やっててさ。途中からあたしも参加してさ、そしたらなんだか少し気が晴れて来たんだよ。やっぱ生き物は体動かすとテンション上がるんだよ。

「今日はＧＷ気分が抜けない人も居そうですが、雨降りで足元が滑りやすくなっています。マシンの乗り降りの時には必ず三点指示を守って確実に足元を確認してください。では、今日は三点指示で行きます。三点指示よーし！」

「三点指示よーし！　ご安全にっ！」

　って、あたしも一緒に言ってみたんだ。しかも大声で。そしたらみんなが振り返ってあたしを見て、大だい爆ばく笑しようになったんだよ。その爆笑の輪の中から親父さんがひょっこり出て来たんだよ。いつものように作業着着てさ、五分ぶ刈がりの頭を撫でながらこっちに歩いて来るんだよ。もうそれだけで癒される！

「花ちゃん、おはよーさん」

「親父さん、おはようございます」

「花ちゃん、ほんまにええなぁ。ウチの部署に欲しいわ。神崎君と花ちゃんをこっちにくれって本社に要よう請せい出してんねんけどな」

「またー、冗談ばっかり」

　親父さんの笑顔ってなんでこんなに安心できるんだろうな。あたしもこんな人になりたいな。そこで笑ってるだけで、一緒にいる人を幸せにできるような、そんな存在。

「で、どないしたんや、その髪。えらい別べつ嬪ぴんさんになったやんか」

「えー？　別嬪なのは元々ですよ～」

「そやったそやった。すまんすまん。神崎君なら今日はまだこっち来てへんよ」

「違うの、車体の組み込み見に来たんです」

「組み込みかいな。今からメインパネルの電気系統ちょっと弄るさかい、見てったらええがな」

「ありがとうございます～！」

「こっちや」

　親父さんに誘導されて、ＦＢ80のお腹を開けてるところを覗いたんだよ。もっとゴチャゴチャしてると思ったけど、案外シンプル。

「どこかに水準センサを組み込めないかな～と思ってるんですけど」

「水準センサ？　どないするんや？」

「センサの情報をメインパネルに表示することで、オペレータのストレスを減らせないかなって」

　親父さんが腕組んで「いいねぇ」ってニヤッと笑ったんだ。それがなんだか親父さんに認められた気分で嬉しくてさ。

「花ちゃん、建機乗れないんちゃうの？」

「ガンタの家で『けんきんぐ』やらせて貰ったの。その時にいろいろ怖い思いして、これがリアルだったら大事故っていうような事がたくさんあったから。ＦＢ80からそのシステム組み込めたらなって」

「決めた。やっぱり花ちゃんは京丹波に貰お。タコ入道が『うん』言うまで粘ねばったろ」

「タコ入道？」

「本部長や」

　親父さん、本部長の事『タコ入道』って呼んでたらしい！




「は～なちゃん！」

「あ、城代主任」

「聞いたわよ、ピンクの車体に引き続き、逆走防止警告システムと水準センサの話。当たり前なのに誰も気づかないような事、花ちゃんて本当によく気づくわよね。親父さん大絶賛だったのよ～」

「ありがとうございますぅ」

　城代主任、美人で、頭良くて、センス抜群で、いろんな事知ってて、みんなに好かれてて、頼りにされてて、それでいてキュートでフレンドリーで……。

　ずるいよ、なんで天は特定の人に七つも八つも与あたえてんだよ。一つでいいからあたしに分けろよ。

　こんな素敵な人なら神崎さんだってエンゲージリングかなり奮発しちゃうよなー。う～、それにしても七ケタか……。まあ、七ケタの価値のある女性ではあるな。

　あたしなんかスプリングワッシャーだったよ。親父さんとこ行けばザクザクあるよ。サイズも選び放題だよ。まあ、スプリングワッシャーの価値のある女ではあるよ。地味～に凹むわ。

「今、神崎君、本社とやってるのよ。リアルタイムで。見に行かない？」

「え、そうなんですか？　行きます行きます！」

　連れて行かれたところは何故か製造。何故にこんなとこで？　あ、やってるやってる。

「これを考えたのは現場の人間ではありません。製造の人間でもない。ただのプログラマです。素人しろうとなんですよ。素人だからこそ見えてくる問題点というものを蔑ないがしろにはできません。それにこの素人の考えたシステムを製造部門や検査部門が絶賛している。どこかのドラマじゃないですが、事故は会議室で起こっているんじゃないんです、現場で起こるものなんです」

　パソコンの画面に向かって、口調は淡々としつつも内容は熱すぎる言いっぷりだよ。ぶっちゃけ、『どっちが前かわかんねーよ』って話なのに、神崎さんの手に掛かるとこうなっちゃうんだ。

「ね、彼、熱いでしょ？　車体カラーの時もあんな感じでね。本部長が『うん』って言うまで徹てつ底ていした理論展開。色しき彩さい心理学まで持ち出してピンクにさせてたんだから、うふふふ」

「神崎さんて、敵に回したくないですね～」

「そーよね。でも花ちゃんは大丈夫。絶対敵に回す事無いから」

「そーですかねぇ」

「花ちゃんの提案になると、彼、俄が然ぜん元気が出るのよね～」

「ええ、そうです、大変な努力家です。休日に『けんきんぐ』を使ってオペレーションをマスターしたそうです。そこで何度も掘削を繰り返して気付いた事なんですよ。僕のような車体設計屋なら判る、ソフト開発部隊ですよ。本部長はそこまでする社員の意見を軽く見てらっしゃるわけですか？」

「いやぁ、神崎君。でも俺は中型小型なら何度もひっくり返して怪我も散々したがね……」

「本部長」

　何？　神崎さん、凄い威圧感だよ。声は静かなのに。怖こえー！　本部長が黙ったよ！

「僕が今まで何をしてきたかはご存知ですよね？」

「あー、そうだったな。相手が悪いな。現場の事は神崎君には敵わんからな」

　本部長が引いた！　あの本部長が！　あり得ねー！　何をしてきたんだ神崎！

「僕の考えでは水準センサを車体内部に埋め込み、その情報をメインパネルに表示します。メインパネルのフレームにはまだ若じやつ干かんの余裕がある、そこに気き泡ほう型がた水準器を併へい設せつする事で考えています。これはコンマ４、コンマ２クラスも同様、カニクレーンタイプでも同じように装備できる筈です」

「ふぅ……君には負けたよ。後は任せる。詳しよう細さい上げてこっちに回して。工数考え直さんとな」

「工数はこちらでとります。後ろが合うようにパスを書き直しますので、調整の必要はありません」

「それでいけるのか？」

「もう殆どプランは頭の中に出来上がってます。文書化して製造するのに一日かかりませんよ。後はプログラマの腕次第です。ですがプログラマ本人の考えたシステムですから、本部長の予想以上の水準が期待できますよ」

　うわ……マジか。この人どんだけ仕事できるんだ？

「ね、カッコいいでしょ？　あれは親父さんが手放さないと思うわよ。彼、本社に帰れるのかしら」




「花ちゃん、聞きましたか？　神崎さん、親父さんと城代主任の強力なプッシュでここに引っこ抜かれるかもしれないらしいんすよ」

「え……」

　午後から製造部でＦＢ80の新しい冷れい却きやく装置を試しに入れてみるって聞いてすっ飛んできたんだけど、ガンタの一番最初の報告はこれだったわけよ。

「実は城代主任も本社勤務だったのを親父さんが引っこ抜いたらしいんすよね」

「だからあの人、関西弁じゃないんだ」

「そうなんすよ。因みに浅井さんも、京都支社のエンジニアだったのを親父さんが引っこ抜いたって話っすよ」

　そういえば神崎さんも浅井さんの事、すっごい仕事ができるって言ってた……。

「親父さん、そうやって優秀な人をここに集めてんの？」

「そうみたいっす。神崎さん、城代主任や浅井さんにも『欲しい』って言われてますから、多分マジで抜かれるんじゃないかな」

「そっか……神崎さん、優秀だもんね」

　ここへ来て、神崎さんと自分の立ち位置の違いをまざまざと見せつけられる事になるなんてね。

「俺は花ちゃんにも残って欲しいっす」

「ごめん、あんまり優秀じゃなくて」

「そんな事無いっすよ。おやっさん、花ちゃんの事、すげー優秀だって言ってたんすよ」

「でも、ここに引き留められるほど優秀じゃない」

　あたしが俯いてたら、ガンタがあたしの手を両手でガシッと摑むんだよ。神崎さんの大きいけれども繊せん細さいな手とは正反対の、分厚くて太い武骨な男らしい手。

「それなら引き留められるほど優秀であることを見せつけたらいいんすよ」

「どうやって？　優秀でもないのに見せつけるようなものなんかないよ」

「あるじゃないすか。花ちゃんは現場の人間がなかなか気づく事のできない、慢まん性せい化かした問題点を見つける天才すよ。俺らの感覚が麻ま痺ひしちゃってるような事、花ちゃん見つけるの得意じゃないすか」

「でも、あと四日しかないよ」

「一日で十分すよ。水準センサの事だって、キャブの事だって、一日で見つけたじゃないすか」

「だけど……」

「だけどじゃねぇよ！」

　え。ガンタ？

「花ちゃん、今日、うち来いよ。ちゃんと帰り送ってやるから」

「え？」

「『けんきんぐ』、やるんだよ！」

　ガンタがいきなりあたしの手を引っ張って開発フロアの方にガシガシ歩き出したんだよ。すれ違う製造の人たちが驚いたような顔でこっち見てるんだよ。

「ちょっと、どうしたのガンタ！」

「神崎さん、今どこにいる？」

「え、わかんないよそんなの」

「ここですよ」

　突然伊賀忍者が音も無く現れたんだよ、ヘルメットを脱ぎながら。

「どうなさったんですか？　何か問題でも起きましたか？」

「神崎さん、今夜、花ちゃん借ります！」

「は？　泊まりがけですか？」

「まさか！　ちゃんと後で送りますから大丈夫っす。でもご飯は家で食べて貰いますから、神崎さんは花ちゃんの分は用意しなくていいっす」

　神崎さん、黙ってあたしの顔をじーっと見たんだよ。暫く見つめた後で、表情一つ変えずに小さく頷いたんだ。

「いいでしょう。夕食をそちらで取るなら明日の業務に支障のない時刻に帰宅して下さい。業務に差さし支つかえ無ければ、山田さんが岩田君のところに宿泊しても僕は一向に構いません」

　あたしがガンタのところに泊まっても問題ないって言うの？　一緒に旅行までしたのに？　必ず帰って来いって言ってくれないの？　あたしってその程度だったの？

「泊まる場合はメールをください。明日の事もありますから。それと、山田さんのお弁当箱は僕が持って帰ります。明日どちらから出勤しても僕がお弁当を持って行きますので」

「……はい」

「用件はそれだけですか？」

「そうっす」

「了解しました」

　そう言って神崎さんは再びヘルメットを被り直し、溶接の方に戻って行っちゃったんだよ。その後ろ姿を見ていたら涙がボロボロこぼれて来ちゃって、もうどうしようもなくなっちゃったんだよ。

「花ちゃん、どうしたんすか」

「なんでもない」

「や、でも……」

「あたし、『けんきんぐ』やるよ。結果出してやる」




　いい匂いがしてきたよ。ガンタ、何作ってくれてるんだろう。

　あたしはといえばバックホーマシンからちょっと抜け出して、クレーンを弄ってる。クレーンは初心者にはかなり難しい。ここに玉掛け作業は含まれていなくって、玉掛けはゲームの中の人がやってくれるんだ。

　だけどクレーンオペレータのあたしがヘボすぎて、車体ごとひっくり返ったり、倒れたりして、終しまいにゃ玉掛けの人を下敷きにしちゃったりしてさ、これ、リアルでやったらこの人死んでるよ！　もうあたし、何人の作業員をあの世に送ったか！　恨うらまないでね、成じよう仏ぶつしてね。

「花ちゃん、何人目？」

「死亡した作業員十一人、重傷が八人、軽傷が二人、無傷が〇人、花子は二十一人病院送り。でも、神崎さんも昔は散々クレーンひっくり返したって言ってたよ」

「えー、あの神崎さんがすか？」

「最初っから上手な人なんていないよ」

「それ聞いてちょっと安心すよ」

　ガンタが丼どんぶりを二つ持って来た。ガンタが持って来ると『男の料理だ、俺の飯を食え』って感じ全開だよ。神崎さんだと同じ物でも『マスター、今日のランチメニューは何だい？』って感じだけどさ。

「はい、ガンタ特製『なんちゃって親子丼どん』。鶏とり肉にくの代わりに木綿豆腐使ったんすよ。神崎さんに教えて貰ったヘルシーレシピ！」

「わぁ、凄い！　なんかガンタ、神崎化して来たね」

「えへへ、マジすか？」

　割り箸並べて、ペットボトルのお茶を出してくる。やっぱりガンタは割り箸とペットボトルのお茶なんだ。そんなところがガンタらしくて可愛い。

「いただきまーす！」

「絶対美味しいっすよ、これ、自信満々！　神崎さん直伝すから！」

「美味しい。ガンタの味だね。神崎さんとは違う、ガンタの味だよ」

「花ちゃん、優しいっすね」

「あたしこんなの作れないよ。それにしてもガンタ、随分と神崎さんに感化されちゃったねー」

　そしたらさ、ガンタってば目をキラキラさせてうっとりしたように言うんだよ。

「神崎さん、俺の憧れっす。神崎さんが本当にここに残ってくれたら、俺、メッチャ嬉しいっすよ」

「神崎さんも嬉しいと思うよ。東京よりこっちの方が楽しいって言ってたもん。環境もいいしさ」

「花ちゃん、さっきなんで泣いたんすか」

「え……」

　今その話振って来る？

「俺、前に言ったっすよね。神崎さんのお弁当見て。神崎さん、絶対花ちゃんの事、好きっすよ」

「そんなの噓だよ。なんでわかんのよ」

「俺が花ちゃんの事好きだから」

「意味不明～」

　誤魔化すように親子丼をがーっとかき込んだりする。これ、凄く美味しいよ。

「わかんねーかな、俺と神崎さんは、思考が一緒なんすよ。神崎さんの方がずっとずっと頭いいから、俺とは行動が全然違うんすけど、でも考えてる事似てるんすよ」

「神崎さん、ガンタみたいに素直じゃないし」

「そうなんすよ。あれだけストレートなのに、自分の感情の表現があり得ねーほど下手くそなんすよ。でもさ、それは花ちゃんだって一緒っすよ」

「え、あたし？」

　丼を持ったまま、手が止まる。だけどガンタは容よう赦しやなく切り込んで来るんだよ。

「花ちゃん、神崎さんの事好きなんだろ？」

　え？　急に口調変えんなよ……びっくりすんじゃん。

「えっ、そっ、そんなこと……」

「じゃあ、なんでさっき泣いたんだよ。神崎さんが花ちゃんに俺んとこに泊まってもいいって言ったからだろ？　花ちゃん、ほんとはそんな事、神崎さんに言われたくなかったんだろ？」

「そんなの……」

「当然だよな、俺んとこ泊まるってのは、花ちゃんが俺のもんになってもいいって事だもんな」

「冗談やめてよ」

「それを神崎さんは俺の居る前で花ちゃんに許可したんだからな」

「やめてってば」

「だからそれを今言われるのだって嫌なんだろ？」

　なんて答えろってゆーのよ。

「好きなんだろ？　神崎さんの事」

「そんなこと……」

「じゃあ、俺の女になれよ」




　あれからガンタが「冗談すよ」つってなんか話が有う耶や無む耶やになって、何事も無かったように『けんきんぐ』やって、で、家に着いたのが夜の十一時だったんだ。今日はこの前みたいにガンタにキスされる事も無かったし、特に何も問題なく帰って来たんだけど。だけど、なんか神崎さんと顔を合わせるのが気が引ける。

　静かに玄関の鍵を開けて、そーっと入ってみる。今から神崎さんが寝てる訳なんかないんだけど、何故かそうしてしまう自分が居て。リビングのドアを開けると、神崎さんがいつものようにストレッチマットを敷いてプランクしてる。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　いつもと全く変わらない。あたしはこんなに心の中、ボロボロでメチャクチャなのに。

「お風呂、冷めてしまってると思いますから、追おい炊だきして下さい」

「うん」

　それだけ言ってお風呂に入る。神崎さん、何考えてるんだろう。あたしがガンタのとこに行ったの、どう思ってるんだろう。湯船の中でもやっぱりエンドレスで考えちゃうんだよ。

　お風呂上がったら、神崎さんが汗だくになってまだやってんだよ。

「ねえ、病やみ上あがりなんだから、あんまりやっちゃダメだよ。汗だくじゃん」

「そうですね、ぼんやりしていて数えるのを忘れていたんですよ」

「珍しいね、神崎さんがぼんやりしてるなんて」

「……山田さんがそれを仰るんですか」

「え？」

「いえ、なんでもありません。僕ももう一度入って来ます。なんだかベタベタで」

　そう言って神崎さん、ストレッチマットを片付けると、さっさとお風呂に行っちゃった。

　なんだか神崎さんと顔を合わせたくないような気もするけど、今日ここで会話も無く寝てしまったら、明日はどんな顔して朝食取ったらいいのか、そっちの方がなんか憂鬱な感じがしたもんだから、なんとなくダイニングテーブルのとこでお茶を飲みながらボーっとしてた。

　はぁ……何やってんだ、あたし。昨日の朝までは「一分一秒でも神崎さんと一緒に居たい」って思ってたのに。今は顔合わせるのもなんだか憂鬱。でもさ、やっぱり心のどこかで彼と一緒の空間に居たい気持ちもあってさ。あー、もうどっちなんだよ花子！　自分でも訳判んないんだよ！

　とか考えてるうちに神崎さんが上がって来た。

「ここにいらしたんですね。部屋に戻られていたかと思いました」

　神崎さんは何を考えてるのか、頭をガシガシ拭きながら冷蔵庫に向かう。こんな仕草を見てると『神崎さん』じゃなくて『フツーの男』だよ。ウチの兄ちゃんみたい。全然別世界に住んでる人じゃない。だけどこの人のこんなフツーな姿、もうすぐ見られなくなっちゃうんだね。

「今日は如何でしたか」

　コップのお茶をテーブルに置いて、椅子に腰かけながら神崎さんが聞いて来た。

「如何って？」

「岩田君のところですよ」

「あ、ああ、うん。親子丼作ってくれたよ」

「彼もレパートリーを増やしてますね」

「うん。美味しかった。だけどあたしは神崎さんの作る方が好きかな」

「そうですか」

　お茶を飲んでるだけなんだけど、ほんとそれだけなんだけど、なんかお風呂上がりの神崎さんってセクシーだよ。あれだけキツイ思いしても、やっぱり素敵に見えちゃうよ。だからますます悔くやしい。

「あたしがガンタのところに泊まって来ると思った？」

「まさか」

　へ？

「だって……」

「僕はあなたに『どこにも行きません』と言いました。だからここで待つだけです。待ってさえいればあなたは戻って来てくれますから」

　なんて返したらいいのかわかんないよ。

　あたしが目のやり場に困っていたら、神崎さんが身を乗り出して来たんだ。

「あと四日。僕は一日でも惜しい。毎日を大切に過ごす事、僕の頭にはこれしかありません」
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「すげえ。そんなにいろいろ見つけたんすか？　昨日だけで？」

「そんな言うほどじゃないよ。プログラムはそんなに難しくないし、限界値に近づいた時点で自動停止させればいいだけだもん。アラウンドビューモニタも全マシン標準装備にしたらどうかって」

　あたしが説明してる間、ガンタはお弁当を食べながら真剣な眼差まなざしで頷きながら聞いてる。

「そんな事考えてやってたんだ。すげえよ花ちゃん。それで、神崎さんの反応はどうだったんすか？」

　ウズラの茹で卵とプチトマトが一緒にピックに刺さしてある。なんか可愛い。

「うん。実はそれ、もう何年か前に神崎さんが上に上げてたらしいのね。だけど予算が取れなくて撥はねられちゃったんだって。今度は二度目だから絶対に通すって張り切ってたよ」

「そりゃそーすよ。花ちゃんの案なんすから」

　まーだ勘違いしてるよ。

「そこカンケー無いっしょ」

「寧ろそこが重要でしょ」

「なんでよ」

「だからー、神崎さんは花ちゃんの事が好きなんだって。まーた俺に言わすかなー。俺、敗北感満まん載さいなんすからー。あ、だけどそれでもいいよーな気がしてきたんすよ。だって花ちゃんと神崎さんがゴールインしたら、晴れて花ちゃんは俺の『姉貴』になる訳っすから！」

「あーごめん、それ、無いわ」

「なんでっすか！」

「神崎さんの本命はあたしじゃないからだよ」

「それは無い、ぜーったい無い」

「もー、いいでしょ、あたし食べ終わったよ。もう行くよ」

「あ、待って下さいよ、俺も行くから」

　お弁当片付けて給湯室に向かうと大慌てでガンタもついて来る。

「なんでついて来んの？　製造はあっち！」

「話終わってねーもん」

　給湯室には給茶機があって、ほうじ茶と緑茶が飲み放題なんだよ。まあ、それをいつも綺麗に洗ってお茶っ葉をセットしてくれてるのは沙紀と萌乃なんだけど。

「今日はほうじ茶にすっかな～」

「花ちゃん、さっきのってなんだよ。俺から見たら本命絶対花ちゃんだって。萌乃も沙紀も恵美もみんなそう言ってるよ。俺だってあの人だから諦められるんだよ。でも違う人ってなんだよそれ」

「違うんだからしょーがないでしょ？　あたしの知ったこっちゃないよ」

「じゃあ、俺が本気出してもいいって事っすよね？」

　バンッ。

　へ？

　いきなりあたし、ガンタに壁に押し付けられたんだよ。そのままガンタがあたしの顔の両側に手をついてさ。囲まれたよ。逃げらんないじゃん！

「花ちゃん、俺じゃダメっすか？」

　怖いくらいマジな顔してんだよ。ダメっすかって、何がどうダメっすかなんだよ？

　ってびっくりして固まってたらさ。ガンタの肩に後ろから大きな手が乗せられたんだよ。

「岩田君。山田さんが怯えてらっしゃいますよ」

　公こう儀ぎ隠おん密みつ！　なんであんたここにいる？　なんであんたこのタイミングで現れる？

「神崎さん……」

「こんな人目につくところではいけません。こういった事はエレベータの中や部品倉庫など、二人きりになれるところをお勧めします」

　神崎さんはそれだけ言うと、チラッとあたしを見て表情一つ変えずに出て行ったんだ。




　午後からあたしは神崎さんに連れられて試験場に向かったんだよ。今日はさ、二日間続いた雨で試験場もグジョグジョのドロドロで、そういう状況下でのオペレーションは地面が乾燥してる時とどれくらい違いが出るのかはっきりわかるんだよ。

　それで午前中の話の中で、午後から実際に見せてくれるという事になってたんだ。

　けどさ。けど、だよ。さっきのアレでこれかよ。なんなのよさっきの。「こういった事はエレベータの中や部品倉庫など、二人きりになれるところをお勧めします」ってどーゆー事よ。あんたガンタに壁ドン推すい奨しようしてんのかい。『癇に障る』通り越して『腹立つ』わ！

「足元気を付けてください」

　ここ通るのいつも嫌なんだ。しかもこんな泥濘ぬかるんでる日なんて特に。

　なんて思ってたら製造棟の方からガンタが来たんだよ。

「あ、神崎さん、花ちゃん、どこ行くんすか？」

「ＦＢ70でちょっと実験です。地面の条件が悪い時のマシンの動きを山田さんにお見せするんですよ。折角ですからバックホーマシンだけではなくて、ローディングショベルもお見せした方がいいでしょう。岩田君も来ますか？」

「神崎さんが乗るんすか？　それなら絶対見せて貰います！　ローディングショベルはこっちっす」

　ガンタが先に立って案内してくれる。あたしはもう泥どろに足を取られて、歩くの必死！

　その時。

　何を思ったのか突然神崎さんがガンタを前方に思いっきり突き飛ばしたんだよ。驚く間もなく、あたしも神崎さんに抱かれるように後ろにダイブしたというか強制的にさせられたっていうか。

「きゃあ！」

　あたしの悲鳴に泥の滑る音、それとガシャーンっていう大きな音が重なって、辺りが一瞬揺れたんだよ。

　何？　地じ震しん？　どうしたの？

　神崎さんに抱かれたまま訳わかんなくて倒れてたら、人の声が次から次から集まって来て。

「神崎さん、大丈夫ですか！」

「ガンタ！」

「神崎君！」

　え、何があったの？

　神崎さんがあたしを懐ふところに入れたままゆっくり起き上がって、最初にこう言ったの。

「山田さん、お怪我はありませんか？」

「へ？　何？　何があったの？」

「あれですよ」

　泥だらけになった神崎さんが視線で示した先には、クレーンが前のめりに倒れてたんだよ。ブームの先を泥濘んだ地面に食い込ませて。

「少しでも盛り土をしているところにマシンを乗せておくと、このように雨が続いて泥濘んだ時にアウトリガーで突つっ張ぱっていた地面そのものが重さで崩れることがあるんです。このクレーンが危ないなと思った瞬間に崩れて来たので運良く避けられたんですよ」

　神崎さん、まだあたしをずっと抱いたままで……。

「立てますか？」

「うん」

　神崎さんにしがみついたまま、彼と一緒にゆっくり立ち上がったんだけど、なんだか脚が震えちゃっててちゃんと立って居られない。

　そこに製造の人が声かけてくれたんだよ。

「神崎さん、大丈夫ですか？」

「ええ、僕は大丈夫です。岩田君は怪我はありませんでしたか？」

「ガンタは一人で立てないようなんで足首を捻ひねってるかもしれませんね」

「捻ねん挫ざでしょうか。僕の突き飛ばし方が良くなかったか……とにかく医務室へ」

　だけどあたしはもっと気になってる事があるんだ。この子が……。

「山田さん？　どうなさったんですか？　山田さん、えっ……泣いてらっしゃるんですか？　どこか痛いところがあるんですか？」

「違うの。その子。そのクレーン、可哀想。早く起こしてあげて。早く」

「山田さん……」

　ブームの先がフックごと泥の中に入ってて、こんな恰好でバランスも悪くて、きっとブームに負ふ荷かがかかって痛い筈だよ。あたしにはクレーンの側に行ってブームを撫でてあげる事しかできないんだよ。そんな自分が歯がゆくて仕方ないんだよ。あたしにはどうにもできないんだもん。

「誰かこのクレーンをすぐに起こしてください。今すぐです！」

「痛いよね、ごめんね、あたしが起こしてあげらんなくてごめんね。すぐに起こして貰うからね、痛いけど我慢してね」

「山田さん、あなたも医務室に」

　すぐに他のクレーンが準備されて、倒れているクレーンのブームを引き上げ始めたの。それを見届けて、あたしはやっと神崎さんと一緒に医務室に向かったんだ。

　三人とも泥だらけのグジャグジャだったんで、工場のシャワールームで泥を綺麗に洗い流して、親父さんから貰った新しい作業着に着替えたんだよ。

　今はあたしも神崎さんもガンタも仲良くお揃いの作業着姿。ガンタはいつも着てるから見慣れてるけど、神崎さんの作業着姿ってなんだか新鮮。メッチャ癇に障るんだけど、神崎さん作業着でもカッコいい。この調子だと全身『寅壱スタイル』でもイケてるよーな気がしてきた。

「神崎さん、作業着でもカッコいいっすね。いーなぁ、イケメンは」

「すみません、突き飛ばす方向が悪かったようです。踏み出している足まで判断している余裕が無かったものですから」

「とんでもないっすよ！　神崎さんのお陰でこの程度で済んだんすから。ありがとうございました！」

　医務室のベッドの上で足首を固定されながらガンタが頭を下げると、彼の処置をしてるリョウさんに「動かんといて」って叱られる。

「ですが、これでは車の運転はムリですね」

「そーなんすよ。通勤が困るんすよね……」

「僕が送迎しましょう。こうなったのは僕の責任ですから」

「神崎さんの責任じゃないすよ、全然！」

「送迎できるかどうかは神崎君診みてからね。神崎君、上脱いどいてや。肩、中途半端に外れたりヒビ入ったりしてへんか確認するから」

「はい」

　このリョウさんって女性、もともと地元の病院に勤務してたんだけど結婚退職して、下の子供が高校生になったんでまた職場復帰しようと思ったら病院に断られちゃって、それを親父さんが拾ってきたっていう腕うで利ききの看護師さん。

　毎日この試験場のあちこちで怪我をして来る猛も者さたちを百ひやく戦せん錬れん磨まのスゴ技で次々とさばいてる。中にはリョウさんに会いたくてわざと怪我してる人もいるってくらいの人気者のおばちゃんなんだ。

「へー、神崎君、本社から来たボンボンや思とったけど、ええカラダしてるやん。ウチの『抱かれたい男リスト』に入れとくわ」

「これはどうも、ありがとうございます」

　もー、何がありがとうございますなのよっ。エンゲージリング買った癖に、もう不ふ倫りんの相談かいっ。信じらんない！　城代主任に言いつけてやる。

　リョウさんに背中とか肩とか撫でられてる神崎さん見てると、なんだか悔しいような羨ましいような、あーん、もう！　神崎さんの背中とか触んないでよー！　あたしだって触った事無いのに！　って何故あたしが言う？　つーかリョウさん看護師だし。フツー触るし。

「うん、神崎君はなんともなさそうやね。一人なら受け身取る事もできるやろけど、誰かを抱いたままやとなかなか思ったように動かれへんからね。良かったね、花ちゃん」

「はい……」

「ほんで、花ちゃんはどない？　どっか痛い？」

「ううん、どこも」

「ほんなら神崎君も大丈夫そうやし、家が同じ方向ならガンちゃんお言葉に甘えて送り迎えして貰もろたらええよ。朝テーピングしたるから、毎日朝と帰りにここに来ぃや。ちょっとでもおかしかったら病院行かなあかんし」

　処置が終わって、あたしたち三人は彼女の笑顔に見送られながら医務室を後にしたんだ。




　今晩は豆腐ステーキ。これは簡単だからレパートリーに入れると良いって神崎さんが教えてくれたんだけど……。神崎さんにとって簡単でも、あたしにとっては難しいのっ。

「あの……今日、ありがと」

「？」

「クレーン」

「ああ、いえ。少しでも鍛えておいて良かった。成果が出ました」

　そんなに自然災害なんて起こらないよって言ったけど、こんな形でも発生するんだもんね。

「それにさ、あの子、早く起こしてくれって言ってくれたでしょ。あれ、嬉しかった」

「あんな山田さんを見たら誰だってそう言いますよ」

「あ……これ、バーベキューの時のワラビ？」

「そうですよ。塩漬けにしておいたものを塩抜きして、ツナと一緒に炒め煮にしたんです。ツナ缶を買う時はオイル漬けでは無くてスープ漬けを買った方がいいですよ。無駄な脂し質しつをカットできますし、スープの出汁が効いてますからそのままスープごと使えます」

「今からもう東京に帰った時の心配してんの？」

「ええ、今のうちにあなたに教えられる事はなんでも教えておきたい。……僕を忘れないように」

「毎日『恐怖の神崎メール』来るんでしょ？」

「僕という人間も忘れて欲しくありませんが、僕との生活も忘れて欲しくないんです」

　どーゆー意味だよ。あたしは忘れないよ、忘れろって言われても忘れられないよ。でもなんであんたが言う？　違うでしょ？　神崎さんはあたしの事なんかさっさと忘れて、新婚生活をエンジョイするんでしょ。それなのにあたしにはこの生活を忘れないで欲しいってどーゆー事よ。勝手だよね。

「僕は山田さんと一緒にここに残りたい。山田さんとなら最強のコンビになれる。いえ、もう既に最強だと自負しています。僕がそんな風に思うのは、山田さんには迷惑でしょうか」

「あたしと組んだら、神崎さんの足を引っ張るだけだよ」

「僕があなたと組みたいと言ってるんです。僕のパートナーはあなたしかいない」

「それ別の意味にも取れるから。そーゆー言い方やめた方がいいんじゃない？」

「別の意味にも取っていただければ最高です」

「意味不明だよ」

「僕は……」

「ごちそうさま！」

　もう。聞きたくないよ。そんな思わせぶりな言葉。あたしは自分のお茶碗とお箸を片付けてさっさと二階に上がっちゃったんだ。だけど……。

　階段を上る時、神崎さんが肩を落として俯く姿が見えてしまったんだ。
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　翌日のお昼休みはお弁当持ってガンタのところに行ったんだ。必要以上に歩かせない方がいいと思って、今日は製造で食べることにしたの。まー設計ほど小綺麗じゃないし、野郎ばっかりだからなんか男子校みたいな男臭さが漂ってんだけど、それはそれでまた新鮮ってゆーか。

　製造フロアの作業机に二人でお弁当広げてると、次から次へといろんな人が来んのよ。

「やあ、花ちゃん、明日もラジオ体操おいでや～」

「はあい」

「よっ、花ちゃんやんか。なんやガンタとラブラブかいな」

「ちがうって～！」

　あたしが笑いながら否定すると、ソッコーでガンタが補足するんだよこれが。

「花ちゃんには神崎さんがいるんで、俺なんか割り込む余地なしっすよ～」

「あははは、ガンタ、そりゃー相手が悪いわ。おきばりやす～」

　とか言ってガンタの肩をポンポンってして行っちゃうんだな。みんな顔は見たことある人達なんだけど名前知らんし……。

「花ちゃん、製造じゃ人気者だから、こーして俺が一緒に飯食ってるとみんなに恨まれるんすよー」

「そんなアホな。ところで今日はそれ何？　なんか凄い美味しそうだよ」

「これっすか。神崎さん直伝、豚の照り焼き弁当っす！　神崎さんの愛情弁当見せてください」

　あれからずっと一人前のお弁当になってる。もう五人前食べなくても体がそれで慣れちゃった。

「鶏のささ身とブロッコリと……人参とキャベツを蒸したのかぁ。こっちはアボカドとマイクロトマトとチーズのサラダだな。こっちはアスパラをハムで巻いて焼いたんだな、よしよし」

「なんかもう趣味の領域じゃない？」

「そうっすね、そんな感じっすよ。俺、なんだか神崎さんにハメられちゃったみたいっす」

　ガンタとこうやってお弁当食べられるの、あと二日なんだ……。

　……と思った瞬間、誰かに後ろからポンと肩を叩たたかれたんだ。

「はーなちゃん！」

「あ、ヨッちゃん」

「うっわ、やべ何これ、花ちゃんの肩、こんなにフワフワで柔らかいんや～、気持ちええ～」

　ってそのままあたしの肩を抱いて隣に座っちゃったんだよ。

「ねー、あたしって最早女性扱いされてないよねー、ぬいぐるみか何かのノリだよねー」

「あ、そーかしれんわ。ホンマにフワッフワやし～。マジ気持ちええ～。これ、セクハラ？」

「別にいーけど」

「ダメっすよ！　俺でもまだしてないのにずるいっすよ！」

　ガンタ、マジだし、笑う～。

「俺でもって何、お前それジェラシー？」

「そうっすよ！　離れて下さい！」

「なーなー、明後日、神崎さんと花ちゃんの最終日な、ＦＢ80チームでお別れ会しよう言うてんねん。歓迎会やったあのお店で。翌日は神崎さんも花ちゃんも引っ越しの準備やらいろいろあるやろし、一次会だけになる思うねんけどな。花ちゃん来られる？」

「あ、うん。神崎さんも大丈夫だと思う」

「ほならそれで店押さえとくわ。幹事は俺と恵美な。ほな」

　ってまーた性しよう懲こりもなくあたしの肩をムニムニしてから行っちゃったよ。まるで台風だ。




「ですから……もう一度申し上げますが、実際、僕と山田さんと、こちらの製造の岩田君が危あやうく大怪我をするところだったんですよ。ギリギリのところで難は免れましたが、それでも岩田君は足首を捻挫しています。当然彼は労災申しん請せいするでしょうが、それ以前の問題として、事故を起こさないのが先決でしょう。どんなに優秀なオペレータでも、人間のやる事にミスは付き物です」

　やってるやってる。画面の向こうで本部長が溜息をついているのが見えるよ。

「だがねぇ、改善案ばかり次から次へと出されたんじゃあ、開発が進まんだろう」

「ですが、次回の分から組み込むのではＦＢ80は欠けつ陥かん品ひんという事になりますよ。目の前にぶら下がっている問題があるのに、それを無視して欠陥品を量産するのですか？　エンジニアの僕に目を瞑つぶれと仰るんですか？」

　あれは本部長が可哀想だよ。あんな化け物に迫られたら『ヘビに睨にらまれたカエル』だよ。今度から『神崎に睨まれた本部長』を社内標準にすべきだ。

「午前中に改善案を聞いたばかりだったんです。それを聞いて実際の車体の様子を見ようと外に出たところで事故に遭ったんです。この程度の改造なら山田さんには赤子の手を捻ひねるようなものですよ」

　ヲイヲイ、みんなの聞いてるところであんまり大きい事ゆーな。組むのはあたしなんだから。

「山田さんって、あの山田さんだよねぇ？　赤子の手を捻る？」

　……その言い方凹むわ。と思った瞬間、神崎さんの静かだけど妙に凄すご味みのある声が響いたんだよ。

「お言葉ですが本部長。僕が誰かと組んで仕事する際にそのパートナーを選ぶ権利を与えられたら、百パーセント山田さんを指名しますよ。僕には彼女以外のパートナーなど考えられない」

　え、ちょっと。そこだけ聞いたらメチャ照れるし。でも『仕事のパートナー』だからっ。そこはハッキリしとこう。うー。後ろでは城代主任が腕組んで立ってるし。

「この際はっきり申し上げます。彼女はダイヤモンドの原石です。僕にしか磨けない。彼女には目一杯働いていただきます」

　そして、ひと呼吸おいてこう言ったんだ。

「僕の管理下で」




「山田さん、進捗はどうですか」

　木曜日。神崎さんがいつものドビー織りの白シャツの袖を捲りながらやって来た。

「上部旋回体の方は昨日のうちに仕上げて最終テストに回してます。それからアウトリガー水準センサの方は今朝上がったのでこれも朝のうちに最終テストに回しました。今頃製造の方でヨッちゃんがパーツ組んで、恵美と最終確認してる筈です」

　うんうんと頷きながら聞いてた神崎さんが、満足そうに笑ってくれたんだ。ああ、この笑顔、あと何回見られるんだろう。

「流石ですね。やはりあなたは完璧なパートナーだ。やっと見つけたダイヤの原石ですからね」

「あたしそんな凄いもんじゃないけど」

「いいんです。あなたはそれを自覚しない方が輝いてる。僕のピンクダイヤモンドですから」

　あ、チューリップ……。もうみんな終わっちゃってたな。あのピンクのチューリップ可愛かった。大好きだったな。てか、今なんつった？　なんか聞き捨てならんよーな……。

「昨日本部に報告したシステムの仕様を持って来ました。間に合わなければ本社に戻ってから続きをやっても構いません。こちらはもう少し工数に余裕があります」

　早い。昨日本部に話をして、もう仕様上げて来たのか。渡された仕様書を軽くパラパラとめくってますます驚いた。殆どロジックが仕上がってる。

「これ、プログラミングするだけじゃん」

「プログラマなんですから当然ですね」

「いや、計算式までもう出来上がってるから」

「この辺の計算式は素人には判りませんよ。頭で理解しても、実際乗った時の感覚とは違います」

　もー！　こめかみを人差し指でトントンってやるだけの仕草でもカッコいいよ。なんか癇に障るわ。

「計算上ＯＫであってもそうは行かないという事なんですよ」

「例えば？」

「ブームの『たわみ』などは、一緒に作業している玉掛け作業員でもわからないものですよ。クレーン技能を持っている玉掛けさんと組むと、本当にストレス無く作業ができるんです」

「ふーん……」

　なんか悔しいな。あたしもその資格取ってやる。

「そういうわけで、この計算式だけは僕の方で作らせていただきました。他はすべて山田さんにお任せしますので、自由に組んで下さい」

「ここまで出来上がってるなら、今日の帰りまでにプログラム組んでデバッグして、テストに回せると思う。神崎さんも明日組み込むつもりで準備しててもらっていいですよ」

　あ、神崎さん。ニヤッて笑った。嬉しそう。ほんとに仕事好きなんだ。

「流石ですね。期待してますよ。本部長の顔が見ものです」

　神崎さん、そう言うとくるっと踵きびすを返かえして行っちゃった。

　さ、目の前にある仕事をやらなくちゃ！　あたしは深呼吸して仕様書を開いた。




「花ちゃん、お昼やで～。ガンタ待っとるんちゃう～？」

「え、もう？」

　萌乃の『溶けたアイス』並みに甘ったるいアニメ声に一遍に現実に引き戻されたあたしは、時計を見て愕がく然ぜんとしたのさ。

「うっそ。もうこんな時間？　なんか久しぶりに夢中になってた」

「花ちゃん凄い集中しとったし～。なんやオーラ違ちごうてて近寄れへんかったわ～」

「ガンタ待ってるね、急がなきゃ」

「今日はモエたちも一緒に食べるから行こ～。恵美と沙紀が向こうでお茶準備してくれとる筈やし～」

　二人で製造に行くと、もう沙紀と恵美とガンタがお弁当広げてた。

「遅いし～」

「ごめーん」

　急いでお弁当を広げると、三人はそれまでの話の続きを始めたらしいのよ。

「てか、素直ちゃうわ～、神崎さん。なんでストレートに言わへんのんかなぁ？」

「あれは俺に遠慮してたんすよ。神崎さん、絶対勘違いしてると思う」

「どーゆー勘違いよ？」

「花ちゃんが俺に気があると思ってんだよ。つまりさ、神崎さんから見たら、俺と花ちゃん、相思相愛。なのにお互いにそーゆー話してないから付き合ってない、そんな風に見てんだよ」

「あり得へん！　ウチが神崎さんに言うたったるわ」

「ちょっと、沙紀要らんことしなや。拗こじれたらどないすんねんな」

「あんたとヨッちゃんみたいにか？」

「るっさいわー！」

　なんでこの人たち、神崎さんの話で盛り上がってんのよ。と思ったら、ガンタがあたしの方に身を乗り出して来たんだよ。

「花ちゃん、神崎さんの一昨日の言葉、真に受けちゃダメだよ。本当はあの人、俺と花ちゃんが必要以上に一緒に居るの絶対嫌だと思う。けど俺に気を遣ってあんな言い方したんだよ」

「そんな事無いって」

「てゆーかさ、ウチ、今モーレツに腹立ってんねんけどっ。なんやねん、神崎さん、人の気も知らんと、何が『壁ドンはエレベーターで』やねん。そんなん花ちゃんの前で言うなんてサイッテーやわ！」

「モエもそんなん言われたら死ぬわ～」

「もういいし。だって神崎さんは城代主任といい仲なんでしょ？　毎日一緒にお弁当食べてるし」

「そんなんガンタと花ちゃんやってそーやん。でもガンタは花ちゃん狙いだけど、花ちゃんは神崎さんが好きなんやろ？　あ、ごめんねガンタ、ほんとの事言って」

「いや、いいっす！」

「でな、それ考えたら城代主任と神崎さんだってそーゆー仲とは限らへんやん？」

「そーやそーや、言うたれ恵美！　ウチ今ムカついとんねん」

　どーなってんだ……。恵美とガンタはマジだし、沙紀は怒ってるし、萌乃は……まあいいや。

「あ～花ちゃん、それ、モエがこないだ連れてったカレー屋さんの『ゴロゴロ野菜カレー』やん」

　とまた話の腰を折るし。まあ、確かにおかず入れには蒸し野菜とか揚げ野菜がゴロゴロしてて、スープジャーにはカレーが入ってて、あの時と同じ構図だけど。

「ほんまや。あの日の話、したん？」

「うん、『同じ物を作ってあげますよ』って。その後ちょっと喧嘩しちゃったけど」

「ええええーっ！　喧嘩ぁぁぁー？」

　って四人で同時に叫ばなくていいから……。

「なんで喧嘩になったん？」

「うん……。あの日、神崎さんが熱出してて、あたしみんなと遊びに行く時に神崎さんに『大人しく寝てなさい』って言って出たの。だけどさ、神崎さん黙って外出してて……それをあたしに隠してたんだ。本人は『山田さんに心配をかけると思ったので黙ってました』って言ってたけど……でも違うんだ。あたし見ちゃったの、いけないとは思ったんだけど、神崎さんの部屋で……」

「何を？」

　恵美が代表して聞くんだけどさ、みんなが同じ事を聞きたがってるのはよーくわかっててさ。

「領収書。ハリーポッターみたいな名前のお店の」

「ハリーポッター？」

「……エンゲージリングの領収書」

「えええええええーっ！！！」

　たったの四人で製造中に響き渡る大だい絶ぜつ叫きようやめい。

「それ、花ちゃんのちゃう？」

「エンゲージリングって一緒に選びに行ったりしない？」

「そ……そーやんな」

「あたしの留守を狙ってコッソリ外出して買うような物？」

「そ……そやな」

「それにあたしのだったら東京に戻ってからゆっくり選びに行けばいい筈でしょ？」

「それ説得力あるわ……」

「しかも七ケタ」

「マジすか！　そんなに高いんすか？　俺マジやベー」

「アホ、フツーは六ケタで十分や。七ケタの価値のある女なんてそう居おらんわ！」

「城代主任なら七ケタで納得でしょ？」

「あ──────！」

　全員で納得すな。

「エンゲージリング買いに行くなら、別に内緒にしなけりゃいいじゃん？　なんであたしに内緒にすっかなー、って思ってさ。それで喧嘩になったってゆーか、あたしが一人で勝手に拗ねたってゆーか、それで今週殆ど必要以上に喋ってない」

「ごめ～ん、モエ、慰なぐさめる言葉が見つからへんわ～」

　その言葉が既に痛いから黙っててくれ。いいからさっさと卵サンド食え。

「だからさ、あたしはもう神崎さんの事はいいんだ。諦めたの。冷静に考えてみなよ、あたしと神崎さんじゃ『カバに真しん珠じゆ』でしょ？」

「でもそれやったら、神崎さんと城代主任、結婚するなり単身赴ふ任にんやん？」

「なーに言うてんねん沙紀、神崎さんここに呼ばれる言うとったやん」

「あれ決定なん？」

「決定みたいやで。本部長も目の上のたんこぶが居おらへんようになって一石二鳥やん？」

「ああ、あのいつも神崎さんにケチョンケチョンにされてる本部長な」

　みんなの会話が遠い世界の事に聞こえるよ。

「神崎さんがここに戻って来たらすぐに一緒に住みはるんちゃう？」

「Ｍｒ．浅井どーなんねん？」

「知らんわ」

　あたしはお弁当を片付けて立ち上がった。みんなの視線が集まる。

「あたし、今のプログラム、絶対今日中に終わらせたいから、先に戻ってるね」

「花ちゃん……」

　あたしはお弁当箱を持って設計フロアに戻ったんだ。




　今日はあたしが一人で夕ご飯作ったの。

　ハンバーグとスープとサラダ。この前神崎さんに教わった通り、順番ちゃんと考えて。

「ねえ、どう？　美味しい？」

　神崎さんしんみりしちゃってんだよ。

「山田さん、成長されましたね。最後に素晴らしいディナーをいただきました。僕は満足です。ありがとうございます」

「もう一回くらい作りたかったな」

「もうあなたが僕の為に作る日は無いでしょう」

　そっか……そうだよね。淋しいけど、妙に悟り開いたような変な感じ。神崎さんもそうなのかな、言ってる台詞せりふは泣きたくなるようなものなのに、ずっと口元に微笑みを湛たたえたままだよ。

「なんだろなー。最後の晩ばん餐さんって気分」

「僕もですよ。あなたの美味しそうに食べる姿をもっと見たかった」

　あたし達はそれ以上、何も言わずに黙って食べたんだ。

　数時間後、いつものように秘密結社のアジトに入って自転車を停めると、神崎さんが鉄棒に向かいながらボソッと呟いたのが聞こえたんだよ。

「ここに来るのも今日が最後ですかね」

「……そうだね」

　神崎さんはいつものように鉄棒にぶら下がって懸垂しながら、じーっとあたしを見てるんだ。月明かりで見る神崎さんはいつにも増してカッコ良くてセクシーで……あー、もう溜息出ちゃうし。

　あたしは相変わらずカバのまま。でも運動して食事が五分の一になって、体重が一カ月で十キロも減ったんだよ。そろそろカバ卒業してウシくらいになったかな？

　初日に上がらなかった脚も、フツーにブランコの柵に乗っけられるようになったし。凄く体が軽くなったよ。チアシードとおからは最高だね！

　暫くして、神崎さんがいつも通りブランコの方にプランクしに来る。その正面の柵のところにあたしが居て、なんとなくお互い正面なもんだから、見つめ合ってしまう。

　あー、ヤバいよ、どうしよ。目が離せない。プランクなんかしてても素敵だよ。懸垂してても走ってても、もう何やっても素敵だよ。これで神崎さんが安やす木き節ぶしなんてやっててもきっとカッコいいんだ。バカ殿との様さまやっててもセクシーなんだ。

「山田さん」

「何？」

「今、何考えてらっしゃいました？」

「神崎さんが安木節踊ってるとこと、バカ殿様やってるとこ想像した」

　そしたら神崎さん、フッて笑うんだよ。

「似合ってましたか？」

「想像つかなかった」

「いつかお目にかけたいものです。太秦うずまさに行けばバカ殿様のメイクはして貰えるかもしれませんよ」

「それでも神崎さんは素敵だと思う」

　神崎さん、急に黙っちゃった。変な事言っちゃったからかな。

　一通りいつものメニューをこなしたら、ふと思いついたように神崎さんが言い出したんだよ。

「向こう、行きませんか？」

「向こうって？」

「ほら、ここには子供向けのアスレチックがあったでしょう」

「ああ、あったね。うん、行こう」

　急に。神崎さんがあたしの手を取ったんだ。天橋立の時みたいに凄いドキッとして、神崎さんを見上げてしまった。変なの、手なんてあれから何度も繫いだのに。初めての時みたいにドキドキする。

　だけど、こんなのおかしいよね。心に決めた人が居るんでしょ。七ケタの婚約指輪をあげる人が。そう思ってても振り払えないのは、あたしがこうしていたいと思う気持ちが勝ってるから。悔しいけどそれは否定できないから。

「土管……ありますね」

「うん」

「僕は小さい頃、よく土管に入って遊んだんです。そのまま土管で眠ってしまって、家中大騒ぎになって僕を探して……妹が『土管じゃないか』って言った事で見つかったんですが」

「叱られなかった？」

「特に何も言われませんでした。ああ、一つだけ言われましたね『家以外では寝るな』と……」

「ワイルドな家庭だったんだね」

　神崎さんがアスレチックネットに登って行っちゃう。なんか子供みたいで可愛い。

「待ってよ～」

「登れますか？」

「登れるけど壊れない？」

「子供が一度に二十人乗ったって平気なんですよ」

　そう言って手を伸ばしてくれる。ドキドキしながら摑まると、ヒョイって引っ張ってくれて。

　天辺てつぺんにはネットを真横に張ってあって、そこに神崎さんがゴロンってひっくり返るんだよ。

「ハンモックみたいだね」

「ここだと星が良く見えますよ。山田さんも来ませんか？」

「行く」

　あたしが神崎さんの側に少し近寄ったらさ、これ、ネットなもんだから重みが一点に集中しようとすんのよ、それでバランス崩して神崎さんの上に……。

「ひゃあ～」

「山田さん、大胆ですね、アウトドアでこのような」

「やっ、ちょっ、そーゆーわけじゃなくて！」

「そう言いながら、僕の上から退どこうとなさらない」

「ちがっ！　ネットがぐにゃぐにゃして重心が移動できな……あっ！」

　ネットを摑んだつもりが左手がネットの穴の間に通っちゃって、支えるものが無くなったあたしの体は、そのまま神崎さんの上に乗っかっちゃった！

「ひゃあ！　神崎さんっ！」

　って言いつつも、仰あお向むけの彼の上にモロうつ伏ぶせで、しかも左腕がすっぽりネットにハマっちゃって宙を搔いてるような状態で。急いで右手でネットを探すんだけど、慌ててるもんだから上手に摑めなくて……。

「ちょっ、ごっ、ごめ……」

　その時さ。神崎さんがあたしの背中に腕を回したんだよ。「大丈夫」って優しくあたしの背中を撫でてくれて、その手が肩を滑ってあたしの頰を撫でて……それで、それであたしは引き寄せられて……彼の唇があたしのそれを迎えに来て。

　彼の感触があたしの思考をトロトロに溶かしちゃって、もうなんにも考えらんないよ。体中が痺しびれちゃって言うこと聞かないんだよ。脳が溶けて耳から出て来るよ。どうしよう。だけどその甘い痺れに酔よってしまって、身動き取れなくて、いつまでもずっとこうして居たくて、神崎さんに身を任せたままで……。

　じゃないよっ！　神崎さんが圧死しちゃうよ！！！

「んーっ！　んーっ！」

　あたしが抗こう議ぎしたら、神崎さん手を離してくれたんだけど、ちょっと不満そうなんだよ。

「もうおしまいですか」

「神崎さん死んじゃうよ！」

「今なら死んでもいいと思えたんですが」

「何訳の判んない事言ってんの！　起きらんないじゃん！」

「起き上がりたかったのですか？　これはすみません、僕が勘違いしていたようです」

　ってフツーにあたしを起こしちゃうし。なんだよ、できるのにやらなかったのかよっ。

　え？　……って事は今のは確信犯？　もーなんなのよこの人！　訳判らん！

「バランス感覚が鈍ってますね。日頃からもっと体を動かした方がいいですよ。さて、そろそろ戻りましょうか」

　で。神崎さんは涼しい顔で、あたしはパニクったまま、家に戻ったんだよ。

　もー！　なんなのよ、この人！
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　今日はなんだか会社が慌ただしい雰囲気に包まれてんだよ。あたしのプログラムは昨日の終業時刻までに仕上げて恵美に回してあるし、もうほとんど仕事終わっちゃったんで、今のうちに少しでもナマの建機に触れておきたいとは思ったんだけど、なんだかそれどころじゃない。

　朝からまた神崎さんが画面に向かって本部長とワイワイやってるんだ。しかも今日は思いがけない話題なんだよ。なんでその話をここでする？　っていうような……。

「何故そんな事になったんです？　『けんきんぐ』はまだ売り出してから一年も経ってないんですよ？」

「だからさぁ、神崎君。『けんきんぐ』が売れなかったんじゃなくてね、発売元が倒とう産さんしちゃったんだよ。それで他の会社に買収されちゃったって事でね」

「どちらにですか」

「グローバル・アース社だよ」

「あれはネットサービス業じゃないですか。まさかオンラインゲームに？」

「そういう事だよ。G-gameの今年のシミュレーション系の筆頭に据える気らしいね。今までに無かった機能を追加して、協力型にするらしい」

「はぁ……グローバル・アースのエンジニアが機能追加を入れるんですか？」

「いや、ライセンス自体は渡してないから、開発はこっちに業務委い託たくになる」

　手近に居た萌乃をとっ捕つかまえて聞いてみるけど、どうやらだーれも知らないらしい。神崎さん、『けんきんぐ』の開発に参加したんだろうか。

「では、また僕のところに回って来ると？」

「まあ、そういう事になるね」

「本社じゃ無理ですね。感覚が摑めない」

「そう言うような気はしてたんだが……」

「あのゲームはレベルが上がると配管工事やビルの建設もできるようになってるんですよ、それを協力型にするとなると、監かん修しゆう依い頼らいも出さなければならなくなりますよ」

「まあ、そうだね。だが建設屋さんは神崎君の方から許可を貰えば君の工数に上乗せする形で……」

「そっちも僕なわけですね、前回同様」

「まあそうだね、君が一人で作ってるようなもんだが」

　なんの話してんのよ、全然見えないよ。だけどみんなも話が見えてないっぽいのよ。

「僕はドップリ見えすぎてますからね、素人しろうとの意見も欲しい所です」

「この前『けんきんぐ』でプログラマが改善案を出して来たと言ってただろう、あれはそこの人？」

「いえ、本社の山田さんですよ」

「あ～、山田さんが『けんきんぐ』やってたのか。他にそっちでやった事のある素人は？」

「火曜日に例の事故で怪我をした岩田君です」

「わかった。おやっさんと相談してみよう」

　ふぅっ……と大きな溜息をついた神崎さんに、みんなを代表するかのように浅井さんが華麗なターンの後にポーズを決めて質問したんだよ。

「Hey、神崎君、Youは何故に本部長と『けんきんぐ』についてHotな話を展開していたんだい？」

「僕が開発したからですよ」

　なんですとー！

「建設屋さん、ってのはなんの話だい？」

「ビルの建設などの監修をしたのも僕だからです」

　浅井さんが肩を竦めてもうひと押し。

「Why？　何故に神崎君が建設屋さんの仕事まで？」

「監修を依頼されたのが僕の実家の神崎建設だからですよ」

　はいぃぃぃぃ？

　それからの神崎さんは、最終日だというのに引き継ぎもままならないほど別の対応に追われているようで、だーれも全く声なんか掛けられない感じだったのよ。

　だけどあたしは昨日まででほとんどやること終わっちゃってたもんだから、何気に神崎さんの観察してて……それでいくつかわかった事があったんだ。

　まず、『けんきんぐ』を開発した主担当が、実は神崎さんだったという事。

　確かにさ、車体設計屋のくせにやたらとプログラミングに詳しかった。そりゃそーだ、車体設計に入る前は、あたしと同じソフトウエア開発部でシステムエンジニアやってたらしい。本人の強い希望で、ソフトウエア開発部門から惜しまれながら車体設計部門に異動になったんだって。……ってこれは、本社のミユキにメールで調べさせたんだけど。

　実際神崎さんが『けんきんぐ』を作ったのは、車体設計に入ってから。ゲームメーカーから建設機械大手の我が社に監修依頼が来た、でも、とても素人が作れるような代しろ物ものじゃあないってんで、開発をこちらに業務委託という形で回してきた訳だ。つまり製造がウチ、販はん売ばいがあっち、そんな関係。

　で、テストプレイヤーからの要望で、「配管工事とかそんなのばっかじゃなくて、建設もやってみたい」という声が上がったらしい。それで、建設業に監修を依頼する事になったんだけど、建設大手の神崎建設に打だ診しんしたところ社長さん曰いわく「うちの息子むすこがそっちでお世話になってる筈だから、アイツに任せりゃいい」という話になって、結局建設サイドの監修も神崎さんが一手に引き受けることになっちゃったらしいんだよ。

　よーく考えたらさ、神崎さんの実家、建設業って言ってたじゃん。でもまさかあの大手の神崎建設だなんて思わないじゃん！

　その神崎さんは今、どうやらパパに電話かけてるっぽいんだよ。

「ああ、お父さんですか、秀一です。御ご無ぶ沙さ汰たしてすみません」

　それが実父に対する挨拶なのか、神崎家！　フツーは「あ、おとうさーん？　あたし～」だろっ。

「ええ、元気です。それより……ええ、はい、大丈夫です。あの、それより……はい、あの、本題に入っていいですか？」

　御無沙汰してたんだろっ、ちょっとくらいパパの話に付き合ってやれよ！

「『けんきんぐ』の話は聞きましたか？　グローバル・アース社に持って行かれまして。……はい、オンラインシミュレーションゲームに。……ええ、ですが開発は僕が一手に引き受けます。建設サイドも僕の方に任せていただきました。いずれまたそちらにも挨拶に行きます」

　そちらって、実家じゃねーか！　フツーに帰れよフツーに。

「いえ、結構です。グローバル・アースとの交こう渉しようも僕の方で。いざとなればお願いするかもしれませんが、基本的には僕の方でまとめます」

　いざとなった時に召喚されるラスボスがパパなんだな。パパ強つええ～！

「ええ、取り急ぎ現状の報告と今後の予定、それと協力を依頼する事があるかもしれません……は？……いえ。……それは、まだ……」

　ん？　急に神崎さんがオドオドし始めたぞ。あたしだけじゃなくて、周りのみんなが仕事をしてるふりをしながら耳をダンボにして聞いてる。そのうちに耳で飛ぶヤツが出て来るぞ。

「あ、いえ、そういった事は……ですからそれはまた後日……いえ、ですからまだなんです……あの、今は会社なので、その話はまた別の機会に。いや、ですから、まだプロポーズもしてませんから」

　みんなの視線が一斉に神崎さんに集まった！

　神崎さんがおもむろに『しまった！』って顔をする。けどもう遅い。みんな聞いてしまったのだ。その単語を。

　しかーし、全員大人だ、大人だよ、みんな聞いて聞かぬふりをしてるよ。ああ、勿論あたしもだよ。萌乃だけがあたしの耳元に「プロポーズやて～」と小声で言う訳だよ。萌乃、あんた多分この会社で最強だよ……。




　最後のランチタイムだよ。今日も三人娘とガンタとあたしで、製造の作業机でお弁当だよ。今日も愛情たっぷり弁当だよ、あーちきしょ！

「モエね～、今日は最後やし、神崎さん誘ってんけどね～、忙しいらしいねん」

　って言ってたらだよ！　当の神崎さんと城代主任がお弁当持って製造の方に来たんだよ。

「あれ～？　神崎さん、大事な打ち合わせ言うとったやん？」

「ええ、親父さんも入れて三人で」

「あ、そーゆー事なん？」

　そこに早飯して来たおやっさんが戻って来て、三人で打ち合わせとやらを始めたんだよ。勿論あたしたちは耳がダンボ。お母さんの名前はジャンボ。お友達のネズミはティモシー！

「もう神崎君が居てるのは今日で最後やからなぁ」

「ええ、ですから今日中に発表しない訳には行きません」

「そやな。みんな驚くやろな」

「そりゃそうでしょ、発表する内容が内容だから。ところで神崎君、指輪、届いたの？」

　指輪！　こっちの五人が一斉に目を見合わせる。……けど、何も聞いてないふりをしてお弁当を食べ続ける。ここ大切！

「いえ、それがまだ。セキュリティメールでお願いしてますから追つい跡せきして届け先変へん更こうもできますし、最悪の場合は会場に届けていただくことになるかもしれません」

「どこに頼んだの？」

「韋い駄だ天てん急便のセキュリティ便で貴重品保険をかけてあります。受け取りは指し紋もん認にん証しようで行います」

「へぇ、そんなのがあるのね」

「それだけの価値がありますから」

「貰う人に、やな」

「そうですね」

「ウフフフ」

　はいそうですね、否定しませんよ。城代主任はどなたから見てもそれだけの価値がありますから。悔しいけど、城代主任なら許せるよ、諦めがつくよ。だからって指輪の話、ここでするかー！

『最悪の場合会場に届けて貰うって事は、居酒屋に届けて貰うって事？　今日中に発表なんでしょ？』

　って思ったまんま裏紙に走り書きすると、みんな黙ったままうんうんと頷く。そこに恵美があたしのペンを横からもぎ取って更に書く。

『今日の飲み会で神崎さんと城代主任の婚約発表するって事は、自動的に浅井さんは撃げき沈ちん？』

　これにもみんな黙って頷く。

「さっきの『けんきんぐ』の話で、神崎君の異動はほぼ確定なんじゃない？」

「そやなー。『けんきんぐ』無くてもまあ、いずれはそうなるやろけど。ちと早なったんちゃうか」

「でも今日の主しゆ賓ひんは花ちゃんと神崎君だから、その発表は最後でいいですよ。そんなの最初に持って来たら大騒ぎになっちゃうから」

『むしろ悶々としたまま最後まで引っ張られるより最初にやっちゃって欲しくない？』

『言えてるー』

『ほんならモエが言おうか？』

『アカンて！』

　こっちの筆談も続く。あたしの視線を感じたのか神崎さんがこっちをチラッと見る。ああ、もう目なんか合わせらんない。けど、神崎さんはあの優しい目をしてる。あたしをＫＯにしちゃうあの目だ。

　あーどうしよ！　思い出しちゃったよ。昨日の……。あんなに優しくキスしてくれたのに。その翌日は婚約発表かよ！　メチャクチャだよ！　信じらんない！　神崎のバカ！　この女ったらし！

「あたし、戻る。ごちそうさま」

「え？　花ちゃん？」

「ちょい待ちぃて」

　こんなとこで神崎さん達の話なんか聞きながらお弁当なんて食べらんない。あたしはみんなを無視してお弁当を片付けると、一人、設計フロアに戻ったんだ。

　午後からは机の私物を片付けてたんだ。段ボールに詰めて社内便で送ればいいから、そんなに面倒じゃない。すぐに終わっちゃったし、神崎さんの方を手伝ってもいいんだけど……とても声かけられる雰囲気じゃない。

「で、現在はどちらまで追跡できてるんでしょうか」

　神崎さん、自分のスマホで喋ってるからきっと韋駄天急便だよ。

「こちらへの到着予定時刻は判りますか？　……はい……ええ、そうですね……そうですか。それではこちらに間に合いませんので届け先を変更して下さい。届け先を申し上げます、メモの準備を」

　ああ、指輪、間に合わなかったんだ。でも最高セキュリティの韋駄天急便なら安全だしなぁ、保険も掛けられるしなぁ。頼むよなぁ。モノがモノだし。

「はい、そうです。『居酒屋さくら』です。大至急お願いします。必ず二十一時までに」

　そうそう、あの居酒屋、医務室のリョウさんの御主人がやってるんだ。リョウさん、桜さくら川がわさんっていうらしい。それで『居酒屋さくら』。今日はリョウさんも定時で帰って顔出してくれるって。

　でも……神崎さん、すこぶる機嫌悪そう。多分みんなにはわからないと思う。普段からあんまり笑わないし、イライラしてても殆ど顔に出さないし。だけどあたしにはわかる。

　この短い間にいろんな神崎さんを見たなぁ。初日は「なんでこの人こんなに無表情なのよ！」って思ったけど、今あの日に戻ったら全部の表情がわかると思う。ほんのちょっとの眉まゆの動きとか、視線の動かし方とか、口元だって口角ちょっと上げたとか、そんな動きでも全部伝わってくる。

　だけどさ、感情は伝わって来るのに何を考えてるのかが伝わって来ないんだよ。だから凄く不安で、どうしたらいいのか判らなくなる。聞いても「いえ、なんでもありません」だし。

　ちゃんと言葉にして伝えて欲しいよ。「好き」とか「嫌い」とか「楽しい」とか「腹立つ」とか。

　あ……だけど、待って？

　言ってたかも。言ってた……のかも？

『僕が側に居たいんです』

『今がどうしようもなく楽しいからですよ』

『僕に逃げ場を求めて下さい』

『山田さんが可愛くて仕方がないんですよ』

『その拗ねた顔が見たくて、つい、意地悪してしまいます』

『僕のパートナーはあなたしかいない』

　なんだろう、今頃になっていろんな神崎さんの言葉が蘇ってくる。その時は「何を訳わかんない事言ってんのよ」って思ったけど、本当にそう思ってた訳じゃない。凄く恥ずかしくて、嬉しくて、照れちゃって、素直に額面通りに受け取れなかった。

　……もしあの時に、言葉通りに受け取っていたら？

　あたし、すっごく可愛くない態度取ってたかも。「側に居たい」って言われたら「側に居て」って言えば良かった。「可愛くて仕方ない」って言われたら「ありがとう」って言えば良かった。「僕のパートナーはあなたしかいない」って言われたら「パートナーにして下さい」って言えば良かった。

　何故言わなかったんだ？　何故素直になれなかったんだ？　もう遅いじゃん、今更気づいたって。今更もうどうやったって神崎さんと一緒に仕事なんてできないよ。だって神崎さんはこれからＦＢ80を離れて『けんきんぐ』の担当になってしまうんだから。

　……待て花子、諦めるのは早い。まだ間に合う。かもしれない。今、勇気を出せば。でも今を逃したらチャンスはもう無い。

　あたしは立ち上がって、神崎さんのところへ真っ直ぐ行ったんだ。

「神崎さん」

　神崎さんが作業の手を止めて顔を上げたんだ。

「終わられましたか」

「お願いがあります」

「は？　なんでしょう」

　逃げちゃダメだ。ここでちゃんと神崎さんの目を見て言うんだ。

「あたしを『けんきんぐ』開発のパートナーにして下さい！」




　あれからあたしと神崎さんは二人で関係部署に挨拶回りに行ったんだ。今までお世話になった製造とか試験とか、あとリョウさんのとこにも。

　なんだか職場全体がそわそわしてて……浅井さんも婚約発表の事知ってるっぽくて、それでもその事には一切触れずにいるからあたしも特に浅井さんとその話はしなかった。

　とにかく今日はみんなが早めに仕事を切り上げて帰ったわけよ、勿論あたし達もだけどさ。

　家に帰って再び送別会に向かう前に、神崎さんが「今日は僕と山田さんが主賓ですから、とびきりオシャレして下さい」なんて言うのよ。あたしはこれからギロチンの前に立つ心境だってのにさ。

　それで、会場に向かうタクシーの中で、神崎さんがまた優しく声かけてくれるんだ。

「今日の山田さんは一段と可愛いですよ。あなたはピンクのイメージが強いのですが、白も驚くほどよくお似合いです。イヤリング、して下さったんですね」

　なんでこれから婚約発表しようって男が、別の女にこういう事言うかな。まあ、あたしは女っつーより家族みたいなノリなんだろうな。妹とかそんな。

　ってゆーか、あたしさっき決めたばっかじゃん！　神崎さんの言葉、素直に受け取ってみようって。

「ありがと。この服、恵美たちとお出かけした時に買ったんだ」

「とてもよく似合っています。ずっと見ていたいのに、こちらが恥ずかしくなってしまいます」

「なんで神崎さんが恥ずかしがってんのよ、見られてるあたしが照れるならわかるけど」

「いえ、その……とても、可愛らしくて」

　そしたらさ、タクシーの運ちゃんがルームミラーでこっちをチラッと見て笑うんだよ。

「お客さん達、ええなぁ、青春やなぁ」

「あははは、一応まだ二十代なんで」

「お姉ちゃん、このタクシーは『幸運のタクシー』なんやで」

　運ちゃんがミラー越しにニヤリと笑う。還かん暦れき過ぎていそうなオッチャンだ。

「このタクシーに乗ったカップルは必ずゴールインするんや」

「そうとは限りませんよ～」

「今んとこ百パーセントやがな。お客さんらがこれから行く『居酒屋さくら』の亭てい主しゆとリョウちゃんも、このタクシーでくっついたんやで」

「えー、ホントですかぁ？　今日の話のネタになる～！」

　なんて話してるうちに『居酒屋さくら』に到着だよ。

「お二人さん、仲良うしいや」って送り出してくれたオッチャンには悪いけど、百パーセントの成功率を誇ほこるオッチャンのタクシーに失敗例を作るんだよ、今から。

　お店に入ると、格かく闘とう家かみたいな大将が「いらっしゃい！」って出迎えてくれる。この人があのリョウさんの御主人なんだもんな～。あのタクシーで結ばれたんだもんな～。いいなぁ。

　奥に入るとみんな揃ってて……つーかなんだよこれ、聞いてねーよ！

　なんで製造チームがみんな揃ってんだよ！

　ＦＢ80チームは奥の座敷に鎮座してて、その手前のテーブル席に製造のなんだか見たことのある顔ぶれが勢揃いしてんだよ。そんであたし達が入って行くと、一斉に『花ちゃんコール』が沸わいたんだよ。びっくりだよ！

　ああ、この人いつも溶接のとこに居る人、こっちは板金のところに埋もれてる人、あの人は部品検査やってる人、そんでそこの端っこの人はこないだ塗と装そうやってた人だよ。みんな見たことある、名前は知らないけど、みんなそれぞれどこでどんな仕事やってる人か知ってる。

　沙紀が製造の猛者たちの前に立つと、一斉に『花ちゃんコール』が止む。

「花ちゃん、製造の人らがなぁ、どうしても花ちゃんの送別会に行きたいて言うもんやから、呼んでしもーてん。多分来るな言うても来たと思うから、いっそお店貸し切りにしてもーてん」

「えー、そうだったの？　皆さんありがとう～！」

「うおおおおお～～～～！」

　なんなんだこの大だい歓かん声せいは。一滴てきも飲まないうちからこの盛り上がりかよ……。これはファンサービスしておかねば！

「皆さーん！　今日は『飲みすぎ注意』で行きまーす！　飲みすぎ注意、よーし！」

「飲みすぎ注意、よーし！　ご安全に！」

　みんなで大爆笑だよ。

「ほんなら、みんなテキトーに飲んどきや～、ウチらはＦＢ80の送別会すんねんから～。あとなー、今日はウチらのマドンナ、リョウさんも来てくれはるしな。楽しみにしときや～」

「おおお～～～～っ！」

　なんと、製造の中で沙紀の存在は絶対的らしい。

　そして『居酒屋さくら』がこの異様な雰囲気に包まれたまま、あたしたちの送別会は始まった訳だ。

　それからあたしは製造の人達に呼ばれまくってあちこちで盛り上がってたんだけど、神崎さんはＦＢ80チームの中で静かに飲んでたんだよ。そんな神崎さんをチラチラと横目で気にしながらも、製造の人達の気持ちが嬉しくて、呼ばれるままにウロウロして。

　あたしは気付いてたんだ、神崎さんが心ここに在らずな事に。さっきから何度も何度も時計を見てる。時計なんか見たって早く来てくれる訳じゃないんだから、その分みんなと楽しめばいいのに。

　それに気づいたんだろう、浅井さんが身振り手振りで何か声かけて、思いっ切り肩を竦めたと思ったら神崎さんの腕時計外しちゃった。これには流石の神崎さんも苦笑いしてる。

　その時、お店の引き戸がガラガラと開いた。神崎さんが顔を上げる。浅井さんが神崎さんの肩を叩く。

　……孔く雀じやくのマーク、韋駄天急便のユニフォーム！

「遅くなりました！　韋駄天急便のセキュリティサービスです！」

　神崎さんが大急ぎで奥から出てくる。黒いシャツの胸むな元もとから身分証明書を出し、指紋認証を取り、パスワードを入力してやっと印いん鑑かんを押してる。韋駄天急便のスタッフが帽子を片手で取って軽く頭を下げて出て行くのを、神崎さんが会釈で見送って。製造部の喧騒の中、ＦＢ80チームだけがその様子をじっと見守ってる。

　手にした小さな箱……その中身をＦＢ80チームはみんな知ってる。そしてこれから何が行われるのかも。あたしは居ても立ってもいられなくなって、製造部の方からＦＢ80の座敷に戻ったんだよ。ここなら恵美達もいる、ガンタもいる、親父さんもいる。

　そしたらさ、親父さんが城代主任に「そろそろええやろか？」って聞くんだ。彼女が「ええ」と返事をして、いよいよ三人娘とガンタは落ち着かなくなってしまった。

　あたしは……なんだろう、変に落ち着いてる。ああ、きっとあたし死ぬ前ってこれくらい落ち着いてるんだろうなって、訳の判んない事考えて。

「ちーと、みんな聞いてくれへんか？」

　親父さんが製造部に声をかけると、一瞬で喧騒が止む。沙紀の時よりも早い。なんかもう顔を上げていられない。俯いてたら、ガンタが側に来てくれた。

「花ちゃん、俺、ここに居るから。あ、大丈夫、変な下心とか無いから」

　わかってるよ、ガンタ。あんたがどういう人か、あたしは知ってるよ。

「今日はみんなに報告があってなぁ。おめでたい話やから、みんなに聞いて欲しいねん。……冴子ちゃん、こっち来て」

　もーやだ、早く終わらせて。笑顔で拍手してあげられるうちに。

「えーと、みなさん、今日は神崎君と花ちゃんの送別会なんだけど、二人がここに居るうちに報告しておきたくて、この場を借りることにしました。やだわ、ちょっと恥ずかしいなぁ……」

「なーに言うてんねんな、早よ言いなはれ」

　照れまくってる城代主任を見て、親父さん楽しそうだよ。そうだよね、おめでたい事だもん。

「じゃあ、はっきりと。ウチの娘、彩花あやかがお姉ちゃんになります」

　え？　妊にん娠しんですか！

「お父さんになる人を紹しよう介かいします。パパこっち来て」

「はーい」

　……？　はい？　はいぃぃぃ？

「ｍｅがパパの浅井でーす。Hey Everybody！　この度たび、冴子ちゃんとの結婚が正式に決まったわけなんですがー、まあ、再婚やねぇ、バツイチ同士やし～。ところがその前にｍｅの可愛いジュニアがどーやら居てるらしいことが判明しちゃったのね～。ＯＫ？」

「ええええええー！！！」

「ま、そーゆーわけだから、みんな結婚式にはどなた様もwelcomeよ～」

　親父さんと当の二人と神崎さん以外は目が点だよ。この様子だとヨッちゃんも知らされてない。

　いつの間に城代主任と浅井さんがそんな仲になってたんだよ！

　え？　ちょっと待て？

　じゃあ神崎さんが持ってたあの領収書は？　さっきの韋駄天急便はなんだったの？

「神崎君、It's your turn」

　何が始まるんだよ？　神崎さんが……あの小箱を。え？　いきなりこっち来るよ。噓でしょオイ！

「山田さん」

「な……何？」

　ちょっと！　みんなこっち見てるよ！　何よ！　何！　そのマジな顔、何っ!?

「僕と結婚して下さい」

　……。

　はい？

　今なんと？

　誰に言いました？

「お願いします。あなた以外に僕のパートナーはいません」

「え……？」

「僕と、結婚してください」

　頭真っ白だよ。ちょっと待ってよ、城代主任は？　浅井さん？　……えっ？　は？　えええっ？

「花ちゃん、落ち着いて。言われてる事、判る？」

「判りません」

「神崎君がね、花ちゃんをね、お嫁さんにしたいって」

　神崎さんが、あたしを、お嫁さ……

「ひゃあああああああ！　ちょっ！　えっ？　はっ！　待っ……」

　どうしよう視界が暗くなって来た。どうしよう！　息苦しい！

「花ちゃん！」

「ちょっと、リョウさん呼んで！　過呼吸になっちゃってる！」

「山田さん、落ち着いて下さい、ゆっくり呼吸をして」

　ああ～、なんか遠くで誰かが騒いでるよ。耳にフィルター掛かっててよく聞こえないよ、視界もゼロだよ。誰かに抱きかかえられてるよ。ああ、だけど、この腕の感触は……良く知ってるよ。神崎さんだ。神崎さんの匂い。くんくん。

「何してはんのよ花ちゃん、ゆっくり呼吸して」

　あ、くんくんダメなのか。だけどこの腕、気持ちいいよ。落ち着いて来たよ。落ち着いたら周りが見えてきた。みんなが覗き込んでる。目の焦しよう点てんが合って来て、リョウさんが最初に見えたんだ。

「あー、リョウさん」

「大丈夫？　浅く息吸って、ゆーっくり吐いて」

「ふ────っ」

　ふと顔を上げたら、目の前に神崎さんの顔があった。なんでだろうな、なんでか知らないけど、今すぐ返事しなきゃなんないような気がした。

　それで、史上最悪ってくらいの酷いタイミングで返事しちゃったんだ。

「はい、お嫁さんにして下さい」

　全員が目が点になっている中、神崎さんだけが優しく微笑んでくれたんだよ。

「ありがとうございます。あなたを全力で幸せにします」

　あたしをそっと抱き起こした神崎さんが、ポケットから何かを出したの。それをあたしの指に……。

「神崎君、これ、スプリングワッシャーやん」

　リョウさん、ボソッと言ったつもりなんだろうけど、この人の声はよく通るんだ。

　思わず笑っちゃった。

　神崎さんも一緒に笑って。

　みんなも一緒に大笑いして。

　店中が大爆笑に包まれる中、神崎さんが静かにさっきの小箱を出したんだよ。中から大おお粒つぶの石が付いた指輪が出て来て……あたしの指にピッタリ入ったんだ。

「このスプリングワッシャーを持って指輪屋さんに行ったんです」

「これって、ピンクダイヤモンド……？」

「ええ、山田さんは僕だけのピンクダイヤモンドです」

　もう周りの声なんか何も聞こえない。

　隣でガンタとヨッちゃんが肩を組んで号泣してる。恵美と沙紀と萌乃が三人で抱き合ってる。浅井さんと城代主任が目を見合わせて笑ってる。親父さんが腕組んでニコニコしてる。リョウさんが金こん剛ごう力りき士し像ぞうみたいな大将に寄りかかってる。製造部の人たちが拍手してる。みんな映像として入って来るけど、全部背景になってて……。

　今のあたしには神崎さんしか見えない。

　ありがとう、神崎さん。ありがとう、みんな。




　あれからみんなに祝福されて、なんだか夢ゆめ見み心地ごこちのまま帰って来ちゃって、それで今は神崎さんと二人でお家で二次会やってるの。勿論神崎さんの美味しい手料理を肴にして。って言ってもさ、冷蔵庫の中身を片付けなきゃならないからそれを兼かねてって感じなんだけど。

　指にはピンクダイヤモンド。指の細い人だったら指が負けてるよ。なんだか凄いゴージャスなんだもん。七ケタ。エヘヘへへ。失くしたら大変だからしまっておきたいけど、今はまだ眺めていたい。

「猫ねこに小判、豚に真珠、カバにダイヤ……」

　なんとなくボソッと言っただけなんだけどさ、神崎さんしっかり聞いてたらしい。

「僕の大切な人をカバなどと言ったら許しませんよ」

「そーゆー事を面と向かって言うか。照れるじゃん」

「僕はいつでも面と向かって言っていたつもりですが。山田さんが素直に受け取って下さらなかっただけですよ」

「だーってぇ」

「だって、なんです？」

　神崎さんがちょっと眉を上げて首を傾かしげてる。こんな普通の仕草が憎たらしいほどカッコ良くて癇に障る！

「遠いな……」

「は？」

「あなたとの距離です」

「へ？」

　え？　神崎さん、椅子持ってこっちに回って来たよ。こんな目の前で飲んでるのに、こっち来んの？

「これなら近い」

　さも当たり前のように隣に並んで飲み始めたよ。

「十分近かったじゃん」

「向かい合っていては肩も抱けません」

「はぁ？」

「いけませんか？　僕の奥さんになって下さるんでしょう？」

　そーゆー事を聞くかなぁ！　てかそーゆー事言ってさり気に、いや、思いっ切り堂々と宣言して肩に手ぇ回すかなぁ！

「山田さんの肩、柔らかくて気持ちいいですね」

「それ、ヨッちゃんにも言われた」

「横尾君？」

　え？　神崎さんの目つき変わった。

「……に、肩を抱かれたわけですね？」

「うん、そーだけど」

「横尾君……僕の知らない所で……」

　神崎さんが反対の方を向いて、眼鏡のブリッジを人差し指と中指で押さえたままブツブツ言ってる。何これ、まさかヤキモチ？　ちょっといじめてみようか。

「ぎゅーって」

「ぎゅー、ですかっ!?」

　急にこっち向いたよ。やだ、おかしい、ほんとにヤキモチ妬いてる。噓みたい。このクールでスマートな神崎さんが、ヤキモチ！　笑う～～～！

「何をニヤついてらっしゃるんです？　僕以外の男性に肩を抱かれるのがそんなに嬉しいんですか？」

「ううん。神崎さんにヤキモチ妬かれるのが嬉しい」

「フン、ヤキモチなどこれっぽっちも……目一杯妬いてます」

「神崎さんて、ツンデレなの？」

「冗談はよして下さい。僕はデレデレです。最初の飲み会で城代主任と話したのを覚えてらっしゃいませんか？　スタンダールの話をした時のこと」

「なんとかの恋？」

「ええ、僕は情熱家なんです」

　ああ、確かにそうだった。情熱の恋とか言ってさ、似合わねーって思ったんだもん。この人って普段とのギャップ大きすぎる！

「あの……東京に戻ったら……」

「ネズミーランドでしょ？」

「ええ、そうなんですが、その……」

　神崎さんらしくも無く、なんだかモゾモゾしてる。

「どうしたの？」

「山田さんのご実家に……」

　気が早はええええええ！
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　翌朝は二人ともいつも通りのルーティンで動いてた。神崎さんがご飯作ってて、あたしが洗濯物干してて。いつものように「山田さん、ご飯できましたよ」って呼ばれて、その前から家中にお味噌汁のいい香りが充満してて。

　食卓に着いて「いただきます」って手を合わせて、ふと思った。

「ねえ、このお家でこのルーティンって今日が最後だね」

「そうですね」

「楽しかったね」

「ええ、これからはまた東京に戻る準備が大変ですよ。来る時は少々の荷物で後は買えば良かっただけですが、帰りはそういう訳に行きませんからね。キレイさっぱり撤てつ去きよしないといけません」

「何したらいいのか判んないよ」

「ハンバーグ作ったでしょう？　やる仕事を洗い出して、優先順位をつけるんですよ。その中で時間指定のある物は、その時刻に最優先でキープするんです。料理と仕事は同じです」

　って言いながら、鮭の塩焼きをつついてる。なんだかなー、神崎さんの食事の仕方はほんと上品だよなー。あ、あたしに品が無いだけか。

「山田さんが美味しそうにご飯を食べる姿をまた見ることができるんですね」

「暫く一緒に朝ご飯なんて食べられないけどね」

「結婚すれば毎日一緒に朝ご飯ですよ」

　げっ！　結婚！　あたし、この人と結婚するんだ！　結婚……うわー……。

　思わず顔を両手で覆っちゃったよ。

「どうなさったんですか？」

「恥ずかしい」

「は？」

「その言葉」

「どの？」

「け……けっ……」

「結婚？」

「きゃあああ～」

　あかん！　顔から火が出そう！　ムリ、ダメ、その言葉ＮＧ！

「結婚」

「いや────！　やめて────！」

「して下さらないんですか？」

「する。します。して下さい」

「いえ、それは昨夜、僕の方からお願いしてますが」

「違う、結婚はする。きゃー、何言わすの！　そうじゃなくて、その『結婚』て言葉がいや────！」

　だって、『結婚』だよー？

「は？　するんですよね？」

「しますします！　やめてー！」

「どっちなんです？」

「しますけど！　だけど、考えてもみてよ、その、なんともないの？　恥ずかしくなんない？　『結婚』だよ？　きゃー！　もうダメ、あたし死ぬ」

「大丈夫ですか？」

「だいじょーばないよ！」

　あたしが恥ずかしすぎて顔を覆ったままでいたら、神崎さんに手首を摑まれちゃった。

「ちゃんと顔を見せて下さい。僕のお楽しみの時間なんですから」

　もうっ！　そんな笑顔も素敵過ぎていちいち癇に障る！

「あー。そっか。そうなったら毎日神崎さん見ながら生活するのか……」

「今までと同じじゃないですか」

「だってこの先ずっと一生だよ？」

「問題ありますか？」

「あるよー。大問題だよ。朝起きたら神崎さんが家に居るんだよ？　こんな素敵な人が家に居たら、ずっと見とれちゃってるじゃん。料理しててもカッコいいし、お掃除してても素敵だし、クルマ乗ってても仕事してても、何やってても見とれちゃうじゃん。ヤバいよ、あたし廃はい人じんになっちゃうよ」

　あたし割と本気で苦情を言ってたんだけどさ、食事を終えた神崎さん、箸を揃えながら苦笑いしたんだよ。

「ダメですよ。朝からそんな可愛い事を言うと、襲おそっちゃいますよ」

「もー、本気で言ってんのにぃ！」

「その拗ねた顔が可愛いんですよ」

「むううううう～」

　そしたらさ。肩を竦めて「本当に罪作りな人だ」とか言って席を立ったんだ。

「さ、今日は忙しいんですから、ちゃんと食べておいて下さいね。僕はもう終わりましたよ。コーヒー淹れて来ます」

　そんな事言いながら、横を通り過ぎる時にあたしの頭ポンポンして行きおった！　むうううう～！




　こーゆーのをなんて言うんだろうねぇ？　『ストイック』というよりは『融ゆう通づう利かねー』っつーか、こんな日まで夜のランニングするかよ？

　って訳でさ、今『秘密結社のアジト』に居るんだよ。結局最後までこの施設の名前知らなかったよ。

「タヌキ、あれから一度も出なかったね」

「何を仰います、出たらまた怖がるくせに。あ、もしかしてまた僕にしがみつきたいのですか？」

「違うしっ」

　ハハハって神崎さんが笑ってる。いつも『クスッ』とか『フフ』くらいの神崎さんが。

「まさか今日までランニングするとは思わなかった」

「ランニングがしたかったのではなくて、山田さんと散歩したかったんですよ」

「こんなとこまで？」

「だからここまではランニングで来たんです。散歩はこれから」

「はぁ？」

　神崎さんがあたしの手を取って歩き出した。今日はいきなりの恋人繫ぎだよ。こうなってもまだ恋人繫ぎにドキドキしてるあたしって何者よ？

「ねえ、神崎さんさ、カッコいいし、仕事もできるし、お料理も作れるし、優しいし、すっごいモテるのにさ、なんでよりによってあたしなんか選んだの？　古代ローマでフンコロガシが神様扱いされてるより謎なんだけど」

「いえ、それは古代エジプトですし、名前もスカラベです」

「もーなんだっていいじゃん」

「まあ、構いませんが。どこが謎なんです？」

「こんなデブでさ、頭も悪いしさ、何もできないしさ……」

「僕は山田さんの全部が好きなんです。あなたの影響力は計り知れない。あなたが笑うとみんなが笑う。あなたが落ち込んでいるとみんなが心配する。あなたが顔を見せるだけで製造のテンションが跳ね上がるのは、そういったところなんです。あなたの存在は本当に大きい」

　背は小っちゃいけど体積大きいからね。

「火曜日にとどめを刺されました」

　斜め上から静かに声が降ってくる。見上げると、月明かりに照らされて恐ろしいくらい綺麗な神崎さんの横顔が見えて、めっちゃドキドキする。

「へ？」

「クレーンが倒れた日ですよ」

「あ……」

「あのクレーンを『この子』と呼んでましたね。可哀想だから起こしてあげてと。あなたはマシンの気持ちに寄り添える人なんだと思いました。あれでもう僕は完全にＫＯでしたよ。瞬しゆん殺さつです」

　そう言う神崎さんだって、マシンに対する愛情、ハンパ無いよ。あたしがヤキモチ妬くくらい。

「神崎さんて不思議な人だね。クールに見えて凄く熱かったり、淡たん泊ぱくに見えて情熱的だったり、現実主義に見えてロマンチストだったり……」

「妹には『二重人格』と言われます」

「もしかしてＡＢ型？」

「ええ、しかも魚座。究極ですね」

　そりゃあ世界遺産級の不思議ちゃんにもなるわな……。

　なんて考えながら、建物正面の土管やアスレチックネットの脇を通って、ブランコや鉄棒のちょうど反対側の面に向かってのんびり歩いて行く。

　建物入り口の前には花壇があって最初に来た時はチューリップが並んでたけど、今はもうマリーゴールドに植え替えられてる。

「そういえばこっちって、来た事無いね」

「そうですね。……ああ、藤ふじ棚だながある。山田さん、藤の花言葉ご存知ですか？」

「知らーん。何？」

「『決して離れない』だそうですよ」

　げ……なんか照れるじゃん。神崎さんがあたしの手をギュッと握り直したよ。

「チューリップは？　あたし、ピンクダイヤモンド大好き」

「チューリップやバラは色で花言葉が変わるんですよ。ピンクのチューリップは『愛の芽生え』です」

「芽生えちゃったよ。どうしてくれる」

「こうしてあげます」

「わ……」

　急に引き寄せられて彼の腕の中にすっぽりと収められちゃった。この巨きよ体たいが入るんだから長い腕だ。

「責任取りますよ」

「とーぜんだ」

　あ、どーしよ、気持ちいい。こーしてるの気持ちいい。神崎さんの匂い。くんくん。気持ちよくって、あたしも神崎さんの背中に手を回しちゃう。ぎゅー。

「山田さんが可愛くて可愛くて気が狂いそうです」

「それは困る」

「冷静なんですね。僕はこんなにあなたに酔っているのに」

　それが謎すぎるから冷静になっちゃうんだよ。それホント古代エジプトだから。

「外で良かった」

「え、そーゆー趣味あるの？　こんな事までアウトドア派？」

「違いますよ。家の中だったら今の僕はもう誰にも止められませんよ」

「今も十分暴走してるよ」

「そうですか？」

「うん」

「では、お言葉に甘えて」

「は？　なんか日本語の流れおかし……んっ」

　塞がれた。あたしの論理的思考は完全停止。もー、どーでも良くなった。

　神崎さんの匂い、くんくん。あ～ダメだ、脳ミソとろけてきた。絶対この男フェロモン分ぶん泌ぴつしてる。

　あ～もう、どうしよう。この人、好き過ぎる。好き過ぎておかしくなりそう。背中に優しく添えられた手の感触とか、髪を撫でてくれてる指とか、もう全部好き！　全部全部ぜーんぶ大好き！

「山田さん」

　神崎さんが唇を離して、耳元で囁いたんだ。ゾクッとするようなセクシーな声で。

「結婚したらなんと呼びましょうか」

「きゃあああ～～～～！」

　照れる！　やめて！　死ぬ！

「花子……ですか？」

「いやあああああ～！　ムリ！　あり得ない！」

　あたしが神崎さんから離れようとしたら、すっごい馬鹿力でギュッて抱き締められちゃって、もう逃げらんない！

「僕の事はなんと呼んで下さるんですか？」

「ええええーっ！　かっ、神崎さん、でいいんじゃないの？」

「あなたも神崎さんになるんですが」

「きゃあああ～～～！」

「神崎花子さん」

「あーもう無理！」

　逃げらんないし、顔もまともに見ていられないから、彼の胸に顔をうずめちゃってるんだけど、それでも恥ずかしくて死にそう。

「フフ……すみません。もう苛いじめませんから。可愛すぎてついつい」

「ふえ～～～～ん」

「そろそろ戻りましょうか」

「もー！　神崎さんのバカー！」

　彼はいつものようにフフフって笑いながら、あたしの手を取ったんだ。

　あたし、こんなに幸せでいいのかな？
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　今日でいよいよ神崎さんとの生活もおしまい。一緒にできる共同作業もこのお引っ越しが最後だよ。

　着替えて顔洗って、ご飯の前に布団を干そうって二人で二階に上がって、布団カバーを外してたら、神崎さんが「おはようのキスがまだでした。今しましょうか」とか澄すました顔で言ってくれちゃって、朝っぱらからベッドに押し倒されてキスされちゃったんだよ。もう、仕事する気失くしちゃうし！

　あたしがブーブー文句言ったら「暫く会えなくなるんですから、今のうちにあなたを堪能しておきたいんです」とかさも当たり前のように言ってのけて、もう大キス大会だよ、ほっぺとか鼻の頭とかおでことか耳たぶとか瞼とか顎あごとか訳判んないとこまでキスされて「いい加減離れろ変態」って言うまで顔中キスされまくったし……。

　うーん、これ、本当に『あの』神崎さんだろうか？　偽にせ物ものなんじゃないだろうなぁ？

　だけど、いざ仕事がスタートしたらどうやら本物の神崎さんのよーな気もするんだよね。手際いいし、五、六個の仕事、同時進行しながらあたしに指示出すし。

　もうすぐお昼。段ボールには食器棚の中にあったチャコールグレイとオフホワイトのお揃いの食器たちが収納されて、お揃いの布団カバーやカーテンも箱詰めされて、どんどん『あたしたちのお家』だったものが片付いて行ったんだ。あんなにたくさんあったキッチンツールも、来た時同様に凄くコンパクトに梱こん包ぽうされてしまって、キッチンはスッカラカンになっちゃった。

　二階の自室の荷物もあらかた整理が終わって、スーツケースに服やら何やら詰め込んだところにちょうどレンタル屋さんが引き取りに来てくれたんだ。

　あたし達は冷蔵庫や洗濯機に「お世話になりました」って頭下げて送り出したんだ。ベッドやお布団や食器棚にも。あたしの巨体を支え続けてくれた自転車にもね。

　レンタル屋さんが帰ったら、入れ替わりで引っ越し屋さんが来てくれた。二人で買ったものは一旦神崎さんの部屋に送って貰って、神崎さんの方でカーテンや布団カバーは洗濯してくれることになったんだ。あたしんちは狭いけど、神崎さんちはそこそこの広さがあるって言ってたから。

　自分で運ぶ荷物を神崎さんのレガシィに積んだら、部屋の中完全に空っぽになって本当にスッカラカンになっちゃったよ。

　部屋を見渡してみた。広い。こんなに広かったっけ？

「空っぽになってしまいましたね」

「うん。二人の思い出の部屋」

「一緒に料理もしましたね」

「洗濯物も干したね」

「ご飯も食べて」

「お酒も飲んだねー」

「あなたが二日酔いになって」

「神崎さんが介かい抱ほうしてくれたね」

「雨の日にトレーニングもしました」

「イヤリングとキーホルダーも作ったよ」

「気持ちもすれ違った」

「ヤキモチ妬いて」

「あなたを泣かせて」

「だけど……」

　神崎さんの手を取ると、彼がしっかり握ってくれる。

「山田さんをこの世で一番愛してますよ」

「あたしも」

　見上げると、彼があたしの方を見て微笑んでくれる。あたしを一発ＫＯにするあの微笑みだよ。

「行きましょうか」

「うん」

「お部屋さん、お世話になりました。今までどうもありがとう」

　あたし達は二人揃って頭を下げ、部屋を出た。
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「山田さん、おはようございます。久しぶりですね～！」

「あ～ミユキ、おはよー。こないだサンキュー」

　カバンを椅子にドンと置いて、ジャケットを脱ぐ。今日はちょっと暑い。

　びっくりしたんだけど、スーツのスカートが全部ユルユルで穿けなくなってたんだよ。それで今日はワンピースなんだよ。

「恐怖の神崎さんと同居だったそうですね～？　瘦せたんじゃないですか？」

「瘦せた瘦せた、十キロ落ちたよ」

「えーマジですか！　あたしも神崎さんと同居しようかな」

「ダメダメ。あの人婚約者いるから」

「ええええっ！　うっそ────！」

　あたしだけど。……って言葉を吞のみ込こんでニヤニヤしちゃう。

「あ、そーだミユキにお土産。天橋立行ったの。『かさぼう』ってゆーんだよ、傘松公園のキャラ」

「何これ可愛い。山田さんそっくりじゃないですか～」

「それどーゆー意味よ」

「あはは、チョー可愛い、ありがとうございまーす」

　ミユキが『かさぼう』のぶら下がったボールペンを胸ポケットに突っ込むと、ポケットから覗いた『かさぼう』が揺れて可愛い。

　いつものように、パソコンのメールフォルダーを確認する。ああ、懐かしいな、一カ月ぶりだよこの感じ。来てる来てる『神崎メール』。でも今までみたいに「あちゃー」じゃないし「恐怖」でもない。『業務連絡』っていう素っ気ない件名と発信元の『機械設計Ｇ　神崎』っていうこの文字だけでも愛おしくて仕方ない。

『六月一日付で異動になる事が決まりました。異動先は京丹波試験場、設計部車体設計グループ（新設）、役職は主任です。当面は『けんきんぐ』の設計開発のみになりますが、ＦＢ80の方も引き続き主担当として開発サイドを牽けん引いんしますのでよろしくお願いします。機械設計Ｇ　神崎』

　え……どういう事？　戻って来たばっかりなのに半月後にまた京丹波？　って事は、また神崎さんと離はなれ離ばなれになるの？

　噓でしょ。京丹波と東京じゃ離れすぎだよ……。

「山田さ～ん、コーヒー買って来ますけど、カフェオレ買って来ましょうか？」

「いい」

「？　あれ？　山田さん？　どーしたんですか？」

「なんでもない……」

「あ、そうですか、じゃ、行ってきますね～」

　やっぱり神崎さん向こうに呼ばれたんだ。親父さんと城代主任ってこんなに力あるんだ。それとも『けんきんぐ』が大きかったんだろうか。

　あの日、「あたしを『けんきんぐ』開発のパートナーにして下さい」って勇気を振り絞って頼んだ日、神崎さんは言ってた。「僕に決定権があるならそうしたいところですが、僕には希望を述べる程度の権限しかありません」って。

　結局のところ、こうして能力のある人だけが引き抜かれて行くんだ。あたしが置いてきぼり食らっても、それは自分の無能を嘆なげくしかないんだ。

　仕方ないよね、今までの生き方が違いすぎる。日々問題意識を持って高みを目指してきた人と、時の流れるままに過ごしてきた人間との違いだよ。そこを恨んでも仕方ない。それよりは少しでも神崎さんに近づく努力をしないと……。

「山田さん、おはよう」

　あ、バーコード……。存在するだけで四季を通じて暑苦しい男。

「おはようございます。戻りました」

「どうだった、向こう」

「いいところですよ。タヌキ出るし。自然がいっぱいって感じで、ワイルドなあたしにはピッタリの環境でした」

　バーコードが作業机の椅子をあたしの机の横に持って来て座ってるよ。世間話でもする気かよ。

「そりゃ良かった。神崎君とは上手くやってたようだね」

「ええ、まあ」

「彼とペアでいろいろな改善案を提出して来たって、本部長が愚ぐ痴ちってたよ。神崎君を味方につけて本部長に『ウン』と言わせるとは、山田さんも侮あなどれないね」

　って耳に小指突っ込んでグリグリすんな、オッサンくせー。もう、神崎さんとは大違い！

「本部長そんな事言ってたんですかー？　まったくあの頑がん固こジジイ！」

「神崎君どころかとんでもない大物を味方につけたんだって？」

「はー？　誰ですか、そんな人知りませんけど」

「製造部長」

「あ、親父さん」

「山田さん、製造部長を『親父さん』って呼んでたの？　本部長もそう呼んでたけどさ」

「あの人そんな大物なんですか？」

「あの人、某ぼう業界では『レジェンド』なんだよ」

「へー、そうなんですか」

「ま、いいや。じゃ、報告書、十時までに上げといてくれる？」

「了解でーす」

　バーコードは耳に小指突っ込んだまま行っちゃった。椅子くらい片付けろ。




「課長、報告書上がりました」

　十時ピッタンコにバーコードのところに報告書を持って行ったら、バーコードが『社内秘』ファイルを持って怪訝な顔してこっち見てんだよ。

「山田さん、京丹波で一体何をやらかしたの？」

「は？　何も特に目新しいことはしてないですけど」

「だけどね、レジェンドが動いたらしいんだよねえ、これ見て」

　渡されたファイルから文書を取り出してみると……え？　何これ。

『異動辞令』？





氏名　：山田花子

異動先：京丹波試験場設計部車体設計グループ（新設）

異動日：六月一日

役職　：主任補ほ佐さ






　　……なんですと？


（おしまい）










あとがき












　初めまして、如月きさらぎ芳よし美みと申します。

　このたびは本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。




　実はワタクシ、小説なんかほとんど書いたことのないド素人しろうとでして、偶たま々たまネットで見かけた『カクヨム』なる小説投稿サイトに「素人でも投稿していいの？」などという安易なノリで投稿し、何な故ぜかそれが多くの方に読んでいただけて、何故かそれが編集部さまの目に留まり、何故かこういう形で本にしていただけることになり、正直、自分でも「何故？」ばかりがグルグルと……。

　三点リーダーという言葉も知らなきゃ、中黒だのダッシュだのなんて言葉も知らない。「てんてんてん」だの「でっかい点」だの「線」だの言ってた私が大おお慌あわてでその辺の書き方を修正し、宇宙語にしか聞こえない専門用語を一つずつ担当さんに確認し、やっとこさっとこここまでたどり着きました。こんなずぶのド素人をここまで引っ張ってくださった担当さまには足向けて眠れません！

　さて、作品の方ですが……これ、実は原作はこの二・五倍のボリュームがありました。削って削ってここまでコンパクト（？）にしました。原作の方はもう少しお仕事やお料理、観光ガイド的なネタもございます。よろしければそちらの方も読み比べていただけると、また違った楽しみ方ができるかと思います。原作はこちらです。

　https://kakuyomu.jp/works/1177354054880958153




　また本作以外にも社会派ドラマや他の作家様とのコラボ作品も少々ですが書いておりますので、よろしかったら覗のぞいてみて下さい。




　この作品を刊行するにあたり、お世話になった皆さま、本当に本当にありがとうございました。

　何もわからない私に一から百までそれはもう丁寧にご指導下さった担当さま、キュートなマシュマロ花子と鼻血が出るほどイケメンな神かん崎ざきを描いて下さった駒こま城しろミチヲ先生、編集部の皆さま、校正担当さま、この作品に関わってくださった皆さま、ツイッターで応援して下さった皆さま、協力してくれた友人たち、カクヨムで応援して下さった読者の皆さま、本当にありがとうございます。心から感謝しております。




　最後に、これを読んでくださったあなたへ。

　最後の一ページまで読んで下さってありがとうございます。またどこかでお会いできますように。








如月芳美

YOSHlMl KISARAGI




初めまして、如月芳美です。

庭の花の美しさや、そこに遊びに来る虫たちの文句なしに可愛らしい姿から、日々元気を貰っています。

私も彼らに負けないように、読んで下さった方が元気になるようなお話を書いていきたいと思っています。

どうぞよろしくお願いします。










駒城ミチヲ

MICHIWO KOMASHIRO




編集さんから「ページ数が多いですよ」とうかがっていたのですが、軽快な一人称視点で描かれていてあっという間に最後まで読み切ってしまう今作。とっても楽しいラブコメです！　カバーを描かせていただけて光栄です。



















カバーイラスト／駒城ミチヲ

デザイン／世古口敦志（coil）












電子版







いちいち癇かんに障さわるんですけどっ！








如月きさらぎ芳よし美み





2016年11月15日　発行
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